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序

奈良国立文化財研究所が平城宮跡の継続的な発掘調査を開始して

から今年で16年になる。 これまでに発掘調査を終えた地域は， 全体

の 2 割程度にすぎないが， 検出された遺構遺物は膨大な量にのぼる。

当研究所では， 年度ごとに調査の概要を「年報」等にとりまとめて

報告しているが， この報告のような正報告としては， ある地域やテ

ーマを設定して， 数次にわたる調査を併せて公刊する ζ とにしてい

る。 今回の報告は， 平城宮発掘調査報告としては第 7 冊目にあたり，

内裏の北域官街地区の調査を之りあげている。

きて， 最近は平城宮跡には年間数十万人の人が， 遺跡の見学や軽

運動， 散策のために訪れてくるといわれる。 乙のために， 乙れまで

のように発掘済みの遺跡について，）I頂衣保存修景をはかつていくと

いう部分的な遺跡整備の集積では対応しきれない状況が生れてきて

おり， 宮跡全体を見渡した本格的な保存整備の構想が求められるに

いたった。 文化庁では， 数年前から委員会を設けて検討を進めてお

り， 構想がまとめられるのもそう遠いことではないと聞いている。

いうまでもない乙とであるが， 将来構想の原点に据えられなけれ

ばならないのは， 発掘調査の成果である。 2 割程度の調査結果で，

ある程度の全体像を描かねばならぬとすれば尚更のことその成果を

十分に検討し生かすことが必要である。 そのためにも， 遅れ気味の



報告書の刊行には， 今後とも鋭意努力したいと考えている。

埋蔵文化財の発掘調査は近年とみにふえ， 年聞に刊行される報告

書は， 7 ～ 800 冊を下らないといわれる。 大部で内容の多岐にわた

るものも多く， 直接遺跡、を知らない読者には解りにくいものになっ

ていると聞く。 乙の報告書ではその点の改善に若干努力し， 報文の

要約を最後につけたほか， 索引を工夫して読者の理解の助けにした。

今後の報告書のあるべき姿についての一つの試みと考えている。

最後に平城宮跡の発掘調査に平素よりと指導頂いている平城宮跡、

飛鳥藤原宮跡・調査整備指導委員会の先生方をはじめ， 乙の報告書

の作成にあたって種々と教示頂いた多くの方々， 英文要約を作成さ

れたウィリアム ・ カ ー タ ー 氏に厚く御礼申し上げるとともに， 今後

とも一層のと指導と鞭縫を切にお願いする決第である。

昭和5 J 年3月

奈良国立文化財研究所長

小 川 修
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5 6AAO区Q·R地区 中区西半部

6 6AAO区R地区 中区西半音11

7 6AAO区R地区 中区西半部
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22 6AAO区 中区東半部

23 6AAO区 F 地区 中区東半部

24 6AAO区 G 地区 中区東半部

25 6AAO区 G地区 中区東半部

26 6AAO区c・D地区 中区東半部

27 6AAB区U地区 東区

28 6AAB区U 地区 東区

29 6AAB区U 地区 東区

30 6AAB区U 地区 東区

31 6AAB区U 地区 東区

2 F地区建物SBI055ゴじから
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全長南から
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2建物SB2140・SB2131凶から
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3 向上 井戸枠

l木簡出土土抜群JRから 2土城SK2101 東から

3土城SK2102東から

l全長西南から 2 D地区建物SB875西から

3 D地区土燐SK870南から

4 D地区土城SK869·SK870西南から

l全長西南から 2同上東北から

3建物SB730南から

l建物SB730北から 2図的ISA705北から

3 同上

l建物SB780東から 2建物SB765オじから

3 建物SB717と井戸SE715北から

1土城SK820発掘中東南から

2向上造物出土状況東から

3 向上 発掘後東南から

l井戸SE715西から 2 II音策SX706西から

3 向上東南から



32 6AAB区U地区 東区

33 市庭古墳・ネ111明野古墳

34 6AAO区D•G地区 市庭古墳

35 6AAO区D・G地区 市庭古墳

4焼痕のある土級SX801西南から

5向上（南側〉西南から

l他物SB760・＠4WSB805· SB808四から

2建物SB805・SB808北から

3建物SB815 南から

市庭古墳（上〉と事11明野古！.1-t c下〉

l ri1T方部東南l山東南から

2 T前方部東南I�品東北から

3 T]fJ万部東而外堤西南から

l TlfJ方部前面ff:石破壊状況東南から

2 ilfJ方部南国外堤と濠北東から

3排水泌SD503 J:Rから

4 前方部外堤西南隅東から

36 SK820出土木簡 兵衛と内裂

37 SK820出土木簡 諸国の鈴

38 SK820出土木簡 諸国の京進物

39 SK820出土木簡 t終結の辺哲

40 SK820 ・SK2101•SK2102出土木簡 事11[0,年間の造世文書他

41 軒丸瓦

42 軒丸瓦

43 軒平瓦

44 鬼 瓦

45 SK820出土土師器

46 SK820出土土師器

47 SK820出土須恵器

48 SK820出土須恵器

49 SK820出土須恵器
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＋：！、A ・ B・C·E Jlll.B·C 椀A

杯B 杯B悲JIILB 皿B釜
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土師探(78～105）杯·Jiil·椀 須恵総（381～392）杯菱

土問i�（l!O～116）恋・鍋・盤 須恵探（398〕M!iC

土問i若lf(ll9～127）杯・皿l·萱E 須恵撚（401～433)

土師器（133～147）杯－皿 須恵器（441～447）杯·fili:・M!i



55 硯 類

56 硯類・施軸陶器

57 墨書土器

58 墨書土器

59 墨書土器

60 墨書土器

61 墨書土器

62 箆書土器ほか

l～71翻足例 I l～ 13即日制限B

15鳥形l現 16宝珠脱 17双脚円規 18杯養明
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53「口盤」 55「沙僧」 58 r�v」 「九」

63「内哀感所」

71「陛大郎」 「炊�－J収不得 若取者竿五十」

84 .l込と官人の刻線画 85・ 86焼成後にほどこした刻

総紋

63 SK820出土木製品 服飾具 l約扇

64 SK820出土木製品 服飾具

65 SK820出土木製品 服飾具

66 SK820出土木製品 祭器・工具

67 SK820出土木製品 紡織具

68 SK820出土木製品 食膳具

69 SK820出土木製品 食膳具

70 SK820出土木製品 容 器

71 SK820出土木製品 容 器

72 SK820出土木製品 部 材

73 SK820出土木製品

74 SK2101他出土木製品

75 木製品の加工

76 繊維製品他

77 雑 具

1 主要建物一覧表

2 軒丸瓦分類表

3 軒平瓦分類表

別

2 槍扇 3 抱扇形木製品

12～ 15留め針7診木製品 5～ 9櫛
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調査

一一一一
口

の内裏北外郭

序第 I 章

この報告は， 奈良国立文化財研究所が， 奈良市佐紀IOJにある特別史跡「平城宮跡」で実施し

同年夏の第13次調査，た， 1962 （昭和37）年夏の第10次調査， 196 3 （昭和38）年春の第11次調査，
bド

この地域内その後，1964 （昭和39）年夏の第20次調査の成果をまとめて収録したものであって，

で実施した小規模な2同の調査（1972年冬のお＇182一 7次別抗· 1975年夏の釘＼95-6次訓；J主りの結果も

あわせ付記した。

調査地域は， 宮城北寄りを東西に走る通称一条通（県道谷間～奈良線〉 の北側を占めており，

宮域のほぼ中央を南北にn� 、て走る道（通称一条通以北はj面体歌｛Jj'�街道＝県道木作～平JJ，主総〉をへだ

てて， 先に調査・報告した官街地域の東に隣接している。

ド

調査は， 全開発掘を基本方針としてすすめた。 しかし， 調査当時， 調査地域東端寄りの，:ii1i

称一条通沿い， および北側には民家が建っていたため， 両側の民家の間の空閑地のみを発掘す

るに留めた。 また平成陵前面の抗車場と道路f{fl分も， 未発掘のまま残ることになった。

1959年以来実施してきた発掘東西約530mにおよぶ地引について，通称一条通り北側の，持

同地；；，；：西半部を占この間に，
2) 

める地域が， 宮内省大)j追l肢と推定される官街跡であることが判明し，

調査は， 第20 次調査によって一段落をむかえることになった。

また東半部に南接する方

約180mの区画に， 築地回廊をめぐらす内哀が存在したことを確認した。 そして， 今回報告す

むしろ内哀と係るであろうことが次第に明らか

すでに公刊した報告書であつかって以降の，

平城宮跡調査・保存・張。Iii事業の歩みをffiJIII併にのベ，11rJ）直点にふれておきたし 、。

ここに， 木調査の成果を報告するにあたって，

る東半部地域が， 西のTI街と関連するよりも，

になってきたのである。オt

奈良国立文化財研究所『平城宮発掘調査報告

Ill』内衷地域の調査 奈良国立文化財研究所

学級節目冊 1963。『平城宮報告凹』と時称。

平滅宮跡の調査・整(11/jの経過にかんしては，

『奈良国立文化財研究所二十年史』（1973年〉に

概観した。 各企pffi:の状況については， 『奈良

国立文化財研究所年報』 （以下，『年報1961.l

�i;-;と附称〉を参照されたい。

3) 

4) 

奈良国立文化財研究所『平城宮発掘調査報告

H』官街地域の調査 奈良国立文化財研究所

10周年記念学報（学報第15冊） 1962， 奈良同

立文化財研究所『平城宮発掘調査報告W』官

街地域の調査2 奈良国立文化財研究所学平H

第17冊 1965。 以下， 『平城宮報告H』・『平

城宮報告IV.! �；と附称する。

『平城宮報告H』pp.97，『平城宮報告W』pp.55。

註



A 発掘調査の進展

1962年におこった宮域西南部の開発問題が契機となり， 翌1963年には， 特別史跡指定範囲が

方 lkmの宮域全域に拡大された。同時に宮城保存のための土地買収・固有化が始まり， 調査事

業も転機をむかえた。買収をすすめるためにも， 宮城四至の確認が急がれることになったので

ある。 こうして附年後半村，附年にかけて， 宮城西南隅（第14次調査i 西面南門＝玉手 ＊

門 （第15 ・ 18次調査〉， 問中門＝佐伯門（第25次調査〕 など西辺を調査し， また南辺の朱雀門 （第
め の 7) 8) 

16 ・ 17次調査）， 東辺の北門・中門推定地（第21 ・ 22次調査〕， 北面大垣（第23次調査〕を調査した。

このうち， 東辺においては， 推定位置に北門・中門・大垣は検出されず， また大垣外の東一

坊大路が占めるべき地域にも， 建物や井戸が存在することを確認した。 とくにこのうち北寄り

の部分に位置する遺構は， 木簡等から宮内省造酒司跡と推定されて注目をひいた。

1964年， 推定東一坊大路の位置に国道24号線バ イパスを建設する案が起り， 1965年から1967

年にかけてそれに関連する調査を実施した。 これによって， 東辺地域の実態は， さらに明確な

ものとなった。 すなわち宮域東南隅を発掘し（第32次調査〉， 東商南門推定位置を探究（第29 ・ 39

次調査） することによって， 南端から北へ延びた東商大垣が， 南門推定位置で東に折れ曲って

巧

継続し，東折の入隅部分に，南に開く門が存在するζとが判明した。 このようにして平城宮が， キ

従来推定したような方lkmの規模で‘はなく， 東方に張り出し部をもっていたことを確認したの

である。 バ イパス建設は 1967年， 計画決定 にまですすんだ。 これに対処するため， 同年から

翌 年にかけては， 第3 9次調査地域の北に続〈パイパス路線予定敷地を発掘し（第43次調査〉， ま

た東折した築地の行方を追及して， 東院跡、とみられる東張出部分の東南隅と， その内側の庭園

遺跡， 宮域外の大路跡などをみいだした（第44次調査〕。 この結果， 東院保存の声が高まって， ホ

バイパス路線が再検討されることになり， 1968年には， 新ノレートをさらに東方にもとめること

が決定した。 そして1970年には東院地j或の追加指定が実現し， ここに平城宮跡の史跡指定は一

段落をつげることになった。

1965年から， 通称一条通の南方約 zoom c内袈南縁付近〕 を東西に横断して， 宮j或中央地域の

遺構分布状況を探って（第26～28次調査〕， われわれが先に第1次内裏の存在を推定した 朱雀門 ド

の北方中央部分の状況が， 東の第2 次内裏地域とは， かなり異なっていること， そしてこの中

央部分の西方は， すべて官街地域にぞくすることを明らかにした。

いっぽう1966年から， 内裏とその東方地域とを探究 して（第33 35 ・ 36 ・ 38 ・ 40次調査〉， 内裏

I）『年報1964』 p. 39，『年報1965』 p. 30～320 

2）『年幸flI964』 p. 39。

3）『年報1965』 p. 33。

4）『年報1966』 p. 32 ・ 330

5〕『年報1965』 p. 32 ・ 33.

6〕『年報1965』 p. 34～37。

7）『年報1965』 p. 38～400 

8）『年報1965』 p. 40。

9）『年報1966』 p. 37～39。

10〕『年報1967』 p. 35 ・ 36.

2 

11）『年報1967』 p. 42～45。

12〕『年報1968』 p. 38 ・ 39。

13）『年報1968』 p. 38 ・ 39。

14〕『調査概報1960』 p. 7～10。

15）『年報1966』 p. 34～36。

16）『年報1967』 p. 37 · 38.

17）『年報1970』 p. 34 ・ 35。

18）『年報1967』 p. 38 ・ 39。

19）『年報1967.J] p. 40～42。

20）『年報1968』 p. 37.



中心部の建物配寵が判明し，また，築地回廊の外側にさらに ー廻り大きく内裏をとりかこむ築

地塀の存在を確認した。築地回廊と築地堺との聞には楼閣や官街ふうの建物跡，築地塀の東外

側では，主事積基壇建物をふくむ大規模な官街を検出した。これは太政官かも知れない。

内裏地域に乱雑に立ちならぶプレハブ構造の調査事務所 （PL. I）を撤去し，何等かの施設を

＊ 新築するようにとしづ要請が1965年ころからおき，とくに1970年に日本万国博覧会が計画され

ると，地元側からの声も高まった。そこで，遺構の分布密度が比較的低い宮城西方地域を新築
21) 21) 21) 21) 22〕 22〕 23)

候補地としてえらび，発掘調査を実施した（第47・50 ・ 51 ・ 52・ 59 ・ 63 ・ 71次調査〉。この地域には

官街「馬寮」が所在したことが明らかになり，追描を破壊しないように盛土し，基礎をおくだ

けの軽構造で，収蔵庫（1969年〉，資料館・研究事務j封l(]970年〉 を建築し，1970年4月に移転が

＊ 実現した。

斗

以上に概観したように，1963年，特別史跡指定地域拡大後，発掘調査は多忙をきわめ，それ

まで年2回ていど実施してきたのに対して，同時に2カ所以上を調査することも多くなり，発

掘面積は急速に拡大化した。各年度の発掘面積は下記のとおりである。
1959年 38a
1960 42 
1961 75 
1962 88 

1963'.f:- 225a 
1964 248 
1965 267 
1966 268 

1967王手 233a 
1968 185 
1969 195 
1970 174 

1968年からは，宮域外の状勢が急を告げ， バ イパス新計画路線敷地として，ウワナベ古墳外
25) 25) 26)

堤（第54 ・ 60次調査〉，それに南接する左京一条三:I;;lj十五・十六坪（節目・56 ・ 66次調査〉，および

キ 東三坊大路（第57 ・ 61次調査）の調査を実施した。宮城内における面積が縮少したのはこのため

である。

1963年に仮発足した平城宮跡発掘調査部は，翌年には 5室33名で正式に発足し，1965年には

6室42名の組織となった。しかし1970年には，藤原宮跡の調査が国道パイパスの計画と関連し

て急務となり，1973年には飛鳥藤原宮跡発掘調査部が発足して，奈良県教育委員会が実施して

＊ きた同宮跡の調査をひきつぐことになった。これにともなって平城宮跡発掘調査部は縮少し以

後お名前後のスタッフで運営される ζとになった。

1968年には，国宝唐招提寺討，i堂の解体修理の進行と合せて，その移建前の原位置にあたる第

2次朝堂院東朝集殿跡、の調査を実施して復原考察を助けた〔第48次調査〉。
29) 30) 31) 31) 32) 

1970年以降は，第l次内裏推定地域 （第69 72 75 77・87次調査〉， 第2次内裏推定地域およ

＊びその東接地域 （第；；
〕

；；
）

78次調室）を集中的に発掘し，両地域の性格について，従来とは違

った想定をいだくにし 、たり，今回報告する地域の性格の評価にも影響することになった。

1975年からは，中央の第1次朝堂院推定地域と東院推定地域を重点的に調査している。

21）『年報1969』p. 34～370 

22）『年報1971』p. 24～250 

23〕『年報197U p. 26。
24）『平城官報告W』1975年
25）『年報1970』p. 37～38。
26〕『調査概報1970』p. IOo 

27）『年報1970』p. 39～400 

28）『年報1969.!) p. 38～40。
29）『年報1971』p. 28～290 

30）『年報1972』p. 26～310 

31〕『年報1973.J] p. 19～250 

32）『年報1976』p. 19～250 

33）『年報197!JI p. 30・310
34〕『年報1972』p. 31～350 

35）『年幸�1974』p. 22～26，『年級1975』PP· llo
36）奈良国立文化財研究所『平城京左京三条二坊』

（奈良国立文化財研究所学報 第25冊）。
37）『年報1974』p. 330 

38) 奈良県・奈良国立文化財研究所『平城京左京
八条三j:}j発抑制査概報』1976年。
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宮内調査の進行と同時に， 1971年以降には大規模開発にともなう平城京内重要遺跡の事前調

査の要望が急速に増した。西隆寺東門 ・ 塔 ・ 金堂跡，奈良山における平城ニュ ー タウン建設敷地

内の瓦窯ほかの遺跡， 朱雀大路跡， 左京三条二坊卜 ・ 十五坪（奈良市庁建設地〉， 左京五条－:J;;lj

四 ・ 五坪（県聖子柏木基地建設地〉， 東市東北辺部の左京八条三坊十 ・ 十五坪（県営住宅団地建設地〉，

左京三条二坊六坪（奈良郵便局建設予定地〉 は，その主なものであって，いずれも大きな成果をあ 地

げている。こうして平城宮だけでなく， それを中核とする古代都市平城京の条坊 ・ 宅地割， そ

の中にいとなまれた貴族 ・ 庶民の住宅など， 具体的な実態がようやく明らかになりつつある。

B 保存と整備

国費によるなjZ城宮跡の買い上げは， 1963年から5カ年計画で始まり， 奈良県教育委員会平城

宮跡整備事務所がその事務を担当した。この計画は， 1967～68年に， 通称一条通り沿いに散在
来

する29戸の家屋を買収して移転撤去を実施することによって完了し， 宮域北部の家屋密集地を

除く全域（835,400mりの固有地化が実現した。

文化庁は 1970 年5月11日に， 平城宮東張1±1し部分について， 特別史跡の追加指定をおこな

った。この口い上げは 1969 年から5カ年計画で開始し， 1971 年までは従来通りの方式で年間

2億円弱の予算によって 進めたが， 地価の高騰によって， 達成にはなお数年を要する状況に ＊

なったため， 県による先行投資に切替えて一括口収を計り， 1972 ・ 73両年度をもってこれをほ

ぼ終了した。 指定面積l, 240, 000m2 のうち， 現在までに固有もしくは県有化した面積は，

1, 020, 000m2 にたっしている。 こうして， 宮城北部の佐紀町集落と， 東辺の法華寺日l了集落を

除く大半が公有化されたことになる。

平城京廃都後1200年近く， 水田として地下に眠っていた平城宮跡は， 全域固有化という新し ＊

い時期をむかえた。宮跡をどのように現代に活かしながら保存していくか。新しい時期の到来

は， 新しい問題をなげかけることになった。しかし理想的な保存の構想を具体化するにあたっ

ては， なお多くの予備調査や立案を心要としている。そこで1965年以来， 史跡管理者である奈

良県は， 国庫補助をうけて平城宮跡の仮整備を開始した。1969年からは， 当研究所が直接この

事業を担当することになった。それは， 発掘によって明らかになった遺構の性質を， 埋め戻し キ

た後に修景的技法によって地上に復原し， 平城宮の広大な空間構成や殴舎配置を， 見学者が体

験的に理解できるような整備方法が発展したことと対応するものであって， 以後， 発掘と整備

とは， つねに密接な関連をもってすすめるようになった。

遺跡を埋め戻した後， 建物跡の部分だけは煤土して芝を張り， 柱位置に小糠木を植えて規模

をしめし， 堺や築地の跡は， i桂木を列摘してしめしている。

内裏の築地回廊は， 元来， 凝灰岩積みの基JUをもつので， 追構を埋め戻し， 土（厚さ70cm)

をおいた上に， 基湿復原を試みた。

建物 ・ 塀 ・ 築地の周囲の外庭部分には， 玉砂利を敷きつめている。なお， 今回報告する地域

においては， 後述するように古境の周泌を検出したので， この部分には黒い玉砂利を敷し 、てそ

の範囲を明示した（巻首図版〕。

39〕奈良国立文化財研究所『平城京左京三条二坊六坪発掘調査概報』1976年。
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こうした修景整備は，第2次内裏地域と，通称一条通北側の官街地域から，発掘の順序にし

たがって実施し，終了に近づいているが，今回報告する地域の東半部は，未買収地域が残って

し 、るため，整備せず草地のままとしている。

宮城の周囲には，本来，大垣，すなわち高い築垣がめぐらされていたものであるが，管fjl上

水 の要請や宮城明示の一法として，その基底部のみを石積土品によって復旧しており， 玉手門・

佐伯門などは基壇を復原して上面には礎石模造品を置いている。

し 、っぽう，発掘した追儲そのものを展示する施設として，1966 ～68年，内裏の東方地域で泣
，，書留色、や

椛の覆屋と出土品展示棟とを4棟建設し，197 2 ～73年には，内裏に東接する宮内省の一部局と

推定される官街の掘立柱式建物（5問×2聞の＊回線〉を，その場所で実物大模型的に復原した。

斗 また1973～75年には，内裏内部の大型井戸の発掘遺構を，そのまま型取りし，実物大の造椛模

型を作って現場に再現することに成功した。このようにして，発掘を終った遺構の整備には多

くの手法を試みつつあり， 全国の史跡整備のパイロット的役割を果している。

このほか宮跡内においては，調査や整備事業のための仮設道路建設，水路改修，未発掘地域

を対象とした工事国や浅い水面造成などを実施しており，また，ボ ー リングによる土層，地下水

位・水質調査，整備後の諸施設の利用実態調査など，整備計画立案の基礎的な諸調査をつねに

平行して実施している。1975年度末までの整備終了の地域は289, 060m2 である。

c 調査・整備のための委員会

1959年以米，研究所の制査，研究を指導・助言してきた特別史跡平城宮跡調査委員会は， 玉jZ

城宮跡発掘調査部の発足とともに改組され，1964年には平城宮跡調査指導委員会が発足した。

持 当時の委員は次のとおりである。敬称は省略する。

常任指導委員
建 築 史 浅野 活ー 古 代 史 井上 光貞 東洋考古 有光 教一

太田博太郎 岸μ』 俊91 水野 清一

福山 敏Y:l 直木孝次郎 歴史考古 石田 茂作
考 古 学 小林 行雌 中国仏教 塚本 普｜盗

指 導 委 員
建 築 'J: 大岡 笑 考 古 学 杉原 荘介 東洋考古 仰）京 末治

�J野 克 澄田 正一 ！拘井 不日愛
j族問 通夫 沌口 宏 l苅野 !i.W

* ！飯島亥治山ll 八幡 一郎 原田 淑人
村田 治山II 古 代 史 坂本 太郎 美 術 'J: 成田 J淡

考 古 学 伊東 信Ml; ｜長l 晃 田沢 j且
大場 磐』JI: 竹内 理三 長広 敏雄
鋭山 猛 中 性 ';:l.：赤松 俊秀 松下 ｜盗草
;lミ永沼fjJf: 宝月 圭吾 民 俗 池田i原太

同委員会は，その後，宮跡の整備にかんする指導もあわせ担うことになった。 そして，飛鳥

および藤原宮跡の調査開始にともなって，1974年には平城・飛鳥藤原宮跡調査整備指導委員

会と改名して現在におよんでいる。

40) 『年報1974』p.]8～20。
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発掘調査部会

建 築 史 浅野 清 考 古 学 杉原 荘介 日 本 史 門脇 被二

稲垣 栄三 澄田 正一 岸 俊男

川上 貢 関野 雄 関 晃

｜羽野 克 滝口 宏 土田 直鎮 Zド

考 古 学 網干 善教 藤田 因説t 直木孝次郎

有光 教一 日 本 史 青木 和夫 美 術 史 倉田 文作

伊東 信雄 チ｜ニ上 光貞 松下 ！径意

岡崎 敬 弥永 貞三

整備管理部会 ネ

建 築 史 浅野 清 建築計画 多胡 進 ι修 景 近藤 公夫

関野 ノ
下片

k」 都市計画 扇回 イ言 植物生態 菅沼 孝之

考 古 学 有光 教ー 都市工学 川上 秀光 j也 質 林田 精郎

日 本 史 直木孝次郎 三村 浩史

建築構造 内田 祥哉 渡辺 定夫 有2

文化庁は， 1968年宮跡保存整備の長期計画を立案するための諮問機関として， 平城宮跡保存

整備準備委員会を設けた。

浅野 清 鍵田忠三郎 水野 清一 蔵田 蔵 池田 武夫 植本亀治郎

高山 英華 上司 海雲 下位真一郎 岡崎 文彬 西山 gp三 太田博太郎

小林 同リ 井上 光貞 関野 克 横山 光雄 坂本 太郎 森 ま包 斗

収蔵庫新営計画部会 保存科学部会 基本計画部会

部 会 長 浅野 清 部 会 長 関野 克 部 会 長 浅野 清

委 員 太田博太郎 委 員 太田博太郎 委 員 井上 光貞

岡崎 文彬 小林 同リ 岡崎 文彬

植木亀治郎 水野 清一 鍵田忠三郎 持．

｜均野 世－＂干. 専門委員 三木五三郎 下位真一郎

西山 卯三 関野 克

森 主五 高山 英�

吉村正一郎 西山 卯三

専門委員 内田 祥哉 水野 清一 本

岸 俊男 吉村正一郎

横山 義賀

このうち収蔵庫新営計画部会は， 展示施設・造物収蔵庫・研究室を 一体とした平城宮資料館

の第l WJ工事が終った1970年に， その任務を完了した。また基本計画部会は， 平城宮跡を史跡

公園としてでなく， 遺跡の重要性を第一義におく遺跡博物館として充実・発展させる構想を提 埼

案し， 1970年には「平城宮整備に関する基本構想」をまとめている。

同準備委員会は1974年に平城宮跡保存整備委員会として再発足し， 現在， 平城遺跡博物館の

基本計画を検討しつつある。同委員は下記のとおりである。

浅野 清 奥田 良三 司馬遼太郎 森本 孝順 有光 教ー

鍵回忠三郎 関野 肯ノ」a 横山 光雄 池田 武夫 吉良 竜夫 持

曽沢 太吉 吉村正一郎 井上 光貞 倉田 文作 虫illl,j 稔、

吉村 清三 太田博一太郎 坂本 太郎 永井 路子
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D 本報告書の作成

第 10・11・13・20 次発掘調査の凶係者は， 発掘が2年におよんだため， かなり出入があった。

第20次発掘調査当H寺における闘係者は， 次のとおりである。
調査関係者

調査立任者 奈良国立文化財研究所長 小林 阿リ

司 平城宮跡、発掘調査部長 縦本亀治郎
第一捌査室 坪井 清足 木村 談話 鈴木 :JE mu十 �） 

森 郁夫 石井 則孝 荒木 仲介 佐藤 夙l治
第二調査室 工藤 圭掌 岡田 茂弘 牛川 喜幸 八'.t!t 普

三輪;tl.r六 猪熊書店l協 鬼頭 清明 高山 J心平
* 第三部j査室 沢村 イ二 河原 純之 工楽 普通 !IIJ庇｜ コ.L;'.i:

横田 拓実 松下 正司 架）京 荊店主
保存整迎室 横山 浩一 回中 琢 佐！京 J'[ 右前回 談泣

ー 八幡 扶桑 {U] !j吟挺Ii
史料調査室 田中 稔 fr里子 久 伊東 太作

* 本報告書の作成にあたっては， 上記関係者に加えて多数の調査員が参加した。逃拙について 学報関係者

は， 宮沢智土 ・ 宮本長二郎・藤原武二 ・ 村上詔一・ 黒山な直 ・ 中村雅治・清水真 一， 逃物につい

ては秋山隆保・阿部義平 ・ 石松好雄・今泉隆雄・小笠原好彦 ・ 岡本東三・甲斐忠彦 ・ 加藤 優

・沢田正昭・ 凹辺征夫 ・ 東野治之 ・ 西弘海・西谷正・山沢義:w- .吉田恵三が整理・作成に参

加し， 河原純之 ・ 八賀 普・本村豪輩・宮沢智土 ・ 阿部義平・小笠原好彦・山沢義j'1·が第l次

ド 原稿を作成した。 その後， 調査研究の進行にともなって， 全面的な再検討を加え， 調査部にお

ける数回の討議を経て， 最終原稿を完成した。執筆分担はつぎのとおりである。

第I章鈴木嘉吉，第H：章・第1111;:tl～3宮沢智土， 4吉田恵二， 第W章l狩野久， 2ゑi布II夫， 3小笠 執筆分担者

原好彦－西弘海・吉田恵三， 4 ・ 5 IIIJ問主主， 第V fit I森郁夫， 2小笠原好彦・西弘海，3A宮沢智土，
3B森郁夫 ・ 吉田恵二， 3C田 l'" 稔 ・ 1'{f野久， 4豹・野久， ；JI]表4解説 岡本来三， ；JI]表5解説 西弘

ホ 海，5}1］表6解説 吉岡恵二。

＝ド

英文要訳は， 合衆国ノ、一ノ之一ド
‘

大学William Car司I

写真J最影は佃斡雄， 印刷用複製は佃幹雄・波辺衆芳が担当し， 藤村礼子が助力した。

編集は， 坪井清足・鈴木嘉吉の指導のもとにすすめ， 凶中琢が着手し， 佐j京真がこれをうけ

つぎ， 町田章・石川千恵子 ・ 毛利光用子の助力を待て完成した。

本報告書には， 土境SK820および， 宮内各地出土の木炭について， 奈良教育大学平田善文助

教授の研究成果を載録した。 なお土嫌SK820/:l：＼土の植物遺体にかんする， もと武庫川大学教授

故三木茂氏の研究成果， および， ·m·庭古墳周縁坦土の花粉分析についての竹岡政治氏の調査の

成果は今回は割愛し， 別の機会仁公刊する予定である。
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第 H 章 調 査 概 要

1 調 査 地 域

第10・1 1・13・20次調査地域は， 奈良市佐紀町の旧小字東大宮と同松本とにぞくする，東西

300m，南北90mの範囲である。 調査地域の南と西とは， 通称一条通（県道谷田～奈良線） と，

通称歌姫街道（県道木津～平城線〉とによって， それぞれ画されている。 また， 調査地域の東端 ＊

は， 佐紀町民家密集地の東限をなす崖線によって画されており， 北は道をへだてて民家密集地

に接している。 本調査地域を， 当研究所の遺跡標示方法にしたがってあらわすと， 6ABB 区

調査地域の A・B・C地区，6AAO区C・D・F・G·H・ I·K・L ·M·N ・ 0 ・ p ・Q·R地区，
区・地区名

6AAB区U地区に相当する（Fig.2）。

平城宮は， 北に高〈南に低い， なだらかな斜面上に立地している。本調査地域は， 平城宮の ＊

中で最も高い場所（標高73～74m〕 を占めており， 近鉄線路付近（楳高64～65m）との比高差は

約lOmである（Fig. 1〕。 調査地域は， 全域にわたってほぼ平らで， いちじるしい 高低差はな

い。 ただし，東端の6AAB区U地区は， 中央の6AAO区にくらべてlm 低し 、。 そしてU地区東

端の崖を境として東側は， さらに一段低くなっている（標高71.9m〕。

本調査地域は， 発掘調査当日寺は水田であったが， 1970年までに大部分が固有地となり， この ＊

うち， 6ABB区と6AA0区の一部とにおいては，1 971年に実施した整備によって， 主要建物を

盛土でしめし， 柱位置を植栽によって表示している（巻首図版）。

今回の調査地域は， 平城宮の第 2 次内裏地域 （以下， たんに内裏と記すときは， 第2次内哀地域

の内哀をさす〉に北接している。 内裏の中�認をなす 内事IIの周囲には， 築地回廊を方形（東西約

176.9m， 南北約184.3m）にめぐらしており， さらにその外側の広い範囲を築地（東西約280.Sm, 本

内裏内郭 ・ 南北推定375m〕 でか こんでいる。 この築地回廊と築地との2重の囲みが画する部分を， 「内裏
外郭の区別

外事11」とよんで， 「内裏内郭」 と区別する。

この報告書が対象とするのは， 内裏の北面築地回廊と北面築地とによって南と北とを限り，

内裏北外郭 東面・西面両築地によって東・西を画する範囲であって，これを「内裏北外郭」と呼称する。 内裏

北外事llは，東 西に長い地域をなしている。記載にあたっては， この地域を西 ・ 中 ・ 東の 3 区に ＊

分け， 中区はさらに西半部， 東半部に市Ill別してあっかう（Fig. 2・11）。

JOOm 

s
d

J

ト叩

Fig. 1 

1) 平城宮の地区割については，『平城宮報告E』pp. 114参照。
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調査次数
10次

1 l次 1一市

Jll

13次 凶
及Iと

20次
日一日

東

82-7 次
95-6 次

制査区・地区名

6ABB-C, 6AAO-P～R 

6ABB-A · B 

6AA0 -L · N · 0 

6AAO-F · H ・ I · K 

6AA0-C · D, 6AAB-U 

6AA0-M

6AAO-F · G 

6AAO-B

6AAO-A

部，jtf.JりJ間 発槻而fi'i

1962. 7.11 40 a 
～1 !. 27 

1962. 11. 28 56 
～1963.6.20 

1963.8.2 50 
～JO. 9 

1964.7.20 36 
～l !. 11 

1972.1.22～ ！. 28 0.54 

1975.8.25～8.26 0.12 

Fig. 2 各次訓査地域の地区訓 Tab. 1 各次調査の期間と面私z

2調 査 経 過

A 第10次調査

第10次調査は，この訓査地域で実施した最 初Jの発掘調査である。これより先，第2 ・ 4 ～ 6

次調査によって，木地域の西に，宮内省大IJ普II裁と組定する官街が存在したことが切らかとな

キ り，その報告に｜燃しては，内装北方一悩官街地域と想定したのであっt�；しかし，ひきつづ 調査前にお
け�2想定

〈第3 ・ 6 • 9次調査によって，本調査地域の南に，内哀のι，，4伝部分を検出し，平安宮内裏と

の対比によって，これを内製内�i＼＼とよび，周回に外車IIの存在を考えるにいたった。当時は，外
現地形から

郭築地をまだ巡航の上では確認していなかったが，現地形からその位置を想定し，今回の調査築地を想定

地域の東端を南北に走る崖総を，東外事I＼の束を｜浪る築地の北延長部分の痕跡と考えた。このよ

本 うにして，本制査地域が，内梨外事11の一部を形成する蓋然、性は高くなった。

第10次調査は，この地域の性格を解明することを目標として実施し，C·Q·R地区から開

始して，P地区におよんだ。調査の結果，この地域の中央付近は，大きな窪地をなEめた整地土

から成っており，地山は，南と北とに狭くのこっているにすぎないことが判明した。整地土を

ともなうこの大きな窪地が市庭古境，すなわち，別平披｜凌を後門部とする前方後円境の周濠の
本 一部であることがわかつたのは，貨』11次調査の後半においてであつて，第l

の群集状況から，庭園の一部を構成する苑池の逃桝と推定していた。建物をはじめとする遺構

2〕 『平城宮報告H』P· 1130 3) 『平城官報告凹』p. 67。
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内裏と主要
軒瓦が一致

平安宮蘭林
坊との対比

の大多数 は， この整地 土の上に あり（Fig, 9・10）， 検出は容易ではな かった。

R地区南端近くに 東西築地（ SA488), その西端から北へのびる南北築地（ SA505）を検出し，

築地 内側に建物数棟を， 築地 の西に建物1棟をみいだした。 築地 は， 内裏内郭との位置関係か

らみ て， 内裏に関連する殴舎をかこむ可能性が大きいと判断された。 遺構の衝度が低〈， 重複

がすくない点も西の官街地域（6ABO区〉における状況とは違っていた。 また出土軒瓦 が第 2

75 70 65 

K 

日目525

・ ー

口
P

R 日同時

Fig. 3. 第10次調査地成の地区制と主な逃格

次内裏地域の主要軒瓦と一致し， 西の官街地域の主要軒瓦と異ることもまた， 本地域が， 第2

次内裏地域と密接に関連する地域に属した可能性が大きいことを想定させた。

なおR地区南端の2カ所で通称一条通北端部をたち割って， 1954年に 検出した内裏北面築地
4) 

回廊北雨落溝の底石の存在を再確認した。

B 第11次調査

第11次調査は， 第10次調査にひきつづき ， その東・西に隣り合う地域で実施した。 まず東調

査地域（L·O ・ N地区〉を南のN地区から発掘して北におよび， 続いて西調査地域（A ～ E地区〉

を発掘した。 このうち， 通称歌lf,l街道凶側（6ABB区D·E地区〕の遺構は， 西の6ABO区と関

連が深〈， すでに同区と一括して報告している。 そのD地区で南北築地 （ SA350）を検出し，

さらに9mをへだてた東に 南北蹄（ SD572）をみいだしたことによって， 西の官街地域と今回

報告する内裏北外郭とが明確に区分されることが明らかとな った。 こうして 北外郭と内裏との

関連が密接であるとする前次調査以来の想定に ますます自信をふかめ， 第10 ・ 第11次調査地域

に平安宮の蘭林坊に相当する施設の存在を考えるにし 、 たった。

4) 文化財保護委員会『平城宮跡 一朝堂院跡
北方地域の調査』 （埋蔵文化財発掘調査報
告第5) 1957 年。 p.7・14,pl. 4～64· l・42。

JO 

5〕 『平城宮報告W』p.6
6〕 河原純之「平城宮跡第9 ・ 10次発掘調査概要」

（『年報1963』1963年）P· 9. 

ド
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第11次調査によって， 第10次調査で検出した「苑池」がさらに東方に連続し， また西（6AB 苑？也を古墳
周；宗と確認

B 区B地区北東部分）では， 北に曲ることがわかった。そして， この北折の角が市庭古墳の前方

音fl西南隅に相当し， 池が古墳の周濠であり， 池の縁に敷きつめた礁は， 古墳の葺石とみられる

にいたった。すなわち現平城陵を後円部とする前方後円墳の前方部が平城宮造営に際して破壊

ド 自lj平されたことが明らかになったのである。0区においてはこの古墳周濠を埋めた整地土上，

85 

く－

F-

一T

I Sll60CA·B: 

一－

T- I: 

円0, , , 55, , 

L 

T 

s·01scs I : snss5 
：十七三三ド ； O

。一 -o 0ー -0 

90 85 

Fig. 4第l l次調査地域の地区割と
主な遺構

J-

55 

K 

-E 

L区においては地山上で， 東西 ・ 南北築地（ SA488 ・ SA505）の内側 にならぶ建物群を追求し 築地内側で
建物を追求

た。A·B区においては建物数棟をみいだしたほか， 西端で南北塀（ SA570〕の一部を検出し

fこ。 ζの堺に西接する通称歌姫街道の部分に， 内裏西外郭を画する築地， もしくはその前身の

堺があったと， その後， 考えるにいたったことは， 後述するとおりである。

＊ N区の南端におし、ては， さきに第10次調査 によって存在を再確認した内裏北面築地回廊c s 

C060）の北側柱列と， 基壇に北接する雨落溝との東延長部分を検出した。なお， 北面築地回廊

内裏北面築
地回廊検出

の北8.5mには東西塀（ SA486〕をみいだし， 調査当時は築地回廊と密接に関連し， 両者共存 東西塀検出

するものと考えた。しかし後にこれを築地回廊に先行する施設と考えるようになった。

c 第13次調査

ネ 第13次調査は， 第11次東調査地域東方の2カ所で実施し， まず東調査地域（6AAB区U地区，

6AAO区C D地区〕から開始し， 続し 、て西調査地域〔6AAO区，F · H · I K地区〉におよん

だ。 2カ所に分けたのは， 排土を盛土する空間を設けるためである。西調査地域， すなわち，

F ・ H ・ I · K地区では， 南の I 地区から検出し始めて北におよび， 第11次東調査地域で検出

した諸遺構を東に追った。古墳周濠を埋めた整地土上での遺構検出は容易ではなく， とくにK

水 地区では， 多数の遺構が重複している上， 整地土中に古墳葺石が多数混在しており柱穴の輪郭

7) 河原純之「平城宮跡第9 10次発掘調査概要」（『年報1963』）p.9

11 



石敷を検出 の判定が難しかった。 東西築地（SA488） の北に道路 とみられる石敷（SX920） をみいだし，

東西築地の南に続く東西溝（SD487）が北折し，さらに東北に曲ること（SD890）を確認した。

東調査地域の西半のC ・ D地区においては，遺構の分布密度が低〈，現南北道路をへfごてた

「左衛士府」6AAB区U地区における濃密な状況とは呉っていた。しかし土綴SK870からは「左衛士府」木

F-

簡が出土して注目をひいた。C・D地区の境界泊いに，市庭古墳周濠の東縁をみいだした。 ＊ 

40 35 

－ －，－－「
K- -K 

-A 

-0 

u 

SU805 SB710 SB708 
-J 

50 45 40 35 

Fヒ -E 

45 40 35 Fig. 5第13次調査地械の地区割と主な迫＋1W

内裏外郭の東を限る築地の北延長部分が6AAB区U地区東端の崖線上に位置するものと，か
内裏東外郭
築地を検出 ねてから想定していたことは，先にのべたとおりである。U地区においては，この築地を検出

し，築地の西側で重複する十数棟の建物をみいだした。さらにU地区西北端近くで検出した土

扱SK820からは，天平末年（8世紀半ば〉頃に一時に投棄した状況で，多数の土器 ・ 瓦と1900点
SK820の
一括遺物 にたつする木簡とが出土し，内裏北外事11地域における最も顕著な一括造物を提供した。 埼

第10 ・ 11次調査地域をさきに平安宮の閲林坊と比較したのと同様に，第13次調査地域を平安

宮の桂芳坊・華芳坊の前身的な地域と悲l定し見。ただしSK820出土の木簡には兵衛府 ・ 中務 ・

桂芳坊・華
芳坊と比較 宮内省にかんする記載をふくみ，この地域の性格を考える上で新しい視点をあたえることにな

った。その後，平安官の蘭林坊以下三訪の文献的検討をすすめた結果，内楽北外享IIとこれら三

坊との対比がかならずしも妥当ではないという見解にいたったことは後論するとおりである。 本

D 第20次調査

第20次調査は，西調査地域（M地区〉，すなわち，第11次東調査地域と第13次西調査地域との

聞に残っていた部分と，東調査地域（F G地区〉，すなわち第13次東調査地域・西調査地域聞

に残っていた部分との 2カ所で実施し，これによって，1959年 以来実施してきた内裏北外郭に

おける一連の調査をいちおうしめくくることになった。まず西調査地域を南と北の両側から発ネ

B〕 本村家章・鈴木充「昭和38年度平城宮発掘調査側報」（『年報1964』1964年） p. 38 

12 



掘し， つづいて東調査地域を北のF地区から発掘して南のG地区に及んだ。

西調査地域すなわちM地区においては， 第11次調査で一部を検出していた南北堺（ SA630〕

が， 東西塀（SA486）にたっして， 北外事IIを東西に分つ機能をもったことが判明した。東調査

地域， すなわちG地区では， 内裏築地 ・ 回廊（ SC060）北而部と東西塀（ SA486）の東延長部

本 分を検出した。しかし， それに北接する部分には建物がとぼしく， 北端部に若干の小建物， 井

北外郭を分
け�南北塀

30 25 

j j J-

55 50 

T- 111 I ｜ 寸一 T

一O o-

55 50 

EL
 

35 
' ' o I :io

’ ＇ ls' 

Fig. 6 第20次調査j也l演の地区m11と主な追椛

戸（SE2128〕とそれ をかこむ方形の情（SD2126）を検出するのみで あった。 建物のない南半
S K2101 

は，空地だったと判断された。しかし井戸付近から南流する桝（SD21!0）の西側には， 土峨が S K2102 

群集重複しており， このうちSK.2101 からは天平勝宝の木f'lti, SK.2102 からは神亀 ・ 天平の木

簡が出土し， またSK.2102では造営に関連する記載をもっ木簡がみいだされ， この地域の造営

本 に係るものとして注目をひいた。 G地区の南半もまた市庭古墳の周濠部分に4、目当している。今

回は古墳の規模を確かめるために同古域前方部の東南端（PLAN19, PL. 34－りを検出した。

E 第82-7次・第95 6次調査

内裏北外郭地域においては， 上記4次にわたる調査以後， 現状変更届けによる事前調査とし 現状変更
事前調査

て小規模な 2 つの調査を実施している。

第82-7次調査は， 第13次調査をおこなったD地区北端部に東接するB地区の小範囲で実施

し， 先に検出した斜行持（ SD890）の連続部分， 市庭古頃周濠東縁ほかの遺構をみいだした。

第95-6次調査は， 第20次調査東地域東北隅の東方5111で実施したものである。北端部で築

地（SA8220）痕跡すなわち賞色粘質土の高まり（高さ約25cm〕を検出し， 内裏北外事［＼の北面築

地の南縁部分に相当する可能性も生じた。 しかし， 現状ではSA8220を直ちに北面築地とはみ

水 ないで‘おく方が適当とみられる。この築地以外には， 後jlJ:の土城をみいだしたにすぎなし 、。

＊ 
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3 調 査 日 誌

A第10次発掘調査 6AAO区P ·Q·R地区 6ABB区C地区

1962年7月11日 ～11月27日

7 ・ 11～24 耕土除去

7 ・ 25～31 地区設定，床土除去。調査地域中央

付近では暗褐色の整地土の上に遺構がある。

8 ・ 1 R 地区の東南隅から造機検出開始。東西

溝（SD487）と， それに北援する 東西築地（SA488〕

とを検出。C地区の東から遺構検出開始。東西幣

(SD487）の西延長部分を篠認。東北～西南方向に

斜行する締（SD503〕を検出。

8 ・ 2 R地区の東西築地（SA488） ・ 東西総（SD

487）を追求。SD487の南で掘立柱の掘形2カ所cs

A486）を検出。東西築地 （SA488）の北，厚い整地

土上面で， 2 列の東西柱穴列 （SB501）を検出。C

地区の斜行滞（SD503） は深さ約1. 7m。底まで策

灰色粘土をかた くっき固めて埋めている。

8 ・ 3 R地区の東西務（SD487〕の埋め土上部に

は多量の瓦が含まれている。東西築地（SA488〕も

さらに西へつづ
、
〈。掘立柱の掘形5間分（SA486)

を検出。 東西柱穴列 を 東西棟建物（SB501） と推

定した。C地区の中央付近で南北柱穴列4間分

(SB497） と， それに一部重複する柱穴列 （SB498)

とを確認する。後者は前者より新しく ，雨落iiYJ:を

ともなっている。

8・ 4 R地区で東西棟建物（SB501〕の南瓜i7問

分を確認。床束穴らしきものがある。C 地区南北

柱穴列（SB497〕は斜行総（SD503）より新しし東

西'{ftj;〔SD487）の埋土におおわれている。

8 ・ 6 R地区の東西棟建物（SB501〕の西萎の柱

穴列を確認し， 5間×2聞の身舎の四面に廊がつ

くことが判明。 ζの建物の西半に重複して，南北

棟建物（SB502）の掘立柱の掘形を認める。この南

北棟建物の方が新しし、。東西棟建物（SB501）の西

妻の柱穴列の西 4.5m に南北堺（SA505） の東雨務

幣がある。C 地区で南北棟建物（SB497）の西側柱

と推定される柱穴列検出。東西潜〔SD487）は， こ

の地区の西端までつづく。

8 ・ 7 R地区の南北棟建物（SB502）は桁行5閑

で，東廟がある。 C 地区の南北棟建物（SB497）の

柱穴 は東西溝（SD487〕で破壊されている。南北棟

建物（SB498）の南雨落滞は西へのびる。

8 ・ 8 c 地区の追構検出をほぼ終了。Q地区の

東部から巡椛の検出を開始。 東端近くで 南北綜

(SA505の西雨落機〉 を検出。この南北織のすぐ

東は南北築地（SA505）か。

8 ・ 9 R 地区の中央部東側付近で扱立柱の掘形

firを検出したが，建物にはまとまりにくい。Qj也
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区の南北海（SA505の西雨1-i締〉は北端で西北にま

がる。この南北総の東3.5mに別の南北務（SA505

東雨落滞〉も検出。阿古寺の聞が築地 （SA505） にな

るものと推定。

8 ・ 10 Q地区の北部で検出した黄褐色粘土質の

地山は， 南に低〈傾斜し， この斜面i， すなわち低

地の岸には大きな擦が散在する。あるいは池か。

低地の整地土上で根石様の玉石群〔礎石建物SB

520の根石〉を検出。

8 ・ 11 R 地区の北部に南北棟建物（SB523）があ

る。梁行2問。Q地区の，根石様の玉石をともな

った柱穴群は東西棟建物（SB520）で， 身舎内部に

付設構造物（SX521〕をともなっている。

8 12 R地区の南北棟建物（SB523）の規模判明

(4間x 2間）。その北 に4間分の東西柱穴列（SA

526）がある。Q地区の南北築地（SA505）の東雨落

締は南へ続く。

8 13 R 地区の南北築地（SA505）の東雨落務付

近は多量の瓦が堆積している。

8 ・ 17 R地区の南北築地（SA505）上で銅立柱の

掘形（SB502の西廟〉を検出。

8 ・ 18 R地区西南隅の南北棟 （SB502）の西日fi北

第l柱穴の北で， 南北築地（SA505）を横断する木

製のII音渠を発見。暗渠は南北築地の西雨落務と交

叉してさらに西へ開渠となって流れる。南北棟建

物（SB502）を建てるにあたって南北築地（SA505〕

の改築があったのか。

8・19 R地区西南隅の南北棟（SB502）を完掘。

5 悶×4 聞の規模で東 ・ 西に賄が付く。 この建物

の南妻柱付近以南は地山が高〈，以北は厚い整地

土。C 地区で検出した斜行総〔SD503）はこの地山

と整地土との境界まで追跡できた。

8 ・ 20 R地区で東西築地（SA488〕の西延長部分

を検出。北からくる南北築地（SA505）と直角に連

なる。東西築地の西端近くで門（SB489）とみられ

る柱穴2カ所検出。

8 ・ 21 R地区の東西築地 （SA488〕 の南雨落絡

は西流し， C地区の東西溝（SD487〕 に速なる。

門 （SB489） の雨落備には 玉石を敷いている。

8 ・ 22 C·Q·R地区遺構検出終了。清掃作業。

8 ・ 23 C Q·R地区の清掃。

8 ・ 24～25 写真撮影。実測準備。 P 地区の走JI土

除去開始。

8・27～9・4実測

9 ・ 1 P 地区の床土除去。床土は"A'l ＜，ただち



に地山となる。南から遺構検出開始。南部で東西

柱穴列（東西棟建物SB540の南側柱 〉を検出。

9 ・ 3 P地区の東西棟建物（SB540）は， 7問X

2間ほどか。身舎内部に付設椛造物 （SX541） の

柱穴 がある。

9 4 P地区の 東西棟建物（SB540） は東へ述

続し，桁行10間以上，東は調査J也i域外にのびる。

9 5～15 Q · R地区中央の盤地土の部分 に，

南北約45mのトレンチを入れ，内部の状況をさぐ

る。深さ約2m，南－北両岸は玉石で君主岸してお

り，苑i也（SXSOO）かとおもわれる。

9 ・ 17 R 地区の東西築地 （SA488） ・ 南北築地

(SA505）付近の細部検討。

9 ・ 18 R地区の通称一条通北{JUJにトレンチを入

れ，1954年発概調査で・検出した内装北而築地回廊

の；l'.tt/t'iと今回の調査のj立椛と の＇＊l係を追求。

9 ・ 19 R地区の通称一条通のトレンチで，北面

築地図［ili(SC060〕の西端を確認。

9 20～24 約締作業 ・ 写真蛾影 － 実測。

9 ・ 27～11 ・ 27 担！めもどし。調査終了。

B第11次発掘調査 6AAO区L·N·O 地区 6ABB区A · B地区

1962年ll月28日～1963年6月20日

11・m～12 ・ 7 1Vt-土除去。

12 ・ 8～17 地区設定，床土除去。

12・18 N地区の南からi山花検出開始。築地図！J'i1i

の柱穴（SC060北側柱列 〉と凝灰岩切石の北雨落務

とを検出。

12・20 西のR 地区南縁（第10次訴j査〉 で倹出した

東西柱穴列（SA486）の東延長部131]：�分を磁認。

池（SXSOO）の南岸を検出。

12 ・ 21 東西柱穴列 （SA486） の 北で， 東西築地

(SA488〕を検出。 NJ也区西端で， 東西築地（SA

488〕上に東西にならぶ2個の柱穴を検出し，南－

北雨落務ぞいに玉石のならぶ状況を発見。おそら

く門（SB575）であろう。N地区逃桃検出終了。

12 ・ 22 0地区の南と 北から巡梢検出開始。南半

で，南北棟建物 （SB590） の南安部分を検出。 柱

穴には根石をと もなっている。：ltf4刊で池（SXSOO)

の北岸を検出。 東端に土城（SK.609） があり東の

未調査地域にの びている。西寄りで，南北棟建物

(SB600〕の柱穴を検出。根石をと もなう。

東寄りにも柱穴列（南北棟 SB585）。

12 ・ 24 0地区南半の南北棟建物（SB590）は3間

x 2問と判明。東端の南北柱穴列（SB585)13間分

（うち 3穴 は後にこわされている）を検出終り，

塀と考えた。O 地区の泣格検出終了。 L 地区の南

から遺構検出。先にP地区で西半分を検出した東

西棟建物（SB540）の南側柱列 の柱穴l@fi?go

12 ・ 27～ 2 ・ 12 作業員賃金アップ要求し，交渉

決裂。ストライキ突入，作業休止。

12 ・ 13 ストライキ解決。L 地区のj立総検出再開。

東西棟建物（SB540〕の東半部を確認。桁行18間の

長い建物となる。東寄りに東西柱穴列（SA631） ・

南北柱穴列（SA630）があるが，残物にはまと まら

ない。 LJt区のjJ1fiYi検出終了。6AAB区A地区の

北から遺構検出開始。ほとんど全而が池 （SXSOO)

をi望めた整地土である。

2 ・ 14 A 地区の北部 中央に恨石m,4 カ所（南北

棟建物SB555） 検出。東寄りで柱穴2個を確認。

これにも恨石 がある。 Q地区（第10次調査〉で検

出した東西棟建物（SB520）の西萎の柱穴か。

2 15 B ・ C 地区も遺構検出開始。 A 地 区の

fN.石群の建物（SB555） を追求。 南北線で梁行2

IHJ，身舎の線通りに も 柱 が あ る ら しし、。東西棟

建物（SB520）は， 5間×2問，身舎の南と 東とに

j有lがつくらしいが，西妻中央柱 は股／：Uできない。

C地区は床土下がただちに 地山となる。 C 地区

（第 10次調査〕 で南萎柱列を検出した南北棟建物

(SB498〕を北に追求。 C 地区と A地区，それぞれ

の東端で，池（SX500）の南岸・北岸が顔を出す。

A 地区の追椛検出終了。

2・18 B 地区で， A 地区 か ら統〈南北線建物

(SB555）の桁行8間分を検出。 2 地区の 西縁 ，現

在の県道に沿ってパラス数き が南北に続く。

2 目 19 A· B地区の南北棟建物（SB555）は 9間

x 2 ll:flと判明。その南端に一部重なって小柱穴 か

らなる 3悶x 3間建物（SB550）を枚出。C地区（第

10次調査〕 から続〈南北棟建物（SB498）の 北萎柱

を検出。 s r:,n×2聞となる。これ で6ABB 区の追

I/i'i検11＼を ほぼ終り， B 地区から清掃開始。

2 ・ 20 A地区西寄りで南北柱穴列 （SA570）を

検IL\。A· B地区清掃。

2 ・ 21 写真撮影。実視I］準備。

2・22～25 実illil

2 ・ 26 実測。側部検討。 池（SX500） の南岸を

検U：＼開始。

2 ・ 28～3 7 池（SX500）の旦l1土にトレンチを

いれ，岸と底の状況を調査，写真線影，実測。

3 8 6ABB区から 東方にのびる池（SX500）は

いままで宛池と考えてき たが，現在の平城天皇陵

を後円部と する前方後円墳の周濠の一部と推定す

るにいたる。6ABB ・ 6AAO同区で検出した「池」

は，百i）方部前面の周濠にあたり，6ABB区A地区

の東北間は前方部西南関に相当する。小字名をと

ってrlj'庭古墳と命名。

3 ・ 9～6 ・ 20 初！め戻し。調盗完了。
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C第13次発掘調査 6AAO区C ・ D·F·H ・ I.区地区 6AAB区U地区

1963年8 月2日～10月 9日

8 ・ 2 C 地区の南からi削除検出開始。浅い務や

土擦を埋没した小さな土域がある が， 顕著なi立椛

はない。

8 ・ 3 c 地区 は小樽 ・ 小土織が散在するのみ。

8 ・ 5 c 地区西部で， 小規模な南北棟建物（SB

845）の東側柱列・南妻柱列の柱穴を検出。

8 ・ 6 c 地区西部の南北棟建物（SB845〕の桁行

5間分を確認。C地区西北限で市庭古墳周濠（SX

500）の東岸を確認。D地区の南から遺構検出開

始。東端でC 地区で検出した古漬j荷濠 東岸の南延

長部分を検出。

8 ・ 7 D地区の古墳周濠思土上で遺構追求。瓦

を含む大きな土城があるほか は，さしたるillfi\'／.は

ない。UJ也区の西から追；構検出開始。西南，�品に柱

穴列（ 南北棟建物 SB805東側柱〉あり。この地区

で は地山直 上に木炭お よび多数の巡物 をふくむII音

褐色土が厚<Jtt積しており，この土胞を封｜除した

地山面で逃構を検出する。

8 ・ 8 U地区の南北棟建物（SB805〕の北妻柱列

の柱穴を検出。梁行2間と判明。南妻柱列 は南の

民家の下に はし 、る。この 南北棟建物 （SB805）の

北半に重復して，東西棟建物（SB80めがある。さ

らに北にも柱穴 がある（ 南北棟建物SB815〕 がま

だ建物 としてまとまらなし 、。 その柱の掘形は， U

地区東北陥の土域（SK820〕を切っている。

8 ・ 9 c 地区の西端で東側柱を検出した南北棟

(SB845）の西側柱をD地区東端で検出し， 5間

x 2間と判明。U地区の東西棟建物（SB808）は 3

悶x 2間と判明。 その北東に柱穴'.ff.(, がある（ 東西

棟SB765）。

8・10 D地区の中央820地点で土級〔SK870)

を検出。に｜コから多数の瓦・土器出土。U地区の西

北部の柱穴 は， 南北線建物 （SB815〕。 桁行5閉

まで確認した が， さらに，北調査地域外までのび

る。その東U地区北半に東西棟建物（SB780〕を検

出。またこの建物 （SB780）の 北胤に重複して東

西棟建物（SB795）南側柱列の柱穴 5問分を検出。

これ はSB780より古b、。U地区中央の東西棟建物

(SB765）は北に腐をもっ。 U地区南端で 東西柱

列2列（ 東西棟建物 SB710・SB708 の各北側柱

列〉を検出。

8 ・ 12 U地区の東半 は地山の聞が深くなり，茶

褐色の砂質土（ 厚さ 30--SOcm）が椛積する。U地

区中央の東西棟建物SB765は 5間 x 2間と判明。

また， 北に建つ東西校建物 （SB780） は 4間x 2 

悶の身舎の囚周に府をもつことを確認。U地区東

半，上記の東西棟建物（SB780）の東端に重複して

南北柱穴列〈南北棟建物SB730) 6間分を検U:l c 
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D地区で は土城（SK870）の西北に緩し 3間x 2 

問の南北線建物 （SB875〕 を検出。D地区の北端

で東北～西南に斜行する務（SD 890）を枚出。

8 ・ 13 U地区東半の建物 （SB730）の西陥と西

側柱列 7間分を検出して南北棟建物 と判明。U地

区北端の東商事11建物 （SB795）の柱穴を東西 6間

分検出。 U地区北部の建物 3:al1の変遷II原（SB795

→SB730→SB780〕を重複関係 から確認。 D地区

北部の斜行総（SD 890）を発扱。j立物 はほとんど

ない。斜行総（SD 890）の南側I］に柱穴（SB875）を

検出。

8 ・ 14～15 ftのため作業中止。

8 ・ 16 U地区東主幹部 は礁をふくむ茶褐色の砂質

土がひろがっている。南半で はこの面で，北半で

はこの土を除いて迫椛を探索し，2棟の建物（SB

710 目SB708〕を東に追求。U地区東半の南北側l建

物（SB730）の南変ニ柱列を検出。DJ也区を清掃。

8 18 U地区の東半部に唯絞する僚を含む茶褐

色砂質土は旧J也表であることを確認。 上前に木氏

と造物 を含んだ土佐官i土が厚し 、。北端の東西練建物

(SB795）の東妻柱列の柱穴2個を検出，桁行7間

と判明。UJ也区東半の南北*111建物（SB730）の東瓜l

を検出， 6 間（以上 ）x 4 聞で東西に府をもっ建物

と判明。この商に井戸（SE715）を検出。

8 ・ 19 UJ也区東半の南北棟建物 （SB730〕 の南

に重複して柱穴（ 南北棟建物SB717） がある。 6

AAO区 I 地区の南から造椛検出開始。

8 ・ 20 U地区東端で築地痕跡とみられる南北に

続〈高まり（SA705）を検出。U地区南端の2線

(SB7!0 ・SB708） は それぞれ桁行7間， 5悶と

判明。 I j也区の南端で内装築地図郎（SC060）北

側の礎石の根石 9 ヵ所と雨務総とを検出。

8 ・ 21 U地区の南北築地（SA705〕 の寄柱穴を

検出。北半のものほど保存状態が良好。なお，築

地の西側のl有子事務の位置にある絡は新しいもので

築地と無関係と判明。築地の東｜浪を知るため東の

肢を 3カ所切った が， 築地東半 は後世， 水回化に

際して垂直に立ち切られ破壊されており， 東縁は

i立存していないことを確認。

8 ・ 22 U地区の南北築地（SA705）の寄柱2列

1111品分を確認。清掃。I j也区の内衷築地回廊（SC

060）の凝灰岩切石俗北似I］石に接して北にひろがる

パラスを は がして遺構を探求。西部で東西柱穴列

(SA486）を検出。そのすぐ北に桜して東西将（SD

487）を検出。

8・23 U地区清掃。 I l'l!!I茎の柱穴（SA486）を

東に追求。 東西部の中央部に， 北からの務（SD

890）が直角にまじわる。この南北紛の底は東酒税



(SD487）の底より浅い が， 合流点以西で は東商

務（SD487）と連続しており， 両者に共通する耳11

土（灰色砂質土〕がみら れる。 b、つぽうこの合流J

以東 の東四自等（SD910） は，合流点以西の＊西潟

(SD487）よりも，！， ＜ ，立11土は灰褐色土。

8 ・ 24～9 ・ 4 C·D U地区写真版影，i立桃突／J!IJo

8 ・ 24 I 地区の南北間（SD890）の束，？刊 、力

の東西潜（SD910）の北に石敷（SX920）を検出。

8 ・ 26 I地区の石敷 （SX920）を追求。 南北帆

3mでI地区東 端まで約！Smつづいている。石敷

の北には＊西部'f. (SD922） がある。 UJ也区の南 か

ら巡構検出開始。新しい方の:w:商都（SD890） の

西延長 部分を検出。

8 ・ 27 I地区の石敷（SX920）北の東商務（SD

922）発線。 これ は南北総（SD890〕よりi,v 、 。 I

地区東北側に大きな怨み （SK925）がある。 C·D

地区実il!IJ開始。

8・28～29降雨のため作業中止。

8 ・ 30 K地区の北からi副院検IL\開始。 東北附に

柱穴列2 列（SB108のがある。降雨のため午後作

業中止。

8 ・ 31 降雨のため作栄中止。

9 ・ 1 K地区の柱穴列は東西級建物（SBI085)

で 3間以上x 4間， 南北に附がつく。 その 4ml有

に柱穴列2 列（東西棟建物SBIOOO〕があり， また

この両者（SB1085 ・ SBIOOO）と重複して柱穴列

l 列（南北棟建物SB1080〕， また後者（SBIOOO)

と重複する柱穴列（南北線建物SB960）を検出。乙

の建物 （SB960）は別の 2株ー（SBIOOO·SBI080) 

のいずれよりも新しb 、 。

9 ・ 2 K地区北半の東西棟建物（SBIOOO）の束

妻柱列を検出 し， 桁行は 7 nn分まで検出。 さらに

西へのびて道路の下に入る。南北棟建物（SB960)

は桁行4間分まで追求。東西都Ii建物（SBIOOO〕の

ほぼ中央の東南方向にi,!J'.t周波の北岸を検：u 。 以

南 は周濠内の耳H土で石も多〈， 柱穴の 倹i品は困難

となる。

9 ・ 3 U地区の5!'!1,W実測。 K地区の南北棟建物

(SB960〕は桁行7問分まで追求。 東西陳述物 cs

BIOOO〕には南 にも仰がつく。 あらたにこの東西

線建物（SBIOOO）の前半に霊復する2 列の東西柱

穴列（東西棟建物SBI015）を 6問分倹II:\o この南

l.5m に納b 、東西Ii時（SDI020）があるが， これは

SB860 より新しし 、 。 U地区のJ立椛実iJIIJ完了 。

9 ・ 4 K地区の南北線建物 （SB960） の桁行9

問分を確認。 さらに南 につづくK地区巾央の長い

建物は東西線 （SB1015), 6間以上x 3間で南北

に仰がつく。 これに霊飯し 2 列の柱穴列（東西線

建物2 棟 SB980 ・SB970〕をあらたに検出。

9 ・ 5 ,b'tJt周波のJ:'J！土上而には全体に木炭 ・ 瓦

と土穏を含む補色土がJi7. ＜ 相秘している。 昨日新

たに検出した柱穴列は， 東西棟建物 （SB980） で

3 IHl× 2間， 東西棟建物 （SB970〕5問x 2間と

判明。 D地区の土城（SK870）を 発掘。 深さ50cm

で灰色粘土となる。 これにも辿物をふくむ 。

9 ・ 6 K地区で は， 長い南北棟建物 （SB960)

の柱穴を検111し，桁行II間と判明。 この西2mに

南北柱穴子lj (.!Jt1SA950）を検IL\。 I j也区で検出し

た東西桝（SA488） の東 延長部分にとりつく可能

性がある。 F地区の北から 辿＊＂立検出開始。北端に

野井戸があり，似［j；阪は，縦板をつかう。 井戸の東

問にJ:l;I西柱穴列5 間分（SB!135）を検出。 ほか に

小柱穴 （建物SB1165 ・ SBll40）がある。 D地区

の土t�＇i (SK870）から木簡出土。「左術土r(.J」と記

すもの がある。

9 ・ 7 U地区の井戸（SE715）発掘。 迅書土器

ii＼土。 泣物は平安時代にぞくしている。 F地区の

建物（SBI135）は東西線で 5間以上x 2問。 東 は

さらに調査地以‘外につづく。 これに霊復した造物

(SBI 140）がある。 F地区のrJ·，央部で南北陳建物

(SB1055）を検出。身舎は梁行 2聞で西に仰がつ

く。 F地区からK地区にまた がる建物（SBI085)

は東西f�！，511\']X4間で，南北に仰をもつこと が判

明。 D地区の土城（SK870〕で木簡出土統〈 。

9 目 8 FJ也区の南北側！建物（SBI055）は将J行7

川と判明。K地区で枚LL1した南北棟建物（SB1080)

の東側柱列の 柱穴を検出し， 5／同×2間と：｜
’
，［j[IJ]。 K

j也区で は 古墳周i濠整J也土を除去し， 東西線建物

(SBIOOO）の南駒］柱穴列倹／1＼ 。 援行5間とHt定。

9 ・ 9 UJ也区の西北｜判の井戸（じつは土城 SK

820〕発掘り日始。 D地区の土扱 （SK870〕の発鋸ほ

ぽ完了。 F地区の巡航倹出完了 。 H· K地区のj立

H1'i検11W8始。

9 ・ 10 U地区の井戸（土城SK820）の炭化g；；，を

発掘。 木間：u土。 K地区の東西線建物（SBIOOO)

の雨入側柱列の柱穴を検山。 mm区の北｛l!IJて、古墳

周波の北岸を検出。 I 地区で険山した南北併 cs

D890）は， H地区南西部で まがり南西～東北の力

向をとる。 さきにD地区で 検出 した斜行総（SD

890）と結ぶものと推定。

9・11 U地区の井戸（土扱SK820）を 発掘。 D

地区の土城（SK870）を突iJ!II。 H地区中央部で土

訴を含む東西ij','ia (SD990）を枚ii：＼ 。 iJYjは来の方形

土城（SK989）にとりついておわり， 西端は斜行

11'.'i (SD890）に達する。耳切｛土中のj立物は平安初

j日／のものと推定。 K地区の東西棟建物（SBIOOO)

の雨入似IJ柱列の柱穴を 完偲し， 7間以上x 3問で

四府に仰がつくこと を確認。

9・12 UJ也区の井戸（土城SK820〕 の炭化陪発

侃。 DJI!!区のi,JJt周波に南北トレンチを 入 れる。

9 ・ 13 U地区の井戸（土以SK820） 発：JJm統行。

木官官II:\土。 D地区の古JJt周濠東岸検出 。傾斜商全

17 



面に主主石をふい てb、る。濠内に黒色有機質土が堆

積しており，樹木片， 塘輪片 を枚出。

9 ・ 14 U地区の井戸〈土城 SK820）の発掘続行。

地山商下130cmまでにい たる。木簡出土。東械の

南北築地（SA705） の下に瓦杭み暗渠を検出 ，突

測。D地区の，！；積周濠内排水作業。写真撮影。ill

f11'i実誤I］。：It端より埋めもどし。H ・ I · K地区清

掃。また未検出だった柱穴を確認。東西i'iliの建物

(SB1015）は 6間以上 x s1mで南側lに陥がつくこ

とを確認。東西棟建物 （SB1085）の西萎中央柱穴

を発掘。 5間x 4間， 南 ・ 北両側に府っき。南北

線建物（SBI055）の南萎中央柱穴を発掘。午後2

時より現地で発掘成果の説明会。

9 ・ 15 U地区の井戸と推定してきたのは， 土城

(SK820）であるζとを確認。SA705撮影。D地

区の古墳周濠東縁を実初llJ。

9 ・ 16 U地区の土城 （SK820） 発掘。K地区清

掃作業。D地区の狸めもどし。

9 ・ 17 U地区の土城（SK820）は， 深さ 140cm

にたつする。木簡多数検出。

9 ・ 17～10 ・ 8 F·H ・ I ·K·U 各地区清掃作業，

写真撮影，逃�11i実iJ!IJ。

9 ・ 18～21 U地区土扱（SK820） 発掘続行。北

東隅で地表下160cmで底に達する。西壁を確認 ，

方 4mの土城 となる。

9 ・ 22～28 K地区の土Jjp\ (SK820） 発掘。土扱

の土問断面実訊I］。写真撮影。

10 ・ 5～10 ・ 9 埋め戻し， 発掘 調査終了。

D第20次発掘調査 6AAO区F·G·M地区

1964年7月20日～11月II日

7 ・ 20 1Vt-土除去。

7 ・ 24 地区設定。

7 ・ 27 M地区の床土除去。

7 ・ 28 M地区の南北両側から泣椛検出開始。北

側では， 地山閣で遺構 を追求。さきに西のO地区

（第II次調査〉の東端で検出した柱穴に対応する 柱

穴3個を確認（南北棟SB585〕。この掘立柱の抑形

と重復して；恨石 をもっ掘形がある。この方が新し

し、。M地区の南側では古墳の周波（SX500）を旦I\め

たてた整地土 上商でill椛 を検出。根石状のパラス

群が点在するが， 掘形は確認 できない。

7 ・ 29 M地区の東北部で南北柱穴列（SA630〕

3間分 を検出。M地区南半で 穴絡を多く検出。

7 ・ 30 M地区の中央部で，東西に柱穴3偲（SB

2225南委柱列〕 を検出。その東にK地区（第13次

調査〉で検出した東西棟建物（SB1015）の西妻柱列

の柱穴を検出。 これは南舶が付き 8間x 3 聞と判

明した。西の0:11!!,区（第l l次調査）で検出した二lニ城

(SK609） の東延長部分はM地区の東端まで統い

てし、る。

7 ・ 31 M地区北半で古墳周波（SX500） の北岸

を清掃し， 立石の残存 を 確認。 東西に長い 土城

(SK609〕の北半の岨土 （褐色m砂〉 は奈良時代 に

ぞくするが， 南半の坦l土（黒色粘土 ）は染付を包含

し，時代が下る。 M地区南部で 南北棟建物 （SB

2181〕の桁行3問分の柱穴を検出。

8 ・ 1 さきに商のO地区（第l l 次調査） で検1:1:1

し， ；堺と考えた柱穴列に対応する 東側柱列の一部

をM地区西部で検出 （南北�，r建物 SB585）。 M地

区北部の写真版彩。

8 ・ 3 M地区の南半で南北柱穴列（塀SA630)

を検出。ね：間は不揃。M地区南半で建物（SB585)

の南妻柱穴を検出， これが南北棟13間×2問であ
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る ことを確認。 この建物 （SB585） 東側柱列の柱

穴に重復して南北柱穴列（南北棟建物 SB2190 西

側柱列）を検出。

8 ・ 4 MJ也区南半の巡構検出， 5間 x 3間の南

北棟建物（SB2181), 2間x I聞の南北棟建物 （SB

2190）。また前者の北に 3間×2聞の南 北 棟 建 物

(SB2225） の存在 を確認。

8 ・ 5 M地区清掃。写真-tftif夢。実測準備。 F地

区で床土除去。

8 ・ 6 M地区実誤I]閲始。 F·G地区の床土除去。

8 ・ 7 MJ也区実mu, c地区床土除去。

8 ・ 8 M地区実測 終了。細部調査にかかる。G

地区床土l除去。

8 ・ 11 M地区細部調査終了。埋め戻し閲始。G

地区床土除去 終了 ， 南から遺構検出。

8 ・ 12 G地区南端で内裏北面築地回廊（SC060)

北側柱列の柱穴と凝灰岩切石づくりの北雨務総 の
一部とを検出。総出土 から三彩の鬼瓦出 土。瓦の

出 土が多い。

8 · 13 内真北面築地図廊 （SC060） の雨落絡を

発掘。南側石はほとんど逃存しなし、。泣椛面の上

に瓦 ・ 二七穏を多量に包含する灰褐色砂土がのって

し、 る。

8 ・ 15 G地区南端近くで東西柱穴列（塀SA486)

の一部 を検出。

8 ・ 17 東西柱穴列（SA486） を追求。この柱の

銅形 を切る 小さな南北総（SD208のがある。

8 · 18 G地区西寄りの東西築地（SA488）上で

寄柱の南 列かとみられる 小柱穴を検出。東西築地

(SA488）の南側の小務〈日D2090） の底から， 千

鳥に小杭穴列（SX2086）が並ぶが， 発掘 地域の束

frnijまではあtかない。

8 ・ 19 東西築地（SA488）の寄柱穴北 列 を検出。



発掘地域東部ではこの寄柱穴は検出できない。

8 ・ 20 G地区東部では東西築地（SA488） の北

治いに東西i荷〔SD2093）がある。 この精は西北に

おれて西半部にある窪み（SK2100〕にたっしてい

る。なお， この東西百年（SD2093）はこれと交文す

る斜行滞（SD2084）より新しい。発侃地域の西端

にある土扱（SK2101〕の泊！土上回を発掘。M地区

の埋め戻し終了。

8 ・ 21 G地区J1H!官の古墳周濠羽！土の整地面には

迫構はない。大きな土城（SK2100）の東に接して

南北海（SD2110）がある。この南北総（SD2110)

および以西では瓦の出土量が著しい。

8 ・ 22 南北瀞（SD21IO）の瓦を発掘， この下に

は木質をふくんでいる。

8・24 G地区の南北務（SD2110〕 以西の北にも

整地面がある。

8 ・ 25 大土城 （SK2100） の北に， H地区（第 13

次調査〉で検出した建物（SB930）の東妻柱列を検

出し， 5間x 2聞の東西棟建物と判明。土:if�＼ (SK 

2100）の下周を発侃。

8 ・ 26 G地区の西寄りの中央で， 市庭古墳前方

部の東南隅を検出。

8 ・ 27 西のH地区（第13次調査〕で検出した斜行

滞（SD890） の東延長部分を 検出。 斜行部（SD

890）以南にはかなりの礁があるが， 整然、とした石

敷ではない。

8・28 斜行滞（SD890） の検1±1続行， 西寄りの

部分で務をこわして中 t!Jの:JI二戸がある。

8・31 G地区の斜行持（SD890） の東延長部を

検出。東部で井戸（SE2128）を検出。井戸の周聞

の滞（SD2!26）は斜行狩（SD890）よりも古し、。

9 ・ 1 井戸（SE2128）の北で土扱（SK2!30）を

検出。井戸の周回の併（SD2126の北辺〉より新し

し、土器が多し 、。 FJ也区の発掘を開始。

9 ・ 2 11二戸（SE2128）の周聞の称（SD2126）は

これをかこんで方形にめぐっていることが判明。

G地区で土城（SK2108）を発掘。造物はほとんど

出土しない。

9・ 3 G地区の南北綜（SD2!10）は井戸 四周の

作（SD2126〕より新しいことを確認。 F地区で3

間×2聞の東西棟建物（SB2140）とチ｜戸（SE2139)

を検出。

9 ・ 4 F地区（第13次調査〉で検出した東西棟建

物 （SB! 135）の東 3間分を検出し， 7間x 3間，

東・西・南の3而にmiが付くことが判明。 こ の建

物（SB1135）束三｜三の内側に重なって 3間（以上〉×

2聞の東西棟建物（SB2! 70）を検出。これは前者

(SB! 135）より新しし 、。

9 ・ 5 F 地区北端で土城（SK2159）を発掘，j立

物なし。井戸（SE2128〕の四周の糾（SD2126）の

北に接して南北柱穴列（ 東西棟建物SB2131）を検

出。G地区東北隅整地面を除去して遺構検出。

9 7 F地区 の整地面下から建物（SB2!31）の

柱穴を検出し， 4間以上×2聞の東西棟建物と判

明。 さらに東の未発掘地域につづく。

9 ・ 8 F 地区東半で巡航を探索したが，明確なも

のは検出できず。 G地区南半の大土城（SK2100)

の北限を検討。

9 ・ 9 G地区の井戸（SE2128）の掘形を検出。

G地区を北側から清掃。

9 ・ 10 G地区南北総 （SD2110）の中央部にある

土扱（SK2111）を発掘。瓦出土。

9・11 G地区南端で南北部（SD2084）の方が，

内裏北而築地図邸（SC060） にともなう凝灰岩切

石作りの雨落滞よりも新しいことを確認。清掃。

写真撮影。

9 12 写真撮影。実訊IJ準備開始。

9 ・ 14～15 実測準的。

9・16～19実V)IJ。

9 21 F 地区西端の東西棟建物（SB2170〕の東

妻柱列を検討し3間×2間と確認。井戸（SE2139)

を発掘。土問の検討開始。

9 ・ 22 土周検討。

9 24～25 降雨のため作業中止。

9 ・ 26排水。F地区東半の東西棟建物（SB2131)

東妻柱列検出のための整地土をはがす。G地区北

半の土城（SK2119）発掘。

9・29 東西棟建物（SB2131）東妻柱列検出のた

めお｜土作業続行。土城（SK2119〕発掘終了。

9 30 F 地区東西棟建物の（SB2131）東妻柱列

のうち， 北端の柱の掘形を検出。 G地区南半の大

土城（SK2100）の1:j:1， その西北部にある土拡（SK

2105）を発掘。 檎皮の耳fr:f'i'.11百の下底部から指叉状

の木製品が出土。南北海（SD2110）は南半で， 次

第に怖せまいうえ， 形も不明瞭となり， 東西築地

(SA488）沿いに西にまがって， 大土成（SK2100)

と ー休となる。内哀北前築地回廊（SC060） の柱

穴の訓Tl部調査。

10・ 1 G地区南半， 大土:IJJlSK2100の中の西端

部にある土城（SK2101〕を発掘。檎皮耳fi積回から

木iti'iLI:\土。 F地区の井戸（SE2128）を発掘し， 井

戸枠取上げ。各材の下端に退習があることを確認。

10 ・ 2 G地区南半の土城（SK2101）の発掘続行。

G 地区東北部の拡張部 分の実訊I）。

10 ・ 3 G地区南半の土狐（SK2101）発掘統行。

市庭iitJ｛前方部東南端部分の周濠（SX.500） を発

掘。黒色粘土の耳rmが厚い。

10 ・ 4 G地区で土城 （SK2101）・古墳周波（SX

500）の発掘続行。 F地区の担｜！め灰し開始。

10 ・ 6 古墳周濠（SX500） 発掘。東部でほぼ底

に達する。 GJ山区土蝋（SK210！）の土肥突iJ[IJ。写

真槻彩。l：日め土は6回にわかれるが， 大別すれば
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上層と下居（木簡をふくむ〉とに2分される。

10 ・ 7G地区の土城（SK2101）の発掘を終了。

ひき続いて実測を終了。

10 ・ 8～9秩祭りのため作業中止。

10 ・ 10 G 地区の大土城SK2100 の中にある別の

土：！$＼ (SK2102）を発掘。 古in周濠（SXSOO）の発

掘を続行する。

10 ・ 12 G地区の土披（SK2102〕を発掘。北部は

木材片が多〈， 南部には五＇1し 、 削り片が多〈出土。

古墳周濠（SXSOO） の発掘。前方部南部上面は，

破壊が著しいため， 東-OllJの基底部から検出開始。

F 地区埋め戻し終了。

10・13 G 地区の土雛（SK2102）土居断面の綴影。

10 ・ 14 G地区の土扱（SK2102〕の発掘続行。造

物は，南部に多〈検出される。古墳周濠（SXSOO)

の発掘。植物質を包含する鈎黒色粘土を除去。 泣

存する墳丘上部はかなり， 破壊されている。

10 ・ 15 G地区の土扱（SK2102）発掘終了。撮影

E第82-7次調査

1972年 l rJ 22～28日

6AAO区B地区

佐紀東町川村正治氏申訪の史跡現状

変更届（住宅改築）による事前調査

1 ・ 22改築予定地に東西 7.7m， 南北 7 m の発

掘地域を設定。表土（30～40cm）および旧耕土（IO

～15cm）を除去。

1 ・ 23 遺構検1±1開始。西半は 市庭古墳周濠の出

土。中央南北に周波東岸の玉石が散苦しした状況で

のこっており， ほぽ輪郭をつかむ。北西隅付近に

浅くせまい東西栴 ・ 南北部があるが後世のもの。

東西に横切る締は， 第13 ・ 20次調査検出の斜行総

(SD890）の延長部分（幅70m， 深さ40m）。さらに

東の未調査地域に続いている。泣物ほとんどなし。

東端に南北務， 東南隅に別の斜行務。ともに奈良

時代にぞくするものらしいが造物はない。

1・24実n\lJ。

1 · 25～28 1唱め反し。斜持には砕石をいれる。

Fig. 7 第82ー 7 次調査地域実訊IJ図
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実測終了。やはり大土壌SK2100内にある， 北部

の土城（SK2107）の発掘開始。耳l智i土は 3層にわ

かれるが上の 2層は姶皮をふくみ腐蝕が甚しい。

古墳周波（SXSOO） の発掘をほぼ終了， 市庭古墳

ilfT方部東南端の全容がほぼ現れる。

19 ・ 16 G地区の土域（SK2107〕の発掘続行， あ

らたに， やはり大土扱（SK2100）中にある 2 土城

(SK2103 ・SK2104〕を発掘した。各土墳を撮影，

実証明完了。 市庭古墳前方部の1J石を検出する。挙

大の石を用いた部分とやや小形の石を用いている

部分とがある。

10 ・ 17築地の細部調査。内裏北而築地回廊（SC

060）の北雨落溝凝灰岩底石の実数値検討。G 地区

の土綴�r.下 ・ 東西築地 （SA488）などを線影。

10 ・ 19～27 市庭古墳致石の実測。G地区埋め戻

し開始。

10 ・ 28～11 ・ 10 G地区埋め戻し。

11 ・ 11 終了写真撮影。

F第95-6次調査

1975年8 月 25～26日

6AAO区A地区

休紀東町田中友一氏申訪の史跡現状

変更届（車庫改築〉による事前調査

8・25改築予定地に東西I.Sm， 南北6.Bmの発

掘地域を設定。表土 ・ 旧耕土を除去。市庭古墳周濠

部分に相当しておりその思土上で遺構検出開始。

北半で東西方向に黄色粘質土の高まりを検出。そ

の北側部分は， 調査地域外にあれ。側総などは確

認できないが， 東西築地 （SA8220）と認め， 内装

北外郭の北国築地となる可能性を考える。ただし

後日の検討で， 西の第 l l次調査検出の堺（SA630〕

北端部の状況等を堪案し， この考えを留保するζ

とにした。築地の南で， 土城（SK8221〕を検出。

その東半は， 東の未調査地成に連続してし、る。土

恭 ・ 瓦若干出土。他に築地土上面に重復して後世

の小潟と小穴がある。写真撮影の後， 実測。

8 ・ 26 1叩め戻し。

I Om 

Fig. 8第95-6 次調査地域実測図



第皿章 遺 跡

1 遺 跡 序 説

内裏北外郭地域の大半は， 現在， 固有地となり， 一部が整備されているが， 調査当時は私有

地の水田地帯；にぞくしており， 形・大きさの異なる水l王｜をそのまま生かした地区設定をおこな

＊ った（Fig. 2〕。また調査は，II慣をおって一方向の隣接地域に進行させたものではなし 、。排土盛

土用の空間地を設ける必要ヒその他から， 離れた2ヵ所を同時に発掘するなどをくりかえして

結果的に全地域の調査を終了したものである。前節では， この各次数別に調査経過の大要をか

かげ， それぞれの段階で、遺跡の性格をどう考えてきたかをふりかえり， 調査日誌によって調査

進行の経過をやや詳しくたどった。以下においては， 発掘次数と関連なく， 内裏北外郭地域を

＊ 西 ・ 中・東の3区に分け（Fig. 13・15・17・20）， これにしたがって記述をすすめる。

遺跡にかんする記載は， まず， 検出した遺構の種類をかかげ， 若干の用語を整理したのち， 本章の構成

尺度算出の方法を紹介し， 土層の状況をのべ， 続いて西～東区の区分けに関連する遺構を列挙

し， 西区 ・ 中区西半部 ・ 中区東半部 ・ 東区の順序にしたがって， 各区毎の遺構を遺構番号順に

かかげる。なお， 内裏築地回廊（SC060）北面部ほか，四 ～東区の区分と関連しない若干の遺構

ネ は， 便宜的に， 区分けする遺構の項にふくめてあっかい， そして各区における遺構の相対年代

をかかげたのち市庭古墳SX500 について付記して本章を結ぶ。

A 遺構の種類

今回の調査地域で検出したおもな造梢は， 建物59 ・ 築地3 ・ :Wl:20 ・ 時2 5 ・ 井戸3・土峨22 で 主要な遺構
の種類と数

ある。土城を除く遺構の大多数は， 真東西 ・ 真南北に近い方位をとってしる。建物で最も多い

＊ のは， 掘立柱式の建物（以下，掘立柱建物とよぶ〕で， 50l耳i以上ある。礎石建物， つまり礎石の上

にたつ建物は7棟にすぎなし、。このに｜コには掘立柱建物を礎石建物に改造したものがl棟ある。

なお， 上に「塀」とよんだものは， いままで「柳｜」とよんできた遺構を改称したものである。 棚・塀・築地

塀の遺構は， 掘立柱列としてとらえられるにすぎないが， 本来は構造的にも機能的にも多様な

構造物であったとみられ， 柱と柱との間に板や土の壁体を設けた， 板塀 ・ 土WI：が多数を占めた

＊ とおもわれる。また機能的には， 区画・目隠しなどの目的が考えられる。ただし壁休の有無は，

遺構の上では識別できない場合が多し 、から， ここで堺とよぶもののなかには， 木来， 壁体をも

たない「棚」をもふくむことはいうまでもなし 、。なお， 築地は当然ながら堺の一種であるが，

ここでは今までどおり築地とよんで他の堺と区別しておく。

ここで用語の整理をかねて，建物の柱の穴についてかかげておきたし 、。掘立柱をたてるには，

＊ まず 柱を据えるための穴 （「掘立柱用の掘形」 ・ 「柱の掘形」 ・ 「柱掘形」〉を作る。 多くは， 平面方 柱の掘形

形・長方形で， その一辺はほぼ穴の深さに等しし 、。この掘形の中に柱を据え， 土（「掘形till土」〕
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柱 領

柱の痕跡

礎石鋸え
つけ痕跡

根 石

礎石の抜
取り痕跡

柱 穴

基準1尺
294 

～303rnrn 

を埋めて柱を固定する。柱掘形の中に， 「道援1 すなわち柱自体の下端部分が追存しているこ

ともある。 柱根が立ったまま腐り消えて空洞を生じ， ここに流れこんだ土が識別できる場合
ゆかづか

「柱痕跡」とよぶ。なお床束ていどに創lJi, 、場合は，掘形と柱痕跡との区別はかならずしもは，

容易ではなし 、。また整地土などでは，柱痕跡のみが確認でき，柱掘形の検出が困難なこともあ

る。掘立柱を抜くためにあけた穴が確認された場合は，「柱抜取り痕跡（あるいは穴〉」とよぶ。

礎石を据えるために掘りくほめた穴が検出されれば「礎石据えつけ痕跡（または掘形〕」とよ

ぶ。 なお基壇築成の過程で磁石を据えた場合は， 当然ながら据えつけ 痕跡を生じなし 、。 据え
ねいし

つけのための掘りくぼみには，多数の「根石」を配してその上に礎石を固定する。平城宮跡で

は，礎石自体は大多数がうしなわれており，根石の遣存によって礎石建物と判定することが多

し 、。礎石を取りだすときに作った穴の輪郭が確認された場合は，「I�を石抜取り痕跡」とよび，

その穴自体は「礎石抜取り穴」とよんでし 、る。

遺跡で検出する穴には，上記各種のうちいずれにぞくするかを直ちに決められない場合， そ

のいくつかが重なりあっていて区別できない場合も皆無ではなし 、。そこで柱位置に造存する穴

のすべてを「柱穴」と総称することにする。

B 建物規模の数値

ここで，建物遺構（以下，建物と略称〉の規模や柱間寸法の数値をどのようにもとめているか

をのべておく。柱根が何本か造存している建物にかんしては，柱根聞の長さをスチ ー ルテ ー プ

で測ることによって，その規模・柱間寸法を直接に正しく知ることができる。しかし柱根がの

こっている建物はけっして多くなし 、。 問題は柱根 をとどめていない 大多数の建物の扱いであ

る。これらの建物の規模・柱間寸法は，すべて，泣方実測による縮尺1/20の図にもとずいて算

出してきた。しかし，柱根・柱痕跡は，掘n予の中央に位置するとは限らず，端に片寄っている

こともある。 柱根が追存していない場合や， 柱根跡を検出していない場合の 掘形に かんして

は，柱が本来立っていた位置を厳密にきめることは困難である。この場合は，建物を設計し，

配置を計画した段階にまでさかのぼって，柱位置を推定しなければならなし 、。

建物を計画した際には， 8尺・10尺などの整数，それにYz, uなどを加えた8Yz尺，103,1尺

などの数値，あるいは，桁行・梁行総長を等分した数値をもちいたと考えられる。奈良時代の

標準的な尺度，いわゆる天平尺ではl尺＝297mm前後である。 しかし，平城宮の遺構で実際

に柱間寸法を調べると， l尺は294 ～303mmの範囲内にある。同 一計画で建てられた建物群で

は，ほぽ一定した数値を�1!韓としている場合が多し 、。また逆に，同ーの数値を基準尺としてい

何回 NIO 

}('t 11: 

←→て二 －
W什b'cli,J，：止

,Jiifri 1 ,.rft1ifl }j ;flq占IA Id ii必； l,Jt'.tlc1J J表J氏。

Fig. 9 市庭古墳旧前方部 ・ 旧周濠部分土居i析面

1) かつては「柱穴」を「掘立柱の掘形」の意味に限定して使おうとつとめていた。
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る事実から同 一計画で建てられたことを推定することもある。つぎに問題となるのは，施工に

際して生じた誤差である。同 一寸法で計画していても，実際に柱をたてる際に多少の誤差を生

じている。平城宮においては，3 mの柱聞で，lOcmの狂いを生じている実例もある。このよ

うな実態を考！怠して，つぎのように建物規模・柱間寸法 の数値を決定している。

* 1. 1つの建物遺構だけで考える場合は，l弘 、寸法が測れる箇所を訟I］って計画尺を推定する。

たとえば，桁行7間×梁行 2 llJJの建物であれば，桁行7聞の総長から完数の計画尺を推定し，

その基準尺をもとにして，桁行・梁行の柱間寸法を検討する。 なお，桁行総長の値を10cm単

位でもとめていても，これから割算でもとめた柱間l間分の長さは， cm ・
lTiffi の単位まで記

入されることがある。この場合のcm ・ mmの値は有効数字ではない。

推定計画尺
からの推定

柱閉寸法か
キ 2. 他の建物との関係から，柱間寸法が先にきまり，建物規模の長さが柱嗣寸法の倍数として ら総長推定

えられる場合には，桁行総長 ・ 梁行総長が，cmか mmの 単位まで記入されることになる。

3. 小規模の建物であって，他の建物との配置上の関連が見出せない場合などでは，柱間寸法 概略の寸法

は概略数値がわかるのみである。たとえば，柱間寸法10尺で計画されたとしても，遺構の上で

は，3mと測ることも，2. 95mと測ることも可能であって，厳密な寸法は確定できなし 、。この

＊ ような場合は，尺とメートルの換算値として，天平尺によって， 1 尺＝297mmとして数値を

記入するのがよいと考えられる。しかし，数値としてわずらわしいので， 1尺＝0.3mとして

概算値を記入している。

C 土 層

内裏北外草II地域は， 奈良山歌姫丘陵からT1iIにむかつて失山する支丘 （砂磯粘土を基盤とする後

＊ 則洪積台地）上にあり， 全体としては， 南寄りほど地山面がさがっており，東区に央型をみる

ように， 南にいくにしたがって整地土 （礁をふくむ土）が厚くなる傾向にある。 しかし， 支丘

上の中央に位置するためか，整地土は概してそう厚くはなし 、。これは，支丘の西斜面にかかる

大膳職地域西半部において，数次にわたる広範凶かつ分厚い整地土がみとめられたことと対照

的である。ただし，本調査地域のうち東区は支丘の東縁寄りに位置しているため，＊に向うほ

＊ ど、地山面が下っており，これにしたがって整地土もまた厚くなっており，東虫lhl部では0.5mに

たっしている。
古墳周濠市庭古墳の旧周濠内にあたる部分は， 1. 5111におよぶ厚いJ盟土で整地しており，中区東半部 の整地土

においては，整地土下層上回のm；仙と（SB2131）同上層上回の逃梢（SB875・SB2140ほか〉とを層

位的に識別し，南寄りの2土峨（SK.2101 · SK2102）もまた腐位的に区別できたくFig. 18〕。

rn E60 E65 H:74 OOm 

w バLタト』己

橘面面雇語長安見町二一寸ーャ官アー

川l 明2笠去ささ三三三示豆半注会ヰ売子τs· ：ーよ手町：ー へ ·�ll8-1S 

ぷi己ぷ；�－一一一τ：白工 ，.＇f}l'tl,'iJ i-�h・1 [ill主J_r;G出i'b民：i

Fig. 10 市庭古墳旧周波・旧外庭部分土居1t1r商

2) 現在では，主として空中撮影による写真測量を採用してし、る。
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内裏茜外事事
を菌す築地

2 遺 構 各 説

A 西・中・東各区を分ける遺構付内裂北l函築地凶雌ほかの遺構

SA8171 (PLAN 7) 

内科外郭の商を画する築地である。この築地の実態は，本調査によっては知ることができな

かったが ， その後の調査（第91 次調査〉によって併の地域でぶ在を随認しており
〉

， 勝：姫街道の 本

下を北まで抗旬、ているものと考えられる。

SA505 (PLAN 3 ・9 ・ 10, l'L.5-2,6, 7-1 ・2）付 SX517～519

西函築士山 側:ff.地域の四谷り（6AAO区 P ·Q· R地区〉にあり ， r:l_iJgのjigを限って西区と区分する潟北

築地（以ド，凶蘭築地とよぶ〉である。この築地は，南端でJUにおれ，後述するF毎回築地 SA488

に接続しており，北端部は調査地域外にある北而築地の位世を後述のように組定すると，南・

西高築地
雨の時祭

北[lq�拠地の距雌はが，.f73m (245尺〉となる。築地本体の法底上には， 部分的に若干の柱穴をみい

だしたが， 符柱穴として確実なものはなし 、。築地南端部約 15mの！日lでは，築地本体の基底（似

2.2m）西側にi段下って（0.2m），犬走りとみられる平担面仙10.3～0.4m）があり，その砲に

接して滞 SD536 （幅0.8m，深さ0.3m ） がある。 築地の東側には ， これに対応する平坦面はな

く，すぐ雨落構〈縞0.6m ， 深さ0.2m）となっている。

西間築地 SA505には， 3 カ所hこi情渠を設けている。 SX517 (PLAN 3）は， このうち最も南

の陥挺であって，西部築地・南面築地の入隅から西にぬけている。なお，この暗渠の位置は，

後述するい］ SB489の北雨落講の西延長線上にあたっている。木樋などの純設はのこっていない

が，そねを埋めるための掘形（上総似0.6m, Wさ 0.2m）がみとめられた。

割膨

西商築地 SX618 (PLAN 9, PL. 8·-1 ）は，西国築地 SA505 』こ殻けた 3 カ所のllf'iおのうち ， 中央に位 水
中央階第

位する心のであって s SX517の北約21IUの位置にある。制形（ 1111拘.6m ，燥さ 0.4m）のなかに，

木樋LJ{J!Jlめてゐる。木樋は ， ヒノキの丸木材臼是さ2.75m, 11§0. 4m）を半俄したものを， 断面

u:1えにくりぬいて造っている。 木樋西端部の底聞は， JU端部のそれより約 9Cm 低b 、。なお，

この本樋の両端近〈〈織から約0.4m）には，それぞれ両側上端聞の内側に臨して切り欠きをつ
�J,. 

くる。蕗板をのせる践。、ずれも現存しない〉をうけるためのものであろう。
画面築地 SX519 (PLAN IO, PL.8-1〕は ， SA505に設けた 3 つのfl世誕のなかでj訟も北にあり， SX518
1ヒの稽援

Fig. 11 商・中－東区を分ける還側内'.21北町祭J也団側

l 〕 『作機 1975.I p. 16。
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の北約27mの位位にある。H市東施設をうめるための掘形（幌0.5m， 深主 0.4m）をのこすのみで

ああ。このII告誕の束延長Uこf1','i (SD531l）がある。

SA4随（PLAl': 3～6, PL. 3, 7, 15-J ・ 2, 17ーし 21-3, 22, 23-1) f・iSD910・SX577

調査地域の l ， ＿，央南部（6AA0l孟G・ I·N·R地｜玄〉にあり， 』 ，，，互のT討を限る京西築地〔以下， 南面築 地

本 商l凶築地とよ 4つである。 阿端で酋面築地 SA505， 点端で封主定京間築地にそれぞれ接続してお

り， 阿築地問の距離は心々約 175mとなる。この南而築地の西部では， 後述するように， 2 つ

の門（SB489 ・ 513575）の存在を椛認している。

SA488 の西端部， すなわち市庭古墳の｝：；］磁の外に位世する部分では， 地山を削り出して造

った築地本体の基底〈幅約I.Sm）を検出した。寄柱穴はみいださなかった。いっぽう， SA488

＊ の中央部・東部， つまり， rb'陸古墳の周協を組める盤地土の部分では， 築地の痕跡はのこって

いなかった。しか し， 築地｝Ii端から西35～60m付近では， 築地＂＇吻li:f)j定線を対称軸とする劇北

両側に寄柱穴とみられる柱穴デuを 2 列みいだした。柱穴〈径25～•J.5cm ， 深さ 12～22cm）は， 東西

2 偲ずつ接した状況で， 7 IUJ:;} c性問平均 2.9m）以ょっらなっている。北列・南列の柱穴〈主主間

I.Sm）は， ほほ対応している。 南面築地の西半（内総から約70m付近まで）では． 築地基底の南

本 北両側に雨務部（1陥0.1～0.6m, i祭 主0.1 ～0.3m）がのこっており，以東では両側のみに雨結構が

のこっていた。 この出耐泌 f，＇容 を SD910 とよんでいる。 SX577 ( PLAN 4-, PL. l!;-3) Iま築地 瓦組み暗獲

SA488 に設けた陥渠であるo'.'JL瓦を組み介せて， 底と説を作っている。

SB4ぽ39 (PLAN 3, PL. 7） 卸10/j， �l.',j査

南田築地SA488 上に南にひらく門である。築地の両端近くにあり， 西田築地 SA505の築地扇面築総付
昆の函筏F寺

本 心から門の •－ 11心まで4. SID である。地山を）＇

jljって造った基壇の基底（東西約5.7m， 南北約3.6m)

が瓜跡的にのこっており， :l.\ilflの束辺には， SA488の;J，巨底がとりついている。材LI吋とみられ，

築地中軸線上にのって柱穴が点西に 2 例ならんでいる〈往間約3.0m）。柱穴は不盤形で，向いあ

った内側が浅く（潔さ0.2m） ， 外側がrJ(」 ( (0. 4m）なっている。 外側の深い位 1位 に礎石をおい

て柱をたて， 内側の浅い部分には， 唐厨放などのDll皆雌があったとみることができょう。

専 門の雨
・

北両側には， 玉石で築いた雨帯構があり， 門の柱穴は， f,IJf持 （開制3.9m）の『11央に位

位する。iミ，m落1i,i1よ ， 1111の；／握Jjjの張り出しにともない， t寝地 SA488 の市・北町 1,1,rn事r�i 治、らそれ

ぞれ衛と北とに尖出（約0.6m）した位位にある。市惜〈似不明， 泌主 0.2m）には， 庇に長手に敷

いた玉石（Q.4X0.3m前後〉がよく残っており， ほぽ原状｛全長5.5m）をとどめていた。側石は

北；砕西端にi側だけのこっており， 他tよ石の抜取り痕跡をみるのみであった。出のT41は， 現状

＊ では底面からつづいて平坦になっており ， 岸はのこっていなb 、。北溝〈絹 0.8111 ， 採 S築地装組

検出国からO. lm）の底には陶
i

riYJの玉石よりやや小ぷりの玉石を 12fi,11つらねたものが 3m の範聞

にのこっていた。 底面は同にむかつて低b 、。 側石 は ， 二｜ヒ岸に3鮎11&存するのみであった。 な

お， 北講の底面｛ま雨講のそれより 10cm it:i ぃ。

SB575 (PLAN 4·, PL. 3-J, l!;-1 ・ 2 ・ 4） 第I l c:i� ，JIJ 11f.Jl! 

＊ 築地・SA488 上に劇に開〈雌 f"J である。総門 SB489 の東， ちょうど 100尺（29.5111）の位舵に 南商築地の
第2の棟門

ある。 柱問寸法（3.0m）・嵐股・形式， 1,I言落携の形状． ともに SB489 のそれと同ーとみられ

るo r首都には！伝石 15個が現存しており， 底面は西にむかつてやや低 b 、傾斜をもっている。側石

はすべてう しなわれている。耐が平坦で作をのこしていないことは， SB489の南講と同様であ
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る。いっぱう北溝（縮0.6m，淡さ 0.5m）には， 底右が約半数（11個〉のこっていたが， 底面の

傾斜の有無はわからなb、。 側石は南北両側にi個ずつのこっており， 本来の講の規模〈柄

25cm, r梨容 J5cm）がわかった。 側石の抜取り瓜跡はよくのこっていた。北識の底面は南稿！底

面より25Cm 高〈， SB489 の北講底面より10cm 高b、。なお北溝北側の高まり〈東西3m, nl:lt. 

O. 7m）のバラス敷きは旧地表面とみられる。

推定案面築地付SD831 (PLAN 6・17)

本

東函築 地 遺構の上では確認するにいたっていないが中区東半部東端近〈， 後であげる SA838 の柱穴

列の西8血前後のところに，束而築地があった可能性を考えている。後述するように，時 SD

2093は南市築地の北に治って流れたのち，暗挺となって築地の下を商流し，ふたたび東にまが

っている。東部築地はこのl陪挺のすぐ京にあり，｜！荷架は陶耐・東西両築地の入隅 の位置にめっ 場

たと想定するのである。築地組定位置磁をぜ－りの南北小溝80831 C検出部分 14.Sm，鰍0.5m，深8

0.03m）は，築地附務滞の痕跡か ， その存在位躍に彬響されて後に設けた'(!I；かも知れなし 、。

中区の:Itを 推定北面築地付 SA8220 (PLAN 16) 
函する築士自

内裏北外郭の北を限る築地，すなわち北｜甜築地は，調査地域に北接する道路の下に存在するも

のを考えている。いま仮りに ， 北商築地と内側北寄りの主要縫物 （SB54-0）との空きを，南面築本

j也とその内側南寄りに建つセ要建物（SD501）との聞きと等しくが� 9 m (30尺〉と考・えておく。北

両築地の位置をこう与えると後述する南北塀SA630の往火のうち，現在，調査地域北端に故山

した柱穴からもう 1 間分北に築地がくることになる。なお，館95-6次調査においては，築地の

名残りともみられる紫色粘質土の高まり（0.25-0.Sm）を 検出した（SA8220）が，北面築地そ

のものではないと考えている。中区東主幹部・西半部の北端には，SA8220の西延長部分は存缶し ネ

ない。しかし，tillし 、東西部が長〈連続しており，これが築地の存在とかかわる可能性はある。

81主838 (PLAN 17 · 18）付SD822

東区の商を 6AAB 区と 6AAO 区との臨界位 1nにある南北築地である。道路下にあるため，発掘調抗し
画する築地

内豪東外郭
を函す築地

ておらず，規模の詳細はわからなb、。しかしガス官ご工事の際などの観員長によって築地基底がの

こっていることを脈問、しており， これに関連するとみら札る柱穴列（3t1処分 6.3m）を検出して 率

いる。また， この柱穴列の闘には，南北 につづく小講 SD822 C検出部分21.Sm，鮒0.6m, rt さ

7～J4Cm）があって，築地にともなう凶雨落蒋の可能性もある。 この築地は ，内喪東外郭の西

岡築地の北延長線上�こあり ， 道路以来のブロァタの西を画する築地と考えている。

SA705 (PLAN 18, PL. 28-2 ・3, 31-2 ・ 3）付SX706 第13次調査東

内裏外事II東面築地 ， すなわち内裏外:;flの東を｜浪る南北築地色 調査地域の東端（6AABじ五u * 

1也lめで検出した。ζの築地は調査地域外にさらに続いており， 南延長部分iま， 6AAC 区N

地区〈鈎21悶お， 同区 J 地区（38州宜�. 6AAD区G地区〈第7附じ調査2 同区H · I地

区制 ・ 鰍'JlfJtl), 6AAE区M·N 地区（仰次商品， 同臥・N地区〈第附必で

それぞれ確認しているo 南端部は 6AAE区間区にあり，大経殴回廊の東南隅〈第 1 仰ぎ〉

から東へのびる築地（SAIDS）と鎚の手になって接続している。いっぽう北端部は未磁認であ ホ
2) ド予報 1965,! p. 35～37。 6) r1，主報 1971』 p. 30・310

3) f年報 1967色 p. 40～42。 7) 『年報 197QJ p.340 

4) 『年判J. 1971 』 p. 30 ・ 31。 8) fτP·城宮跡. i.t；飛鳥板談宮跡発燭利権報告』〈袋j主因
5) 了年総1967J p. 37・38.
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るが，調査地域北端に接する道路の位置で北面築地に接続すると考える。こうして内裏外郭を

かこむ築地は，京両約285m，南北約380mにたつするとみられる。

今凶の調査で肢出した築地SA705 (30m分〉の東側は一段さらに（tt< （約Im）水制になってb、

る。築地の東縁はこの水間造成の際に破椴をこうむっており，また，築地の凶縁も，後世の潜

指のためこわされていた。築地の痕跡として確認できたのは，整地土を掘りさげて （0.5m），粘 築地の痕跡

土を積み重ねた基礎地固めのみであって ， 上部は削司l tJれていた。しかし，築地寄柱穴（）；0.5

m, 傑さ0.3m） が2列〈約行tl:I昨1z均約3m，東西柱間約2.7111） にならんでみいだされたので，築

地主�l庄の幅〈約Sm）が推定でき，築地の中 11油線をきめることができた。これによると，基礎地

図めは中心線 の西約3mにまでおよんでおり，犬走りの部分をふくんでいたことがわかる。築

ネ地にともなう耐帯構はみいださなかった。築地の凶に沿う南北滑は時期の下るものである。

SX706 (PLAl'、. 18, PL. 31-2・3） は，築地 SA705の下部に設けた瓦組みの暗援である。 平 瓦組み暗渠

瓦11枚を，目J而を上にしてつらねて底とし，その上に，丸疋15側を凸面を上にして伏せ，�縁

でつないでいる。底面は束にむ かつて低くなる。

SC060 (PLAN. 2～6, PL. 2～4）付SD倒1

＊ 錦2次内哀の北町築地｜到脚である。今li. !lは，調査地域の南端で，：｜ヒ側*t:3i·u以北を検山した。 内裏北菌
築地図廊

築地回廊は，rl I 失敏通りを築地としたー識の複lMである。凝灰岩の切石で低い基壇（おさ0.2

m）を外装し，村iは礎石の上に立つ。今1111の調査地j戒では，礎石そのものは織っておらず，カ形

の抑IJ�（方I.2m）の中の周辺に根石（長主0.2mfliT後）を扱ぺた状況をみいだした （PL.←ー2・3）。

SC060tl:, 1:長I8J. 64m (620尺）， 47IUJであって，梁行の柱1m寸法は7.74fil (26尺）である。

ホ桁行の柱問寸法は，中�－の43間が3. 934rn (40/3k）勿，ll'1Jと令っており，河端の各21制は束・凶

両副築地日脚の柱列に合せ，その梁行柱｜目l寸法7. 7401を2つ割りにしたく3.87m, 13尺〉と推定

する。東面築地回廊でみると，被巡りの築地基！鼠簡は約1.8mあり，隣り合う2本の符杭の外

法寸法がこの数値に一致し，干寄－柱の桁行方l••Jの柱t11は，側柱筋の それとそろっている。

SC060の基岨の北に接して雨？甚指があり，基患の澗を構内縁の側としている。庇には長方形。 築地図ls
本の石〈長さ0.5m，制0.3～0.4m, ）＇）！＇.さ0.075m）をIt渡しに放べている。内（占�J.111-0\IJ)・外の側石に 北雨落溝

は Iをブ;j!Jの石をもYe長に立てて使っており，その下聞は，J底右ド而 よりやや低い（0.05m前後〉位

置にある。内側の側石（長さ0.7m，恥10.2m, I字さ0.3m）の上面は，部底面より22cmほど尚む、。

このorn石の上面の時側は 一段低（ (Icm）っくり，J�才i （�毛さ0.7m, I陥0.2m, ）＇／.在 O. lm）をのせー

る。築地問朕Iiの北側主主心からお石外端までの距離は，約1.Smである。外側の側石（長さ0.8m,

* t:Jo.2m，厚主0.2m）の1二副は，踏の底副より0.lmほど，：＇J;し 、。

SD941 (PLAN. 5, PL. ←I）は北而築地｜旦｜廊の巾火の問の東｜飾りの間（肌15-16,f:l:Jb'l；を，
内議に水

やや西に振れてl<i昔tr:する時(l.JJ.長4.Sm，帆l .Om, f,ぷδ0.08m）である。側石などを失ってはいた を導く溝

が，凝灰岩切石を敷きつめた底石は保存がJ.'.H、。

*illM査地域iこ間接する内現部分の発明〈お1'!36沙�澗笠〉によって，このti111fcのl判延長部分を検山し

学ており，t水を疏した施設を考えている。水跡、は井戸SE2128かも知れなb、。しかし，鴻の北

延長部分が遺構としては，まったく残っていないので，別言できなb、。

9) 京凶柱71]のJI!から15番刊の柱を東第15位，j)l:jから31番目の柱を西�13柱等とよぶ。
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SA486 (PLAN 3～6, PL. 2～4, 15-1, 21-3, 22, 23-1〕

内裏内部北而築地回廊SC060 と内裏北外郭）的立i築地SA488との聞に走る東凶力li,Jの塀であ
築地図廊に
沿う東西堺 る。SC060の線通りの北8.5m, SA488の南6.8mの位はにある。 この銅：の西端の柱穴は西田築

築地図廊に

地図廊の線通り ， すなわちSC060オt雨洛講の西端から東約5 mのところにあり， ここから東に

のびて6AAO区G地区東端にちかい位置まで53問分〈会長l56.3m， 柱間寸法平均2.95m=l0尺） 本

を検出して いる。この堺の全長は約177m（印問〉と封飢在している。柱穴は大きく（1毎北2m， 東南

J.5m，深さ0.4m） ， 不整形のものも多い。 牧叡をのこすものはなく， また， 柱lW・跡を とどめる

ものもなし、。柱穴が不盤形 なのは， 柱の掘形 と柱の紘I[J(穴があわ怠った状況で検出されたため

であろう。杭穴に蹴灰岩がおちこんでいるものがあった。この塀の柱悶411.\J分の寸法がSC060

の3間分の寸法（I1.82m）と一致し ， 各4 l1'il日と科3 n』1日の柱通りがそろうことから ， かつて 本

は， この両者が同時に存在 し， 密接に関連するものと解釈した。しか しその後の成果をあわせ

考え， 現在で は， SA486が SC060仁先行した とみられる に いたっている。すなわち節78次北調

査で内裏東部築地回廊SC156の下から南北につらなる 柱穴列（SA6＇叩5）を検出した。この柱穴

列の通りはSC156 の�通りと一致している。 また部73次調査等によって， 内浪商・回築地回廊

(SC640）の直下で東四相穴列SA7592北17mの位·Ji:tで点西柱穴列Si\655が検出された。SA486 * 

はこれらの柱穴列SA6905・SA7592・SA655とともに 内哀の築地図廊 が建設される前に存在

先行の施設 しており，東西・1(4北ともに 約177illの範聞を｜孟画する施設〈坊のであったと考えられる。SC060

の造営は， SA486を取り こわ した 後であろう。それにもかかわらず， 両者・の柱割が官接に凶連

している理由は， 南北中軸線が同一であったか ， 進営の尺度が同じであったからと説明でき

る。なおSA486の中央にあたる位置に 柱穴が検出されず， 柱聞が約6mとなっているのは， 本

ここに門な どの施設があったからであろう。

JO) 『今報1967』P· 38・390
11〕 『年報1963』p. 6。
28 
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B 西区の遺構（PL・8～11, 3. PLA刊. 2,35, 8～ 10.) 

商区｛ま， 内衷外郭西面築地 SA8171と築地 SA505との問を占める地波であって， 6ABB区の

A ・ D·C地区， 6AAO区Q地区，同R地区西部にあたる。凶区で倹山した主な造構は ， 建物

6 ・ 御1 ・ r/47であって， 小・東区にくらべて遺構｛ます〈なL、。

仁
「
「1一

* SB497 (PLAN 2, PL.チー2 ・ 3, 3シー3) 第10次；句作で険IH C以下 ， tt110次等と略す〉

fili ix:の西南附近＜ (C地医南半〉にある 5 間以上（ 5 問分で 11.80111〕× l ？＋＋＋＋？
I －唱E I 

IHJ (4. 72rn）の南北棟建物であり，椋Jillりには妥柱がなし、。また，T-r.J習は澗 1 ____ 1

費地域の外にあるため未確認である。柱問寸法は ， 桁行 2.3Gm(8Js!.〕待問・後行·4. 72m (16尺〉

であお。捌立柱の制形〈ブjl.2m ，深さ 0.4-m）は大き七、。m:紘｜剥係により陶三｜凶1i'J. (SD568）， 斜め

＊ 部（SD503）より新しく ， すぐ北にある建物（SB4·98）， およびその1』ぜにある東丙階（SD487）よ

り古いことがわかる。 なお，この建物の東北付近一時には， 風化した探灰岩がnx花していた。

SB498 (PLAN 2, PL. 10-3, I Iーの 員�10次・ m11 次•＇可

丙区の両市隣近＜ (C:1也l剖t"l'·～ B 地区南端） にある 5 間（12.0m ）× 2 問 ？→ー←＋＋ー？
白

『咽・E Q 

(·t8m）の南北棟建物である。柱間寸法は，桁行・梁行ともに， 2. 4m( 8 尺〉 r l 
＊ 等間である。銅立柱の掘形は， 方0. 7～ 1. Orn ， 深さ 0.4～ O. 7m である。 Sfi498 は卓複関係から

SB497 より新しい乙とが判明した。なお， SB498 の東と璃とには，約 l. 5m へだてて雨落講の

痕跡とみられる小構SD499 （綴O.Sm，深さ 0.3～0.Sm）が逆 L形につらなっている。丙約 1m の
南北滑（SD568）は SB497 より古＜ SB498 とは無関係である。

80503 (PLAN. 2, PL. 3シ－3） 第JO次

＊ 曲
．
区の南側近＜ (6ABB区 C地区〕に， 東北から丙陶．にかけて斜めに蹴れる構（検出部分35m,

11111\lm！乱開さi～ l.8111）がある。古墳周濠を作る際に排水用に用いた前とみられる（p.50 参照〉。

11）侠式｜可！の陀ザ .i住：十1tをとどめる椀！I予⑨H痕J／品；をとどめる抑）f� O似 ι桃川形
・随行 口随石段取1良助： …Hf1定 A は北をしめす

2.9 



SB520付SX521 (PLAN 8, PL.シー2, 8-3) 第10次·tl'SIl次内

SB520 は， 丙区の東半（6AA0区Q地区南半・ 6A13B区A地区東南関

・ 3地区Jl!ゴt陥）にある東両綴f建物であって， SX521はその内部 にあ

る付設構造物である。 SB520は， 6 間（J7.lm)X3 聞く9.0m）で京

・ l匂の 2 而に揃がつく 。身舎の柱間寸法は， 桁行・梁行 とも に2. 7m 

-

むこコ

A 

(9 尺〉等｜品］である。J備の山は東・南各3. Gm (12尺）である。 住の穴（方 1m. 深さ 0.7rn）のう

ち丙WiH：列北島11 2 牲穴は検出できなかった 。なお納．柱の掘形 10附のうち 7 倒が小さb 、（径0.2m)

のは， あるいは ， 柱痕跡のみを検出したの かも知れなb 、 。 SB520の身合の各柱穴には， 礎石の

線石が成っており ， この建物が礎石の上に立っていたことがわかる。し かし， 綴石の さらに下

看や

には， 説ii立伎の掴形の存在が確認され ， このうちには， 柱根の残存しているもの（身舎街柱列西 ＊

m2 位）がめった（Fig. 14）。当初， 掘立柱建物としてっくり， のちに礎石建物に改築して， 耐

期年限を長くしたのであろう。なお ， 隔の柱は揃！立柱のままであるから ， あるいは身舎に磁石

を柿入する改造の際に ，痴を新しくつけ加え榊祭した可能性が考えられる。付設構造物 SX521

は， SB520の身合内 ， 様通り北側の東寄りにあり，京商 5 問（6. 75m）×南北i問（I.Sm）の規

棋をも っ 。な お， SB520 の西北隅に柱穴 3 個が東西にならんで おり（ 211司分で2.7m）， これもこ ＊ 

の述物 にと もなう構造物らしL 、 。

O Im 

－－

Fig. 14 4切立住建物を礎石主1!4ちにII!てかえたf品：をとどめる役穴

SD536 (PLAN. 2 ・ 3 ・ 8～ 10, PL. 5・ 6） 第10次

西区の北端近くを， 西北西 から東南東にむかつて斜行 し s さら に併に折れて流れる構〈似－

m ， 深さ 0.2m）である。 斜行部分（検出部分48m）は， 西区r!!LIじ需品近＜ (6Ann区AJ也区北端〕に始

まっており， 上流はさらに発掘調査地域外にのびている。 この叫が市街する位位は， 西岡築地 本

SA505 のすぐ西であって， 築地にそって商流し（53m）， 築地iW端の位百で 東西海 SD487 に

そ そ いで いる。南端部分は， 西国築地に付属する中央の時節（ SX518）の1士1こ'lfi:なっており，

静の}jが新しb 、。 SD536 には斜行部分があり，flt行（市流〉部分は， 築地の雨新1耳の位臨rr＜に

新しくつくったものであって， この 2 点、｛ま ， 巾灰束 、1�部の糾S 1)487=890と共通している。

SA544 (PLAN 2, PL. g.ーの

西区の西市隅近＜ (6ABB区CJ也区〉 ， にある南北 3 間（6.Gm）の Jtaである。 mi形は小店〈（径

0.3m）， ねi間寸法は不揃いである（I.8～2.4m）。

SD545 (PLAN 2, PL. 9-2・3)

凶｜山南側近く（仏 BB区叫 ， 建物 SB497のすぐ酬にある ， 3rd] (7.50m) x ロお
30 
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l問（2.25m） の市北線小建物である。 続行中央の絞1:,:1寸法は3.0mと広〈， 桁行河端の間と

梁行の11111ま，ともに2.25rnである。擁立荘の誠形 は小さく設い（佳0.4 m， 深さ0.2m）。

SB550 (PLAN 7, PL. Iト3, I ←2） 第10次�lj

丙区の中央西端近＜ (B地区丙Iめにある3問（7.2m）×311\J (6.3m）の東西陳述

回本 物であって． 総｛もすなわち柱筋にはすべて柱穴（ff.0.4m, i事さ0.21のがある。

柱問寸法は， 桁行2.401 ( 8尺〉等間・梁行2.Im ( 7尺）等間であるo

SB555 (PLAN 7, PL. IO- 3, 11-1) �＇＼＇IO次何

西区の悶端近＜（AJ也｜ベI有半～B j也区北ニド〕にある9 rill 

(26.55m）λ2同（5.32m）の南北棟鎚石建物で ， 身舎内 ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ

ー・‘：

＊ も総l生である。柱間寸法は桁行2.95m (IO尺）等・問・

終行2. 66 m ( 9 R..) �間である。礎石はすぺてうしなわれているが ， 性穴には担石をのこすも

のがある。西側住北第4柱穴のそれはことに保存状況が良好であって， 径1mのif屯問内に十数

倒の,Ii主右（jt'Cf手20cm1Jfi後〉を配していた。礎石すえつけの抑形は， 後の削ヤ－で変形を こうむって

いるが， 不整円形か方形〈ブj0.7～1.3m， 深さ0.15m）である。なお， S13550とSB555とは，総柱

＊ という点で共通し， i:':i床の倉庫（技会か板倉）のような建物 と般定できる。

$0568 (PLAN 7, PL. 13) 第10次・第11次丙

西区の凶端近（ (6ADBI実A·D C地区）を， 北から市に？なれるi1Yt （耐胤5～lm， 深さ0.2m）で

ある。北端部は京析して斜講（SD536）にまじわっている 。市端部は， 建物 SB497の柱制形，

および後世の土峨によってこわされているが， 東西山（SU487）にそそいと可能性もある 。 本

＊ 米， $1)487・SD536とlii]O寺JY］に存布したものと考えられる。

$0569 (PLAN 7, PL. 13) �I 1次j1[j

両p（の阿端近＜ (GA.BB医A地区〉にあり， 前述のSD568のilli側をm流するrllf. c脳0.7111， 深8

0.2m）である。：｜ヒ端で京：肝するが， その先は浅くなって消i成している。Tf叫iは未満査地域にの

びているが ， 同地j戒をへだてた南側に斜方向の小怖があってSD568に合流している。 この小部

ポ にあ2くかも決｜｜れなb 、 。

SA570 (PLAN 7, PL. Jト3） 鈎ll次r!§

西区の目端（A地区内端〉 にある南北の柱穴列〈倹Hl全長20.65m）であって，調査地域内では，

8個の掘立柱の劫ll形〈方0.9m, i'f4!さ0.5m）を検出した。柱11ll寸法は3.Om (JO）＜！.〕である。南・

北両力
・

向ともに未調査地域につづく可能性がある。また， 問の米調査j也成に ， この南北註列に

＊ 対応する柱穴が存在するとすれば， その南二It陳建物の東側柱yljになる。ただい 闘の未調査地

成 には ， この純穴列のすぐ西に接して， 内裏外郭の函而築地（SA8171） が位置することが想定

されるので， これを建物 と考ーえた場合， 両者・の同時共有・はありえなし、。そこで仮りに堺と考え

ておく。

50572 (PLAN 7〕 �I 1次回

＊ 四区凶k；仕を北から市へ流れる水路（lfr.';\2～3m， 深き2m）である。市庭
・

1片町のj羽濠の西岸に援護

しているため， 多少みだれている部分 がある。 この間は， 推定Un次1:UJ1：！院・内築地区と第2

次1:01'.fil:院・内誕地｜実との中間を通るj夫幹水路であって， 延長;':fl分はT自の科側資｜ぎ〈第27・41・87

次郎eo ·cイ子｛£を1総認しており， SD3715とよんでいる。
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c 中区西半部の遺構 (PLAN. 2～4, 8～13, PL. 4～8, 12～16) 

内裏北外郭中区は， 凶辺をそれぞれ凶商築地SA505 ・ 南商築地SA488 ・ 南北築地SA838 ・ ;!It

定北面築地によって限る地域である。中区は， 中央；酒寄りにある南北塀SA630 によって2部分

にわ付られるので， それぞれを西半部・東半部とよびわけ ， まず西半部の遺構から記述する。

中区西半部は， 6AAO区L ·M·N ・0・p地区とR；地区東部とに相当する。この地域で検 本

出した主な遺構は， 建物17 ・ 塀10 ・ 溝6である。

p 

亡

ω
…「
M

～ ～ 

Fig. 15 rr,区．四半古1lの主なj劉持

SB501 (PLAN 3, PL. ト3, 6, 7-1, 8-1） 第10次

中区間半部の西南隅近 ＜ (R地医東南〉にある7問（20. 65rn〕

×4問(11. Sm）の， 4聞に簡がつく東西棟建物である。柱間寸

法は， 桁行 ・ 然行ともに2.95m (10尺〉等間である。柱の掘形

（方I. 5～I.9m， 深さi rn）は大きし 、。柱根（筏0.3m） が残ってい

るものがl個あるほか， 柱痕跡（筏0.4m）をのこすものが多b 、。

身舎の棟通りには， 床束の掘形とみられる小穴（ブ＇'i0.7m， 深さ0.6m）列があり ， 床張りの建物

だったと考えられる。SB501の南側柱列は南面築j也基底北縁から9m (30尺）， 西側担ヲIJは西前

E日 ネ

築地基底東縁から56m (20尺〕それぞれへだたったところにある。 なお， SB501は， m複関係 斗

によって次にあげるSB502より古いことが判明した。

SB502 (PLAN 3, PL. 5一色6, 7ーJ, 8ーI) 第10次

中区凶半部の西南隅（R.111!.区中央荷主｜りにある5問(ls.Orn〕×4間

(!3.5m〕の，東西両商に廟をもっ南北線建物であって，身舎の柱間寸法

は， 桁行・梁行ともに 3. Om (10尺〉等間， 麻iの出は3.75m (12. 5尺〉 中 『4 ぅ ＊

である。 身舎の柱の銅形（方lm， 深さ0.6m） には松根（径0.2m）をの

こすものが9個あり ， 府の柱の掘形（方0.8m， 深さ0.5m）には ， 柱狼
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（径0.25m） をのこすものが3飽あった。 なお， この建物の身舎の 西北隅にある柱の掘形〈深主

0.65m）には， 底から45cm上の1翠土上に， 加工したあとをもっ凝灰岩が偉いて あった。 この凝

灰岩（：民主0.6m，恥I0.48m， 厚き0.2m）は， 基J良外装？こ附いた旬」:rrをItを朽の根回めに転倒したも

のとおもわれる。

SB5021;t， 柱穴の重複関係から， SB501より新しく作られたことがわかる。またこの SB502

は， SA505 の廃絶後に造営されたと考えられる。 しかし， この建物 の 西側柱列がちょうど

SA505の中心線上にあること， また， SA505に設けられてい引附摂SX518が，SB502のすぐ北

に位置することから， SA505とSB502との同時存在を考えることもできる。すなわち， SA505

の東雨沼紛が北から流れてきて， SB502にさえ吉られるため， その北にll市東SX518を設けて水

取 を丙におとしたとする解釈である。 こう考えると， 築地SA505のー加を改修して， SB502をた

て， 両者が｜吋1貯に共存しえたことになる。 発：朗調子f当川は， いまあげた向織の解釈のうち， 後

者をとっていたが， 本線特害；では前者を採rnする。

SB508 (PLAN 9, PL. 14-2) 第10次・第 10次東

中区間主幹部の中央（O地｜文丙半～R地区東端）にある71制(16.52m)
‘ ×i間（3.54m）の東西棟建物である。柱問寸法は， 桁行2.36m ( a とごとコ

尺〉 ・ 梁行3. 54111 (12尺〉である。 柱の掘形（方0.7～I.Im ， 深志0.8m）は大きさがそろっておら

ず， またその問陥＇i.,不揃いであるが， 仮りに等間として符lりつけてみた。

南側柱列京第2柱穴 ・ 同第3柱穴は検問できなかった。 この建物付近には， 建物としてまと

めることができない住穴が数多くあるが， そのいくつかを採ってSB508を京丙9ないし10問，

掌 南北 21台！と併釈できないこともなb 、。なおSB508はや1：穴のm臨関係からSBGOOAより古いこと

がわかあ。

SB509 (PL八N 9）部10次

’ 1，区四半部四三｜土（R地IX:東主｜主）， snsosのすぐ西側にある2IHJ (6.5111）×1 11\J 

(2.95m）の市北卸小建物である。村iの掘形は不揃い（｝j0.4～l.2m） である。

ホ SB510 (PLAN 9, PL. 8-2） 第10次

中区西半官11の」t半西端（R地区のオヒ）， 築地SA505のすぐ束にある31/1J(B.85m)

x 2問（4.72m） の南北棟建物である。柱間寸法は桁行2. 95m(10尺）等間 ・ 探行

日コ

Eコ
2.36m( B尺〉等間である。 柱の摺形（方0.7～l m， 深さ約O.Bm）の大きさはほぼそろっている。

この建物の際通りは！Gmの距離をへだてて南にたつ南北棟建物SB502の線通りと一路線上に

本 ある。またこの建物の西側怜列は， 次にあげるSB540の西喪柱列と一直線上にある。したがっ

て SB510は， SB502 · SB540のいずれとも同時に存在した可能性がある。またSB510はtさらに

東方の述物S.8600と北妻柱列をそろえており岡崎・存在が考えられる。

SA511 (PLAN 9） 銘 10次

中区西 主幹部の間半（6AAO医R地区北半）にある京間2問（6.4m〕の堺である。捌立柱の抗形

彬 は， 比較的よさいり＇j0.6m）。この堺は， 建物SB508・SB509のmiの：｜ヒカ3.5mのところに位置；

し， 両挫！I令の問（4m）が馬追ーのようになっているところを隠す欣11"1＇.にある。Cl 1!;5.堺か。

SA514 (PLAN 9） 鈎JO次

•l'I以内半怖の凶寄り（RJ也区の「｜可決〉にある束凶2 IIJl ＜伶｜尚2. Im）の蜘である。 つぎに拘げる

33 



SB515 と重複しているが，前後関係は不明である。

SB515 (PLAN 9） 第 LO弘：

中区西半音11の凶与怒り（RJ山区の中央〉にある2 IHJ (5.6m〕xl 聞く3.9m）の刊」－�ヒ初日

建物である。柱 1111寸法は，桁1r2.am (9.s尺〉，然行3.9m (13尺〉である。柱佃形

は小さい〈ブ1]0.7m）。堺 SA514 と義援しているが，前後関係はわから なb、。

SB523 (PLAN 9, PL. 8-ー2） 第IOlX

中区 西半部の北半西端近＜ (R地区の西北〉にある4 問（7.2m）× 2 問（3.6m)

の南北棟建物である。柱問寸法は，桁行・梁行とも1. am ( 6尺〉等間である。こ

回

思コ
の建物の北喪柱列の住捌形の1 つは，後述する堺SA526の柱布！？移の1 っと'if（なっており，重復

ヨ＊

の状況から，それに先行したこ とがわかる。88510 ともill復しているが，前後関係は不明。 本

SB525 (PLAN 9） 鍔10次

中区西半部の北側端（R地区のわにある3110(8.Im) x2 間（4.Sm）の1H �：－－i' 

北棟建物である。桁行の柱問寸法は，北端のi問が3.3m (11尺〉，残る2 問 が各6--o-ふι

2.4m(a尺〕となっている。また梁行の柱問寸法tよ，東側の問が 3.Om(IO尺〉，丙側の間が l.5ID

(5 尺〉である。東側が身会，西側 が聞と考えられる。柱の掘形は小さい〈方0.2～0.4m）。東側 ＊

南第 1 ・ 2 柱の掴｝診は検出していなし、。なお，この組物の北柱列は，すぐ丙に たつ SB523の北

室長柱列 とほぼ一斑紋l :Iこある。

SA526 (PLAN 9, PL.ルー2) 第10次

中区西学部の北酋（R地区の北）にある東西7問の塀であるa柱掘形の大きさ〈方0.5m）は，

ほぼそろっている。この携の東端は，市接する建物 SB525 の東端近くにあり，また西では， ＊ 

SA505の位置受で終っている。なお，この；燐は，柱説tl形のill砲
・
関係から見て SB523 より新しし、。

SD534 (PLANlO ・12, PL. Iド2) 知0次・tnll次液

中区西半部のゴヒ寄り （6AAO区0地区北〕にある東丙i （桁o.sm前後，深さ 0.2m） である。 西

は西面築地（SA505） の北l踏襲（SX5l 9）にjffiじて終っており，東は南北抑（S/\630）の近くで消

減する。このit'�（ま迎物 SB523 ・ SB585 ・ SB600のJt.ik過の北 2m ほどのところを泊っており，こ キ

れらの建物に関逃した排水路と考えられる。

SB540付 SX541 (PLAN JO ・ 12, PL. ロ・ is) m1oix ・!'fn 1次東

SB540は中区西半部の北端近＜ (L . p地区）， SB501の北方36mにある東西線建物であって，

に土ご土ご二二ユ

SX541は，その内部にある付設構造物である。$13540は18問（52.33m〕× 2 IBJ Cs.関m〕の規模

をもっており，凶廊・塀を除外すると，現状では，平波宮で最も長い 建物である。柱問寸法は， 傘

西端のi問分が桁行 2.35m (8尺〉 となっているほかは，桁行 ・ 梁行ともに 2. 94m (JO尺〉等間

である。柱の掘形〈方l.2m ，深さ0.8～l.4m）のうちは簡には柱担（径0.35m 内外〉がの こってい

た。柱根の底聞には， コソパスで画いた門のm線をとどめるものがあった。この建物の西第8

柱の叡通りには，1m1J:切りのためとみられる柱穴の抑形 がある。ここを間仕切り として地物の

内部 が 東（III]町西c 1 no）に 2 分され てい たと考えられる。 z本
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付設構造物SX541は，この間仕切りの凶側，線通りの北半にあり，東西11問（16.28m）×南

北I問（！.48m）の掘立柱だちであって ， 柱間寸法は， 1. 48frt (5尺〉等間である。柱の掘形（筏

0.8～I.Om ， 泌δ0.6m〕は ， 円形またはPIJJ門ブ7形に近b、。

SB5邸（PLAN 11・12, PL. 14-1, 1ふーI) tt'HI次東· ��20次商

・ • I�区西学部の東半 （YI地区丙端・0地ゃ--eー十イトベト『〉ベ：ー

区東端〉にある13問（38.35m）×2問（5.9 ? 吋

m）の，南北棟建物である。位問寸法は， かー←；日！ー止ーかーかー

桁行・梁行方向ともに2. 95m (10尺〉等間である。た だし，東側柱列北第4 ～ 7柱穴と西側住

列北第4・5柱穴との計6個は，この建物と盟複した土蛸（SK6G9）による破壊と，付近の土の地

域g表からの汚れ・撹乱とによって検出が悶難であった。検附した柱の掘形〈ブjl.3m，深さ0.4m)

は計23偶である。

SB585の1椅喪柱列と南面築地来阪北縁との距隊は9m (SO）のである。またSB585 の西側柱

列と先にあげた SB501の東宮柱列との胤l月ftは24m (80尺〉ある。SB585の東側柱列の北延長線

上には，主きにあげたSl:3540の東妻柱列があり ， この両建物が四区西半部の北と束とを鈎の手

．にとり閤むような配置になっている。また ， SB5 85の両側柱列の北延長線上にはSB540との間

に，また南延長線上にはSA488との問に， それぞれ怜穴がl例ずつあり， この位置に東西を

わける堺（SACi18 ・ SA586）のようなものがあったと考えられる。Sil585と配置上で相互に密接

1-'ig. 16 SB585侃立柱底ffilの心；n

12) 12本ともヒノキの心持材．このうち，氏関：こ
Lゐ rみ

心議，すなわち殺の心をきめる滋線をとどめる6
のは 6;,j.ある。A. 北側将：列丙第 5 』主には十文乍の
心飛をえが〈。これは建物の前h�と約8度ずれて
いる。中心,;rcくに「末Jの滋仰があるa B. ;UJJ 
牧列丙第6柱にも十文字の心E誌をえがく。建物の
ljijJ緩と37度ずれている。十文�の1ど.＇... 
あり，これを小心として黒門〈半径16.6cm）をえ
が〈。針穴と凶心とは8. Jcruffれている。c.北
側柱列西第 7 れには， T字：IJ【の心Ii占がのこる。�
11句の昨lrhi.iilと約so度ずれてb喝。Jfi;1(riの周縁には．
4 分円を 4 等分する放射線状のt:liむ、沿線がのこっ
ている s 針穴と�，心との距離はlQcm0 D.北側l
柱列西第18ttにもT字状の心逃がある。建物の籾l
紋と約26皮ずれている。門の1,1u設はほぼ半周分の
こっている。周紋には，4分ト＂Ji- 5分ずる放射線
状の矩い議総がある。ただし5 :rr:分にはなってい
ない。E. i湾側柱�Ji省第9.1:l：には，十文字の心却
がある。これは建物の翁Ii線にほぼ,p・行－直交して
いるa針穴と紗j心とのEP.l!iftはIS.Gemある。F.
市側柱列第131ヰiには十文字の心mがある。建物の
lli1l献と約411必ずれている。剣‘〉，〈とt「，,r.
ずれている。このように搬3'.t:H6本のうち，純物

の議It級方向とほぼ一致する心illをもつものはl例
のみであって他はすべて任立の方向をとってい
る。45皮ふれたものまである。したがって，これ
らは住位lu'. � fJt定するためではありえず ， 木れより
のためすなわち自然水を｜守柱に加工するi採に，ま
ず十文字の心滋をうって心をさだめ ， 必要寸法の
円を�でえがき． さらに周縁に16角・20f，均等の包l
りつけおをうち，これにしたがって手斧ではつっ
て円ねに（I：上げたものであろう a なお ， rl��rr,·.ir東
院干し裳のJl!!Ti位ir,i-c検rnされたJ初、〉：柱の心�は，
村を.Jigえるためのものと解釈されている〈法隆寺
国宝保；(r�Jl：�g目 i国家建造物Z医院礼�＆ぴm院鍬
祭修札凶蹴告釜J 1937年，奈良国立持制ii rt!; 
除寺東院に於ける発効！詞Ii.級伶高」 1948午・〉。
平主え；空J東問問（6ALF庶LJ也1£鈎44次調査〉で総
出した，Jm定間後の抑セ柱迎11均SB5830では片側
,riのほtこ！従舵としてt{t;えたm，地岩上而に，十」どド
の心似をうっている。これは建物のl儲線方向と一

致し，tH創立を決定するための心泉とみられる。
これらについては，村.，τ混一「平波宮の述i符技法

tf;)ll立制：雄物｜ （『大会学i.f.r議品託銀：銃Uミ＜�I洞
系｝＞ S 1111利4611立を近畿 II本itt築学会p. 1025) 
を参照されたい。
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な関係をもっ建物としては， SBSOl・SB540 と， 後述する南北棟 2 棟（SB590・SB600）とがあ

る。すなわち SB501の南側柱列とSB585・SB590 の南姿柱列，またSB600の北婆柱列とSB585

の：It妻柱列はそれぞれ柱筋をそろえている。さらに，これら SB501 ・ SB540 ・ SB585 ・ SB590 ・

SB600Aの 5 棟には ， ｜終合う建物の側柱聞の距離 が，村・問寸法 の整数倍の長さをとるものが多

い。なおSB585は， のちにあげる南北棟建物 SB:2190と重なっており，柱穴の被合関係から ，

SB2190より干討し、。

SB590 (PLAN II, PL. I十一3) 第ll次東

商学部の中央南半（0地区南半〉 にある 3間（ll.79m）×2聞く6.50m） の 平一－一任一一甲

南北線礎石 建物である。柱問寸法は，桁行 3.93m(l3.3尺〉等間， 梁行3.25 ? -< 中
m (11尺〉等闘である。 礎石は ， 東側柱列 北第l柱穴と同第2柱穴とに の 0ー�ー→

こっていた。北第l礎石（0.8X0.65m〕 ・ 北第2 礎石 （0. 85 x 0. 5111〕とも自然、石のま ま で加工は

ない。他の柱穴は根石をとどめるのみである。SB590の南葉柱列と南部築地基底北縁との距離

キ

はgm〔30尺〉ある。なお，この SB590の南 ・ 北の萎柱列は，その酋にあるSB501の南・北の側

柱列 と一直線上にある。すなわちSB590の桁行全長とSB501の梁行全長は等しし 、。ただし 両者

の柱割はことなっており ， SB501 の梁行4間分の長さを， SB590の桁行では 3間に分割してい 誇

るという違いがある。

建物SB590の東3 mには南北構SD589 C長さ20m），西1.5mには南北識SD592（長さ12m ） が

あり ， また北 5tnには ， 東西fi'，よ SD599 がある。これら 3つの小路（綱0.3～0.5m，深さ0.1～0.2

rn）は， SB590の東 ・ 西・：｜ヒの3方をとりかこむように配障されてはし、るが ， この建物の雨務

時とはし、し、きれない。 なお ， 南北1�i SD589はこの建物の東側からさらに 北に続いて終ってお ド

り，さらにその北方に も，木釆この織の一部をな した可能性をもっ小蒋が断続 している。

SB600A · B (PLAN 9.11, PL. 14-2) 第11次東

西半部中央 co地区北半〉にある南北棟の礎石建物である。こ

の建物は改築しており， 当初のものをSB600A， 改築後のもの

をSB600 Bとよぴわける。SB600Aは 6間（20.64:m) x 2間（6.5m〕

4・・K

の建物で，柱間寸法は，桁行3. 44m (70/6尺〕等間 ， 梁行3.25m (11尺〕等間，桁行全長 20.64m

(69.8尺〉である。 礎石は のこっていないが ， 根石 （径10～30cm）を径l mほどの範囲に配し

た跡が みられる。

SB600 Bは ， SB600Aとほとんど同位置に建つ， ほぽ同規模の

礎石建物である。柱間数 ・ 梁行全長 ・ 梁行の柱間寸法はSB600A

と変らないが ， 桁行全長を 19.Sm (68.4尺） に短縮しており，こ

れに ともな って， 新行の柱間寸法は，3. 2sm (JlJりとな ってい

；トー...... �－”L一一一·，一一『，i-一・i.トー��；

ー・・E

るo SB600 B は柱穴の重複関係からSB508より新しいことがわか ,I，－ー；｝ーペトベ？？「戸ー：・ト－＼＇.l

っている。なお ， SB600A· B の北妻柱列は ， 西方にある SB510の北妻柱列とほぼ同一線上にあ

場

対

り ， 両建物の東側柱列聞の距離は30m (JOO尺）となっている。両者の同時存在が考え られる。 キ

ただし，SB600Bは，東・ 西内雨に廊をもっ， 6間j×4間の建物だった可能性が大きb、。 東

側柱ヰヒ第2 柱・北第4柱の東3.25m付近には ， 根石の名残り のような集石があり，丙側柱列第

2 柱筒3.25m付近にも集石がある。SB600 Bが納付建物であった場合には， 向·7,5mにある
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SB590と東側柱列をそろえることになる。なお，東側柱北第5純の東3mには，i疑似〈岩2側が

南北に並んだ状況で みいだされている。その北 i mにある小構は，さきにSB590についての記

述でふれたSD599の北折部分の延長にもあたっている。上記の焼灰岩や，溝SD5991ま，本来，

SBGOOBとかかわったものかも知れなし、。

* SA612 (PLAN 9, PL. 14-2〕 第11次東

中区酉半部のほほ中央（6A八O区OJ也lι｜じめにある東西2 f�,1(4. 7rn）の訴である。SB 508の目

隠塀かとおもわ九る。なお， SA612 の山．前回3mをへだてたところに も， 目隠堺とみられる

SA 511；があることは，先に指摘したとおりである。

SA631 (PLAN 12, PL. 13-1） 錦、II次＊

凶主幹部の東北端（L地区）%！） にある東凶51日,j (12.:!m）の蹄ーであっ℃，SB540の東北1¥JHセから京持

に のびて， 堺SA630にとりついており，SA631 • SA63 0が同時にイI：在したことがわかる。位問

寸法は，西端の1間が2.7m(9Jり，｛也の4 IU！が2 . 4ID(8尺〉の等闘である。柱扱形は小さb 、。

SB2181 (PLAN 4) 鈎20次西

｜お．半古I�の東半南側地区のl制品）にある5 IIJJ (I!. 55m）×31間（6.3m）の市 十←-0-0ーか－－＜；＞

キ 北線建物である。梁行の位IL\l寸法が2. 1m C 7尺〉等｜湖であるのに対して， Q -c 6 

桁行は等1悶で はなく南3間の柱問寸法はそれぞれ2.45m，北 Z l尚ではそれ
___ _,..,,.....,,

ぞれ2.1mとなっている。柱の制形。＇J0.5m）は比較的小さし 、。

SB2190 (PLAN 11, PL. 時一J ,2) 第20次凶

国主幹部の点半（Ml也｜乏Tls併）にある2聞く5.9m）×11制（2.95rn）の， r4i北棟建物で＜；＞－＜＞－－勺
I 圃唖

本 ある。柱問寸法は， ftt行・染行ともに2. 95m(JO尺〉等間である。舵の錦j跨（力ー0.8m， ←-e---<>

深さ0.2m）は小さb 、。西の建物SB 58 5 と重なっており，柱の垂範関係からみてそれより新しb、。

SB2225 (PLAN 12, PL. 16-3) 第20次凶

凶半削lの中央東端（MJ息区小火）にある31叫（5.7m〕×2問（4·.2ill〕の南北棟建物

である。位問寸法は桁行1. 9 m (20/3,k!.）等IIJ·J ・ 5決行2. 11TI(7尺）�附である。柱の

キ 掘形 （"}j・0.5～0.8m, t訴さ0.8111） は小さい。

SA2264 (PLAN 11, PL.時一2) 第20次凶

中区西さ幹部の東寄り（6AAOI丘Mj也区凶〉にある｜

国

に3個（2 ll:l］分で5.9111） と｜判延長線上に l 伽｜の計4 (I/iiが別存ずるのみである。 この北卸3柱穴

の白lこは，SI<.6 09ほかの土峨があり， それによって壊されたためか， 柱穴は述統しなb 、 。し

＊ かし，南延長線上を追うと，南北諒SB2J90凶側約i列と1直談上にあり， その北第 I 柱穴とSA

2264北錦3柱穴との距離（17.7m）は，2. 95m (10尺〉等！日lの6間分，すなわちSA2264の6柱穴

分に相当する。 そしてSB2Hl0西側柱列j北第i柱の北2.95mにある1柱穴は， 規i悦 〈方 i m) 

からみても，：｜七の3柱穴とー辿のものとみてさしっかえなむ、。したが って，勝SA2264は，木

米，建物Sll21 90の西側純列北第 l 柱の北延長級とに23.6m (811-ll分）辿続したものと考える。
キ SA2268 (PLAN 11, PL.同一2) 第20�i!!i

中区西主幹部の東北部（6AAO区h制h区北半〉 にある2間（4.Gm）の南北携である。 柱d刷］防立大

きくt.1:い（プy・0.7m）。 この塀の北端の羽て穴は，TI);i}j6.5mにある市北砂｜｛建物SB585の北鋭柱列の

線に一致するから， この辿物に付属する回目立堺かと考えられる。
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D 中区東半部の遺構（PLAN 5斗，13～17，礼. 2～4, 17～26)

中区東半部は， 南を南面築地 SA488， 西をYJSA630 で回し， 京を南北築地 SA838 によって

限る範囲であって， 6AAO区 B ・ C ・ D ・ F ・ G ·H ・ I ·K ·L ·M·U 地区に相当する。

検出した主要遺構は建物23 ・ 堺 6 ・井戸i ・滑12 ・ 土繍 19である。

Fig.17 中区東半部の主な遺跡3

80487=890 (PLAN 5, 13, 15, 16, 20, PL. 18-1, 2ト I, 21-3, 22, 35) 鈴 13次回・第20次東 ネ

中区東二幹部の}t［：北間近く （6AAO区D地区東端）から， 丙｜何方向に75m ほど流れ，ここ （H地区

問問由ii�〕で間に 1lh って23m流れたのち断面築地（SA488〕 のJij師落仰のすぐI打(I地区中央〕でさら

に凶に折れて訓査地域外にまで（ 135m）統〈備でめる。斜行部分 ・ ｜む流部分をSD890 (1l11t.1.sm, 

泌さ 0.4m） ， 凶流部分を SD4-87とよびかえている。

SD890は， さらに米調査地域に東北方にのびているが， l:n82-7 次制査によって，i託検山部分 持

より， さらに1om東北の部分まで続いていることが判明し（PLAN 20）， 斜行部分の全長は 85111

以上にたっして市流部分につづいている。 この締は， jド戸 SE2128 を聞む方形の溝（SD2126)

をこわしており， また途中でこれと交叉する締SD990 ・ SD922のいずねよりも新しb、。 SD487

は，l抗菌築地（SA488〕の南側にそって硫れ， 築地にともと＝う I有雨務f1I) (SD910）のすぐ南に，

析し〈作ったものであって， 築地の西端の部分をこえて， さらに両流して， 朱調査の部分に及 寧

んでいる（検11\t:ll分の全長 150m）。 おそらく南北総 SD572 (PLAN 7）にそそぐので あろう。 な

お， このSD487 ・ 890がSD536 (PLA河 7・8〕と共通性をもつことは後にふれるとおりである。

SA630 (PLAN 4 ・ 12, PL. 16) 第l l次東・第20次西

q，区を東主幹部 ・ 西半部に分ける南北塀である。 241同分を 64111 にわたって検出した。 この撲

は， 北は閥抗地域北端にたっしており， 北面築地にとりつくものとみられ， F何は南部築地（SA * 

488）に桜統している， ただしこの堺は一線をなさず ， 北部分と南部分とがくいちがっており，

柱捌）診の規棋もやや挑なっている。北部分は 9 間分（25.65m） あり ， 柱附！寸・法は2.85m ， 柱御

力は， T千I部分のものより大きい〈方J.2m）。陶
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旬

位置し， 14問分(41.1m)めり 1fT血築地5A4曲にたっ している。そして，出部分北端の柱穴は，

北部分出端の柱穴のすぐ西にある。南部分の柱縮形はやや小さL、(O.8m)。出部分の位穴の一

部は，土埴SK609などによ ってこわされているが，住位世をt宅地りつけていくと，市部骨には，

柱問寸法が2.85mのとζろ以外に，それよりi品、3.15mの個所があ忍 ζとがわかる。すなわち，

傘 南部分の」凶1~2--5 柱 lI i lの<\ WJ5f-;u、'ζ のIAし"J止をとっている。この位低は携のほぼ巾止に

あたることから t 出入口な どのr刊が想定できる。桜5A630北部分の北部 3桂には車西初(SA

回りがとりついており ，国方の建物 SB540の東園間柱にたっしている。

言与

なお，桝 5A630丹東 20mには，と札と平行方る市北堺 (SA950)がある。

Ss633 (PLAN 12， PL. 13-1 ) 第 13次j~

中IKJI!半t刊の北西隅近<(6AAO区L地区東〉にある 2凶(5.3m)μょx1出](2.4，1I

の車西懐総物である。東側は未尭掘の地域に続いてお り，桁行企長は砂lらかでな

い。住掘形は舟 O.8mほどである。

88845 (PLAN 17， PL. 26-1， 27-1) Wl3次東

中区東半部の東端近< (C地区d)にある5UU CIO.5m) x 2 IgJ (5.1m)の

ヒヱ

・南北側{鎗物である。柱閥、HJ;I;l，桁行2.1 m( 7 尺)~r.u ・梁行2. 55m (也5尺〉 日3
である。住町掘形(径O.5m.r:t主 O.3m) は小さ b、。西個出列~tæ 2柱の掘形には， 柱担の残片

があった。なお，醐通りの中央には，柱穴が2倒あり，これをm仕切りと考えると S問の中

央に周過があり，その南北に2問づつの部量がある建物とみる ζ とができる。

SK870 (PLAN 16. 17， PL 時一.2'3-4) 鈎13次京

• rl'区東2全部の東端近<(D地区巾央〉 にあo，不整形の土成〈東阿9m.Jti北10m，深さ1.3m)

である。 5B875町東と南とをとりかιむような酪を，っている。遺物がみら札るのは土繍間

半の西から南町縁にかけてである。庇が由いためj 保存状況は不良であるが木簡 土昔話 瓦

木片のほか詰冠の断片 かと且られる嗣状詩型MIが出土Lて注Hをひいた。また， ，出のなかに

は， r内型盛所」の辿臨師をもっ須恵罰法の盤 (PL曲一日〉がある。

• Ss875 (PLAN 16， PL. 2&-2) tl1 13次東

中区東半部の'1'央班端 (D旭区jt'i')にある 311lJ白血rn)x 211lJ (3.9m)の南北

線建物である。柱間寸法は桁行・梁行ともに1.95m(6.5尺)等IUJであ否。柱穴

〈係O.3m-O.6rn，深さO.15m)は小さいが世いので，鎚石ill物と考えている。

SX920付8D922(PLAN 5・13，PL. 20-→1) 第13次回

田

事 '1'区東主幹部 (6AAO区I地区〉にある石肱でああ。南岡築地 (5A488)のすく北側にそって車

出に続いている(長<':18m，帽2.5-3m)oこの石監の北に聾して東凶昨SD922(長さ23m，悩0.5

m，深さO.lm)があり ，才i1Mは築地内側の遣時間j 昨はその側fl'IJと考えられるの右政の間部分

はm~t:神5D890によ って磁演されており， 以闘には石散が残っていなL 、。

88930 (I'LAN 15) 節目次凶

- 中区東半部門中央前半(G地区西端 H地区東l村阻 1地区北京隅)にある 5

問(12.65rn)x 2問 (5.06m)の，東西棟建物である。柱間寸法は，桁行 ・

繁行ともに 2.53m(8..'i尺〉 会事似jである。柱の捌市〔径O.7m，深さ O.3m)
仁口

は小さL、。柱1..:.のー剖は畦畔下にあり，また後l止の撹乱によって臨泌された位穴もゐる。
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SB935 (PLAN 5, PL. 20ー1) 第13次回

中区東三幹部 （6AAO区I地区〉にある小建物〈方I.8m）である。掘形も小さく （0.3m）， 仮設

建物かとおもわれる。なお， この建物の付近にはねi拙形カ旬、くつか点在するが， 建物としてま

とまるものはなし、。

SA950 (PLAN 13, PL. 18) UH3�；く西

·I－＇区東半部四寄り（6AAO区K地区〉 にある南北郷である。 11間分あり企長26. lnl。南は南

出築地（SA488) Iこ接続している。柱悶寸法は2.37m C 8尺）等間であるが， 陶から1 2間目・14

間目は1. 475rn C 5尺）， 13間目は4.13m (14尺〉と なっており ， 13問自に門が開かれていたらし

い。柱の掘形 は小さい （方0.8m）。 この堺と先にあげた鴎．北：燦SA630 南部分とを比較すると，

神

柱間寸法は異なっているが， 堺の北端の位置はほぼ一致し ， 柱穴の掘形の形状も似ていること 本

から ， 阿者が－:,c;jをなした可能性も ある。なお ， 塀SA950と建物SB970・SB1000・SB1015と

は交叉す
・

るが， 柱穴の重複関係はなb、。

SB960 (PLAN 13, PL. 18-2, 19ー1 ・3） 第13次ilY

中区東半部の西主！とCK地｜瓦東半，I地IB：商北〉に

ある11間（32.45m）×2間（5.9m）の，南北棟建

物である。柱間寸法は，桁行・梁行ともには2.95

ー，＜

m毒事（IO尺)flk]である。柱の掘形（方l.5m， 深さ0.8m）は大きし、。この建物の南妻柱列は， 中区西

学部にあるSB501の南側柱列， SB585 • SB590両建物の蔚喪柱列と同一直線上にある。なお，

*

この建物SB960と重なってみいだされた 3 棟の建物（SB970 ・ SBIOOO ・ SB108のがあり， SB960 は

柱穴の重複状況から ， SBlOOO•SB1080 より新しくSB970 より古〈造営されたことがわかる。 ＊ 

SA965 (PLAN 5〕 錦13次回

,-1.ヨ区東半音flの西財（K地区南主｜土〉にある南北 2間（6m）の塀である。掘形（方O.Bm） には 柱

主主跡〈径0.2～0.3m）がのこる。このWt，の南端の柱位置は， 建物SB960 の西4.4mにあり， その

南端から わずかに隔にずれるが， これに付属する目｜揺堺かと考えられる。

SB970 (PLAN 5・13, PL. 18) 第13次回

中区東主幹部の南西（K地区南と｜りにある 5間（12.0m〕×21間（4.8m）の，

東西線建物である。 柱間寸法は，桁行・3発行ともに2. 45m(8R）等闘である。

柱の掘形（力Im， 深さ0.3m）のほぼ半数には柱痕跡（径0.3m）があった。

SB977 (PLAN 13, PL. 18) 銘13次商

じこコ

＊

中区東半部の西南（K地区南端〕にある陥ー北3問（7.2m）×東凶21出（4.8m）以上

の建物である。遺構の西側は未調査地域に続いているため， 全体の却棋はゆlらか
日場

ではなし、。柱問寸法は2. 4m等11,\:Jである。掘立柱の掘j診fま不揃い （方0.5 ～0.8m）である。

SB980 (PLAN 13, PL. 18-2) 鈴13次西

tj:1区東半部の西半（K地区南端〉にある 3間（7.2m）×Z間（4.8m）の東西棟建 ？→－：.4 

物であるo 相：間寸法は， 桁行梁行 とも ， 2. 4聞く8尺）紺であるo 柱の掘形 Lムj 本

（方0.5rn， 深さ0.2rn）のうち， 北側柱列東第2 柱の掘形 は後世の土械によって破駿されていた。

この建物 は， SB970と ほぼ完全に重なって検出したが， 遺構のよで前後関係を決定すること は

困難であった。
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SB1000 (PLAN 13, PL. 18, 19) 第13次内

東半部の西 半（K地区中央〉にある推定8間（6問分17.76m〕

×5問（13.90m）の東西棟建物であって，4而に臓がつくと

推定される（凶廊未確認〉。桁行の柱陶寸法は2. 96m (IO尺〉

＊等間であるが，梁行の柱悶寸法は，身舎では2. 66m (9尺〉，

刷では2.96m (IO尺）となっている。柱の制形（方1.3m,

深さ0.8m）のうち，東妻住列北部3柱の掛形には柱根〈径0.35m）が残っていた。ζの建物の桁

行の柱同数を8 間と推定した理由はつぎのとおりである。この建物の西端は ，ちょうど道路の

下になっているが，道路の商（M地区）にはあらわれていな いので ，10尺等11:\jである限りは，柱

ホ間数が9 間以上になることは考えられなb、。7問， ある いは81聞のいずれかである。そして，

東・南・北の 3面に腐をも っていることから，西に も痛をそなえた建物とすれば，桁行の柱同

教を8間とするのが妥当である。この ように考えると ， SBlOOOは，身舎の奥行が3間あり4

面踊をそなえるなど，内裏正般に匹敵する大きな規模をもっている。さらにこの建物は内謀外

郭東国築地 ・ 凶面築地のほぼ中央に位置しており，内議北外郭の建物のなかでq制こ重要伝役割

＊をそなえたと考える。なおSBlOOOは柱のJT（使関係からみてSB960・SB1015より古い。

SB1015 (PLAN 13, PL. 18, 19-2・3) 銘13次西

東半部の百三｜立（Ki也区中火～M地区東端〉にある81品Je z,1.. 0 

m）×3 ml (9.0m）の東西棟建物であり，市にJ砲がつく。

柱間寸法は，桁行・梁行と もに3. om c1ox ）等間である。

本柱掘形（ブjQ.8m，深さ0.6r:n）のうち南側位州政鈎3；住の銅

A 

形には住根〈径0.3m）がのこっていた。各束凶柱列の商�） 2ね穴は，道路下にあるため確認し

ていなb、。建物北半 は SB1000とかさなっており，柱の重複関係からみてSBlOOO より新しb、。

SA1045 (PLAN 14, PL. 19) 第13次凶

1 ! 11,{};jミ主幹部の北半（FJ也｜バ；ι1，火〕にある!if.である。東凶5間（2.45m毛!r問）ある。柱穴は小さ

* < (0.2～O.Sm），西でやや北 に脹れている。

SB1055 (PLAN M, PL. 18ーし2仏－2・3) 銘13次回

束三幹部のl 1:1�た；北半CF J:出｜ぷ凶市）にある7J首� (18.69m）×31日：J (7. 43 

m）の南北棟建物であって，方向をやや終にしており，北で西に約

1度弱かた よっている。この建物の西側 には，北から6間に/Mlがつ

『叫唱E

取いている。身舎の柱問寸法は，桁行2.67rn ( 9尺）・梁行2. 23tn (7.5尺）， J樹のトIi 2. 97m(JO尺）

である。身合の性の掛形〈筏0.7m, iJ袋在0.4m）より府の柱の銅j惨（筏0.5m，泌0.7m〕は小さb、。

東側柱列北第2柱の掛形 には柱叡Cf壬0.2m）が残存していた。この建物の商側位列と ，後述す

SB1085の京誕柱列とは重政しており， そ の状況がらみて，S削085 よりも．新しし、。

SB1080 (PLAN 13, PL. 18, 19-1・3) .i;Ul3次凶

期 東半部の丙半（Ffを15(西端·K地区東繍〉にあるs r，位1 (15.0m）×21湖「ベトベトベト4ー？

(5.4m）の南北線建物である。 柱間寸法は， 桁行3. Om ( IOJ�）・鮒し＼プ - 1 

2. 7rn (9尺〉である。柱 の掘形（I m ， 径泌さ0.3m）は小さし、。ね・穴の君臨状況からみて， SB

960 ・ SB1085より古いζとがわかる。
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SB1085 ( PLAN 14, PL. JふーI, 2仏－3) 第13（｝（酋

東ミ幹部の西半（F 地区西～K地区東北端）にあり， SB1080 にm臨する 5 fl.l)(IO. 

5m）× 4 附（6.0m）の東西 �m:ill物である。南北岡市jに閣がつく。柱問寸法は，

桁行2. Im( 7 尺〉・梁行1. 5m (5尺〉でああ。 柱の銅形〈径0.8m，深さ 0.5m）の
藍ヨ

3 個に は， 柱根が鵠存していた。柱穴のm複状況から SB1055に先行し SB1080 より新しb、。 ヰ

SB1135 (PLAN 14, PL. 17-3, 21-2, 23-3) 第13次西・ t(f20次東

東半音riの束半二｜ヒ（F地区中火北半〉にある 7 間〔 19.67m）× 3 間

(8.43m） の東西棟建物であって， 東・西・南の 3 荷に腐が ついて

いる。ただし賄はどれも身舎の幅だけついているの で， 平間は東

lねー隅と沼南陥とを欠いた形になっている。 柱｜首l寸法は， 桁行・梁行· m1の出ともに ， 2. 81 m ホ

(9.5尺〉等間である。廟の柱側方 は身舎の柱櫛形〈方0.9m, ri長さ 0.5m） よりやや小さb、。

SB1140 (PLAN 14, PL. 21-2) �13次西

東半部の中央北端〈雪地区.，，失北半〉にある東西Z間 （4.Bm） ×南北i ,m (3.0m) 

の建物である。 京凶の柱間寸法は， 2.4m_ ( 8 尺〕絡聞で ， 柱の捌T7 （ゴj0.6m ， 深8

0.3m） は小さb 、。柱穴の重政状況からみて， SB1135よりは街しむ 、。

SB1165 (PLAN 14. PL. 19- り eB13次回

東半部の中央北端（F地区内北限）にある 2 間以上（ 2 間で4.8m）× 11品d (2.4m) 

の東西棟建物である。 このm物の西端｛ま米調査地域にある。

SB1182 (PLAN 14) 第13次凶

国
"'

五3

中区東2幹部の’，，失北端（6AAO区FJ也l引t）にある東西 2 ua (5.0m）分の柱掘，跨である。北の 本

米調査地域に統いている可能性があるために，j｛：；か!ili物の一市1か ， b 、 まのところ切lらかでなし 、。

SD2084 (PLAN 6, PL. 2ーI) 第20次東

中区束竿部東十包（6AAOI丘GJ色区南）にある1持〈申l’1

治、ら西i持に疏れ（！Om）， 南に｜句きをかえて（6.Sm）， 築地凶脚 SC060の北雨洛講をしている。 た

だし SD2084 の方がそれよりも新しL 、。

SD2093 (PLAN 6,) 銘20次点

中区東2幹部 （6AAO区G地区市〉 のrtl端近くにある慌である。議SD2110 の南端からはじまっ

て東南方向に斜行しており （ JOm), I釘mi築地 SA488にたつすると， その北治いに束に琉れて

いる。 1957年に奈良県教育委日会が実施した調査結果によると， この部は東菰（37m）した後，

*

短〈南に折れ（3m）， ふたたび束に曲っている。 住日すべきことは， 部の短い市北部分が， ，ti 司

而築地の位置に相当することであって，鍛111!の下を通る暗渠であった可能性が大きい。 SE2128

からの排水が ， 出 SD2110 を純てこの SD2093によって束方に流されるわけである。なお， こ

の｜暗渠部分は， つぎにとりあげる東凶作 SD2098と凶りあっており，｜暗渠の方が新しb 、。

暗渠の＊に接してl特北方向に東面築地があったことを予想し ， 踏襲がちょうど入隅の部分に

位置したものと考えることは ， さFきにあげたとおりである。 * 

SD2098 ( PLAN 5・6) 第13次東

中区東半部の南端（6AAO区G地区南〕にある束凶描〈侃0.7m ， 深さ 0.05m） である。 南商挺

13) 浅野前・伊述苦笑様 f平妓官隊」『奈良県文化財諸公総配（刷版f凶4嗣 第 2袋） 1958, p. 38 
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J也SA488と ， ちょうど重なった位置にあるが， 築地に先行している。 1957年， 奈良県教育委員

会が実施した調査によって， この慌の東延長部分が椛諒されており ， 今凶の検出部分をあわせ

て長さ16m 以上続いていることが知られる。

SK2100 (PLAN 5・6, PL. ぉーI) 第20次JR

キ 東半部南端近＜ (GJ也区J 31地点〉にある浅く大きなくぼみ（凍凶 16tn ， 問：lじ l4m ，深さ逃七時限

から 0.2～0.3m）である。 乙の中に， さらに 8 個の土蛾（SK2102～SK2109）が撮られている。

SK2101 (PLAN 5, PL. 25-1・2) 第20次東

束三幹部の南端近（ (G地区H34地点）にある平面ほほ方形〈』u西3.5皿，胤lt3.4m ）の土績であ

って， 深さは ， 追梢商から 35Cm である。土掠内のなE土は 7 ）叫にわかれるが， 大きく上・下 2

＊ 間に大別できる。すなわち， 木簡・木製品・瓦・土器をふくむ 11白褐色七胞の上に， 迫物をふく

まない木炭層と灰色砂質土聞がおおっており n：�j), なお， 穴が思めきらずに＂可みとしての

こっていたため， ここに土器をすて， 土〈黒色砂白土・｜崎賞悩色土〉で、おおったらしい〈上層〕。

ただし， 上 ・ 下層のそれぞれにふくむ土様の問には時期的な差違はあらわれておらず， 時間差

があまりなかったことがわかる。 なお， イナ近の盤地土は数｝rjからなりたっている。 この土蹴

傘 は， 整地土の長上面から掘られており， 自位的にみて北3m にある土:fS;tSK2102 より新しいこと

が明らかである（Fig.18）。木簡の紀年には， 天平 181;j三から天:;p.勝宝 2� におよぶ。

Fig.18 二仁峨 S K21DJ と S K.2102の /tH立関係

SK2102 (PLAN 5, 15, PL. 2シーl・3) 錦20次東

.. 

除12.0111-

5殴

束三幹部の南端近＜ (G地区J34地点〉にあり， 大きな土鋪 SK2l00 の.，，に掘られた士境〈東箇

3.8m ， 間」t2.4m ， 深さ 0.3m）である。ごヒ械の底をおおう粘土問（ 10cm ）には遺物はわずかしか

指 みられ令かった。 その上に， 大i止の的皮 ・ 木材Jtから成る有磁質と， :+'li七塊をまじえた層（20

cm）が推杭していた。木簡をふくんでいたのは， この有機質肘である。 この土城は合際赤禍色

土居の上聞に肩をもつことによって， 市に近接する土峨 SK2101 より古いことがわかる。木簡

には， 神地5 ・6年の紀年をもつものがある。また， 木簡の内容には造営関係の記就があり，

この地域の造営にかかわるゴミ処理の七1JJ1とみられることから上記の年代をあまりくだらずに

傘 樫投したものと考える。

SK2107 (!'LAN 15, PL. 25ーI) 第20次東

東半告IIの南端近（ (G地区K32地点） SK2100 内に掘られた土1袋 〈東西 Sm ， 南北 2.1 m ， 深さ遺
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機蘭から0.3m）である。土城内の放下j討には， �fll文を主とする蒋い有機質摺（5cm〕があり，木

簡をふくんでいた。この上にillなる砂崩り粘土問には造物はすくなかった。ζの粘土の上田中

央に残された山みには， また拍皮がつまっていた。この土摘もSK.2102と同様，ゴミ処理J判で ，

一時に埋めたてられたものであろう。なお，この土績の西南8mには，同じSK2100内に掘ら

れたSK2102があるが， これとの相対年代はわからなし、。

SD2110 (PLAN 6・15, PL. 22) �20?x:JR 

中区JR半部（6AAO区GJ也区〉にある南北部（制l.5m，深さ0.2m〕でああ。井戸 SE2128の東

南2mのところから始まり， やや西に振れて南流した後，l句．蘭築地（SA綿8）のJヒ5ll1の位置

で西にrll1って，土繍SK2100付近で消滅する。西析する角のところから SD2093が始まって東

場

南に流れることは先述したとおりである。 本

SK2113 (PLAN 15) 第20次東

東半部の東半（G地区P30J臨lii.） にある上雛CJ.If凶3m，尚北2m，深主 lm〕である。井戸SE2128

をめぐる周溝SD2126の酋F白陥の南amにある。土域内の思土は2府にわかれ，下iこは，灰樹

色土（）＇／.さ28cm〕， 上には県側色ニヒCJ手怠 !Ocm）がJ佐積していた。土総 ・ 瓦の包合状況は，この

上・下回でとく にかわることがなかった。このほかガラス小玉が出土した。

SD2126 (PLAN 16，孔. 22, 2←l〕 却20次東

東半部の東北（G地区北）にあり，つぎにあげる井戸SE2128 の周囲を方形（東西13m，尚北12.5

m）にめぐる溝〈附l.2m，深さ0.2m） である。 この構がS£2128と直接関係をもっとすれば，

毒S

礎石の上にたつ，311Jj x 3間程度の， 井戸援屋が制定され，その雨落部となる可能性がじゅうぶ

ん考えられる。柱掘形も礎石を据つけ痕跡も遺存しないが，潜の中から瓦が多量に出土した。 字

SE2128 (PLAN 16, PL. 24·, Fig. 19) 鈎20次米

東半部の東北（G地区北〉にある方形の升・戸である。周聞に方形の滞SD2126をめぐらしてい

る。井戸の掘形はほぼ方形（1旬二｜じl.8m, :ii！四l.65m，深さ0.4m）を呈しており，その東北隅が，

1コプ－＼
A 守f ,_t·D�：－·ずザ

。 50ε四
一一

Fig.19井戸S E2128の仲坂
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周溝の中心に位置している。井戸の枠板は，弁飽4こ組んだi投下段が4而にの乙っていた。枠艇

〈奈さ122.4～123.4cm，幅50.2 ～59.4cm, }Ifさ5.6～7.6cm〕はヒノキ材・をもちいており， 南北両

辺の枠板にIi，両端の中央に’尖出を作り，また，東西町辺の枠J誌の両端には， これらIこおうじ

た欠きとりを作って組み合せている。なおれ仲阪にはrp • Li· 1小丁の番付がある。

事 SB2131 (PLAN 16, PL. 23-2) re20次ii!

東半部の東北（D丸�区西北側. FJ山区東1f.j附 ＇
r · G地！夫東jじl＼�？1）にあるs ml r-oー勺ー？ 〉ー？

(13.45m）×2 nocs.38m）の京商棟建物であ山間寸法は市行梁行と し二Lt
もに2.69m ( g尺〉等間である。西第4柱の採泌りには， 間仕切のためとみられる柱の掘形が

あり， 柱の銅形 （'jj・0.8m, i架ぎ0.4m）のうち問喪柱列の北部l，部2柱穴には， 柱艇が出足跡的に

掲 のこっていた。北側，住列東第 2位穴，来五位列の階第1・ mz柱穴は後世の破壊によって失わ

れていた。なお，この建物は，m庭古境前方i都府主主を担めた整地土上4こ(i'r.i,"t:し ， ｛をの建物（SB

875 ・ SB214-0），井戸（SE2128〕，前（SD2126），土1蹟（SK870）より 一層下の間から検出しており，

これらより過賞IJ判。lが古いことが判明している。なお，名作仮にIi円
－

，・ι ・円［・寸の番付ーがある。

SB2140 (PLAK 16, PL. 2!l-2) 錦、20次点

傘 東半部の東北（F地区北半〉 にある3問（6.63m）×2間（4.72 m）の，東西練建

物である。れ問寸法は，桁行2.21 m (7. 5尺〉ぞ予l1JJ ·柴行2.36m ( 8尺〉である。

柱の掘1醇（ブ＇70.6m，深主o.

SB2148 (PLAN 16) t,i'.r20<X来

1J11玄束三幹部の東北（F地区』.［｝，j,l)にある3問（5.7m）以｜二 X 2 lgJ (3.8m〕の南北

市側建物である。杭並M影〈ブ'f0.5m〕は小2"心、。また削平によって 一部の柱穴は裁つ

ておらず，また，：JI:側は未調査の地域tこ続く。全体の鋭艇は明らかではなb 、 。

SB2170 ('PLAN 14・16, PL. 17-3, 23-3, ) 第13次丙· tl'J20次束

国

三3

束三r部の1J.r央：｜じ（ PJ山区小火北半〉にある5 rrn (l 1.85m〕×211-U (4.44m）の？＋やーふ－＜＞－＜；＞

東西棟建物であるo柱間寸法は， 桁行2.3州8尺〉等間・梁行2.2ltn(7.5尺） i .. fム__ i 
・である。柱の掘形（方0.6m, i宗主0.2m）は小さb 、 。東第4柱の繁行中央には，柱の揖形がある

ことから ， ここに間仕切りがあったと考えられる。柱穴の抗組関係からSB1135より新しし、。
SA2216 (PLAN 12, PL. JGー2） 第20次flq

中区東半部西端（6AAO医Ml；，（：東〉にある南北5間oo.sm）の堺であるの主主問寸法は2.1om

与問，柱掘形（方0.8m）の立をぴは不f齢 、で，m.の北側がわずかに東偏しており ，後述する組物

Sil2245の西側柱列とほぼ ・目白線上にある。

事 SB2245 (PLAN 12, PL. 16 2) 第次20丙

中区東学郊の西端北寄・り（6AA0区M区北策〉にある3 JUJ (G.3m) x 1間（2.1m) 

の，小規棋な南北側建物である。柱問寸法は2.1111 ( 7尺〉等間，柱の制形は小さ 口三3

い〈方O.3m )oなお，この建物の西側柱列は，｜何13.5mにある.Wf.SJ\2216とほぼ一直線kにある。

傘 SD2246 (PLAN 12, PL. 13-1) 第in欠来

中戸：東芝幹部両端（6AAO区L区}li)をm:11:に走る小i待（籾0.5m，深さO.06m）である。塀SA63Q

北部分の東Jmにあって28m{i／�し 、ており，その附帯構の可能性もある。しかし，塀の南部分で

は，この憐と堺の柱掘形とがift:寵しており，共存しえない点で疑問がのこる。
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E 東区の遺構（PLAN 18, PL. 27～32) 

内謀北外郭の東区は， 内裏外郭の東を画する南北築地 SA705 によって東を限り，西は SA

838 道路をへだてて中区 に接している。 調査を実施したのはこのうち 6AAB 区 U 地区の小

Fig. 20京区の主なmm

SB708 (PLAN 18, PL. 2ト3) 第13次東

京区の調査範囲（すなわちU地区，以下たんに東区と略す〉 の南端にある桁 か-0---0---0--0-.

行5 rロW I ・ 9m）の東西棟建物である。建物の南半は発掴地域外にあるため 十 >. ,!,

操行全長は未確認である。柱問寸法は，桁行2. 38m ( 13 尺）等！日iであって，梁行もこれに等し

b 、とみられる。柱の掘形〈方-0.Sm ，深さ 0.3m）は小さい。

SB710 (PLAN 18, PL. 2少寸） 第13次東

京区の南端にある桁行 7 間（18.76m ）の東西隙建物である。や

はり南半は朔査地域外にあるため未確認である。＊行行の柱｜品｝寸法 了一「�
は 2. 68tn ( 9 尺〉であり，梁行もこれに等しいとみられる。柱の捌形〈カ l m ，深さ0.6m ）のう

ちには，柱痕瑚：（｛歪0.4m）をとどめるものがある。

SE715 (PLAN 18, PL. 28-3, 2ト3, 31ーI) 負113次京

東区の東南に位置する井戸である0 11二戸 の掘形の平市市長はほぼ方形（ブJl.3m）で ， その巾央：

よりやや東南に かたよって弁戸村功f組まれている。

SB717 (PLAN 18, PL. 28--3）第13次東

東（x：の東南にある 3 間（9.0m）× 3 問（7.Sm）の市北線建物であって，東面

に踊iをもっている。柱問寸法は身舎梁行が 2.4m(s 尺〉であるほか，桁行・ 日‘ ’

j備のl必ともに 3. Om(JO尺〉等間である。註掘形〈方0.7m ，深さ0.3m）は身舎，

聞とも同じ大きさである。身舎の柱掘｝践の一部を壊して井戸 SE715 が揃られている。

SA726 ・ SA754 ・ SA799 (PLAN 18, PL. 27-3, 2ふ－3) 部13次点

掌

2ド

*

省幹

東区にある南北方向の柱穴列である。 SA7261ま井戸 SE715の何にあって，荊北 3 問（5.4rn〕， キ

SA7641ま SA726 のすぐ北にあって南北 5 問（13.0m), SA799は SA754 の：lヒにあって市北 2 問

(6.0m）以ヒあり， 3 者はほ4釘直線上にならぶが，それぞれの純穴列 の方伎がやや兵なってお

り，柱捌形の形状もやや典なるので，3条の別々のものと汚えた。これらの柱穴列は，堺か建

物のm�党工，Jr.に ともなう足場丸太をたてた掘形か，その性物は切らかでなし 、。

46 



なお，SA719は築地SA705の西側にある市北の柱穴列で，そのiii：�告は明らかでなb、。
SB730 (PLAN 18, PL. 27-2・3, 28-1・2, 2チーI) t(!l3次iU

東区の束�さにある6間（17.82m）以上X4問（IJ.88m）の， 南

北線建物である。東西両面に痛がつく。北妻は調査地域外にある

事ため米町i：認である。柱間寸法は，桁行・梁行ともに2. 96m (10尺）

学問である。柱の弧！？彩（ガim，探さ0.5m）のうち， :m入側将：列l旬

_,

ーー屯r-一、：.，－－、，�、.r-
t:!H柱穴の底にiu反省・切石〈長δQ.6m, I筒0.48m, 1＼／ δ0.2m）が ， また ， 商人側柱列南部2 柱穴

の肢には ， やはり凝灰岩切石（長き0.5m, 1!1;.IQ.4m, F}:さ0.25m〕カ旬、ずれも杭たえてあった。後

者にかんしては， 柱の折IJ肢の鹿 ー ［ニ中にみいだされたれ瓜跡が， この!;JJ石上回にまでたっしてい

務 ることを観察した。これら建設灰岩切石は礎盤かも？；llfl,なし、。このii!物S.137301:t ， 村：穴の重複倒
係からみて ， のちにのぺる2僚の建物のうちSB795より新しく只B7G5よりも1.!rむ、。なお，この

辿物の 東側柱列は，SB710の東側柱列と 一回線上にあり，同一時期に泊也・されたものと考える。

SB750 (PLAN 10〕 第13次東

京区1f·1失点官・り（6AAB区UJJ!!Iえ）にある1問×1問の小規艇な純物と与えられる。柱問寸法
＊はl首北3.6m，東西2.601ほどである。SB780のI羽織1の東延長料I：！こ村： I簡をほぼそろえており，

SB780に付属する控物かも知れなb、。
SA7切（PLANJ8, PL. 32ーI) 第湖凍

京阪．の市 、ドrf 1.！）.とにあるL字形の柱穴列である。東西4 flll (I0.6m), 1ri北3問（8 m）ある。
SB71邸（.PLAN 18, PL. 29-2) tr,13次東

＊ 3恨の中央に位位する，5間（ll.85m)X 311:ff (7.35m）の東側｛店物であ？＋＋＋＋？

って， 北而に附をもっている。身合の柱問寸法は，桁行・政行ともに2.31m 占 >.. ¢ 
(8尺〉等間，刷の梁行は2.6lffi ( 9尺）である。」惜の柱の折｜形〈カ0.8m ， ←かゆー＋＋一。

深さ0.5m）は府の柱の掘JI予（方0.5m，深さ0.3m）より大きし、0 m併lf/J�の柱穴には柱根〈筏0.25m)
がのこっており，このほか柱痕跡（｛手0.25m）をとどめあれ穴があった。なお彊按からみてSB

* 765は京に接するSB730より新しむ、。

SB780 (PLAN 18, PL. 27-2, 28ーし29-l) 第13／.大東

京医のJt>fiこめる 6Jtfj (l5.94m〕x 4問（I0.92m）の京商品R建物で

ある。4而 に鮒がつく。身舎の柱間寸・法は， 桁行・梁？？とも2.SJm 

(8.5尺〉等間であって，廟iま4面とも2. 95m (IO尺）である。柱の櫛

＊形〈カ0.1～0.6m，深さ0.2～0.3m）は小企. ，， 、。

SB795 (PLAN 18, PL. 27-2, 29-1) m13次東

口コ

点区の北端に，南側村：列をのぞかせている ， 桁行7問（20.65

m〕の点凶棟建物である。建物の大半は調査地域外にあり，虫さ いームJ
行の柱同数はわからなb 、。しかし， J:R妻柱列南第2 柱穴を検111しており，位｜叫寸法は， 桁行・

ホ採行ともに 2.95m (10尺〉等間となっている。 柱の侃形（プfl.Sm，泌さl.4m）に は ， 柱自主跡

〈任O.Sm）をとどめるものがあり，また柱f.lミ跡のよm閃｜にねをかためるためか小石をつめこんで

あるものもあった。このSB795の柱穴は地1.1 lilr1で検出した。臨時践したSB730. SB780の柱穴は

このよにおし、た整地上而で検出した。この前後｜刻係は机穴の量級状況からも別らかである。
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SX801 (PLAN 18, PL. 31-4・5〕

東区中央の北端で， 摺が焼けた土墳を 2つみいだした。調査）＇也統北端の壁にかかって検出し

たものをSX801北， その頭市l.4mにあるものをSX801 南とよぶ。

SX801:Iヒは， 長雨hを東西にむける隅円良方形のSf商形をもっ穴である（長さ144cm，似90cm ,

深志54cm）。 火熱によって周壁が底にいたるまで厚＜ (2cm）焼けているにもかかわらず， 底而 ＊

コ ff";::.7_r_-_,] 

し込ミ豆、、、

。 ’” 

」

でPJljjf ここy叫叫雌蕊一

FiA'. 21 壁が焼けた七l邸在地f北，布地、判の土鎖

は焼けていなb、。穴の小には灰が堆積（/9.さ5cm）している。SX801市は， SB795の柱穴によっ

て商学をうしなってはb、る が， SX801:ltc同様， 平面形｛ま臥円民方形とみられる〈残削除m,

4尽70cm，深さ 16cm）。 長i隊lはほぼ東丙にむけ， 丙側 がやや北に偏している。 この穴もまた周壁

が厚＜（scm）焼け， 眼前は焼けていなb 、。 穴の仁1－ ，には灰が取引していた〈厚さ5 cm)o 

SB805 (PLAN 18, PL. 32-J.2) 

京区の函南隅にある， 術行 2間以上(2U{J分で5.94m）×梁行2問（5.30m〕の南？一骨－－＜炉

0 --< 
北糠建物である。南端は調査地域外にある。柱問寸法は， 桁行2.97m (IO尺〉等 L__」

問・決行 2.65fil (9尺〉等聞である。柱の抑形（方l.2m， 深さ 0.6m）のうち， 東北陥のものに

ほれ；恨の残片があった。身舎の中央列には別に小さな柱穴〈筏0.4m， 深さ0.2m）が2-IPilならん

3年

でおり， 床束柱のあととみられる。れ穴のif（椛状況からみて， 次のSB808 より新しし、。 キ

SR808 (PLAN 18, PL. 32ー1.2)

京区の西南隅にある3附（7.08m）×2間（4.72m）の東西棟建物である。柱間寸訟は， 桁行・

梁行ともに2.36m(a尺〉等間である。牲の抑惨〈方O.Sm， 泌さ0.15m〕は小さし 、。

SB809 (PLAN 18, PL. 32-2) 

東区の西南隅近くにあるl間 ×l mの小起物である。

Sil815 (PLAN 18, PL. 32ーの

東区の北西隅にあり， 身舎の柱問寸法 が5間(14.85m）×2間（4 .74m ) 

の南北棟建物であるo東聞に成Iをもっ。酬は調査地域外にのびる可能 」J

ー叫

性があり， 西商廟の布紙はわからなし、。身合の柱問寸法は， 桁行2.97m(JO尺〉等fl\j・5終行2.37 

第

m Ca尺〉廟の間は4.451U (15尺〉である。両琵柱列の延長線上には， 府柱と身舎位との中間の， 本

崩柱からl.48m( 5尺〉 の位置に小さい柱穴〈径0.2m） がある。 これは間柱かとみられる。 身

合の柱の掘形 （方Im, fiさ0.4m） のうち， 東南隅のものには，約：：恨〈筏2Qcm）が残存していた。

閥の柱の抑！形（方0.(im， 泌さ0.4m） は小さb、。S8815の西側柱列はS 8805の西側柱列と 一線上

にあり， 両者の同時存柁が考えられる。 なお， この建物は， 土樹SK820を埋め， その上に建
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てられている。 その土績には， 後にくわしくのべるように， 天平19年を下限とする紀年をもっ

木簡が多数出土しており， 乙の建物の時期がそれ以降であることがわかる。

SB818 (PLAN 18, PL. 2与一I, 32-3) 

東区の西端にある ， 方 z. 65m C 9 ｝＜；＇.）の小規模な:tJ!物である。 S B780の市聞の商延長線上

＊ に柱筋をほぼそろえており， 雨建物の側柱穴問の距離も柱間寸法とほぼ等しい（3.0m キ10尺〉

ので， SB818はSB780に付属したものかともみられる。

SK820 (PLAN 18, PL. 29-1, 31) 

東区の西北隅（U地区S48地点〉にある土臓である。天平19年（747）を下限とする内容豊富な

多数の木簡とともに， 保存状況のよい多数の土器・瓦 ・ 木製品が出土したことによって， 今回

＊ の調査では最も注目をひく成果をもたらしたことは後愉するとおりである。土棚の平面はほぼ

方形（方3.8m）を呈しており， i伝〈方3.2m）までの深Eは， 遺構雨から1. 7m （地表から2.3m)

ある。 土墳の底には樹葉を主体とする時緑色土層（尽さ5cm）がJjg；積していた。 この層には，

木簡をはじめとする若干の迫物をふくんでいた。 この上には， 有機質を多量にふくむ暗補色土

居 (1芋さ50cm）が推積していた。 厳密にいえば暗褐色を皇するのはこの土屈の下部であって，

本 中ほどは黒色， よ部は黒掲色を皐しており，また部分的に粘土 ・ 細砂の簿腐をは怠んでいたが ，

これらはl j曹の中における変化と認定できるものであった。多量の追物は， 時制色土居の全体

にわたって， まんぺんなくふくまれており， このこともまた土層が短期間に形成されたことを

しめしていた。｜｜白褐色土問の上には， ニヒlJ}i上而まで， 赤羽色土胞が厚＜ (115cm）つまってい

た。 この土屈には， 土器・瓦を少数ふくむが， 堆積状況や砂・礁の混在状況からみて， 自然に

＃ 格：杭したものではなく， 明らかに穴を担める目的で人為的に投入されたものである。いま上問

の土から土城の邸まり方についての考えをのべたが， 同じζとは泣物の保存状況からも考えら

れることである。すなわち，l暗線色土に包合されている大多数の木製品・木片の表面には， 府

L- ·-

'" 

Fig. 22 土城SK820

減 ・ 剥落や損傷 ・ 腐朽のあとをとどめておらず， 新鮮な状態にある。 これは， これらが， ｛LI!.の

減物木技 ・ 塵介 ・ 土砂とともにこの土繍になげすてられた期間そのものが短かかったことをし

＊ めすとともに， iほ物類がなげすてられた後， 長期にわたってそのま定風雨にさらされるような

状況下で放置tきれず， むしろまもなく赤術色土 で埋めもどされたことをしめすものといえよ

う。 このように， この土城S f<820内にふくU造物は， 知期間のうちにすてられ ， すぐに�め

られた状態でのこ容れていた良好な一括造物ということができるのである。

。／.9



3 遺構の相対年代

前節では， 内裏の北外事IIを区分する築地 ・ 塀から記述をはじめ， つづいて， それらに区画さ

れた， 西 ・中・東の各区ごとに， 個々の遺構をとりあげ， あわせて， 他の遺構との相対年代と

同時存在の可能性についても言及した。ここでは， それを整理総括して， 遺構についての事実

報告のむすびとしたし、。以下の表示で， →は前後を， …－－－は継続を， ｜｜は同時存在の可能性を

あらわす。

市庭ー古墳の談SX500およびこれにともなう溝SD503は， 他のすべての追構に先行すること

はいうまでもなし、。宮の建物をとりあげるとき， まず建物の立つ地面の層位関係によっては，

つぎの相対年代をきめることができる。

r SB 875 
I SB 2140 

SB2131→ t SE 2128 
I SD2126 
l SK 870 

(1）中区 東半部

ヨSB 730 
SB 795ぐ

羽SB 780 

つぎに， 造構相互の重複関係によって相対年代をきめることができるものを列挙する。

(2）東区

(3） 西区

(4）中区 西半部

(5) ，，
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(14） 中区 東半部 SB 930→SK 989 

(15) // SK2102→SK2101 

(16) SD2098→SA 488 

(Iカ東区 sx 801→SB 795→SB 780 
＊ 

、SB 730→SB. 765 

(18) 。 SB 717->SE 715 

(19) II SB 808→SB 805 

倒 // SK 820→SB 815→SB 818 

同時に存在したと考えられるものとしては， まず内裏外郭西面築地 SA8171， 東田築地 SA

* 705， 内裏北外郭を区画する南面築地SA488 ・ 西面築地SA505および， 前者に付属する門（SB

489・SB575）， 暗渠（SX517 ・ SX518 ・ SX519〕あり， また， 中区を東西にわける塀SA630,

これにとりつく塀SA631も同時期のものとみることができる。

号令

(a) SA8171 
｜｜ 

SA 705 
｜｜ 

SA 505 
II 

SA 488 
II 

SA 630 
｜｜ 

SA 631 

つぎに， 相互の位置関係， 建物総長 ・ 柱間寸法の柱割の一致・棟通り ・ 柱通りの揃い， 隣あ

＊ う建物の側柱聞の距離と各建物の柱間寸法との関連などから， 同時に存在したとみられる建物

は数多し 、。建物を建てる際には， 前からある建物の存在を意識することによって新築 ・ 既存の

両建物聞に上にあげたような関係を生じることになる。しかし， 平城宮においては何回かにわ

たって大規模な全面的改修がおこなわれており， その都度に整地作業をおこなって新築してい

ることも明らかになっている。したがって平波宮の建物をあつかう場合には， 同時に存在する

ホ 建物を， いちおう同じ計画によって作られた建物， すなわち， 造営期をひとしくする建物とし

てあつかって， さほど大きな誤りはないとみられる。こうして， 同時に存在し， 同一造営期に

いとなまれたと想定できる建物はつぎのとおりである。

め） 中区西半部 SB600 (c) 中区西半部 SB501 
II II 

SB510 SB590 
｜｜ ｜｜ 

* SB502 SB585 

(e）東区

｜｜ ｜｜ 
SB540 SB540 

SB730 
II 

SB710 
｜｜ 

SB805 
II 

SB815 

｜｜ 
SB600 

｜｜ 
西区東半部 SB960 

(d) 中区西半部 SB540 

(f) SB780
II

SB818

II 
SA630 

II 
SA631 

｜｜ 
SA488 

以上にかかげた相対年代と同時存在との関係をくみあわすと， つぎのように整理できる。
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西
区 SB497→SB498 

SA8171 
II 

SA705 
II 

SA505 
｜｜ SD2098－一一ー一一一今SA488
｜｜ 

SA630 
II 

SA631 

S酬 とSBJ1。
｜｜ 

SB510 
II 

SB501一一一一一一→SB502
｜｜ 

SB590 
II 

SB585 
II 

SB540一一一一一一→SB2190

�SB960一一一一一一→SB970SBlOOOご－－－／・

SB1080ζームてー→SB1085一一一一→SB1055
‘SB1015 

区
分
す
る
泣
構

中
区
西
半
部

中
区
東
半
部

SK2102→SK2101 

SB2140 1
�ヨSE2128

_...-ySB730一一→SB765
SX801一一一一→SB795ど

事SB780
東

SB808ー→SB805区

SK820ー→SB815

これによって， 内裏東外郭に存在する建物群は， 大きく3つの時期に分けてあっかうことが

その仁1コに多くの建物がなできることが知られる。 すなわち， 中区が築地によってめぐらされ，

それに先行する時期， 後続する時期のあそれを巾心として，らび立つ時期がまずとらえられ，

ることが明らかである。

キただし｜｜で結んだ建物同士は， ある期間， 同時に存在したことが推定されるにすぎず， 始ま

もっと複雑多様なものりと終りとをつねに等しくするわけでは勿論なし 、 から， 実際の変遷は，

だったに違いなし 、。 全体の建物配置・柱間寸法その他を考慮にし 、れ，総合的にこれら建物の変

遷をどのように把握すべきか。 それにかんしては， 後に考察の章であらためてとりあげること

とし， 逃構の事実記載を終る。
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4 市 庭 古 墳 （PLAN 19, PL. 33～35, Fig・23〕

市庭古墳SX500は，｜日字「市庭」にあり，現在の平城陵を後円部とする復原全長250mの

南向きの前方後円墳である。後円部復原径130m，日1T方部幅160m， 周聞に， l隔40m前後， 深さ

1. 5mの周誌をめぐらしている。
＊ 市庭古墳の前方部は， 平城宮造ー営に際して破壊削平され， 周濠は埋めたてられている。そし

て，旧前方部・旧周濠上の全面にわたる整地土上に，奈良時代の遺構が存在する（Fig. 9 ・ 10)

ため古墳の広範聞な調査はおこなわず， 前方｛ffl東南｜問（PLAN 19, PL. 3←I 2〕・外堤西南隅 検出部分

(PL. 35ーの・南面外堤（PL. 35ー2）・東面外堤（PL. 34ーのを， それぞれ部分的に調査し，

あわせて周濠の底を一部検出するにとどめた。
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境 丘 墳丘は， 本来， 3 段築成であったろう が， 検出したのは， 最下段の基底部のみである。前方

部東南隅近くの東斜面・南斜面においては，基底部をつぎのような過程で造成していることを

確認した（PLAN 19断面図〕。まず， 地山を掘りさげて60度前後の急斜面を作り， つぎに合陳

暗褐色砂土 が黄褐色粘質土を盛って25度前後の緩斜面を形成し， 墳丘の基方形とする（第l次

葺 石 盛土）。 この上に階灰色粘質二七（厚さ10～30cm）を覆う（第2 次盛土〉。 葺石には自然石をもちい

墳丘基底線 にそって大石（長さ40～50cm）をー列にならべたのち， 斜面に， 小主めの石（長さ

10～20cm〕 を葺いている。 前方部東南｜明から北に向う東斜面， およびその対岸の東面外堤にお

いては葺石を葺くにあたって， あらかじめ墳丘の稜線上および斜面の2～2.5m間隔毎に， 人頭

大の石を下から上へとl列に並べて区画線とし， 各区画毎に石を敷きつめる方法をとっている

こと が確認できた。

埴輪はすべて破片として，葺石上に散乱するか， 周濠内に落ちこんだもののみであって， 原

位置にすわっているものはなかった。

有ー

周 濠 周濠は深さ1. 5m， 前方部前面においては，上端l陥41ID，下端幅35m である。底面はほぼ水

平で素踊りのままである。底には， 有機質をふくむ黒色粘質土周i(J亭さ30cm）がl佐積している。

この層には， 埴輪破片を含むほか， マツの自然木が横たわっていた。斧で切り倒し， 校をはら 持

った痕跡をとどめており， 宮造営にあたって，伐採・投棄されたものとみられる。黒色粘質土

層の上には，含際赤褐色土などの整地土居Cl享さ120cm）がのっている。この層は埴輪破片を少

量ふくむのみで他の造物をふくんでおらず， 宮の造営l時に， 一度に埋めたものであることをし

めしている。

外堤斜面は，墳丘基底斜面と同様の傾斜（25度前後）をもち，それと同規模の葺石を葺いてい ネ

る。精査していない が， 墳丘基底の築成と同様， 2回の盛土で仕上げたものと推測している。

墳丘の復原 市庭古墳の全体の形・規模を現状で復原してみた（Fig. 23）。

前方部の規模から考えると， 市庭古墳の後円部は， 現平城陵よりもひとまわり大きかったと

考えられる。平城陵の周囲には民家が密集しており， いま， その原形を正確に知ることは出来

ない。しかし平城陵の北50mにある円弧の一部をみなすとみられる｜些畔を， 周濠外端の痕跡と 本

見， 前方部前面と同じ周濠の幅を考えることによって， 後円部の径を算出した。こうして復原

した全体の形は大阪府墓山古墳の形に近b 、。なお， 造り出しの有無は遺構の上では確認してい

ない。しかし神明野古墳， および佐紀盾列の諸古墳のウワナベ古墳・ コナベ古墳・磐之援陵と

周濠掘削 同様， 造り出しをそなえていたとみるべきであろう。
排水用溝

外堤南辺の西端から東50mの位置からはじまって西南に流れる瀞SD503 (PL ・ 35ーのは， l底 ＊

面は始まりの部分で周誌の底面より 20cm深し 、。この潜は， 周濠掘削から墳丘・外堤築成にい

たる間の湧水を排除するための僻であって， 外堤が完成した段階では， 満の始まる部分を黒色

粘土で柱[l_め戻し， その上に葺石をふいている。なおこの槌はさらに約150m続いて， 佐紀丘陵

の支谷にそそぐものと考えられる。

l〕 市庭古墳の後門部径， 前方部後長， 前方部前
長の比率は， 約 6: 1 : 3 で， 前方部両側線の交点
は， 後阿部外堤の後方にある。 上回宏範『前方後
円墳』学生社，1969年，pp. 60. 付表。
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第N章 遺 物

今回の調査でみいだした遺物には， 木簡 ・ 瓦 ・ 1導 ・ 土器 ・ 木製品などがあり， 多量かつ多く

の種類をふくんでいる。これらは土城・部 ・ 井戸・柱穴 ・ 整地土などから出土した。これら造

物のなかでとくに注目すべきものとして， 東区の土域SK.820, 中区東半部のSK.2101などにお

ホ ける出土品があげられる。これらは年代が想定できる良好な一括遺物であって， 絶好の基準資

料をなすものである。

遺物の整理はなお未完了で， 将来に期すべき点も多し 、。ここでは， これら一括造物に重点を

おいて， 現在までに知ることができたことをのべる。

以下， 章を5項にわけ， 木簡j， 瓦1¥1， 土探， 木製品 ， 繊維製品 ・ 木炭の順に事実記載をかか 本章の構成

ネ げ， 瓦埼 ・ 土器について考えるところは， あらためて考察としてとりあげることにする。 な

お， 便宜上， 市庭古墳出土の植輸についての記述を本章の末尾に付加する。

1 木 簡

内裏北外事IIにおいては， 5つの土拙， すなわち， 東区のSK.820 ・ SK.870, 中区東半部のSK

2101 ・ SK.2102 ・ SK.2107から多数の木簡が出土した。 これらについては， すでに別に報告を

＊ はたしている。ここでは， その後の研究で明らかになった若干の事実を指摘するほかは， 大要

をかかげるにとどめ， 考察は既往の報告に一切ゆずることにした。なお〈〉内tこし 、れた番号

は，『平城宮木簡』で使用した木簡番号である。このうち木報告書の図版に載録したものには，

下線を加えることにした。

A SK820出土木簡（COLOR PLATE I, PL.36～40) 

＊ 東区西北隅（6AAB区U地区S48地点〕の土城SK.820からは， 総数1843点の木簡jが出土した。

このうち， 完形に近いものは 1割弱， 削り屑と木簡創jJ片が 8割以上を占めている。木簡の内容

は， 文書， 帳簿・伝票， 荷札， 付札， 習書 ・ 楽書の全種類を網羅している。

SK.820 出土木簡のなかで存在が目だつものに， 西宮兵衛にかんする伝票が43点ある〔� ・ 西 宮 兵
衛 伝 票

92・100〕。これらは， 西宮の門 ・ 施設を守衛する兵衛をわりふり， また， 彼らの食事lを請求す

本 るための伝票である。門の名は， 6「 1]27回でてくるが， いずれも西宮の北 ・ 東 ・ 南面の門に限

られ， 西面の門はふくまれていなし 、。このことから， 西宮東半部分の警衛を担当する左兵衛府

との関連が考えられ， 付近に兵衛の詰所があったと想定している。兵衛とみられる牟儀猪養の

I〕SK820出土木簡〔43～1885〕，SK870出土木

簡〔1886～1900〕については，『平城宮木簡ー』

（奈良国立文化財研究所史料第5冊 同別問，
平城宮発掘調査報告v, 1969年〉参照。

SK2101出土木簡〔1943～2053], SK2102 

l:U土木簡〔2054～2087〕， ならびにSK2107出土

木簡〔2088～2093〕 にかんしては， 『平城宮木

jf\J二』（奈良国立文化財研究所史料 第8冊 同

別nn， 平城宮発掘調査報告'v1Il, 1975年〉を， あ
わせ参）！（�にされたい。
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出頭を命ずる兵衛府召喚状〔54〕や， 錦部岡万自の召喚状〔55〕もまた ， 関連資料である。

ほかに官街名としては， 宮内省〔53〕， 中務省
、

〔43〕， 民部省、（44〕， 内膳司 〔47〕， 大膳職

〔45・ 46・50〕， 図書寮〔48）， 主菓餅〔49〕， 園池司（51)， 木工寮〔52）等の名もみえる。衛

門府 ・ 左右兵衛府 ・ 左右衛士府の いずれかが発給した行夜使の身分証明白りもある。

内裏に関連する記載としては， 采女板野命婦の 下に し 、る真浜女に た いする飯・ 塩支給票〔196〕 ＊

「御殿内火炉一 口」〔479〕などがあり， また ， そのほか女性の名前を記した断簡が出土した。

繊維製品
関係付札

「采女」の表記をもつものも 2，＇えある。

宮内で保管整理の ため物品につけた付札として， 繊維製品関係のものが 34点ある。衣服など

を おさめ た植を表示したもの ， 絡 ・ 絹・糸 ・ 綾. j額などの名を か かげたものである。付札にみ

える物品には，鮒 ・ 月末須 ・ 他・菰甲車・紫莱 ・ 海藻などの魚介藻類 ，生腹・末醤などの食用品 ， ネ

椀 ・ 土Ir ・ 与区間 ・ 加比 ・ 水瓶・高杯；・小杯 ・ ；杯蓋・瓢〔212〕などの容器 ， 西市交易銭などがある。

賛の荷札 賛 ・ 調の荷札も多U 、。とくに他の地域ではあまりみられな い費の荷札が 46点ある ζとは， こ

の地域の性格を考える上で重要である。費は， 参河〔364〕・下総〔400）， 常陸・武蔵〔404）・

若狭（399〕・但馬 ・ 出雲 ・ 備前〔398〕・ 阿波〔403）・ 長門〔401〕からのものであり， 参河国播豆

郡の篠島 〔364・ 367〕・ 析島（371〕の海部が貢進した佐米が最も多く ， 24点を占める。ほかに赤 ＊

調の荷札 魚、・字放加・須々岐などの名がみえる。調の荷札は40点あり， 塩 〔321)・ 彼（337〕・堅魚・鯖

(357・ 361〕・ i毎松などの海産物類と綿（284）・鍬〔312〕に付けたものである。塩は，周防（327〕

・讃，I皮・備前 ・ 紀伊・若狭 ・尾張。18）・ 参河から ， 鰻は志摩・上総から献じてし 、る。これら

の調札は，！賦役令第2条の規定にしたがって， 国郡里戸主姓名年月日を記すのが原則であるの

調 綿荷札 に対し， 筑前など西海道からの調綿札は， 某国某郡が貢進する書式になっている。 その 上これ ネ

らの調綿札は， 正丁一 人の負担物につけたものではなしいずれも 100屯（正丁目人分）の荷物

に付したもので ， 下半に双行で ー 屯の重量（4阿〕と年度を記し， 同種の広葉樹を使用してい

るなどの共通性が著しし 、。 そればかりか 国を異にし， 年度のちがうものに ， 同一人の筆と認め

大宰府で書 られるものが数点ある。従って調綿札は大宰府で書 かれ た可能性が強し 、。さらに 大宰府の調綿
いた調綿札

が尽送されるようになるのは天平元年である（『続日本紀』〉。しかし当該木簡は天平3年の 2点 本

をのぞき， 多くはそれ以前の養老・利1亀年間のものであって木簡の年紀は京進年度と いうより

は各郡 から府庫に納められ た年度である蓋然性が 高い。

鍬の荷札 備前 ・備中 ・ 備後〈旦2〕からの 鍬の荷札もまた個人名でなく ， 国郡 か郷名までを記している。

中男作物 中男作物の荷札は 8 点ある。参何・遠江 ・ 越中 ・伯者 ・ 美作 ・ 伊予の6ヵ国からのもので ，

貢進 ！jefoには， 小擬〔356コ ・ 堅魚 ・ 鯖C�）·l出がある。

貢進荷ヰし そのほか ， 地方からの貢進荷札として， 近江 ・ 備前 ・ 備中・阿波 ・伊予 からの白米につけた

ものが 7 点あり， また ， 麦・大麦・蘇の貢進荷札が 1{flJずつある。

平城宮の木簡には，漢籍 ・詩歌の類を習書したり，すさび書したものがある。SK.820の木簡に

記され た漢籍の内容が その後， 明ら かになったものがあるのでこの機会に紹介しておきた し 、。

持t

『交選注』 第lは， 李善『文選注』の習書である。木簡の中に「文選口口 一」と記しているものがあり 斗
〈巻第〉

(554〕， また墨書土器に「文選巻」と記すものがあること から ， 官人 たちの『文選』への関心

が深いことはわかってい た。しかし， その後， 断簡 〔696・703・706・ 745・764）が接合して，

2) 今泉隆雄「貢進物付札の諸問題」 『研究論集W』 （奈文研学報〉に掲載予定。
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元号｜文書｜ 部j 付 キL 付 tL その他の付札｜ 内容不明

養老2

養老3

養老7

養老

事11亀2

わjl亀4

天平元

天平 3

天平 4

天平13 〔57〕

天平15

天平17

〔77〕
天平18 〔174〕

〔175〕

天平19

天平

綿〔289〕
肥前綿〔294〕
肥後綿〔302〕
肥後綿〔284〕〔292〕

〔298〕〔301〕
筑前綿〔283〕

綿〔291〕
堂前綿〔288〕
肥前綿〔305〕

綿〔306〕〔308〕
肥前綿〔286〕〔293〕

豊前黒綿〔285〕 尾張極〔319〕
若狭坂〔331〕
尾張塩〔318〕〔320〕

1立前短綿〔287〕
肥後綿 〔300〕
若狭塩？〔346〕

〔474〕

周l坊J.ill；〔326〕〔327〕 {illiT1iJ鍬（311〕 武i成鼓〔406〕 堅魚〔362〕 〔447〕〔329〕〔339〕 孤〔484〕紀伊甑つ〔435〕
周防塩？〔437〕

長飽〔461〕
上総、鮫巴17〕〔338〕
志摩鮫〔344〕

迷江堅魚〔358〕
越前波奈佐久〔343〕

隠l投海松〔349〕
伯番股〔360〕

荒箆魚〔345〕 鍬〔316〕〔317〕 武蔵破〔404〕 {i/il中白米〔417〕 〔431〕〔523〕伊豆底堅魚〔342〕 似i後鍬〔314〕 Nii前水母〔398〕 長門若海藻〔401〕 〔525〕〔527〕越中鯖〔357〕 〔476〕 〔530〕参河小j筑〔356〕

武蔵ff1tJ背剖〔405〕 〔488〕 〔456〕
但馬若rliJ.藻〔409〕

紀伊盗〔325〕〔334〕 〔493〕 〔535〕
尾張Jj,K〔320〕

文書木簡

〔175〕進上日枕口口
天平十八年口亡二

〔九］

〔57〕－八月廿八日進紺糸二斤六両一分口口口附楽仁＝
－正六位上行正勲十二等山口伊美吉 天平十三年

〔77〕・松原革除充夫十七人口領中術一人
天平十八年十月十七日

〔174〕・「！床」「味」天平十八年九月四日交易紙百口口
(U 磁力〕

口

「1まT:I.'」「都」
間口之比等等主流万毛話、夜志己ミ呂会〔正プJ 〕

Tab. 2 SK820出土の紀年木簡 （た口し人ととるともおやし，心ぞ〉
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『文選注』上表文の冒頭の一節を適宜習書したものと判明した。

李普『文選注』上表文（胡刻本〉 の書き出し部分は， つぎのとおりである。 木簡に習書した

個所に点を付した。

唐李崇賢上文選注表

文林郎守太子右内率府録事参軍崇賢館直学土臣善

臣善言，縞以道光九野，祷景総以j砲臨，徳裁八挺，鹿山川以錨崎（下回告〉

ほかにも接合したものに689 ・ 1 170〕があり， やはりその習書とわかった。 前者と同筆であ

って， 同ーの木簡だったらしし 、。

『王勃集』 漢籍の第2 は， 『王勃集』 であって， その「初春於権大宅宴序」から 習書したもの が3 点

〔58 1 ～583〕ある。いずれも同筆である。

王勃『王勃集』（正倉院蔵旧紗本）の原文はつぎのとおりである。習書した部分に付点する。

初春於権大宅宴序

早春上月，漣襟犯腕，梅柳変而新議芳，道術斉而故人緊，腐心易ll;li，悩風景於他郷，J隣友難遭， 尽飲

娯於此席，権大官官’稽名土，倒儲高才，f専我以文章，1り］我以久要（下回告）

本

＊ 

楽書の類も多い。 ここでは「読書をおこたること莫れ」とも読みとれるもの（5 42〕をかかげ キ

るにとどめておく。

紀年木簡 SK8 20出土木簡には， 紀年木簡が73点ある（Tab. 2）。 最も古い年紀は養老2(718）年， 品

も新しい年紀は， 天平19(747）年7月と，30年の幅がある。しかし， これは大きく 2 群にわか

れ，養老2 年から天平 4年までの15 年間に19点が散在しているのに対して， 天平17年から19年

の3 年間には42点が集中しており， この両群の聞に天平13(743〕年 ・ 天平15(742）年の各l点 ＊

が存在している。両群の記載内容を比較すると， 古い群は， 調綿・調繊の荷札にかぎられてい

るのに対して， 新しい群には， 調・艶・仁｜コ男作物 ・ 白米など各種の貢進札や各種文書類がふく

まれているという差がある。すでに記述したように， ζの土棋の埋没状況は，短期間に廃棄物

を投入して埋めたことをしめしている。最も新しい紀年木簡は天平19年であるが， この年度の

ものは天平17 ・ 18 年木簡にくらべて少ししかも， 9 ・ 1 0月に地方を発送する調物の荷札をふ ＊

くんでいなし 、。したがって， 土城の埋没年代は， 天平19年度の調物が消費され， 荷札が廃棄さ

れる以前， すなわち， 天平19年をそうへだたらない時期と考えられるのである。

B SK870出土木簡（PL.40)

中区東半部（6AAO区D地区S20地点〉 の土JJ.liiSK870からは， 40点の木簡が出土した。このう

ち完形に近いものは 4点にすぎなし 、。

「左衛士府」 注目すべきものに，I左衛土府」と記す木簡がある〔188 6〕。左衛士府は，天平宝字2(758）年

8 月から， 同8(764）年9月の期間に， 左勇士衛と官名をあらためていた。「 左衛土府」は天平

宝字末年の記載と思われる。他に衛士らしい人名を記すものが 4点(1887 ・ 1888 ・ 1893 ・ 1894)

「二石六斗三石七斗五石二石」と斗量を記すもの 〔1896〕，「紫莱」の付札〔1900〕 がある。

!) 東野治之「平城宮出土木簡所見の文選李養注」
『万葉』第76号（1971年〉，同「奈良時代にお
ける「文選」の普及」『古代国家の形成と展
開』（大阪歴史学会編 吉川弘文舘 1976年〉
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いずれも東野治之『正倉院文書と木簡の研究』
（塙書房 1977年刊行予定〕に載録。

2) 東！野治之「王勃集と平城宮木簡」 『万業』第
88号(1975年〉，注1前掲書に載録。
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C SK2101 1出土木簡（PL・40)

SK.2101は，中区東半部の南方（ 6AAO区G地区〉に密集する10個の土峨（SK2100～ SK2109)

の中のlつであって，394点の木簡が出土した。そのうち約70%が削屑である。

文書木簡としては，蔵部が番長 ・ 史生とともに飯を請求しているもの〔旦坐〉があり，蔵部 議 部

＊ が史生とともに綿の収納にあたったことに関連する文書もある。この地域は内裏に近接してい

るから，これらの木簡にみえる蔵部は，内蔵寮所属のものとみてよかろう。

j出銭軸の木簡〈盟生Z〕 は，某司が常宮からの来lt40の請求文書に付した）直織と解される。常宮題 銭 輸

については明らかでないが，『万葉集』に「東常宮南大殿」（4301題詞〉とあり東宮をさすとみ

られる。 ほかに， 仕丁に関連する文書木簡 〔1980・1985〕， 鵜飼に関係するとみられる文書

＊〔1944〕 もある。 9世紀には，内膳司の御厨子所に鵜飼がおかれていることと関連して興味を

ひ〈。付札のなかには，，，官炎垂木をうちつける釘についてのものが 2点（2015 ・2020）ある。若

狭からの胎貝の賛荷札，若狭などからの調塩の荷札，播磨からの春米の荷札もある。

SK.21011:l:l土の紀年木簡には，天平18 (746）年 9月の調血荷札〔1953〕，天平勝宝 2 (750）年

の貢進物荷札(1950），天平勝宝年間（749年～756年）の削屑が 3点あって， 土城の埋没年代は

＊ 天平勝宝年間と考えている。

D SK2102出土木簡

中区東半部（G地区〉 の土t.bl SK.2102 からは， 木簡111点が出土した。 桁材をふくむ材や扉 造営に関
げかすがい する文書朋の部材ーである辺付など建築木材の進上に｜却するもの〔2074 ・ 207のがある。また，挙鉱. ）保

しりふ化交

口・尻塞・鎧・位など， 鉄製扉金具の製作・進上についての文書包堕3〕 がある。 木受欽量

* (43斤10而），製品となった突量（32斤），損量（11斤!Ojild）をあげており， 利1f1色6 (729）年の年紀

がある。 他に平釘（ 2060〕，斧（2057〕 などの記載をもつものもある。これら造営文書類は，こ

の土城から大量の槍皮 ・ 木材片を伴出した事実とあわせ考えると，中区東半部付近の造営にか

かわるものであろう。 そして扉金具進上の木簡に利l亀6 (729）年の年紀があることは，その造 神亀6年

営年代の一点をしめすものとして重要であって， 土城SK.2102は，造営のl際の座介を埋めたも

婚 のとj坪怒そできるであろう。

このほか荷札には， 備前からの白米 （2078〕 につけたものと， 神屯5 (728）年の海藻の調

(2081〕 さらに調銭にかんする天平元（729）年の荷札が 2点（2079 ・ 208のある。これら紀年木

簡のしめす年代には幅がある。 しかし， 大量の檎皮・木材の存在と， 造営文書の年紀を重視

し，神亀6 （＝天平元）年をあまり降らない時j叫に埋没したものと考える。

E SK2107出土木簡

中区東半部（G地区）にあたる土城SK.2107 からは，木聞が17点出土した。多量の槍皮を伴出

したことから，SK.2102と同様， 付近の造営にかかわる盛介を処理した土峨と考えるが，貢進

物荷札 〔2089〕 があるほか，特記すべき内容の木簡はなし 、。

I) 『侍中群要』巻10
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2 瓦 埼

6AAO ・ 6AAB区（内袈ゴt9同りからは， 多量の瓦が出土した。最も多数を占めるのは丸瓦・

平瓦であり， これについで軒瓦が3399点ある。野瓦の出土個体数を試みに6ABO区のそれと比

瓦の出土量較するくTab. 3）と， 単位面積あたり3.5倍の出土量である。 このほか若干の鬼瓦 ・ 薗戸瓦 ・ 艇

斗瓦， 特殊なものとして， 三彩鬼瓦 ・ 緑粉l:ifl瓦があり， また場がある。

出土倒休� 面 積 l a あたりの出土似体重立

内裏1じ外事日

捻定大』削除

3399 

765 

192a 

ISO a 

18 

r. :.> 

Tab. 3 内裏北外部・大I！験地域出土車F瓦数の比絞

瓦 ・ 均類の大半は， 調査地域の広範聞にわたる整地土から出土した。 とくに集中的に州土し ＊

たのは， 東区～中区東半（6AAB区Uj也｜ぶ～ 6AAOI豆C ・D·G地区〉と， 西区（ 6ABD !KA～ 

C地区）， そして調査地域の南辺にそった部分． すなわち，内裏北外郭を限る東 ・ 酋 ・ i翁 3 miの

築地ぞいの部分である。 玄た， 6AAO区G地区において， SE2128 の周聞を方形にめぐる SD

2126と， その南面構中央官Iiから南流する SD2110及びその周辺の整地土から集中的にIll土して

いることは注目すぺき点であった。 それらの中には多量に臨原宮式瓦が含まれていた。なお， 本

各地点における軒瓦の出土状況とについて別表4を参照されたb 、。

A lfff 瓦（PL. 41 ～43, Fig. 24～31 ・ 48)

軒瓦3399個体のうらわけは， 軒丸瓦が1804個体， 31型式， 70種， 軒平瓦が1595個体， 25型

式， 50種である。 これらの型式の多くは， すでに報告ずみであるから記述を省略し新山の型

式のみをとりあげる。 また， いわゆる藤原宮式の瓦については，也ド尚il 11J c朱符門〉 ・ 宮阿南陥両 ＊

地域で多悦に出土しており， その報告の際にまとめてとりあっかうこととし， ここではたんに

型式名をあげるにとどめた。その他の詳細については別表2 ・ 3の軒瓦分類衰を参照されたb、。

i II汗 丸 瓦（PL. 41 ・ 42, Fig. 24·～26) 

軒丸瓦 31 型式 70 種のうち， 新出のものは 18 型式 30 極である。以下， これらを列挙する0

6012 型式 6012 (PL.41ー1, Fig. 24 ）は中央に珠点がある 3 重闘文軒丸瓦であって， 軒平瓦6572と総を 本

なしている。 A～ E の 5 舗に細別できる。今回，新に出土した 6012-B は， 間線を内側Iからかぞ

えて第 1 ・第 2 闘隷の間隔が， 第 2 ・ 第 3 閣総の間隔よりひろb 、。 6012の鎖倒は， 平城京左京

6018 型式 一条三坊・長岡宮跡 ・ 唐招提寺 ・ 片岡王寺 ・ 久米寺ほかで出土している。 6018-C(PL. 41-2,

1〕 ここで奴例とは，｜司mのもの ， 同箔とは1硲，，t'J
できないがその可能性をもつもの， および， 同
箔ではないが酷似するものの総称である。

2) 6012については， 『奈良国立文化財研究所）｝；；

準資料 H 』〈以下， l基ゆ資料 H Jと省略〉託制
2 参照。長岡宮出土例は， ＇＊＇山修一・ 小林i宵
．吉本お俊 ・ 吉岡恋二 － 普通貝毒ま「長附宮跡l沼l�J
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44｛匹皮発銅術交級事事.J 0；｛ －都府『主I!版文化財�

説dfi!1j公概報』 1970生存） pl. 6 参！破。

m紹提寺i土i土例は． 続＃孝次F古瓦集英J
(1937�－）p. 47 ・ pl. 2←ー119 ， 問問茂弘「屋瓦

の凋：！＇£」（『唐招提寺総合潟査概要』， r奈良国
·sr.文化財研究所年制1961年）p.16・ fig. ト2，沢

村仁「瓦」（『唐拍挺母』I, r奈良六六守吠叙J



Fig. 24事f丸瓦6012 ・ 6018・6135・6225



Fig. 24）も重臨文軒丸瓦である。しかし，6012型式をふくむ他の重間文とはやや異っており，

むしろ，珠文縁蓮華文軒丸瓦から文様を府り消し，圏線のみをのこした形状であって ， i:11房に

あたる部分は， わずかながら一段突出しており， また弁｜互に相当する部分をかこむ岡純は ， 太

線と，その内側に接する細綿との2線からなっている。外縁が直立縁ではなく，斜縁をなして

いる点も ， m図文華TフL瓦一般とはちがい ， 蓮華文麿丸瓦に共通する特徴である。 本

6135 型式 6135 (PL. 4ト3 ・ 4, Fig. 24〕は線説！；前f文珠文縁の)15.介巡1（§文軒・丸瓦である。中房は小さく ， 花

弁を細線によって縁どりしており，拠形の｜尚弁がある。A～Cの3種にわけることができ，今

聞は，このうち A·Bの 2 極が出土している。Aが12弁であるのに対して， Bは13弁であり，

また蓮子 ・ 珠文・鋸簡文の数もすべて違ってしゅ。 6135は製作手法上 ， 古い特徴をとどめてい

る。すなわち瓦当部は簿〈 ， 瓦当部上端近くに丸瓦部を接合しており， また丸瓦部門商には小 本

さな方形俗子叩目文をとどめている。6135の類例は，法隆寺・西大寺にあ2。

6225 型式 6225 (PL ・ 41ート7, Fig. 24 ・ 4S）は ， 大きな中房をもっ門鋸歯文簡線縁の複弁 8 弁蓮寺摩文軒

丸瓦である。この型式についてはすでに報告ず£＿ (622川であるが ， その後A～C • I ，の 4 種

の存在が別らかになった。 A·B ・ Cが，而径の僅差・凸鋸歯文の数の多単によるものである

のに対して，6225-1は前径がひじように大きい（径 26.3吋ことを特色としているoただし， 傘

この瓦の丸瓦部は，ふつうの大きさの丸瓦を用いているため，側聞からみると瓦当上端から丸

瓦部にかけての反りがいちじるししあたかも，後祉の誌装あごとくである。

藤原宮式 6273-A ～ E, 6275-A～ D, 6278-A, 6279-A·B, 6281-Aの 5 型式14積は，いずれも藤原

宮式にぞくすあ複弁 8 弁連事文軒丸瓦である（別表 2 )o 6273のみが外縁にlnl鋸歯文をもちい，

他はすぺて線鋸歯文をめぐらしている。上記の型式・租のうち， 628ト B を除くすぺては新型 キ

式 ・ 新種にぞくしているが，これらについては次の機会に総括的にあっかうことにしたい。

6282 型式 6282- I (PL ・ 42-8, Fig. 25）は，複介・ 8 弁蓮華文軒丸瓦である。 6282-B ・D～Hと同様

に，中E専の遊子のうち， ι I.J心の蓮子が周聞の遊子より大き〈 ， また，｜品j弁がのびて界線ふうに

蓮弁をかこんでいる。蓮子は 1+8 である。外区の関線が太くないこと，進弁の表現が破ーいこ

とも他種との泣いである。
・7)

6301 裂式 6301-B (PL. 42-9, Fig. 25）はし 、 わゆる「興福寺式」の軒丸瓦である。すでに報告したCと

第12@, 1969紛 p.44, fig. 4ト1を参照され
たい。また片側王寺（＝Jb.光寺，ゴt;�樹協王寺
町王守）の出土例は，保jf：）；＇太郎F大狗k代寺
院J:1U I9321p pl. 59, VkJ.L7，石岡il作『:iftX.!i時
代寺院i'1I：の研究』（1936〕 pl. 167-J l割以。 n·

関尼寺（」tij銃器店志都J�｝·J木学品用字Je方）Ill 
土例f;t' I大和上代寺院志j pl. 63，疏瓦l 1 ・
12参照。久氷ー寺出土例は， 『大和上代寺院i'.rJI
pl. 31, ijjtJ.t: 5 参照。平Jr,北京伝来一条三幼 11\J二
例は， f平城官報告W』 p. 33, p. 169�1］炎 2,
PL. 46・ 47参照。

3) 6135 の法限寺出土例は，関野良「瓦J<r考古学
講座J, 1928) fig 442. 沢村仁口i:J C『法・険ミヤ』
1.『楽良六大守大観『第 l 治，19721F) p. )08, fig.
8←－I l.1il'j大寺山土例i主題大ミ争政品中にある．
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4〕 6225については『平城宮報告 1 』 p. JO ・ 58
別表I. 1·子裁官報告川 p. 59 ・ 122}]1］表 3,
PL. 400 ；＇平成宮報告Ill J PL. 18, p.87 j]IJ表。
『3仰戎官報告＼1』p. 33 ・ 1iO )}I）表2, PL. 48, 
『滋j\11資料l』瓦締 l を多照のこと。

5) 6225L は，大正年間のi:ill堂院保存工都の際＂こ
2 （担l出土しており，疏JtEとよんでいる。上凶
二三千「平以宮批調査報伶」（『史蹟精公報告』第
2, 1926生P:) p.51 ・ pl. 18，このうち l f?llはえ：形
1\'11であって，全長 37.3cm，玉縁の帆 15cm ，こ
れは6225A ～ C の丸瓦告�iこ等し b 寸・法である。
rJ.主治資料 m』瓦編 s.

6) 6282A ・ B·D ～ Fについては， 『平h武宮事長
資｜｜』 p. 59 · 122 ・ 123 別表3, PL. 36 ・ 37,
6282G · H については， 『可7・域2芸者H守 W 』 p.

＊ 





同様， 線鋸像文珠文縁?Jr弁8弁蓮華文軒丸瓦であるが， 興稿寺創建に使用したAとくらぺて，

B ·C の商径はひとまわり小さむ 、。B・C の而径・弁数. 3*文数はあい等しいが， 蓮子数と線

鋸歯文の数が遣い， B の蓮子数が 1+5+9 であるのに対して， Cでは 1 + s + 10, nの鋸歯

文数が30であるのにC では33である。今回出土の B の充当裏両にはAと同線， 有7圧艇がある。

6304 型式 6304- L (PL. 41-10, Fig. 48）は， 6225-Lと同様， 而径が大きな（復！京筏 24.2Cm）軒丸瓦で 本

ある。 6304-A • Cと伺じ〈線鋸歯文殊文縁の能弁 8 介遊撃文革f丸瓦であって， 突出する寸g房

に蓮子 1 + 6 を配し， 問弁がのびて界線ふうに誕弁をかこむことも A ・ Cと変らなb 、。

6307 型式 6307-B (PL. 42-11, Fig. 25〕は線鋸術文珠文縁の佐弁 8 弁連主義文軒丸瓦である。中房は弁

区よりもすζし突出している。遊弁には起伏があり， 問弁はなし 、a Aでは弁の問がはなれてい

るのに対してBでは隣あう弁があい接しており， 単弁との区別も不明瞭である。

6308 型式 6308 (PL. 42-12 ・ 13, Fig. 26）は銀鋸陶文殊文縁の 8 弁護奉文軒丸瓦である。中房が弁区よ

りもやや突出してb 必。この型式の宥在はすでに指摘したが， その後， A～ E ·Nの 6 種にわ
12) 

けられることが関らかになった。 今回は A· B が多数出土し， 少数ながらN種も出土した。

＊ 

A ·B 両種の商径・遊子数・弁数・珠文教 ・ 鋸檎文教はそれぞれ等しb 、。しかしAの方が中房

の突出も， illf1t·の起伏もやや大きく ， そして龍子と逝弁との位置関係に徴妙な援連がある。 ＊ 

6308には， 八 · B 両駈ともに， 木目の方向にそって型にひびがはいり ， この侮が瓦斬聞にもあ

ら行れているものがある。傷のあるものにはひびが比較的小さいものから深〈大きいものまで

各段階のものがある。をきに6308の瓦当部側商に｜北」の刻印を押したものの多いことを指摘
13) 

した。これは 6308-B に限ってみとめられる。6308N は，元6280とよんだものの改称である。

Kiま A · B とくらべて中房が小さし蓮弁は柄せまし鋸歯文は小きく密である。 事

6311 型式 6311 (PL. 42-14, Fig. 26）は線鋸歯文珠文縁の複弁 8 弁蓮華文軒・丸瓦である。6308 に似て

いるが， 中房が介区よりもi l設低い点が違っていお。 6311A～ D4 種のうち， B が／ト同の京市j

である。 B は， 回径・文様構成がAのそれと一致する。 しかし蓮弁の起伏は， B の)jが大き

い。なお ， 6311-A • B の瓦当裏面には布目をとどめるものがある点で6308 と共通する。

紛れ 臼I3c 63t4c 1;1: ， ともに小型の線側文珠文縁組弁 4 弁蓮華文軒丸瓦である。臼13(PL.4ト ホ

21 ・ 68別表 2 , PL. SOを多照。『基準資料 r . 

E』瓦綴1 ・ 2参照．
7) 6301 Cについては， f平城官報告に p. 60 ・

123 J]JJ茨 3, PL. 38, (l，�I銅版に6301 A とあるの
は 6301 Cと訂正〉創恥『平以宮報告羽』p. s,i ・
p.J7l別決2,PL. 4,6 ，『制U資料 II.II 瓦縮 2 参照。

8）「興福寺食堂,a抗rtili:,J:Jff.訓告」（『奈良国立文化
財研究所学事，u un 1m. 1965午〉の軒丸瓦第 l

型式（p. 17, PL. 21 ・ 2わである。
9) 6304LIま底錨提寺Ill土として同時に所蔵主れ

ている。6304Aについては， f平城宮報告日』
p. 60 ・ 123}JJJ表3, PL. 38, 6304 Cについては，
『平城官報告m』 p.27 ・ 87別表， PL.JS参照。

10) 6307 Aについては，『司Z城官報告日』 p. 60 ・
123別1<3, PL. 38多）照。

II) 6308については，Pl正成宮報告N』 p. 21 ・

69別表2, PL. 30で報併した。同示したものは

6-1

A純である。 F平波宮��潟登毅IiきW』p. 34 ・

49 ・ 171，別表 2 参照。
12) f3P-主主官報告NJ p. 21ft*へほru提寺蔵品。
13) 『平主主官報告班』 p. 26 ・ 87BtJ.U, PL. 18.

14) 6308の長間宮山七例は， m川8文化研究所
l拡1\f:,clコ（奈文研数獲薪号141）にある。
F止｛喬寺（京白官府相楽ill＼上方向 mr大字新在家〉出
土合•lJについては ， 回Fii重久「平弘�総if!IH1iのミケ＝｜制：
とJtllJ土］［.に就いて」 （『綜合内・J.i.研究』， 『�
織論誌1 第18fffi, 1938＇.ド， p. 227，問中氏付i刈
第 7-5 ）参照。 f」主埠i資料 1 1瓦縞lo

15) 6311 Aは『乎嫁2主義i特 1 Ip. I 1 ・58刻家1,C
は『平主主省報告I! J p.60 ・ 123別支払 PL,37参照。
631 1の弁上手（＝衣経路寺 ， 大阪府間河内部遊
歩H；国府〉山土例については ， E長沢｝失「挟河泉
II\ I：古瓦の研究．｜ er仏教:IIJ·i'r�：論百u 『考？「
学評論J �3 輯，1941イド）p. 285,fig.28$照。
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15, Fig. 26）は， r!•l厚に大きな半球状の蓮子を i 個もつ。 6313A ～D4 ；種のうち， Dが新種で

ある。 Dの蓮弁は ， A～ Cのそれとは異なって， 斜線で閉まれているなかで， それぞれ分離し

ており， またず�端はとがっている。 6314 刊し 42-16 ・ 17 Fig. 26）は A～ Dに潟｜｜別でき， この
1η 

うち C · Dの両事fiが新出である。 まず珠文教を比1脱すると， A16個・ Bl9個・ C 16個 ・ Dl4個

となっている。そして Cの面径は Aのそれよりひとまわり小喜＂ 、。 また ， Aの迷弁は先端がと 診

がり， Cの弁端は門b、。 Dの蓮華文は複弁 4弁のうちi弁が分離せず， あい接している。

11 J腎 平 瓦（PL. 43, Fig. 27～30) 

事千平瓦は25型式50甑あり， うち11型式17績が新出である。

6572 製式 6572B (PL. 4ト J, Fig. 27〕は 2 重間文軒平瓦であって ， 郁L瓦6012と組みをなしている。

強例は難波宮跡・長岡宮跡・東大寺・唐招提寺・秋篠寺にある。

蔵原宮式 6641A ・ C, 6642, 6643A ・ B ・ C, 6646CIまi藤原宮式の軒平・瓦（別委 3 ）であって， 前 3 型

弐はいずれも備行唐本文華子平瓦であり， また6646fiむ 、わゆる変形忍冬文をかさfっている。

6655 型式 6655 (Fig. 27）は均整唐草文軒？・瓦であって ， 内区の文様帯のみ で外区文様併はなb、。 しか

し， 小破片のため全体の文様構成は明らかではなu 、。

＊ 

6663 型式 6663 (PL. 43-2, Fig. 27）は 2 重閤線縁均挫皆本文ilif平瓦である。 汁 1心飾りの左右に唐辛文 ＊

の単位を 3 つずつもちいる点は， 以下にあっかう6664 ・ 6685・6689と同様である。中心飾りの

花頭の基部は， 平行する2本の;fff繰からなっており， その基部上端は， 内区と上外区を画する
20) 

界線に接続している。 A ～ I 9 種のうち A ～ Dは報告ずみ である。 今回とりあげる Gは， A

～ Fに比較してひとまわり小さb、。 また， A ～ Fがいずれも曲線顎をもつのに対して， Gのみ

は段顎をもっている。なお， 今回検出した6663Aには， 瓦当部の下面に「北J， 側面にf井J ＊ 

刻印 2 種 の刻印があるものが ， l 例ずつある。 「北」は， G308Bの刻印と同じ刻印である。

16) 6313:i. r-·1z以官慨伶 l 』 p. 11 ・58別表にか
かげた。 B については『平城官報伶E』 p.60 ・
123別ヨi3, PL.1·0, A· Cの区別についてはf.ifl
主主宮報告町.， p. 26 ・ 87J}IJ表， PL. 17 ・18参照。

17) 63l4A · Dについては『平波宮報告W .! p. 

21 ・ 69};1］表 2, PL. 30重量照。

18) 6572の銀波宮跡II\上例は， 干喜谷美食 ・ 八木
久栄「縫�？有hl:tお］6 ・］7 ・18 ・ 21 · 31次；6.f,.Gl調
査出土遊物」 f縦波宮J止の研究』研究予祭事R告
第6, 1970午）p. 108, pl. 9 ・80参照。 同報告・℃
はこれを 6572Cとよんでいる。 なお ， 難波宮の
報告でもちいている！｜守克型式 ・ 極の番号は， 奈
良国立文化u�·研究；，；庁‘純f平城宮報告』のffi｛�J
とかならずしも 一致し伝い。長岡宮出土例につ
いては． 「長l苅1川湖町和44年度発説話調;J:i.綴�」

（泌総） pl. 6, fig. JS参照。 底紹提寺山土例に
ついては ， �·�；1：孝次「古瓦集英j pl. 3］ー163,

p. 63 。 秋篠1•UUニ例については， r&1;篠守一
秋篠寺邸内発槻:'Jr.lit報告』奈良県文化財調子f報
告書第 15集 ， 197]1]'., p. 27 参照a 但し ， 寺級品
であり， 王手域内でのIll土地点は不明である。
『水準資料H』花制2，『平以’広報告Vl』 p. 35 ・

1725.)1］炎3, J>L. 16.
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19〕 認を良Jl」i＇代のiltr平瓦の均！｜夜店j'/r.文の中心部は，

双頭i鳥文：｛｝：の廃車文とそのrl刈こb、れた飾りとか
ら成り立っているものが多b 、。 ここでは， 前者

を中心裳，後者を花pl{とよびわけ， 両者・を総称

して中心筋9とよんだ。花政の表現は各種各様

であるが， 従来， 花頭形とよんで虐た形訟の場

合1;t，縦方向の上半を抜書店，Sつに分岐したり，

ひろがったりする下半 ・ 下端を貴闘lとよぶこと

ができる。 そして， 花E目の玉定説；こは， 法部端部

とも左右の線、からなれ輸;ill�でえがいた形状

のもの（6663 ・ 6664）と， 縦の1 k」ilからなり ，

左おと下方に別の短総を付加して端部をあらわ

すもの（6槌5 ・ 侃89）とがある。 かりに前者を

ru線総成， 後者ーを単線構成とよびわけておきた

い。 まねには，芸部浩，111線， 2自持容がf立線からな

るものもある（6691）。

20〕 6663のC ·D については『平域符報告 I J 

p. 10 ・ 58別表！，A ～ Dの細目I］については『平

域1計R告日』 p.61 ・ 1245)1］女3, PL. 41 ；参照。

『法i手資本｜・I』Z邸E I；参照。 A ・ C·Fについて

は『平城官報告W』 p.35 ・ 1725.JIJ，｝�3, PL-51 。



ーよグ．
芯戸〆

’

.－ぷ塗巴型空整宅二〈

雨傘嬰多シ6663·G 

Fig. 27 If町平j{, 6572・6655・6663

6G64(PL. 43-3～6, Fig. 28 ・ 29）は， 珠文縁の均整 Jtf都文軒平瓦であるo A ・ C ·D ·F ～ 0 6664型式

の13組に細別でき ， J · L ·M· Nが新租である。6GG4の中心Jtiliりの化頭の形；｜えは， 組矧によ 中心筋りの
花頭の形状

って銀.IJ:っている。 これを大別すると，i基部上端が左おにひらき． かつ内区と上外区をiffiiす

21) 6664Fについては『平波宮鰍告I .Ip. I 1 ・

58 .. W交I, A ・ C · D · F の区別lについては ＼
＇

可l

妓也・報告H 』 p. 61・1245)1）支払PL. 41・ 44,G

·H・I ·Kについては『平城官報告W』 p. 22・70

J)iJ .m, PL. 32話会J照. C · Hについては，r;p.J�

7制民合·VI』 p. 35・172別表3, PL. 51参照。
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る界線に接していないもの （A ・ C · G · J · K · L · M）と， ii ；器開lが平行する縦の直緩から

成り， かつ基端が上の界線に接していないもの（H. I · 0), iii 器部が平行する誼線からなり，

基部上端が上の界線に接しているもの（ D ・ F . 河）との3者にわけられる（Fig. 28）。なお， 今

回とりあげるJ ·L ·M·Nは， Cとともに， l町田の縄目カ旬、ずれも横走， すなわち， 平瓦部

の筋辺に平行して走っている。

Fig. 28軒平瓦6664の中心飾

6685型式 6685 (PL. 13-7・ 3, Fig. 30） は珠文縁の均終唐草文小型軒平克である。花頭｛ま， 縦l鎮の基

部と， 下方および左右とに短〈突出した端部 とから成っており， 逆十字形を なしている。そ

の基部上端は内区と上外区とをわける界棋に接続している。八～Dの4種のうち， A · B両種
22) 

については， 報告ずみである。今回とりあげるC稀は， 他とくらべて，T!i草文の�－単位が長手

当俳

になっている。また， A·B・D種が段顎をもつのに対してCのみは ru，線すlをもっている。これ ホ

は， 6685と同じ形状の花頭をもっ6682に， 段顎をもつものとrlh線坊iをもつものがあることに比

較できる。また， 6685Aに l 点のみ曲線顎をもつものが出土した。なお， 66850には ， 建物の

附 切 瓦 隅にllh、たI��凶瓦がある。平瓦部の一隅を， その対角線｜τで切りおとしたものであって ， 右隅

をおとしたもの （PL. 43ーのと左隅をおとしたものとが ともにある（Fig. 31）。 切り落しは，

焼成後におこなっており ， 切断面は丹念な打ち欠きで澗践している。 渇

6689型式 6689 (PL. 43-9・ JO,Fig. 30）は珠文縁均整唐辛文利：1)2瓦である。文様桃成も段顎をもっ点も

6664に共通しているが， 中心飾りの花頭の形状がことなっている。6689にはA～ C の3種があ

り， 今回はA • J3が出土している。花頭は縦 1 線の器部と下方と左右に分岐した端部とから成

っている。Aでは， 基部上端は， 上の界線に接続していないがBでは接続している。なお， 平

瓦部凹而の布目をすりけした援に， ヘ ラでf束jと書いたものがある（Fig. 34ーの。6689の顔例 ホ
23) 

｛士． 奈良県毛原廃寺・法起寺にある。

6719型式 6719 (PL. 4ト l I ）は素文最均整唐草文軒平瓦である。 小心飾りの花頭は中央の珠点、と， そ

の左右に加えた三葉形の樹制、らなっていること， また， 中心飾りの花顕の形状も， その左右

に倍以文の単位文を5回ずつもちいていることも6721に共通する。しかし外医に珠文がなく素

文としている点がちがっている。類例は， 三重県長老跨．政治跡と和歌山県j{[J,1<:寺にある 。 ホ

22〕 6685 B は，『ヤー獄官報告Il.!l p. 61・124 5}1］表

3, PL. 42, 6685のA·Bの�忠IJは，『平城常報

告m』 p. 27, p. 88別表，l'L. 19，『基準資料

日I.II花編 2 劇｛明。
23) 6689の法相寺 ・ 毛阪l選守（叫l辺1自1111添村毛
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原〕IH土例iま，凶野』’I「瓦」〈前約） fig. 344 ・

345” また， 屯hi（！必
－

:pについては， （：［［！三平「毛

IWM'!f:」〈『衆段以に於ける指定見i：蹟』第 2 IITJ, 

1928',p p.80 $Jl任。

24) f J;��I＼代利11 J 瓦制2窓J!T;I。





6311 “ 
6664

ー
刈

Fig. 30将平冗6685・6689

iii 軒瓦の組み合せ

事f瓦の新型式・新種の列拳につづいて， ここで， 軒瓦型式の組み合せにふれておこう。

内以北外郭における軒瓦各型式の出土比蹴OJI法2・3）をみると， 軒丸瓦では6311が， また

軒ヤ瓦では6664が， それぞれの総個体数の28.5%, 34.0%を占めており， この両型式が刻をな

すi組として使用されたことをしめしている。 この組み合せば， さきに内裏内事JIの調査で確認 ＊

しているが， 今回これを追認することになった。 ところで今回の捌査で出土した 6664 のなか

で， ｛iiも多いのはD·Fであって， ζの両者が6664全体の90%近くを占めている。これは， い

っぽう今回の6311のなかでA·B両積が大多数を占めることに対応する。 そして数訟の上で，

6311A-6664D, 6311 B-6664Fの組み合せが符えられる。 これについで多くみられるのは，

6313 小型軒瓦の2純， 6313 ・ 6314 ( I詞型式をあわせて軒丸瓦の］8.9%）と， 6685 ・ 6666 C両者あわせて軒 本
6314 

一部部 3f7.瓦の23.2%）とであって， これらの対応を考えてよb、。さきに内裏内認の調査においても同様
66鋪 2i)

の対応をみとめている。いまかかげた軒瓦6311-6664, 6313 ・ 6314-6685 ・ 6666は， ともに今

回の制査で出土した制ツL克・軒平瓦それぞれの総数の約50%を占めており， 内裏北外手1；の粁瓦

を代表する型式ということができる。 ただし， 6311-6664が調査地域の全域にわたってほほ一

様に出土しているのに対して， 小型軒瓦の 4型式は東区（6AABl[U地区〉と西区（6ABB区〉， ＊ 

すなわち内裏北外郭の両南北築地にそった部分に集中する傾向をみとめた。

25) 内哀東外事Ii (6AAC～6AAE）においては，

築地（ SA4230）の凶似に6311 Bと6664Fとを

交瓦に革まいたものが ， そのまま落下した状況で

70 

捜没していた。 また，6311A-6664D, 6311 B 

-6664Fとの対』ιは， この内笈来外�IIにおける

出土軒瓦の比率からも考えられる。



刻．

上記6型式についで出土i止が多いのは， 6225 （計九必の13.9%）一6663 （事f'f瓦の18.916）の1

組である。6225A～C·L4樋のうち今回はAが圧倒的に 多b、。なお， 藤原宮式の軒瓦は， 2 

次的に用いたためか， Jj[=f丸Jじが総個体のうち6.4%, flザ·}L；が総｛｜団体のう・らl Mとb寸不均衡

な比率でみいだEきれている。 これら藤l辰吉・ 式の瓦の多くは， 中区東半部（6AA0区G地区〉の井

戸SE2128の用聞にめぐらした溝SD2126から集中的に出土した。

l;'ig. 31 6314 Bと組み合せた6685Dの！間切瓦

6225 .....66日一河

今回の報告で指摘すべき重要な事実tt， 軒瓦数型式の絶対年代を知る手がかりをえたことで 軒瓦年代を
示す新写実

ある。中区東半部では， 土棋SK2102から， 字，，亀6if ·天平元年の木前．とともに6311A · 6313 

C · 6664A ・ 6666A ・ 668513の5型式が出土し， 層位的に， この土蛸より新しいSKZlOlから

は天平勝虫2年を下限とする年紀木簡とともに， 6131 · 6301 B · 6304C・6663C ・ 6685A · 

* 6691A ・ 6721の7型式が出土した。 また， 京iメ：阿北棋の土峨SK820 から は， 天平19年を下限

とする 木簡とともに628Zlla, 6311. 6313 8 · C, 6664D・F, 6666. 6685 n · D. 6694/\, 6721

Dの8型式が出土し平城宮のll汗瓦の年代をかなり明織にしたことは後諭するとおりである。

3供

B 道具瓦・丸瓦・平瓦・ 1噂（COLOR PLATE 2, PL. H. Fig. 31・32)

U) I, ぬんE

道具瓦には， 鬼瓦4型式と， 製；斗 ・瓦 ・ 刷戸瓦とがある。

鬼瓦にはまず鬼面鬼瓦が 2型式ある。その館 l は三彩＊瓦（COLOR PL 2-1., PL.4十I）であっ 三彩鬼瓦

て，大きく欠損してはむ、るが，大体の形状と大きさ（現在i:°;i20.5cm， 現在制17.5cm ， 復原綿28cm ， 淳

さ4cm）とはわかる。平面形はア ー チ形を皐し，やや横長の肉の上には三角形の腐をおき，河眉の

問には捻i状の突出がある。左右の鼻翼は斜めにたれさがり， 鼻孔もこれにともなって斜めの位

e 置をとっている。歯は門前4枚， そして， やや問をおいて太い牙がある。この鬼瓦によく似た
20) 

突例は，大安寸＝ほかにみることができる。大安寺出土の地瓦の1つ（Fig. 32）は，F-1 .ぅfの1前お

26) 大�寺には ， 似た忠瓦が2ぬ'm;lあるので，
乙才1，を仮りにA·Bとよぴわける。Aは，務五i
博物鐙F天平地宝』(1937年）pl. 10トー38，稲川
管也編『i1i代の）if,』（『日本の災術』ll ・ 1971王手〉
fig. 20参照。Bについては ， l宍平J自室J pl.
IIQ-43， 天沼俊一解説『三K会図集.I古1｛，必

(1921年） pl. 4，保�1'7l'iミJ'UI I・南部七大守合冗紋
採集』（1928年） pl. 33 ・ 34を参照。Aは， 円の
績にはJj:，ロの績には毛状のものを表現し仰の
上に怨術文：をほどこしている。Bではこれらの
表現をいっさい省いており，全体の図版の織成
もみおとりする。A·Ilとも自火をもたなb、。
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よぴ屈の上の低い部分に耳－や文様を付加していない点と， 門歯の直下に半円弧の制りこみをも

っ点とで ， ；本例に最も近b、。現存部分には留穴がないが ． これは， 窓例とよく似た上記の実例

に共通することである0 .：：：：.彩鬼瓦の胎土は灰白色で純良 ， がL成も良七 、。茨聞と側面とに羽！｜をか

け， 裏商にばかけていなb、。表面の剥落がはなはだしいが ， 眉の上の｛島、部分・眼球・牙・門

歯には主として淡此色の透明制， 眉・限の凋聞・必・ IIの周囲には主に緑色の利， 胞の一部ほ ＊

かに掲色積hをかけている。 この鬼瓦は， 内袈北而築地回郎SC060北側の雨結構から出土した。

Fig. 32 』＼！.1(1i}tl.1i大安寺

鬼商鬼瓦 鬼間鬼瓦の部2 (PL. 44 2）は耳の部分をふくむ破片である。 上端がとがる＊�形を揺する耳－

は， 中取hm患にむかつて傾斜する2つの商から成り， 中央に 2つの縦の 突総を』11えている。耳・の

下には巻毛が， J干のお方には， 自の周囲の輪抑制tかとみられる突紘がある。 この地面鬼瓦の完

形品は， 内裏西外郭西南隅（tB9I次調査〉で出土している（Fig 33）。

鬼身鬼瓦 鬼身鬼瓦（PL. 中1-3）は ， 既報告のものと同信である。 3 個体分あり， うち 1 1固体分はほぼ全

形（現在高 33cm, f!lM向 39.5cm ， 現在fi,!'l2.8cm, 1災民［紛糾 .Gem, I字さ 6. )cm）がわかる。両眼の聞

と腹部ヰl央との 2 プJ所にそれぞれ釘孔〈筏 l. lcm） があいている。

鳳飽,c鬼瓦 JI!J..悶文鬼瓦（llL, 4'1-'0は， 下端部を欠くが， 全体の大きさ〈現在高27.5cm, DJ.：（.叫1,129.5cm, I以

キ

さ 5cm〕と図形はわかる。鳳凪は ， 奈良時代にふさわしく迫力がある。顔を左）jfこ ， 4きを正面に 本

そしてBにかんしては災蘭に問Eさのためにま丑状

の志のをとりつけていることが指揺されてい

る。 東大寺西滋銚出土伊11 er天平地主J pl. J凹

-34） ， 正倉院HU：仰IJ （『天平j也�.r pl. IJ I-

46）， 興福寺山土例IJ Ct天平地宝』 pl. 11 トー45)

奈良県，｜ヒ店主itH11当麻村』II�）＝廃寺跡出土f¥K『天平

地宝』 pl. JJ0-41） ， 大阪府杖IE京市因分東条lllf

出土例〈『;J;:lj?,J也Si』 pl. Iゆ-42), 奈良県北
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u球部王寺町西安寺跡，U:I土例er天平地宝J pl, 

110→4）， 荒池瓦窯出土例（t!iJI·孝弘； r古瓦築
基，u pl. 8），も本{Vilによく似ている。 このうち

内安ぜi·跡・荒池瓦窯出土の2｛罰jには ， やはり哀

f舗に， 粘土級を縦にとりつけ釦状にしあげてい

るa 京大寺講堂出土の鬼瓦（『天平地宝』 pl.

110-39， 稲垣晋也『古代の瓦』表紙〉も本例

に似ている。 しかし， 細部の滋Jllま大きい。



むけて両脚で立ち， 両翼を大きくひろげており， 表現はこまかく， 日・l鋳. l']：・鼻孔・肉貯を

あらわし， 顕には4, 5条の併をめぐらし， 身は菱形の羽で覆っている。翼の表現はことに徴

細をきわめ， 基部に渦文状の飾りをつけ， これにつづいて勢よく羽がのびている。 尾の 一部は

到の布方にみえ， その先端部はi.l-'lの周回に大きな房状をなして'Li:.右に両翼の下の空間をうめ

本 る。唐草文は細〈鋭くのびる諜と鶏頭状の巻きこみとから成っている。顔の下に儲孔〈後I.9cm)

がある。 この鬼瓦の周縁は突出しており， いわゆる三角縁の形状をなしている。

Fig. 33 鬼岡兆Ji平波宮内忠商外郭凶樹飢

県斗・瓦の先形品〈長さ29.Scm，狭端仰9.8cm，広端1[1日10. .'icm, f手主J.6cm）が1倒ある。 平瓦を 製 斗 瓦

ire成百iiに半喜�した， いわゆる半製斗である。山田iに説llLI, II月而に布Flをとどめている。

商戸瓦は22個体分あり， b、ずれも， いわゆる室蘭戸である。完形品がi例ある。丸瓦の玉綜 函 戸 支

宇 部分を切りおとし， 残りを加p瓦に加工した長大なもの（長さ31·.Sc:m, r�1,\l4.lcm）である。な
27) 

お国戸瓦には長短各種があるが， 詳細は次の機会にとりあげる。

丸瓦 ・ :.P·瓦の.ii'；はひじように多し 、。 丸瓦はb、ずれも王縁をそなえている。平瓦は大多数が一 丸瓦 ・ 平定

枚作りのものである。桶巻作りによるもの〈平均39c川×：a.6cm, J手さ2. 8cm）と比ぺるとひとまわ

り小さb 、（平均34cm x25cm，厚在約I.7咽〉。凸l而の縄叩き闘は大多数が縦位， 即ち長辺にマー行して

ネ いる。 井戸SE2182の周囲にめぐらした前SD2126で出土した藤！＞.，＇！官式軒瓦にともなう平瓦に
23) 

は， 柏巻｛＇pりのものもある。そしてこれには， 粘土板をもちいたもののほかに ， 粘土組をもち

いたものもふくまれている。なお ， 丸瓦・:if·瓦の凸面には純叩き11圧a
・
4をもつものが大多数を， 1 i

めているが， 6135・ 6688にともなう丸瓦・平瓦には，1巳11uiに絡子Jlflき目をとどめるものがある。

壌の♀もかなり多む 、。これまで報告してきたものと同僚， 正方形〈フ＇i28.5cm）のものと， こ

本 れをこ｜土1践した長方形のものとがあり， 後符が大多数を占めている。

27）朱筏門 ・ 宮域il!iT旬階付近では，多；t斗JiL ' f1市戸厄が多数出土した。次回に今回の分もあわせ報告する。
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「理」「演口J

c 文字瓦・緑糊瓦・文字培（fig. 30) 

文字瓦には ， 刻印を抑したものと箆由きしたものとがある。まず乎瓦には凹面に「型Jを捺

印したものがあり， これにはやや大型の印（1.85 x I. 85cm）を用いたi例（Fig. 34-2）と， 小型

の印（ l.6X I.Gem）を用いた3例（Fig. 3←I）とがある。 丸瓦には凹面に「蹟口Jの掠向］があ

I許ig. 34 JC却の刻印と箆轡
1・2・3
4・5・6

「矢田.flkJるもの（Fig. 34-3）がある。 箆書きは， 平瓦の凹面に「矢田」と記したもの（Fig. 34→〉であ ＊

る。 このほか， やはり凹而に「束Jと路暫きしたものが2例あるくFig. 31ーのが， これらはと

もに， ふつうの平瓦より分が厚＜， 6689の:1:1，：瓦部の可能性が大きし、。 G689 に「東」の箆型；？をも

つもののあることは先述のとおりである。

録給率瓦 緩和l平瓦は， 小片（現"(F.J�20. 5cm ， 現｛£：秘1 15.5cm）で凹面に緑勅をほどこしている。 胎土は

赤褐色， t>�成はあまりよくない。東区の1在地層から検出した。 ＊ 

交 字t事 長方形のJ導（現在長 20cm ， 幅 11. 5cm, ）•／.さ 6.9cm）で， 広い面に長手に帯状の凹みく析。16cm,

�さ 2.4cm） を作ったものがある。 側面に「口J .「二Jの 2字 を箆脅している （Fig. 30）。

さらに｛也｛！こも字があつたかとおもわれるが破損しているためうしなわれている。？守内のf也地点

からトHよした問］診態のj与tこは！；本F主但Ti.

の第1字は「左Jかもしれなb 、。 本

28）佐原Jt戸17·瓦櫛巻作り」『考，，，学雑誌』第58{!;

第 2 号· 1972年， PP· 30。

29) �きに｜修」の刻印をおした瓦について， 修

理織の「修」だと考えた〈『平総2言語事－伝飛,C�li

蓋宮跡報告』 1961{f, p. ( !)0 今回の「理主｜もまた

修理の向山であることは疑いなb 、。続日本紀に

は， 神間i .l;'(�2 ＇.浮から宝むにかけて，修現長官・

次官の�がみえる。 また， i!lil＆寺東大門の§e!JjJ

74 

調査（1972年 3 ・ 4 刀務J,H'il<教育委以会・4美良

同立；文化財研究所�l!Jlt）では， 天平和J•,W～,t1Jl設

が；誕の紀年木衡とともに， 「修Jill司jと砲した

木簡が出土している（凶峰寺調査委只会『西隆

寺J p. 31 ， 図版24一色 1976年〉。『修』. l"�J 

は修理司の略記であろう。 なお，『修J. r型！』ほ

かの文学瓦については近刊の『越議資料V』参

照されたい。



3 土 摺

造物のなかで，最も多くをしめるのは土指であって，土騎・構・井戸・整地土から大量に山

:I二した。と くに土師燃が多〈，須恵穏との割合は，およそ3 : 2である。ほかに ， 施病II陶掃が

約10個体分ある。ζζで は編年的研究をすすめるうえで ， l�AT・な－｝缶資料を，重点的にとりあ 記載の方針

事げる。鉛利l陶器，Tilt，墨書・退問土器，箆嘗・刻樹土添および楠輸については節をあらためる。

本

対l陥称｜ー桝ri;; 本報告では，平以宮の土加を7段附に大別し，刊宮I ～vn

平波宮l A.D.710
平波宮目 725 
平城'l!J.·111 750 
平主主'B IV 765 
平城主Z v 780 
平城'/!J 11 800 
平滋'IlPU 825 

Tab. 4 lf減官土�の大別

の有無・筒聞を検討すると ，

と仮称する（Tab. 1）。 こ九にかんしては， 考察（pp. 139）を

制されたいo土採の成形 ・ 部品の技法について此基本的に

は，従米の分類・用法に準拠したが，補正したものもあるの

で，あらかじめかかげておきたし、。土師総の杯・皿・椀など浅

b、諸説は ， 成形後， 底部内而・11縁部内外面に「よこなでJを

くわえるのがつねである。しかし，Iヘラ府きJ・「へラ削り」

浩干の極却を区別できる。まずl底部外国をl�Uることなく，成1臨時

の凹凸をそのままのこす（a手法），底部外面をへラ削りして平らにする（b手法〉，底部からIJ a～C手法

＊縁部上端まで外聞の企面をへラ110りする（c手法）を区別す2。このうち，a手法による大多数

の土器の底部外面と， b手法による土器のうち，底部外面の削りが不徹底なものとには，木ノ

誕 ・ 指頭の日ミ浪がのこっている。つぎに視点をかえて ，
へ ラj百きをまったくほどこさない co 手 0 ～ 3手法

法〉，口縁部外面をヘラ磨きする（ l手法〉，底部外商をへラ蝉きする（2手法〉，口縁部・底部外

耐の全面をヘラ磨きする（ 3 手法〉 を区別する。こうして，a～ c
I O ～ 3のそれぞれを組み合す

本ことによって，ao ・ al ' a2 ' aa I bo ・ bl ・ b� ・ b3, Co ・ C 1 •�•Csの，計12の手法を区別しておく。

土師探の杯. fill .日杯には，H庁文をもつものがある。Z種却のfl告文を組み合せてもちい，底 暗 女
6) 

部内面に蝋脱i暗文， ロ縁部内「印·，こ斜欽射・111'1-文をそれぞれほどこす実例が大多数をしめている。

I）従来 ， 整形とよんだものを調盤とよぷ。
2）『平成��報告 ll .! PP· 63・91. PL.s2, r�r·争占

官報告川 pp. 24.
3) a · b · c は別個の手法というよりるむ・しろ

相関連した一連のものであって，2乎11；で作っ
た七援の底抗｜；を削つどものがb手法，さらに削
りがn縁部にまでおよんだ志のがc手法と紐解
している。a · b ・ cをまとめて木ノ柴手法の
名体がある。ω中琢I �T代 ・ 中｜｜！？における手工
業の発途ー畿内J Ci"日本の考古学』W l医史II年
代（上） 1967年. PP· 191。

り ここであっかう水ノ禁のff.I釦ま，純文土｛＞，；�・
弥生土器 ・ 古墳時代土郎総のE去にみられるもの
とはちがう。第I Iこ，袋脈の納古事が印されてい
ない。これは用いた撲の種類の郊によるものか
も知れない，第 2 に凹凸のある不調整の底1(1jを

みると，その凹んだ部分におむ、ても業脈の！王痕
が消えておらず，イ也の部分と同じ状況で迅l紛し
ていることが多い。第 3 に ， 鉢のほ部の l �l 
では楽脈の[E彼は，平らなi良部lのみでなく，m
1U1して立ちあがる口紋下繍音11まで3cmほど.illl
統してのこっている。tiH・第 3 の事実は平ら
な地雨や台の上にぶノJI�を数き，これに粘土を
おしつけただけでは生じがたい。成Jr：＊した土絡
を木ノ袋をつけたままの状況でず・にとりめげ
て，調虫色をすすめた過程に生じたものであろう．

5) ここで？会而というのは ， 筒聞をしめすのであ
って， ヘ ラj岱きによって全簡を桜っているとい
う意味ではない。 ヘ ラ肝きの線は，密t釦こ重ね
ずに線と斜lとが広い間隔をおくことも多い。

6) 斜線；,tJ｝からEえる附文. IF.しい放射線の一部を
なすものは.11:政射時文とよぷ。
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本文中で，たんにi時文と記述する場合は，この両種組み合せのものをさしている。額窓器の技

法では，ロクロの回転を利用した「ロタロなで」と，回転運動と無関係な｜なで」とを区別し

ておきたb、。土繁の器極の呼称を，従来のものとかえたものがある。各紫種は，段初にあらわ

れる個所で説明し，改名した襟種は，！日称と対比した。別表6をあわせて参照されたb、。

i七 、ει手孟－ ノ°＇〆， 

6. 23.J

32 7. 

食 3.4 

15 

杯C I 75 17.I 

椀A{! 3.6 93.4 
:409 l.8

bile 20 4.6 

鈎D 16 3.7 

21 
154

4.8 

J. I

2 0.5 

4 0.9 

0.2 

J.9
0.5 

ートーーーーーーーーーーー

�； 20 
0.9 

I}, 5

0.2 

0.2 

0.2 

438 100.0 

向1111－－

「間判叫出

o; 

そI I
の！大型議 ｜ 
他｜

初：B ·Jlll.B ·ヨl!Aは2霊と」きとからなっているので，

!UJtにあたっては. ?..i:・ trの悩｛主主主を合it-it·r.い

ずれか，その多く出土しているものの方の訟を係る。

土師-ll'J �忠告告

食 総1
4的（70.0) 175 (30.0) 584 

(93.6) (92.G) (93.3) 

貯蔵総｜ 8 (36.4) 14 (63.6) 22 
(LS) (7.4) (3.5) 

�tc炊共
20 ooo. o> o I 20 

(4.6) I cs.2)

I 626 
437 cro.s) 189 cao.2) I 

I Cl00.0%) 

Tab. 5 SK82刀出土土擦の構成

SI・

76 

れ別個体数
個体並立（比率%〉須 慈善苦

ill そ
他
の日

8 

9 
3 

fl I 2 

杯A lh l 
71 

1(37.6) 
III1 12 

7 5 
III n 7 

食 rl 13 2 

I { 空泌
18 6 2 3 

32 
14 2 3 5 

2 
2 

7 4 66 
8 2 1 4 

w {!
8 4 

12
2 3 

v {! 
5 

5 1.75 3 
(92.6) 

杯C 2 2(1.1) 

杯E 3 3(l. 6) 

凪A l 1(0.5) 

8 

4 3 3 

flllB ll ｛

韮

:. 
20 

3 1 1 
5 (10.6) 

総 1 

盗

6 

1 7(3.7) 

1 

2 3(1.6) 

鉢A 2(1.1) 

宝：＼：E 1 

蛍L 1 
Jri'

釜N 1 

乎瓶 1 

「
4 2

)

1 14 

水j仮 1 

ii：先 その胞の謹 3 

�lliA 1 

5盤B 2 

議C 2 6(3. 2) 

5華X 1 

計 JOO.O 
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• 

A SK820出土土保 (PL.45-珂 ・描~卦 62，Fig.35. Tab.5.6) 

東区西北1問 (GAAB区U地区548地l引 の土lldlSK8却 から1ご1:師器 438個体以上(約70%)， ::i;~ 

恕器189個体以上(釣305'，0が出土した。保存i叫Tで， 1千以宵llUの傑市首判である。

土 f叩器 (PL.45-4(; 珂， Tab. [) . 6) 

• SK820出土の土師器には，杯八，杯B. fFC，腕A，師C，腕D，illlA， IJJlIL iIIlC.鉢Il， 磁覆の携成

杯B・皿Bの蓋， Z耳杯A....::;:.1¥.. ~A蓋， 亜 B ，型A-誕C ， 型X，把手付布孔大型蓋の器曲があ

る。 これらのうち。大多散を占めるのは，界.llilなEの出も、総領である(Tab.5)。これら捜し、

探輔の大多量!および杯B 出IIIの藍 地(Aなどの目的土は，砂粒をほとんどふくまなも、。色聞

は白みがかった淡補色ないし灰白巴のものが腔乙多<.灰似巴のものがこれにつぎj 品総色の

事もの乙少散あo。概して前 2:1.;'は匝<.能者は聯;買である。これに対して!同C，鉢，および

型類の肋土は砂粒を多〈合み，医~茶褐色のものが多u、。

H-a 杯A (PL. 4ト 1-3，14-24' 35 . 33. :{9) 広〈平らな底部と，斜め上にひらくロ縁部 杯 A 

とからなる。 101個体ある。ロ録部には.An予rm.s形態の 2副知が区別できる。 A形態の断而

形{ま，口融制l下半が内問，上半がわずかに外円する弧をえが〈ものであって!日韓端部が内冊

・にまるく肥川するこ とも特世的である(l-3.I4-17'2tr、24.38四 h B形周の断而IDf.:L全体が円

叫する彊をえがき，ロ輯端部内肥厚が小さ〈目だたないιのである (18'19)0A形態の口躍部を

もつものが大多量を占める。折、八は1大きさによって，何;.1¥.¥(1-3， PL， 5チ-23;I-J径19.8cm，

nさ5.2rm)・杯AIl(14-19，3.'1; n従19.9Cm，ぃ月さ4.0cm)・停A川 (20-24.38'39， PL. 58-4 j n 

iを17.2cm，;rsさ3.4cm)にわけることができ，それぞれ42.27'32個体ある。 ιの3者には，形

・態 ー調盤手法にも泣いがあり，杯八 Iがすべて八形態のロ縁部をもち，a.手法によっているの

に対して，停An・杯AIIJには A静躍のほか，ll形態の口融部を もっ ιのがあり!また杯1¥11

には，:10':1， ' bo • b，・ b，. c，・"の?手法停Aillには， <10・:1，. :1， . bo • b，・b，・'.の 7手

佳がみとめられる (Tab.6)。また，杯Alでは，陪文を もつものが2飽体で，企体内 5克にも

たつしないのに珂して，杯AIIでは21個体 (77克)，杯八聞では29個体 (91%)に陪文があ Q。

粛なおj 明院主と料放斜文とから成る通常の附文に加えて，ロ緑端部内面に連弧文をほどこすも

のが，杯An 杯A聞に 1倒ずつある。このほか注立をひくものとしては，庇郊に粘土組の合

せ目をとどめるもの，水車圧叫 ・刷毛目状庄痕をあわせもつ6のがある。説書土器告は 3倒ある

(PL. 58--1， 5チー23)。これについては別にとりあげ答。

H-b 杯s(6.7) 'VJJ，tと刺め上に問1< rJ縁部とから令札口台をそなえる。 3例体あ 杯 B 

・ る。 大きさと帯感と仁よって，杯 BI(6jLII正23.2cm，向さ復原 6Cm)と， 杯BIlI(7 ; uf~ 

17，Ocm，向さ3.8cm)に区別す否。綜BIは，ロ結部が長<. 深い形盟をそなえ " 干法によ

っている。 杯 UlTIは B形態の口縁部をも ち，b，宇佐によ っている。 内而に斜放射陥文がゐる。

H-c  杯C(36-37， PI 崎 一.3.8， 59-17-26) 小さな千底，あるL、は九底と斜め iにひら 杯 c 
8) 9) 

〈口縁部とをそなえ，口融部備自Iが内閣することを特慣としている。 75個体ある。大きさによ

7) 測定可惚なものの平均f仏以下同級.

8) 円縁部地問 ・尚台の脚の端而が.内側に尚〈

外側iこ低いも のを外傾， 内側に低〈外側に~.~~ 、

ものを内簡とそ"ぞれよぴわける。
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って杯C 1とする(口径 17.8cm，商さ 3.3cm)o <10' a， . a J • a. . bo . b，. b.手法から成り ，螺

旋 朝方射時文をもつものと ，乙れをもたぬものとがある。墨書士号告は 5問あ6。

機 A H-d 楠A (8-1I， PL. 59← 25) 丸底に近~"J、さな平底と内湾する弧をえがし、て，制め上

に大き〈聞く口融市とからなり 底部から口融部への移行は漸進的である。ロ羅部には，端部

がま る〈おわるもの(Il • 10. 11)と，内閣するもの(9)とがあるo16個体あり ，大きさによって， 命

腕A1 (8' 9; nI}18.7cm， r.5さ5.7cm)・随ATI(1O.11;nfU6.8εm，高さ毛6<m)にわけ答。そ

れぞれ8桐体ずつある。前新においては，主として <10 • c.手法をも ちいていQのに対して，

0 2 3 不明

a 121陣4.n 12(4. j) 2(0.8) 民¥.2) 24(g.3) 1253 
〈凪 8) ( ~O.O ) 侃 "α:3. 1)泊.6) I (お】〉

bl蜘"，加の '0防当印刷吋 67
(11幻(5.¥.3) (33.ヨ) ，乱。，，，.の I(J9.8) 

cl 7(50.ω 2Wぉ o 5品 ゎ o I 14 
1 ~" 何ι7) (:批的 I ( 4.1) 

[259 30 3 13 3令 I339 
I (7-を;.4) (8.8)ω 9) (3.8)αaω 1α。'"ラ

TlIb. 6 S K820tC土土師器の手法

佳者は太多置がすへて Q 手法によっている。なお，ロ縁部外面のヘラ磨きは，4由にわけて!

器而を 4角田にめぐるものであってj 底部外而のへラ麿きは i方向をとっている。また，ヘラ

削りの方向は，ロ縁部にほII平行している。品書土禄は腕、 Iに l倒 (PL 日 -25)ある。

H- e 闘 C(40.41. PL.5ト 7) 丸底に近い平氏と内野する弧をえ州、て立つ 口縁部とか

らなる(口径四 2em，r.~ さ 4 . Ocm)o 20悩体ある。内聞するロ縁部端面をもつものが多し、。 e
問〉

手法によっており， 口器部上初の外聞を幅せま〈よιなでし，その下はE苛外而 にし、たるま

器 舗 手法10J'1' 3 

不 明

a 8 2 .0 

杯
b 8 5 .4 

E 
C 2 

不明 I 

A 
a 9 5 15 

目 b 6 7 2 16 

c l 

杯 c 

一行B m b 2 

相:
a 60 4 66 

b 4 2 8 

C 
不明

続 C 

9) 従来の皿A ' 周のフち，n録制端面内側のも

の (1￥波宮報告 UJ PL. "シー.214，r.y.敏官報
告¥tJPL. 5ト 19)を怖CとiI<恥

10)内而企画と口縁部上越近〈の外商のせまい範
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器組 |手法L，，-JlI ' I 3 I不明|合計

皿 1• 

，，~ I '1 I I 1， I : 
a 

3 " 
5 

9 1 • 
A 

b 
4 E 

不明 3 3 

a 

4
-
1

5

2

 

刊
以

4 

院 11 
c 

a 

A I 11 I '1 4 

不明 2 

• 

図とを強〈 ヨコナデし，以下を不調盤のままに

しながら底部外面に本ノ案反艇をとどめないも

のであ盈 (1平波芳純告rIJ p. 25)0 今回の分

頬では'.に腐す6が e手uの名を使う.



. 

で，不調整のままのこ してい否。 底部外国に!粘土紐の接吉目 をとどめ るものがあり，また，

ょこなで仁もちいたとみられ否布の圧血をとどめるものもある。 1人事Jt記した!H!土爆が

i倒 (PL.58--7)ある。

H-r  簡D (12.13) 嗣Aをやや世 〈した形態であ石 (n径 17.6cm，高さ4，Ocm)o 16個体 挽

・あるロロ蒔端部がまる〈おわるもの (13)が大多数を占めており， 内阻する端l薗をもつもの

(12)は 1側にすぎなむ、。蝿Cと同躍 c手法を特置とし，これには，嗣せまいよこなでの下

を不調整のままのこすもの， ヘラ削り するもの，ヘヲ削りの能ヘラ陪き を加えるもの，の3租

顛があり，ヘヲ削りするものがEも多b、。

D 

H-g 血八 (31-34，PL， 57-] . 2， 58-5. 5今 一13. 21 . 24 . 28) 広い平らな底部と斜め上 皿 A 

- にひらく士証炉口融部と をそ仕える。 151例体ある。口縁部には，さきに杯Aにみたと同線.A

形f~ (32)・B形態 (34)の 2輔顛がああ。大き主によって， 皿八円31~34 ， 円 57-] .2. 

58-5， 59-21 . 24 . 26 ;門係 22.5cm，川さ3.Or;m)• L!↓1.'¥ 11 (PL.59ー13j n作 18.3cm，j'i;Jさ2.llcm)

にわける。皿AIは 133個体ある。 日韓部にはA・B両形態がある。詞柊手法には.a・・b.

b， . c.の4手法がみとめられ，このフち'.予怯が大多散を市めており c.子陸は l倒のみで

・ある。手法の曲加はロ将fjf，C)1別居と関辿をもたなL、。しかし 陥文の有無は口融却の形盟と無

縁ではなしも っぱらA形態のn縁部をもっ肌にみられる。血lATIは21個体あ否。このフち，

A形照の口躍部をもつものは15例あり，いずれもB陪盟をもつものに比較して法量が小さも、。

aD • :t， . bo • b，の 4手法がみられi 判定可能な11嗣体すへてに陥文がある。 L、つぽフ B暗躍の

n輯部をもつものは，いずれも h 手法によっており，崎文をもっ。且3土保は皿A1に7間

*' (PL， 57-1-2， 50-5-6. 5少-2]. 24 . 28) ， ImA nに 5例 (PL，59-13)ある。

H-h  /1llB (30) 凪IAIこ向台を付けた依種である。蓋と1HIになる。 i個体あり， 大き 皿

主によって，皿BI(30; n怪 30.9cm，高さ 2.9cm)とよぶ。 A形態の円輯部をもち.b.手法に

よってお り， 明暗主刺放射附士があ否。

H-j 皿C(42.43 j nB~. 11.1 cm ， 高さ 2.5cm) 小さな皿である。附文はいっさいなも、。 皿

* H- j 韮 (25-29) 平らなm部と 1 なだらかに円曲する縁部からなる。頂部外両のヘラ 査

醇き1'.まず相対する 2辺に，平行直線をa:，'に重ねたのち!他の2辺におよぶものであって，

つまみを中心として，方酵を形成してい益。緑部外而には，これと別に，縁部の円周にそって

ヘラ聴きを加えている。 なお，つまみ上而 岡部門雨にも臨旋暗文をほどこすものがある。大

きさからみて，illLBl蓋 (29)・ 何~ B Bí定 (26) と 想定で きるものがある。しか し. i也の器極と組み

・合う可能性もある。

B 

c 

H-k 鉢s(1' 5， PL， 59'-11) 丸底に近い平Eと内田しながらひらくロ揖叩とを もち， 鉢 B 
u， 

半球状を呈す{， (nu'::19.]cm，刊さ 7.9cm)o 4個体ある。 口縁端却を内側に，わずかに肥仰さ

せたものが多b、。砂粒を多量にふ〈んでいる。 h子法によっており，木葉町圧棋をとどめるも

のが i剖ある。 また，外而の広範囲に慌が付罰しているものが過半数を占めてお りj それがー

・部，円而におよんでいるものもある。「日等Jと記した車内士宮告が l冊ある (PL.59--tl)o 

11) この器照は今而lrr川1である.f'I'.えゴ報告rv.1 

で鉢Bとよんだもの CI.. jp. 26， Pし38--“〕

は鉢Aとし. f平減符報告¥1Jでf被告した SD

485 1\ \ . 1 の土附 i~で鉢 ß (HWでは納B)とよ

んだものは，鉢Cとよびかえ忍.なお.I日鉢A

(fギ峻寓縄自 111PL...か-238)は鉢Eとする.
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高 杯 A Hー l 高杯 A 多角形に面取りした脚部の上に， 水平にひらく杯部をのせる高杯である。

杯部の破片がl例あるのみである。内面の口縁部上端には斜欽射暗文がある。外国には， 線状

のへラ謄きがみとめられる。

壷 A H-m '.!iKA (45) やや踊平な器体と， 短〈立ち上るJl.，い口頭部とからなり， 相対する2方
ゃっζ12)

の扇に把手をつける， いわゆる薬賓とよばhる土器である。 全体がわかる突例は小型rW, (1�5 ; キ

口径8.8cm ， 尚さ7.4cm）である。なおζのほかに ， やはり小型品の口縁部破片l ， 大型品の把

手破片i， 底部破片3がある。

蔓 A 筆 H-n 輩A議（44) 水平な頂部から知 �hしてたれさがる縁部をもっ小型の蓋（ロ筏 i I. 2 

cm）である。 頂部外四には ， 杯· llll.の議と同様， 方形のヘラ謄きをほどζしており， 内聞に

は， 螺旋ll作文がある。
13) 

蜜 n H-o ilそB (46・47) 踊平な器体に瓶〈外反するn線部をつけた， 広IJの土器である。

委 A H-p 窺A (PL. 46-51～54・56) 球形に近い務体と， 強〈外反する口縁部とからなる広

口の土様である。大きさによって，きIU J (51；口径36cm, j認さ31cm〕・！.!l!AII (56; W1'.ii26cm, 

高さ26cm）・�Alil (54; nrn2ocm， 尚さ19cm）・謹AJV (53; IJ f柔17cm，向さ16cm）・誕八V (5:l; 

本

u径J5cm， 向剖3cm）にわける。 休部外而をハケメで前後する， 休部内出｛まなでて調殺するも 本

のが大多数であり， ハケメをつけるものはきわめて少なむ、。

窓 B H-q 郵｝3 (49・50・55) 郵Aとほぼ同じ形態をも ιら ， 相対する2カの肩に把手をつ付た

ものである。把手は， 平岡2等辺三角形〈底辺：高さξ2 : 1 ）の踊平なもので， 上方におりま

げている。大きさによって， 護B I (49・50; ilf!事26cm, i�fi�25cm）と�Biil (55; Wfi120cm，主主i

さ15cm）とにわける。

護 C H-r 懇C (PL. 5ト57) 頭部でややしまる， 長手丸底の器体に， 斜め上にひらく口縁部

をつける0 [I縁部の内外をよこなでし， 休部の内外面は， ともに底部側から口縁部側にむかつ

てハケメをつけており， 外而の下半は， これと逆方向にへラ削りしている 。底部は 火熱によっ

て赤変しており， 上半には煤が付着してし必。

持宝

透 X H-s 鎚X (PL. 5ト58) わずかに上にひろがる筒状の器体に， 斜め上にひらくロ縁部を 本

つけたものである。 口縁部の内外をよこなでしており， 休部外面には ， あらし、ハケメをつけ，

底部付近はヘラ削りしている。内面の制自宅は不十分であって， 左回りtこ雌！産状に積みあげた粘

土紐の合わせ目がのこっている。胎土は砂粧をふくむ黄白色である。用途は不明だが仮りに饗

としてあつかっておく（門 徒8.Qcm, i'.':iさ彼I首（ 34.0cm）。 i個体ある。

把手付双 H-t t巴 T付双孔大型掠（ PL. 4←48) 齢、笠形の大型ニヒ掃である（n径48.Qcm, 1:Jさ18.5 * 
孔大型遊

cm）。頂部Hこ半環状の把手をつけ， 把手のま軸に直交する2方向の， 頂部中央からやや下った

ところに， 門孔（筏5cm）をあける。頂部の外部と内面上半とをハケメで仕上げ， 内llD ト半を

ヨコナデしている。この識を何にかぶせたかは確められなb、。火炉の盤とするのもH震である。

12) f-'jlJ成官報告E』で書官Aとした欽鉢j診のごI:�
〈同P. 66, PL. 45-237）は鉢Aと改称し ，

f平放官級合·\l；で護Aとよんどもの〈阿P.

56, PL. 67-339）は ， 鉢 Dと改称する。
13) 『平 J成官級岱W』で鉢Cとよんだもの（PL.

80 

38-33）および， PILh武官報告\'l』で小1盟主：！ .
鉾Cとよんだもの（PL- 57-77, PL- 67-331)

を蛍Bと改称し， 従米司官Bとよんだものerγ－波
宮報伶D ! PL- 51-SOO）を奄Eと改祢する。
なお， imn線組名の対比は別表6を参！夜。



11 須恵器 (PL.47-回. Fig ぉ， Tab.5) 

SK820出土の彊聴器には，杯A，Ifs， Ifll蓋，杯C，杯 E，腕A，llllA.皿s，nnu葺，

皿C，鉢A，賢A議，査f..点L.宣N，平沼j，水瓶， 鎚A，盟 11， 斑C，唖Xがあ否。

食 器 商 止に列挙した機種のうち，食容額，すなわち杯杯B蕊，皿・皿B蓋など，供

・眼用の浅い形』置の鰭瞳は。散が多(，色調 '賀位怯 ・形躍によって 1 識別可能な 3つの群に

属す，ものが多し、。そ ζで，これら3昨を!日)]. n. m昨と よぴわけ! この町に記述したの

ち 3群以外の食器商および，寵い肝躍のi*視をとりあげる。

項恵器第 I昨土器は，骨灰色を呈する硬い質のものが多散を占める。ほかには，能成不良で須恵窃!I!
I幹土密

灰白色の，やや'"宮のものを恭平みるにすぎなも、。既成の際に， ワラをはさんで土器を宜ねた
o町'"'川噌

. こと によ つて'世mm幅の組以状:に黒rんfだJ'いわゆる火仰をもつものがある。胎土中に黒色物

賀町小粒〈段大Y<:3mm)をふ〈むものが少量ある。

摺 I群土器は， 3君干のヲち，世畳的に最も多〈の土器詩を包折しており，杯八，杯B，杯B謹，

M、C，皿^. Iill.B，血B鼓，皿Cなどの器曲がみとめられる。これらの土開li，右回りのロク
1.1) 

ロを用いて作ったものが大多数を占める。以下。器曲ごとに記述をすすめる。

'" SI-a 杯A (I'L. 47-20j.......220，I'L. 59-16.27) 平担な底部左胴上にまっすくのびるロ 杯

縁部とからなる。底部外面には，へラ切り叫，すなわち，ログロからヘヲで切り雌した痕跡を

とどめている。桂に乙れを千でなでつけたものが多いが，不敵民におわっている。 主としてロ

置によって，杯AI--AIVにわけるが，このフち，杯AI--A聞は，さらに様向によってそれぞれ

Z分でき るので，杯1¥1-1 杯AI-2などとよびわけておく。こう Lて企体を，杯 Al-1(201 

.. 202;口径 19.5cm，向さ5.3cm)・杯 AI-2 (203-205; n世19.[cm，日さ3.9cm) 杯 A!l-1 (206， 

却"口径 17.2cm，向さ4.7cm)・杯 AII-2 (口ffI7.Ocm，高さS.4cm)・何CADl-1 (208-211; n符

15.8cm，市さ4.3cm)・杯A回一 2 ( 212~215; nl世14.1cm，両さ3.6cm)・杯AIV(216-220;円出11.5 

om，市さ s似 m)にわける。

土器の口佳と商さとの割合をしめすために，高さ/日程x100を「在高指世」とよぴ，応Aの

・細別措輔の散値を比較すると，杯AI-l・綜AU-}・杯AIHではし、r札も27刷桂，また，事手A

1-2・杯 1̂1-2は20別桂をしめしl 口佳と向さとの比率をほla等Lくたも ったまま，大小の凶係

をも っている。 いつぽフ，折、AlJ-2 杯A田辺 '杯AIVの時前は! いずれも大差がなL、。ζれ

らは， もっぱら 11佳の大小関係にあるo ，慢の土器は綜A1J[に 2倒 (PL.5仏-16.27)ある。

SI-b 杯 B (PL. 48-279 ....... 沼町 杯Aに向台をつけた形瞳をそなえ，蓋と i継になる。

-m台は， 外に力強く張り， 附而形が角直つ亡し、るo 脚端而には， 内航 (280)， 水 3JL， 外聞

(281)の 3唖知がある。また， 脚端面には， 平担なもののほかに，山田をなすものι多も、。

底部下面は1 ロタロで削った乙のと削っていない6のとがあF，後者には，ヘラ切り痕をとど

14 ) 多恵~~1I 群-1:$ 114個〈杯A44 杯B2.1

杯R益29'lliLB5.m1.n議 4 岨A I.E比C7 )の

ロク ロ回医方向はj 右回り回倒 (90%)，左"'1

り7例(10%)，不明“個.こ九は主にへヲキリ

fRi:: rn り綱般にかんして制対した鮎~，である.

U~ 1 鮮~.地ではJ花形段附におけ a回転ブ)1 ")の判

〉出、むrかしいが 1 キ到した少数例では!ヘラ

キリ'"のしめす回転方向とー殺している.

1:')以r，~U.!!器の記述でと〈にこ とわらずに削

るという峨合は，ロ タロ上で回転しながら附句

たιのを仰す.回転と無間係にヘラで削った場

合1:1"， ヘヲで削ったと，1!JHる。
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めている。 ロクロ削りの範囲が底音I下面にとどまらず， ロ縁部下端におよぶものもある。削り

の後， 回転を利用せずになでて仕上げるのをつねとする。 大きさによって杯Bl (279～281 ；ロ
16) 

径19.9cm ， 尚さ 6.0cm）・杯Bil （口径約18cm）・杯BIII (282～2邸；u径 15.(Cm，高さ 4.4cm）・ 杯B

IV (286 ・ 287 』 l..l 径l l.7cm ， 高さ 4.0cm）・杯BV (288 ・ 289; n f宅 10.0cm, j'.;jさ 3.9cm）の 5 つに分

ける。杯BI・杯B阪の径向指数は， ともに30前後でほぼ等しく， �B W ・杯B Vは， 器高に大 移

差な〈， ロ径のみが異る。

杯 B 澄S I-c 杯B蒐（265～278, PL. 58-10, 5ト22) 杯 Bの護は， 平らな頂部および屈曲する縁

部とから成るA形態のもの（265〕と， 頂部がまるく笠形を昼し， 縁部 が屈rlliしないB形態の

もの（277）が区別できる。第I群の杯葦はA形態が大多数を占め， B形態は， 杯BIV ・ 杯13V

(n径） I 
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Fig. 35 須葱7ui杯Bのまま・4まの対応

などの小型の杯蓋に少教みるにすぎな い。 A形態の屈曲する縁部は下方にするど〈突出してい 本

る。 つまみは踊平であって， その上面の中央はわずかに突出しており， 周辺がやや〈ぽひもの

がある。 頂部外部は， 削った後になでるものが多数を占め， ほかに ， 削ったままのもの， 削ら

ずにヘヲ切り瓜をなでて消したものが， それぞれ少数ある。内而のrl 1央には ， 仕上げのナデが

16）杯BIIは， 今回の資料には見られないが， 後

述ずるようにこれに対応する議があり， その策

にはmね仰ぎによる身の減VfAiがあるので， イ守：干f_

82 

したことは明らかである（Fig. 35）。

17) �さにこのそれぞれを益A・謹Bとよんだ

〈？平城1抗日何日 JI p. 67）。



みとめられるロ出 I群土怒の杯B蓋を，大きさによって。杯81量 (265-272，PL. 5争--9.22;

世20.9cm).停811蓋 (273;i歪18.4cm) 杯8111蓋 (274-276，PL. 58-JO; {f16.1cm)・綜BN蓋

(277 ;伐12.9cm) 杯BV蓋 (278;伐JO.9cm)にわける。これらはそれぞれ杯出-Vに対応する

(Fig田〉。なお，綜Bl-III'V蓋には，それぞれの身と重ね合せて酷成した際の叫跡をとど

・めたものがあり ，身の口怪がわかるものが計12帥ある。よ唱力土栂が桁81越に 3問 (PL.59--9 

22)，杯sIII苗に 1例 (PL.58-10)ある。

SI-d 将~C (PL. 47-227. 228) 端が巷きこんでおわる口縁部。すなわち土帥器杯AのA 杯 C 

形態の口融市をそなえる停である。底部外而iれ、ずれもへらで回ったままである。

SI-e  IJIIA(221) 皿は，師平な底部に距いロ縁部をそなえた告す剖である。 llilAは!血の 皿 A 

・なかでは聞い形躍をもち，杯Aと1，政担の口極端部をそなえてい.0
SI- f 1m 13 (1'1. 時一293-2田) 皿Bはi 皿Aに出合をつけた形態をそなえ，藍と 1組に 皿 B 

なる。日台の断而形は向直っており l 脚端の帯状には，杯Bであげた 3輔萌がいずれも存在す

る。底部外面は，すへて削って行上げている。外国周縁は。いずれも日台を付け各際になでて

い否。大き dによって，皿sltよぶ。盤:!t土器器が1削ある (PL.62-12)。

参 SI-g 血B韮 (2回 -2盟〉 停B蓋左同開.A形盟，すなわちkTI1111する緑語習をもっ踊平な葺 皿 B 萱

である5。つまみが凪平で，その上而中央をわずかに日めている点ι杯 B蓋に共通する。頂部

を揖部近〈まで削り，なでて仕上げている。内田中失には 仕上げナデがみとめられる。

SI-h  皿C (PL， 47-222-226) 苗い阻であるo口融端部がやや向彊っており，わずかに 血 C 

外方，または内方に提出するものが多し、。庇部外耐の中世にヘラキ P痕をとどめるが， 周縁

・はなでつけているものが多b、。径の大小によって.1且Cl(222-224 . 226 ; nii<. 20.8cm，両さ 2.2

cm)'皿CU(225jロ律15.7cm，日さ1.9Cm)にわける。

罰車協出U!1'上部は，W.......世灰色を量 L.硬質れやや耽Tiである。胎土にm色物質の粒子 須恵鰯第
E群 土窃

(最大長 5mm)をふ〈むも町が大多数を占める。部 I併土保に〈らべて拙袋は. q哨}だが 削

った部分では m色物質の粒子が移動してく ずれ，品でぼかしたよヲな状祝を旦す否。 AJがを

・ とどめ否ものも多知、。 杯A. 料、B. 杯 B革j 杯日 J 腕t¥，1m B.肌 11能力、あり，ログロを右

に回して成形 ・調盟Lたものが多いが，左阿りのものが占める削合ば， ~q r.宇土録におけるよ

'" りも多し、。また。成形時 ・調整時でロ クロの回転方向が興るものもふくまれてL唱。

S Il-a 例~^ (PL， 47-229' 230 . 233 . 235) nll ~，土器;の停A と Jt鮫して冊両がやや尚 杯

い。口縁部とE却とを明瞭な詰瀧によって区別しており，底部外耐とそれに前<n最下端部と

・を削っている。ロ僅と市さとによって，杯A1(229'230; nffJ9.6cm，日d6.lcm)'杯1¥111(233; 

日係14.2cm，前さ5.3cm)・杯AIV(235;口径1I.1cm 刊さ4.0崎市)にわける。それぞれの制体置

は3・7・2制である。 口融部内面下半にカ4メ〈調艶ロクロの阿転を利JIIしにハケ...JIJ工具による

瓜〉をとどめるものがある〈幻 0)。墨113土保は綜A llI に j 例日WI土~138) ある。

Sll-b 係 B(I'L. 4ルー296-3凶) 形態は出 I詐上仙の杯Bと大盤ないがl 器隔がやや日 杯

18) 節 目郡上般の27側体〈料 A7備杯s4伯

杯B益4例 杯E3例 腕A3倒 皿B蓋6例)

にかんして倹附したところ!成形i生附〈ナ";F)

間盤段附ともに布まわりのもの17倒1 ともに

た同りの4の5例，11~m段附;(í l!llり ， ;m住段階

ん阿リのもの5仰とな巴，ている.成形段階につ

いてイ'iln]り 1，;凹りを比較すると22例 (81)'$)

対 H~ (19.90')になる.
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ぃ。 ただしロ縁部端聞は， 内傾， すなわち内側に下る斜簡をなすものと， ほぽ水平・なものの2

種類であって， 別1京な外傾， すなわち， 外側に下る斜而をなすものはない。底部下回からロ縁

の下端部ないし下半音IIまでを削っている。削ったのちにナデを加えていない点も， 鈍LI洋土器

と異なっている。現存するのは杯BI（口径 19.Scm, i!百さ 6.5cm）のみである。しかし対応する策

(301 ・ 3回〉から， 杯BID C口径約15cm）の存在を想定できる。 キ

杯 B 蕊SIl-c 杯 B輩（301～2倒〉 B 形態， すなわち縁部が屈曲しない蓋である。つまみの形状

｛ま， 第I群土：If｝の杯B誰のそれと大差ない。緑郊の端近くまでを附り， その上にナデを加えて

いないものもある。 このほか内面中央をなでたものがある。杯BI謹（303 ・304 』 ufi20.4cm） ・

杯Bill藁（301 ・ 302 j 11 係16.3cm） にわける。

杯 E Sil-d 杯E (PL. 47-231 ・ 232) 内向する弧をえがきながら， 口縁部がわずかに斜め ネ

上にひらく形態をもち， ロ緑色端面が内傾することを特徴とする。器面はひじように平滑であっ

て， 底部外面から口紋下端部にいたるまでていねいに削り， しかも， 底部からロ紋部への移行

部分をまる〈仕上げている。 3 個体ある（Cl 仔.16.Gcm， おさ 5.lcm）。

凪 B S E一 c 1lll B (PL. 4ト308) 高台をふくむ破片が l 個体分ある。底郊外雨を削り， 底部外

国外周と口綾部をなでている。大きさからIlllBIとよぷ（口径復原27cm，おさ復原 scm）。 毒

血 B 蚤 S Il-f 皿 B 稼（305～307) B形態の縦であって， 川平なつまみの上田中央がわずかに突

出する点も， 杯 B謹と共通する。頂部を級官11近くまで削る。縁部の上面にカキメ〈制 1cm1ゆり

をとどめるもの， 内而のみをヘヲ磨きするもの（307） がそれぞれ l 例ずつある。大きさからm

BI蓋（307, nfii30.2cm）と..ll!lBU蓋（305 ・ 306 』口花24.lcm）とにわける。

椀 A S Il-g 倒A (PL. 47-234 236・237) 杯Aをきらに深い形態にしたものである。底部外 字

面とそれに統＜ n緑下端部を削っているのは， 杯八と同様である。大きさによって椀AI（白山

ロ f手D3.9cm, i
f
＆さ6.Jcm）・椀An (236・237 ；円係 10.Scm，日さ4.8cm） にわける。

須愈告書第 額悲情第fill洋士．昔告は灰白色を皐し， 磁滞に近いJポじをあたえる， きわめて硬質の土器であ
Ill鮮土務

る。不透明の白い有宏ふくんでいる。 館E群士総と同様， 黒色物質をふくむものが少数ある
ひg’t「b

が， 調整によるくずれはみられなb、。火搾はまったくみられず， また， 前甑で能成したとみら 字

れるにもかかわらず， 吹き出し勅や自然軸はまったくみとめられなb、。杯 B， 杯 B蓋， llllB藁

がある。 ロ クロの回転方向がわかるものでは， 成形 ・ 調整ともに右回りのみである。

杯 B I S回一 a 杯Bl (PL. 48-314 ・ 315) 第 I • Il 若干土縫の杯と比較して， il'.:i 2"が大きく， 口径

が小きい〔 nn'; 18.Scm， おさ 7.Jcm）。そして. n縁mlの外聞度がすくなb、。内外の撚而には，

ログロ調整による起伏がほとんどみられず， 北側全体がまるみをおびている。出合はまっすぐ ＊

下方にのびる小主なbのであって， 第I· IU下土鳩杯Bの， 外に張る高台とは形状をまった〈

真．にする。蓋にも共通する手法として注意をひくのは， 内面iこ同心円文当店による圧痕をとど

めるもののあることである。。墨書土音量は杯Biiこl (?lJある〈墨書士総36）。

杯 B 蓋 SIIJ-b 杯B誰（311～313) B形態の葉である。 婦平・なもの， なか尚のもの（312）がとも

にあり， いずれも全体をまる〈仕上げており， 知掘に起伏がすくない点で， 杯Bと共通する。 本

つまみは， l術面が逆台形を呈することが特徴的である。内面に当板の同心円文をとどめるも

19) mmr.·t:土日日の10が｜体〈杯B2 例・杯B議 4 阿
·l!IlBi,'f4�＇，I）について検討した結果，成形・
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のが多b 、。他に，内聞のほほ全体をなでて仕上げたものがある。杯Bi蓋（311～ 313 ；ロ花20.0cm)

と 杯BIJl蓋〈口径 IS.9cm）とがある。

sm- c Jil113競（ 309 ・ 310) B形態の斑である。 つまみの形状が， 断凶迎合形を記するこ

と， 内面に同心円文をもつもののある乙とt.l:ど， 杯Bの蓋と共通する。縁起ii上国にカキメをの

傘 乙すものがある。内外面とも縁部・頂部とにわけてヘラ陣ぎしている特殊例がある。皿Blの蓋

(309; 円程29.8cm）と ， 1mBJJllかとみられるもの（ 310; nf�27.0cm） とがある。
20) 

つぎに第I～E群以外の須恵擦の食＃枠組についてのぺる。 これには， 杯A， 杯B ， キドB益，

lllLB ， 皿 B 韮， lllLCがある。

第I～III鮮
以外の食堂量

sx-a 杯A (PL. 47-238～244） 杯AI (238）， 杯Alli (239～24 ］ ・243 ・ 244）， 杯AIV (24·2） が 杯 A 

＊ ある。 このうち若干例（240～仰のは第 I 瀞土器にぞくするかも知れなし、。色と質からは灰同色

で黒色物質を ふくまないもの （238 ・239 ・ 240 ， ただし238の内n'tifi�伽、）， 灰色でとくに硬質のもの

(244〕， 灰色で砂粒を多設にふくむもの（241), 背灰色で黒色物質をふくまないもの（242 ・ 243)

が区別できる。また， 手法の上からは， 金cmをロクロでていねいになでる（ 2H）， なでるのみ

で削らない（ 240）， 底部は一方向になでて仕上げ ， ロ縁下端部を削る（ 243）， 底部のみをまる

キ 〈首ljる（241）， 底部を削り， その外端 からロ緑下端・部までをまるく 1�rJる（238 ・ 239 ・ 242）など

が区別される。なお， 火揮をもつもの（239）がああ。

SX-b 杯B (256～263) 杯BI (260～262), I 杯Bill (256～258 ・ 263〕， 杯BIV (259）があ 杯 B 

る。 このうち， 257 ・ 258は手法上， 第 I 若手土慌に一致するが， 規格からはずれるため， いちお

う区別したものである。260 ・ 2631ま， 径高指数がほぼ等し〈， 質も共通し， 一群にぞくする。

w また 259 は，！パ白色で表而は純而をなしており ， ｜判山県水l瓜古諜の製品に似ている。

260 には一 部に緑色の吹出漁hがみられる。 ほfflI外面の調蜂方法には， ヘ ラで切ったままのも

の（262）， 切ったあとをなでるもの（258), あら〈削るもの（260), 削ったあとをなでるもの

(257〕などがある。 なお， 2621ま， ひじように傑い形態をもつが，も�＝配｜拘に杯 B1としてあつか

っておく。焼成必〈， 内而は灰白色， 外l直iiま煤けて誤くなっている。

* SX-c 杯B 義（245～250, 252～255) 大きさによって杯B I鼓（252～255）， 杯B E韮（2'l8～ 杯 B 窓

250）， 杯B TV蓋（245～247） にわけるの 頂部が笠j］予をなすものが多いが， 崩;;p・なもの（247） もあ

る。背灰色で艇質のものがほとんどである。しかし249 ・ 255は， 灰白色できわめて硬質であっ

て， 手法も一致しており， 未知の一群にぞくす0可能性が大きb、。

SX-d 皿DDl (2臼〉 第 n洋土器の血HIと径高指数を等しく するotl1 I fi-H：：器にぞくする 皿 n
栴 かも知れなし、。底は切り離しのままである。

SX-e .illl.B載（251) 外向一面には部b、抗緑色の白然糊が吹きでており，内面は灰色であ 皿 B 透

る。外面の頂部から縁部にかけての約 2/3 の範聞を削っている。内面に重ね焼きの痕跡があり

これによって， 対応するJill.B の口径が 25. 5cm 内外であったことがわかる。

なお， 所属の1鮮が明時でない愚者土総としては ， 杯A［に 3 例（ PL. 5ト15）， 杯AIDに i 例，

本 杯ATVにl例（PL. 5チ－32), 制別不明の杯にl例（PL. 5チー20）， 杯BIWこ 1 例（PL. 5少ー19),

杯B蓋に 1 例（PL. 59-18）， 皿CCに HV1Jある。

20) 将来 ， j昂脱が判明するTiJ飽他があるものと ，

切らかにこの 3 つの土器碑以外にぞくするもの
をともにふくみ， また平 J成符1かHの可l惜14，を
もつもの（249 ・ 258）す干下をもふ〈んでいる．
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貯蔵器類ほか 浅い形態の僻種につづいてそれ以外の，wいJ[j般の器種についてのベる。

鉢 A S-a 鉢A (PL. 49-316 ・ 317) 内持して立つロ縁部とまるみをおびた尖底から成る器種で

2舗ある。ロ縁端部は ， 体調1からしだいに部くまる〈作る。口縁部の内外面をログロでなでた

あと， 掠体下半の外聞をていねいに削っている。 316は，灰白色 i欧質で胎土に黒色物質をふく

み明らかに第E群土�にぞくしている。 本

釜 A 蓋 S-b 聾A葦（323-3お〉 輩A. すなわち薬査は出土していないが， 葦が 3 つある。頂部

から垂直におれる縁部をもつものと， 縁部がややまるくおれまがるものとがある。縁端部の形

状は 3 簡とも異っており， 縁端を内外から尖して内外南側に段をもつもの （325), 縁部内端を

下方に突出店せて外側に段を作るもの （323）， 内方に上る斜面iをなすもの（324） がある。

壷 E S-c 琵E (329) jぷ口短頚の小型蕊で ある。 短〈外にふんばる高台をつける （円f毛9.8 本

cm, iね 6cm）。Jr-I幅（13.6cm〕 は器尚のほぼ 2 倍に相当する。
Z斗〉

釜 L S-d 壷 L (318) 球形に近い器体に長い口頭部をのせた高台付の査である。 総体の小破

壷

Jl·にすぎないが， 上半には沈線文を2条めぐらしている。灰梅色硬質で， 上半に自然触がかか

る。猿投山古窯の製品であろう。

N S-e 蛮χ (321) 丈高の器体に短〈外反する細b、口煩剖iをのせ， 両肩に耳をつける。

その他の壷 その他の宣（320 ・ 328 ・ 330）には， 肩がまるいやや扇平な若葉体をもっ壷（320） がある。 頚部

は�母体からロクロで一気に引きあげている。 他に底をふくむ慌の紫体下部 の破片が 2 例ある

く328 ・ 330）。うち 1 例 （330） は高台の基部に袋線をめぐらしている。器体下部を削っている。
刈い＂＇え会

水 瓶 S-f 水瓶（319) 卵形の岩母体に紺｜長い 1-l!l'!'rl古ISをのせたもので， 一部をとどめるのみであ

画俳

る。2�後の沈線をめぐらす。体部から頭部にかけては 3 段で構成している。器体下部を削ってb 、＊

る。制砂を含むひじように硬質の土器で， Mに自然融がかかる。猿投山古窯の製品であろう。

平 瓶 S-g 平瓶（322) 小型品 （肩の径 6.8cm, !Jl存の�高 2cm〕の破片である。平担な｜：由
．

と体部

側而との問に稜をもっ。小型ながらログロで挽き，円板をはりつけて体部の上聞を仕あげる。

麓 A S ーh 誕A (PL. 5（ト334) 肩がまるく張った長手の器体と， 大きく広〈ひらく口鋭部と

をそなえた丸底の器種である。外国に平行線 fillき自， 内面に当阪の同心円文をとどめることは 字

通常どおりであるが， 総体の上半と下半で異った当板を用いている。

護 n S-i 謹 B (PL. 49-326 ・ 327, PL. 5ト332) 謹Aと同形態の器体をもち， n縁部が斜上

にまっすぐのびる土部でゐる。 完形の災例（332 ；口径28. 9cm, 1：〕jさ 32.lcm）は休部の相対す

る 2 方に把手をつけている。他に，口縁部の破片が二つある。

窪 c Sーj 護C (PL ・ 4ト331, PL ・ 50-333) やや肩の張った広口短頚の土器である。 同艇は ＊

器商をしのいでおり， 高台のつくもの（333）と， つかないもの（331）とがある。外商に平行線叩

口文， 内面に当板J1iJ心円文をとどめる。

箆 x s k 聾X (PL- 5ト335) 土師球潜入を�した小型の7,誌で，フLし、体苦11と外反する口縁音11か

らなり，n縁端部内側がわずかに突出する。底部外面の下半をヘラで削って仕上げている。

21) 佐来， 萱Aとしてきたものをf乎主主官報告
\'1 J (PL. 61-209～214）以来，鉢Aと改称し
ている。また『平城官報告IV· VI jで鉢Bとした
ものを，今回から鉢Aにふくめる。

22〕 従米，Eま Cとしてきたも のを『平J成官報告
W』（PL. 60-ー196）以＊，資Aと改称した．
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23）従来，3w.Bとよんどもの（『平成魚’報告に
PL. 4ト64） をfEEとし，！日程E （『平御報
告IV.I PL. 3チー213 ・ 214） を:iiMと改める。

24) 従来，jほとよんだもの（『平披符報告 H 』
(PL.47-29）を5ii!.L とよぶ。

なお新 IH穂高自名の対！tiま.)JI］表 6 を怠l照。



. 

B 5](2101出土土探 (PL.6ト-47-50，Fig. 36.37) 

中区東半却の南端近< (61、AO区G地区H3令地点〉にある，土峨SK2101からは，土凶器162個

体調理器 126個体以上が出土している。土帥甜のうち，土績の底近〈で出土したものは比較

的保存状態がよいが，それ以外は保存がlWではなし細部内観出に充分fこえ@ものでは'"

. ，、。この土臓の土日訟は「平厳宮阻」にぞくしている。しかし. SK820出土土僻と比検して，

やや新しい性質をもっていることは佳論するとおりであ答。令お， この土輔に控近する SK

2102は，回位的に SK2101より古いことが判別しており j その土器は「平畿百 日」にぞくする

ものとして桂に制介する。

土師 器 土師時には，杯AU(1'ig.3←69)，折、AIIIC63 臼)，杯B日(67. G8).杯sm， 土 師 窃

・ 杯B韮 (65 同)，係CI(62)，肌AI(曲 61)，JutAlI，桜iAII(70).腕 C (71 . 72).把乎付有孔大

型蓋 (59).聾Au (77).盟AIll(76)，遺Bl(74.75).姥sll，聾sIV(73)，瞳ほかがある。

杯Allには， a.. b，手法，杯AIlIには仏手法がそれぞれみとめられる。 皿AIを除き，杯 ・皿

酎の大多量には醐肱 斜方身}陥文がある。なお。 事不A聞の b，手法による l醐には，通常の施

士方向とはことなって，左回りに暗士をほどこしたものがある (63)。皿AIの制盟予法には，

. ::ld (曲1).b.(6J)手法があり，ほかに Q 千法もみられる。 杯A田は， A市昭，すなわち "韓下

部が内問す"弧，上国がわrかに外刊する弧をえがき，ロ縁端部が内向に肥厚している。 杯B

II (67)は C，手訟で調整 し，高台を付けたあと， I正fa:外面全体をなでて仕上げている。 内面の

軒並射暗文は左回りにほどこしている。杯Cには鎚』土怒が1倒あるげL 曲-47)0

~A U (77) ・鐙sI (75)は， 全外国とロ輯都内而とをハケメで仕上げている。哩BNの i

・ 冊 (73)は晶体がやや踊平である札把Fが砕にそわずに斜め上にむい亡いる.... ，~で典聞をな

している。 I，J.:t"，この土保は，2 Jjに把手をもつものと して復原，図示したが!よ〈似た静的
25) 

'C， ブJのみに~~乎をもっ:J~例が!干城京左Jj(八条三VJ遺跡で山土している。 J也 子什有孔大型

藍 (59) は SK820 山土例〈円~ . 46-4B)と大zn伝b、。外出をヘラ陪き !タるものと不副監のもの

止がある。内面に鼎色物Eが付./'iした6のがある。

・ 項 恵 器 SK210HH土の須恵器には，停，00，停阻円蓋，腕， 盤，両手不，鉢'':':.聾， 須恵著書

がある。これらの土器はSK810陣式に共通する形盟をもっているので個々の記述は省略する。

車 1 群土器には伺~A I -l( Fjg . 37-336. 337)，何;AI-2(田町，杯AII (339)，杯Am，杯AN(340)，

杯BI，杯BII， 折、B凹 (318)，杯BN，杯Bv (349)， 制;凹藍 (356. 357)， 杯sIl ~f . 制下日皿藍

(3.m，杯BN獄，何 BV輩，lIIlA 1 (343)，皿sl，川BI蹴 (352. 353)， J皿CI (3-12). 11斗CII(341)， 

‘拙A (351)がある。

t>>rr群 ・出血併にぞ〈するものとしては， 凪B H昌がそれぞれ l 個ずつある (3~ . 355)。招

1-盟国許以外的土器には，杯BI1制， 杯Bsl卦 2個(3'15. 346). 停BN蓋 1個 【344).杯Cl

個〈品0)がある。晶』土俸は，杯.'¥.1(PL 曲→')，停II日， 杯 B韮 (PL.6か-49).綜BV韮

(PL， 6(ト抽}にそれぞれ実聞がある。

・ 以下，他の惚曲を醍観する。盤Aには "時加が通常の角ばった形状をしめすもの 2例 (361

25)奈良貼 夜良同立文化財研先江好 『平安史京左京八条云w発仰向1i続報J1976年，p. 31与}'t.
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・ 362）と， まるくおわるものi個とがあり，前者の 1 例には， 横位の把手をつける。高杯（364)

は 3 方に長い透しをいれた， 脚台をのこすのみである。 鉢 E (366）は， 底部からロ縁部が斜

め上にまっすぐのびてパケツ状を呈する機種（Fig.38-378参Jl日〉である。口綾部職J十がある。王f,:

A (3日〉のロ縁部が l つある。肩の部分の厚さは IJ縁部の厚�の 2 倍以上もある。 査Aの避に

は， 水平な頂部から縁部がほぼ直角におれさがり， 縁端部の｜付端を下点にのばして外側に段を ＊

作るもの（358）と， まるい頂部から縁部が弓なりにおれまがり口縁部端面が内方に上る斜面を

なすもの（359〕とがともにみられる。配Eは， 下半を欠くが， 肩幅が総 1街の 2 倍内外の， 踊平

な形態をもっている （367）。

�G ， すなわち，J肖の張った丈尚の保体からロ縁部が魁〈立つとみられる器桶の下半部の破

片がある （368）。 蕊Gとみとめてよいとすれば， その最も古い実例にぞくすることになる。整 本

C (365）は 6 倒ある。 他tこ， 大きく外反する口縁部の外面に， ヘ ラで＋状の刻線を入れた誕 A

(PL. 62-82）がある。

c Q地区整地層出 t土器（Fig. 38) 

西灰の東北（6AAO区Q制定〉には木炭を含む整地土が広純四にわたってみとめられ， この居

平域宮Ill から「平誠宮E」にぞくする土器を多数検出した。 ここには， SK820 に完形品としてみない器 ホ

種もあるので， 須忠告まの血D (375〕， 盤八（379 ・ 380）， 鉢A(373 ・ 374）， 鉢E (378）， 輩A (370

～372) • 百lA護（369）， 室長E (377）， 理E (376）を閣示した。 このうち鉢Aの i つ （373）と盤 A

の 1 つ（380） は， それぞれ部 m洋 ・ 部m�宇土穏にぞくすることがあきらかである。 他はおそら

くすぺて第I群土然にぞくするとおもわれる。

D S K2113出土土器（PL. 51 ・ 52, 6ト44・ 46, Tab. 7 ・ 8)

中区東2幹部の3提唱チり（ 6AAO区Gt也I>( f' 30地点）にある土棚SK2l 13で出土した土擦は427,ff,母体

あり， このうち土師訟は 315 個体 （73.8%） ・ 須山総は 112個体（26.2%）ある。 土織内の挫土は

上下に区別できたが， 土需には差違ぱなし相瓦に接合できるものもあったので一括遺物とし

てあつかった。保存状態はあまり良好ではないが， 細部の観察にはたえうるものであった。木

＊ 

平城宮 V 土竣出土の土審はつぎにあげる SK870 の土器とともに， 「平按宮V」の標準資料となるもの 本

である。

土 師 器 土師器4こは， 杯A ， 杯B ， 杯 B 蓋， 椀八， 椀C, JIJIA, JlllB, JlllC ， 盤

B ， 高杯 A ， 査13, �E. 鎚A～艶C, 鍋Aがある。 このうち， 杯. IDl .椀などの浅い骨量穂

は ， 色調 ・ 胎土 ・ 形態・調披手法によって2つの務に区別することができる。 これを第I · II 
お〉

群土器とよぴわける。 学

第I群よ器は， 灰白色あるいは， 白色を帯びた賞灰色・赤灰色など ， いずれも自みがかった

色調をもち， 胎土はきめこまかし、。 これに対して節E群土鴇は， 灰紛色・茶樹色 ・ 赤褐色， う

す緑がかった褐色など， 補色系の色調をもち， 胎土は比較的あらb 、。

杯 A H-a ;ff.A (PL. 51-78～'80, 88 ・ 89) 第n洋上器にぞくする杯A (78～80）は， A形態，

26）平城京左京一条＝：：l;Jjの害事SD 485 出土土師捺
Cf平嫁官報告W』pp. 39）は平波宮Eにぞ〈し ，

90 

�， l·U1洋土器を区別した。それとここでいう
第 1 ・ B 若手との関j1!は検討中である。
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土 師 器

』不AI 
杯 B I 

Bll 

食I Bill 
杯B議
IDlA 1 

All 
illl B 
llllC 

僚Al
All 

椀C

怨｜盤B
主主
潟杯A

大型謹

.阻 I 喜怒A

以｜認B

共I i語C

l鍋A

｜計

個体数｜比率〈幼

9.9 

2.2 

0.6 
9.6 

30.4 
0.6 
o.d 机5

27.8 

4.2 
0.6 
0.3 
0.9 
0.9 

一τ了 3
] gJ} 1. 。

3[3 

土師昔話 須 J以総

食 昔号

貯蔵総

完i1;I：兵

274 (82.5) 58 (17. 5) 
(87.5) (51.8) 

3 (5. 3) 54 (9•1. 7) 
(1.0) (-18.2) 

36 (100.0) 0 
(11.5) 

332 
C7ll. L) 

57 

《13.,1)

一＿，3不；.；； 112 仰約｜ ω

36 
(ll.5) 

須 恵 器 個体数 比率（%）

拘：A [5.2 

杯B l 9 

食
B ll 9 
Bill 5 

ff、B I 益 6 
B E重量

25.0 

B町議 58 51.8 
n W 議
B V謹

,lfc 4 3.6 

君器 illlB 2 1.8 
B I 議 4 3.6 

llllC 2 1.8 

t色A 0.9, 

賢A

Jti' 監A宝主 2 1.8 

藍G 2 1.8 

E主 経L J 0.9 

その他の輩 JG 

}ff'
'告，x, f判ta l 0.9 

平瓶 0.9 

強B 9 8.0 

その他の恋 21 18.8 

｜計 I 112 ハU円Unu
 
－
 －

 

"+1函；；

: ,: : I ': :·:;1 ·: ：つ ,: :.:;1 : ；
Tab. 7 S K2113山」ニiニ；怨の能成 Tah. 8 SK2113IU土土師器杯· llll. 協の群別と手法

すなわち口縁下街IIが内問し， 上部がわずかに外関する形態をそなえており， 口融部が内側lにま

るく肥厚している。杯AIのみであって，やFAITほかはみられなb、。

いっぽう第 E群土苦告の杯A，よ， ロ縁部全体が内問する弧をえが〈形態であって， 端部の内側

への肥厚は小さくて目だたなb 、。杯Alのみである（88 ・ 89)o �t I �i宇土器の杯AIは， ao （木ノ楽

の正佼なし）・b。の両手法によるものが大多数を占めており， Co手法で調整したものはl例に 本

すぎなb、。 これに対して第E群土器の符：Alは， bo • Ca手法によっているが， 後者によるもの

が多い。

杯 n H-b 杯 B (90 ・ 91 ・ 107) 杯B [ (90）・杯Bil (!JI）・杯BID (107）がi個体ずつある。前

2者は第I fr, 後者は第Il,/t'f!上慌にぞくしている。 いずれも C3 手法によっているが， 杯Bil

の削りは不徹底でロ縁部よ半にはおよんでいなb、。

杯 8 蓋 Hー C 杯 B瀧（84 ・ 85) 符BII の誰（85）と， 杯BIDの蓋〈脳〉か 1 例ずつある。 前者は，

頂部と縁部とをわけてへラ陪きしている。後者は保存がわるく， 調路手法はわからなし、。

貌 A H-d 椀A (95 ・ 96 ・ 104 ・ 105) 椀Al (104 ・ 105）・椀All (95 ・ 96）に区別できる。
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1・

このうち醐AIには，第 I・第E両群にぞ 〈するものがある。第 l鮮の蝿AI(I制)はロ緑端部

が丸〈終ってい号。'.手法によるものが多しそのほか h 手法もみられる。 tt~n群町植AI

は，第 I群のそれにくらべてやや器日が高〈器肢が柿も、。 ロ緑郎端而がわずかに内側に間損す

るものがある (105)0割膝手法は，やはり:-1.. c.下酷である。蝿An(95.96)は，とιに部E

・昨土器にぞ<Lている。'.手法によっている。

/J-c 同C(93 剖) ，手法によっている。肋七はあら(ttl Il昨土器ともみられる。 L 績

かし， ζの手法と胎土とはSK2113出土品にかき'らず腕Cに共通する材置であって! ただちに

Unl群上鼎としてあっかうことはできなL、。

c 

!-l- f slLi¥ ( 81 -田 86' 87.97~ 1冊lITlAI (97-100)とlffiAl!(01-83.86. 87)とにわ 皿 A 

$けられ石。1:11T砕土械の阻A1(97 岨)は.A形1阜で.b，乎酷によ るものが多 しこれについ

で :¥0C:.j-U 慢の圧li1なし)手法もみられ。。底部下回の一部に布瓜をとどめaものが l例あ否。

これに対してtilll:r.r土加の皿Al(99' 1凶)は II陪rrnであって， 端部の内側への』巴厚も小さ

い。'.手法のみである。1:111 鮮の皿AII(8トS3)t:t，皿AIとよく似た形熔であるが，円冊に傾

斜する 11陪剖l端邑iを静庇することが特世的である。ただし附文をもっ唯一の倒 (02)は，ロ縁部

・がまる〈おわっており，底部に布痕をとどめている。部H僻のIIILAn (86.87)は， 第 I群の

それよりもやや小さく ，日韓部全体が内刊する弧をえがき端却をまる〈仕上げている。 大多数

は Co• c.手法で仕上げているが a手法によるものもある。暢'l'1が薄も、。その 1倒には.1支

部内而に祖n、蛸錠附文をほどこしている。しかし口縁叩内ffllには朝敏射附文は-:r_、。

H-g  阻s (92. 106) 皿Bl(92)と皿sDI(1国〉とがあ答。 liil:t;.の師屈は決定できない 皿 B 

事が，桂イ占は郡 1t下土?~~にぞく Lてい答。

H- h 肌C(101) 小型のmlである。内1MとH縁部外岡とを布まわりに棚になで底部外聞 " c 

は不測牧のままに醒している。

l1- i 童書s(PL， S2-1!6) 広い底部と斜上に大きくひら く口臨叩とから成る大裂の椋匝で 銀 B 

ある (nf~ 36.lcm， trrさ 8.Bcm)o 底部と口縁部との世界に高台をつけ答。 ロ続郊の内外部を

・ょこなでしl 外面はヘラ陪き Lている。

II- j 日杯A (I'L. 51← 103) 停部外商は航方向にヘヲ府きする。 脚内fI状部は 8角形に 高杯 A

而取っている。内而にはシオリ メがのこり !脚部甑の円而にはハケメがある。

H-k 丑s(PL. 51-1田〉 上端がややすほま る日平な器体に。短〈 外反する ロ輯部をつ壷 B 

けた広nの器睡である (ni主18.2cm，向き IO.Ocm)。 内l凶およびロ録部外而をよこなでしてい

・る。休部外而は平附であるが，成形時円凹凸をそのままとどめている。

1-1- 1 世 E (1曲 ) SK870出土の 1倒 (PL.5gー125)と問機罰恕冊の桜花 (PL.49-3四 .PL 肇 E 

53-→05.406)円形鹿をうつしたものであるが， 本倒は。 ロ闘部のftl山がするどさを欠き，ま

た日以下のカ プもまるみをもっ会どやや通常の形I!lから離れている。体制外而をていねいに

ヘラ で府いている。

• H-m 間八 (PL.51-1凹， PL.52-110 . 111) 鍔AII(n符24cmlìíil~ ， ?:~さ 250m前後〉 ・ 5里 褒

八I!!(llljnfモ18cm前後市さ 19cm川後〉 ・出入JV(JIOj r1 f~. 15crn前偽，山d ]G<;mriij後)・盟A

V (108; 111主14cm前後，日さl3cm前{引にわかれQ。ともに，外I瓜にハケメをとどめ，二次的

A 

な火剖で藍色 L. 棋が千'i"~'1している。内町は手でなでつけてい否。唆1 ß ( 1I 3) は，外耐をハケ湾 R 
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メで仕上げ， 内商は手でなでつけている。 口縁端や把手が磨粍している。煤が付着している。

湾 c 饗C (ll4） は， ロ縁部内外をよこなで している。機体の内外商にはハケメをつけ， 外商下半は

さらに，
ヘ ラ削りで仕上げている。煤がついている。

鍋 A H-n 鍋八（l 15) 半球形に近い器体の上に， 外反する口縁部をつけた広口の掛租である。

内面に当叡の同心円文が残っており， 須恵総の技法との関連が注意をひく。 ＊ 

須 恵 器 須聴器には， 杯A ，杯B (PL. 51-387 ・ 3出〉， 杯B蓋（3回～386）， 杯C(391 ・

392), fill B (394）， 血B 遊（381 ・ 382）， 皿C (393）， 鉢A ， をA (390）， 輩A遊（389）， 蛍G,

F争瓶（395), :ifl瓶の提梁， �B がある。 口顕部・底部を欠くために器種の却l 別を決しが たい藍

として， 査 L と推定されるもの（396） と， 双耳�：官（PL. 52-399）などがある。双差｜：，誕の把手は

i紙面円形の半現状の部分の下にち提出部分をもうけて耳形にしている。

E SK870 出土土器（PL. 52 ・ 53, 60-63�67・69 ・ 70)

中区東半部東端（6AAO区 D地区 820地点） にある土域 SK870 から出ゴこした土保は， 保存状態

が よくないので倒体数をあげることはできなb、。しかし，前述の SK2113 出土七時とともに，

平城宮V 「平城宮V」の代表例のlつである。

土 師 器 杯AI(PL・53ーll9）， 杯BI (121 ）， 杯B Il (122）， 杯Bill(J23〕， 杯 B 部（126), fill 生

AI(ll7 ・ 118） ， 皿AI1(120, PL. 6←64 ・ 69), JTilC (127）， 椀AI (124）， 椀Ail ， 倒C (PL. 60-

65） ， 盤B ， 高杯A (129), �1E (125）， 斐A (PL. 52ー112, PL. 53ー128）， 控B があQo

杯 と 皿 こ のうち杯Al には bo ・ Ca 手法， 血Alには ao ・ bo手法，.llilAI]には bo • Co下法，挽AI ・ 儲All

にはc$の各手法がそれぞれみとめられる。

杯Alli 口径 19. Qcmであって， SK219様式の杯AIよりもやや小さb 、。 JfilAI ・ .ll!LAmこは， SK 本

2113様式の1Il1におけると同様， 第n洋 ・ 第E君事土慨が織別できる。 このうち卸 I 紳土器にぞく

する.llILAI は， 口縁上部が わずかに外間し， 端部 が内側にまるく肥厚するものであって， 切手

法によっている（ll7)o これに対して， 第E群土総の皿Alは， ロ縁部 全体が内問するカ ー ブを

もつものであって， 口緑端部もまるくおわっている（JJS)o Co 手法によっているが ， なかには

削りがロ縁部上端にまで たっしていないものもある。第I群土器の皿Allf;t，ロ録部端面が内傾 本

し（120), bo 手法によっている。第 E群土器のlIIlAn1;1:. ロ縁端部が まるくおわり， Co 手法で仕

上げている。なお， 杯. fill�には， いっさい陪文が々し、。量産Bは， 口縁部の破片のみである。

内外国ともヘ ラで削ったのち ，
ヘ ラ磨きしている。尚杯Aには， 脚部を成形する際に， 棒をijl1h

にして作ったものと， そうでないものとが ともに有告する。裂は全外面と口縁部の内問とをハ

ケメで仕上げ， 内商は"Fでなでつけている。

襲警土擦は 3 ffeJある（PL. 6か-64 ・ 65 ・ 69）。

須 恵 器 SK870 出土の須恵器には， 杯A (425～427 ・ 429 ・ 430）， 杯 B ('1·19～伎の，

杯B蓋（415～418), 杯C (433〕， 杯 E (428), mtB (413), 1Il1B遣を（411), 瓜C (431 ・ 432), .llILD 

(412）， 鉢八（4·09 ・ 410） ， 盤A (PL. 52-397) ， 日杯（PL. 53-414）， 査A薮（423 ・ 424〕 ， 斑 E

当住

(405 ・ 406), '.iiii:G (408）， 蕊 L (401～403〕， 水1侭＜101). sr－瓶（407）， 護C (l'L. 52-398）など ホ

がある。食僻鎖の浅い保磁の大多数はさきに SK820 峨式で指摘した第 I j洋二日時にぞくしてい
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るが，jほには第E群土告＊＇にぞくするものがあり ， ほかに31洋以外の土採が少数ある。

杯Aは， 口径 ・ i寓さによって， 杯AI ・ 杯All (425）・杯A町（426 ・ 427 ・ 429）・杯AN(430） に 杯 A 

わける。SK820様式の錦・LI洋二l：釈の杯Aと比較すると， 杯AI・杯Allの株高はやや11&し また ，

杯AI～杯Allの口径は小さし、。

杯B は寸法によって， 杯BI(419）・杯Bll(420, PL. 60-67）・ 杯BTll(421）・ 綜BN(422, PL.60 杯

-70） ・ 杯BVにわけるo SK.820須思場第I 1洋土球の杯Bと比較して杯BI ・ 杯BITは口径が小さ

し また高台はするどさと力をやや欠いており ， 外ブiというよりもむしろ下方に矩くのびてい

るという表現が適切なものも多し、。脚端聞が水平をなすもののほかに， 内｜頃または外傾のもの

がある。しかし， この斜而はSK820 if（恵探第I �il土器材；3の雨台におけるほど大きな角度を

＊ なすものはなし、。また高台を底部外端に接してつけたもの（422）もある。

B 

杯B;J}J. (415～418） のうち第I若手土法にぞくするものは ， すべてA形態でめる。 下方へ突出す 杯 B 惹

る縁部は短く， するどさを欠くものも多し、。 また， 外端両はb、ずれも外傾しており， 内傾のも

のはなし、。 つまみ頂部の形状は ， ，店主ドなものもあるが，やや山高て Jな ったものも多し 、。杯BI蓋

(418） ・ 柄、BIII畿（416・417）・杯BN謹（415）にわけられる。

地 杯C ( 433) SK.820様式のものと比較して口径が小さし また， 口縁部はつよく外反し， ロ 杯 c 

縁端部はまるく仕上げて巻きこみの形状を茨現している。安際には巻きこんて・いなし、。3群以

外にぞくするものとみられる。

1Ill.B 11には， 須恵務第I �：宇土訴にぞくするもののほかに， 第ill'/}l：土器の実例jがl伺（413）あ 皿 B 

る。 この土器の沿j台は短〈， 端面下端は肉傾する。内而に当板の同心F'J文をとどめている 。

ネ 底聞の内外を碗として使用しており， 磨滅し ， 挫の泌がある。 JTill31蓋（411〕は， 縁部の下方

への突出が短し するどさを欠いている。

ほかに， 皿CI(432）・皿CJI(431）， 低い高台をそなえた』llD(4·12）がある。盤A (PL. 52-397）皿C・皿D

は口縁部が角ばった， ふつうの形態のものである。盤八の一例に「内裏盛所」の墨書をもつも 「内裏盛所」

のがある（PL. 6（ト－63）。

＊ 夜八の義（423・424）は3偲あるが， いずれも頂部中央とつまみとを失っている。 縁部内端釜 A 護

を下方に突出させ， 外側に段をn11来しているものがある（424）。

査L (401～403）は， 3個体ある。 先に報告したSK217出土例と同様， かなり踊fな器体を 蛮 L 
23) 

もつもの（401）， これと， 長乎の君i休をもったSE311-13 ・ SK.234出土例とのrf,I湖的な形態をも

つ もの（402・403）とがある。ともに口頭の基部は2段構成であるo �G (408〕は， 縦長の様 蜜 G 

本 体に， 太く長い口頭部をのせたものである。 口縁部 ・ 底部をタくくがこの様種の初現の例として

注意をひく。 ロタロ上で詩体から口頭部までを一気に挽b 、て作っており， 内外全面にロクロ痕
29) 

跡が明僚にのこっている。なお， ほかに｜乱部をふくむ誌の破片がある（400）。

7j(瓶（40,0は， irnし、筒形の頭部をとどめるのみである。 1·1，：！たに2条の凹線をめぐらしてい 水 綴

る。愛知県猿投山古窯の製品である。水瓶には， ロ鋭部と肩の一部とをのこす破片と口縁部の

＊ 破片とがある。 口縁端部は小さくまるく外反する。他に王HU.i ・ 護Cがある。

�（忠器の襲警！：土器ば5例ある（PL. 60-63 ・ 66 ・ 67 ・ 70）。

27）『平，城官報告H』PL. 47-29。
28）『平J波宮Ji告報告W』PL. 39-210, 41-255。

29）長岡京SD51出土の箔G は， 2段1i�1来になっ
ている（p. 140 1主14Xiffll参照人
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F SK2102出土土探（PL. 6ト53, 62-83, Fig. 39〕

中区東半刻lの南端近く（6AAO区G地区J 34 地点〕 にあるSK2102は， 府位的にSK2101より古

い（Fig. 18）ことが判明している。 この上峨から出土した土需は少量であるが， 「平城宮IIJ

tこぞくするn�＋としてかかげておく。

土 師 告書 土師�Ifには， 杯Cl (Fig.3ト130）， 饗（131 ・ 132〕ほかがある。杯CIは庇部外面をi方向にヘ キ

ラ削りしたb，手法によっており， 内商に｛訓告文がある。

須 窓 務 須恵需には， 杯BV (138），杯BI蓋（436） ， 杯BTT葦， 杯Bill護（435）， 杯BV 護（434〕， 椀AI

(437）， 鉢A (PL. 62-83）， 君！ A (439） ， 拠 B (440）などがある。杯 B 識にはA形態のものがあ

る。A形態としてはおそらく初現的なものであって，SK820様式のそれと比べて縁部の制的が

なお明確ではなb、。 なお， つまみの径は哉の径に比べて大きく， 頂部はまるみをもっている。 本

多くは節I昨上器にぞくしている。しかし， 杯BV ・椀AJは鈴·r ～m群ニ I.: It,日以外に帰属するで

あろう。なお杯前韮の 1 例に「口盤」のよ.!11
1：がある（PL. 60-53）。

鉢A (PL. 62-83） は， 底部がかなりまるくなって4れ、るとはb 、ぇ， なお平底の名残りをと

線刻の「等」どめている。焼成後， 底部F端近くに「寺」と線刻し， まわりに墨で円を拙〈。琵Aはロ縁部

内外に熱色物質をぬっている。 ＊ 

饗 Bは2例あり， ともに口縁端部を内側にわずかに肥厚させている。須恵器の平行線叩自は

木目仁平行する刻線によってなっているものが大部分である。しかし SK2102出土の璃 A ・ 護

Bの各l例および細別抑留i不明の翠l例の保体外面の�ljl日の刻線は， すべて木自にたいして斜

交する点で共通している。

両側にJ巴下をつけた大型鉢は， 小破片ながら ， 注意すべき器種である。

G SE715 出上オ.� (PL. 5+, 61-71・73)

東区の東南（6AAB区U地区M39地点〉にある井戸SE715の底から出土し， 平安時代初期，おそ

平城宮＼11 らく平紙上品死去頃に域没したとみられる「平以宮VlfJの上擦である。土師糠・須恵紛のほか

灰激陶器がl点ある。

ヨ与

土 師 鑓 土師慌には， 杯A， 杯B, .llllA， 椀， 日係， 斐がある。いずれも徴小な砂駐を含む赤褐色の 本
30) 

胎土から成っており， 各世世1査のしめずn徴は， SE311-B の土師絡のそれにほぼ一致する。

杯 AI (136～ 139）は 7 例体あり（ロ径 16. 2～ l8.2cm, t:iさ 4cm11倒的 ， すべて Co 手法によっている。

杯Ail(MO～ M4）は 6 個体あり（口径12.5～M.lcm ， 高さ Scm1jij後）， a1 • Co • c, • Ca • e の各子法

による ものである。

杯 B には， 口径が20cmをこえるもの（ 133）と， 17cm前後のもの（ 134 ・ 135）とがああ。杯B ホ

「建大郎」にはf聞大郎 炊女取不得若Jfx者答五十Jと墨書したもの（ PL. 61-71 ），杯；A rriこは r，舟」と些

脅したものがある（PL. 61-73）。 なお形態J：， 椀 Atこ近L 吋、型の器（ n 径 5.7cm ， 高さ 2.2cm)

が 1 ，＇；えある（145）。 Co 子政による。 肌人（ 146 ・ 147）は 2 個体あるく口符＼20cm, jf;"jさ 2cm1]tH的。

30）了平城’B
・
mt苦 IV j, pp. 24, PL. 380 
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高杯は， 杯部の小破片であって， その内面に粗い斜放射暗文がある。聾は，体部が筒形をなし，

内外面に凹凸がのこる組製品である。

須 恵 署華 街恋擦には， 杯BIV（叫 1）， 蓋， 把手付瓶（鈍2）， 長手の'.!iKの探・体（443）がある。杯BIVのロ

径は， SK870のそれに比ぺてやや大き b 、。 把手付淑は口頭部を欠くが， 球形の体部に高台を

つけ， 1-1 JJl郊との接合方法は2段構成によっている。洞に環状の抱手がlつだけつく。自然崩 傘

がかかっており，猿投山台窯の製品であろう。

灰稔F旬録 灰羽hi淘昔話椀（501) 白色良質の胎土を用い， n縁部の内而企而に， 政緑色の灰耐をかける。

外聞には前hを見ない。

H 他の�；構・包含層出土土器（PL. 54・GI, Fig. 39・40)

SE幻28出土土望書（PL. 5←148 ・ 149 ・ 444) rr区東半部の東北（6八AO区 G地区 U24地点〉にあ 本

る井戸CSE2128）から出土した土師器皿All (MS）はao手法， 杯A (119）はc。手法によってお

平城宮 V り， おそら〈は「平誠宮VJにぞくしている。須恵捺杯 A ('1’14）も同時期のものとみてよいで

あろう。

$02126 ・ SD2ll0出土土器（Fig. 3ト150 ・叫～469) SD2126 は小i実東f.務lの東北 にあり， 上記

の SE2128 の周闘を方形にかこな溝であり， また SD2110は SD2126 の内側からはじまって 事

荷に流れる滞である。この両溝から出土した土拡・のうち. �ra�にかんしては「五F掠宮I Jと

r-'Ji.域官阻Jとがみられる。土師器は保存がわるし特徴をつかみがたb、。
平城宮 l 「平成宮 I 」の須態様には， 杯BI(457）・杯Bill輩（449～453）・杯.BIV (455 ・ 456）・杯BV(454)

・杯BV謎（448）・深い形態の杯BI (461), 肌.BI蓋（458), 皿BIT (459), lllLCI (460), 査八蓋

ほかがある。すべて第u作土器にぞくしている。杯Bの日台が外力にふんばっていること， m 本

Cのほ昔llを削っていること， そして杯.anの誌にはまだA形態はなく， すべてB 形態にぞくして

b、ることなどを古い性質としてあげることができる。ただし， f平成宮I Jの未発表資料 SD

1900下府の杯 B 韮と比較すると， つまみの径が小さu、。

平城宮町 Iヤ－揖宿直Jにぞくする須恵器， 第 I 群土然には各種の総fillがある。ここ には， 杯BI叢（463)

・杯Bill益（462）・ 1IIIBII ( 469）を図示するにとどめた。第］］群にぞくするものとしては， 杯 E *

(4肘〉と， 土師g；｝の杯に似た形状の杯（467〕とがある。この 2 個は SK820 出土の須恵務第百

群土器とは形態がことなっているので， あるいは， P￥誠符IIJにさかのぼるかもし れなも、。

また都ITif..ll土�には， 杯BI蓋（必4) • .llllBI （必8）ほかがある。土師；畿のi例として皿AI (150)

を凶示する。なお， 須忠告告の蛮Aの蓋（465）はどの段慨にぞくするか明確でなb、。墨書土擦は，

SD2ll0から l {?]J, SD2l JO・ SD2126のいずれからか 2 ｛目J(PL. 6ト55 ・ 56）出土している。す 本

ベて須窓際である。

SB501柱穴出土土器（ PL. 5<ト415 ・併の 中区西半部両市制にある（6AAO区RJ山区） SB501

の北側柱列凶第 4 柱掘形から， おそらく「平城宮I J, くだっても「平城宮E」にぞくする須

忠探杯BID臼45）が 出土している。器商が低〈高台は外にふんばっている。いっぽう同じ定物

の l何側柱列商務4柱の柱抜取り穴からは， 「司王城宮田Jにくだる�恕鼎杯BI (446）が出土して 斗

いる。｛｜川本数がすくないが， SB501の造営・年代にかかわる問料としてあげておく。
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Fig. 1j0 SD4B7ほか'"土土器:~ 470 U地1;(538地.. :.ull土， 471-4苅

S D487tU土 (4Î I ~474平攻1'r V ， 47ヨ-478平城下f ・〉縮尺 1 /4

8n960出土土居 (PL.54→47) 中区東半市西寄り (6Â OI!K地区〉の SB9叩の西側柱列南郡

4牲の柱抜き取り穴から涯い官灰色1 硬質の大型型B (nf~ 11lcm，向さ復原 90.6cm)が 1個

出土した。全体に際援は厚も、。口綾部外面の叩き日は績になでて刑している。

以上かかげた土器のほかに. SD487，すなわち内以北外相m築地 SA488の前倒溝から出士

事 したものには，PTl以宮市J(F唱 40-475九 478)・「平城宮VJ(471叶 7，のがふ〈まれている。ま

たj 中18:*半部}/[:Itぬ'り(6AAO区)SE2139には，平揖宮町の土師協がある。

このほか，形躍の上で注立をひ〈個体とLて，u地!KS38地点合以包合閣で出土した制蹄7日銀 錦形

円割m~がある (Fig . 1か-470)。杯部 目 白台ともにきわめて平前に仕上げている。

l 鉛糊陶探 (CQLORPLATf， 2-2， PL. 56， Fig. <11) 

- 三事 ・二彩 ・揖軸単彩などの鉛軸刷は，少敢ながら，各地慌の井戸 ・土駿 ・情 ・包古田など

から出土している。いずれも破片であって，しかも迫存状配のl込〈ないものが多い。しかし，

ζれらのうちには，伴同地物によって絶対年代が知られるものをふ〈む点で軍曹である。

須恵審

三彩融問都には，曹Aの葺 (COLOR PLATE 2-2， PL. 5ふ-1，Fig. 4{トーりがある。小型 三彰絹 陶

〈径御原5.5cm，rst!彼除O.5cm)であって，頂部中失には低い軍隊形のつまみ(伐 1.5cm，日さ 0.4

... cm)がついている。肘土は軟質で灰白色を皇し，企I師をログロでなでて仕上げている。外而に

は録・柑・由のェ響調hを，内而には白色単躍の柑をほどこしており 1 光択をはなっ恒品である。

袈誕生iluにわたってこまかし、貫入がある。なお内而には，耐をかけて抗成する開にもちいた三

宜トチ(1 A!l3cm)の抗跡がのこる。
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査Aの底部二彩利l陶穏には，小型の主主Aの底部破片（6）と，�か 瓶 の｛本部破片とがある。ヱ彩紬陶

高台の脚対日間は内傾している。胎土は軟質 ，は，プLし 、｛本部に低い高台を つけたものであって，

議灰色で，休部 の内外面をログロ上でなで ， 底部外面をロクロ上でぬljっている。休部の外聞に

は，緑・自の二影勅を，内面には白色の1訟をほどこしている。ただし小破片であるためa 本来

2示は三彩利1陶であったかもしれなし、。表裂に貫入がある。6 AAB区U地区$47 地点の小穴で出

土した。なお，奈良市七条山，岡山県大飛鳥出土の類例からこのままAの全形を復原すると，上

記の藷とちょうど組み合うほどの大きさとなる。査あるいは瓶とみられる休部破片は，軟質貰

6 AAO区 M地灰色の胎土をもち，外商に緑・白の二彩来b，内面に白色糊をほどこしている。

区N52地点賛褐色土から出土したものである。

＊ 緑軸陶器には，稜椀（1 ），皿（2～4） ， 葦がある。稜椀 は，fijljり出しの蛇ノ目隠i台をもち，陶紬緑

l始土はやや軟質であって，資灰色を呈する。口縁部外国の下半をログロ上で削り，内面はへら

で磨いている。器全而に淡い貰緑色の来11をほどこす。貫入がある。底部 の内外面には，三叉ト

チ（1辺5. 0 cm） の痕跡をとどめ，また，内面の紬の下には，rii，状の凹み（粉状痕跡〕がある。

6 ABB区B地区：S82地点の井戸SE511で出土した。

＊ 肌には，切り高台をもつもの（2・3）と ， 貼り付け高台をもつもの（4）とがあり，いずれ

また2の口縁部内面には，施制前にへらで2直線をひいており，も硬質である。貫入がある。

3・4の内而はへら磨きしやはり施細部Jにつ いたn給状痕跡をとどめている。底部の内聞には，

4の底部内外簡には，三叉トチ〈一辺5. lcm〕の痕跡ーがある。2は6ABB区C地ている。また，

41ま6ABB区B地区Q82 地点の床土ti:\土区F 86地点 SK530l+'i土（ロ筏｝3.4Cm，高さ2.6cm),

不3は6AAO区I 地区F47地点SD487出土Cn径｝3.2Cm，高さ2.2cm）。（口筏14.5cm ， 市さ2.5cm), 

ログロなでののち，内外岡簡をへラで勝器は頂者II紋片である。軟質，資溺色の胎土をもち，

いている。斑緑色の勅をかける。6AAB区U地区M 44地点の地山上出土。
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1・

J 硯 (COLOR PL1、TEl-2，PL.55・時， Fig:. 42 • 43) 

3・〉
陶眠が17点出土した。台付円l国税l'点。 s形脱 11.'，( 宝珠副 11.'.(，双脚円山 i点である。こ

れ以外に，須思株の杯B韮の内iliiを聞として代用 Lたものが多散あり a またj 都国i提出Bを転

胤したものもある (PL.53ー制的が，こ ζでは綜B蓋をもちいと代主倒のみをかかげる。

事 台It円面硯 (PL.55-1-7.IO-13)普通のI引、台をそなえた悶足〈円面〉脱と，f!!脚の形式化

Lた附脚(円而〉叫とがあ答。I四足田 (1-7.10)はずへて脱部と台部とを連続的に成帯する。

陸と揮の区別が切16植なもの(1'4.6.7)，不明確なもの【 2.3.5)があり， 前者には陸の阿

聞に低い内提をめぐらすもの(].4，. 6)と， ζれのないもの(7)とがある。四部の外端にめ

くらす突効は i条のものがほとんどで， 2~換のものは i 例(4)に 1 ぎなし、。凶足には長ブJ静

・の迭し孔をあけ，脚には文甜をほどこさないιの (1.3-5.6)が多L、。しかし韮孔の上辺

をまる〈作るもの(7)，脚の中央に縦線文を加えた もの (10)，過孔の左右および下に縦純文を

ほどこすもの (2)，十宇野の遭孔をあけた もの (4)もある。以上にあげたID!.!!1と装飾の霊化

は時期的変化と製作地内甚によるものもふくむと思われる。

台付円爾硯

図足硯

平揖宮出土の附脚硯はA'sの 2暗に大別できるoM附血A (Fig.42)は!脱却と台部部隊と蹄脚硯 A

- を別々に作り，両審査多数の脚で結合したものである。 台部韮庄は偏平な輸であり，硯部は棟

形を作ったのちに〈ぽませて悔と外堤とを静成する。脚部は， 障を下方へひきのばしたよヲな

野の脚顕と，三角柱の岬柱とからなり，両者の間に水平な三向甑状の脚節がある。脚却と脚節

には型作りのものがあ否。硯部外而の下端近く に脚桂を睦位する。その際，醍部外面の下端に

めくらした i条の知刷、脚顕を受ける機措をもっ亡し、る。 腕部 ・脚部台部法院の三者を別刷

• Iこ作って合成するため，当然のことであるが，接合部の内血には段躍ができ る。

f一一一一一 一一一-7一一一一一一一一一一一一一、
l 一一一一 一一一一一 ¥¥

¥、

o 日，--

Fig_ 42 麟抑制 A 錨尺 1/3

蹄脚硯B(P1し 55-11-13)は，硯部と脚部とを亜脱均に成形した 6のである。多くの場合， 蹄脚硯 B

台部下半の外聞に粘土を分j早〈省いて安定した詰庇を形成したのち，逆三角形ない し逆台市の

通孔をえ〈りとって，三角柱状の脚柱を作り山している。この時，三角柱町内而両端を簡で削

って而を取るため!断面五向mの脚をなすものが多む、。脚柱円上V，lに型作りの脚羽と脚聞とを

$貼り付ける。脚jjJiはと手法状を呈している。皿部外耐の下端に笑椛を 2-3~決めぐ らすが， 蹄脚

凪Aの犠合とは典なり，脚頭を空ける檀能をうしなっE単なる装飾と化している。

今回の調査で出土した蹄脚脱は 4点であ各CiJ-13)。すべて時脚田Bに属する破片である。

31) 似の出土地4については p.1凹 一(41)を怠附さ札口、
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台部基底は分厚く，断面が逆台形をなすもの， 五角形をなすもの（I けがある。前者のI例に

は巻きつけた粘土の一部が剥落しており， 成形方法の明｜僚なもの（13）がある。

鳥 形 硯 鳥形硯（PL.56-15）は，小判形の平面をもっ硯聞の前方に烏の頭をつけた硯である。 4 脚を

もつ。硯面前端には削り出した段によって小判形の海を作り，粘土を貼り付けた高い内疑によ

って陸と闘している。陸は全体があさい凹聞をなし， ことさらに外提は作らなb、。烏の頭は前＊

方にのび屈曲して立ちあがる！頭部とそれにつづく顕部とからなり，頭部前頂には，とさか状の

突出がある。自は点であらわす。鳴は欠けている。脚は痕跡をとどめる程度であるが三脚が残

り，いずれも断面円形のものである（全長 I6.8cm, Tif.l面長経 12.Scm，綬径 9.8cm ， おさ約 5cm〕。

鳥形あるいは亀．形硯は本来 ， 室長の付くものであり，平城宮6AAF区A地区B52地点（第22次

陶調査）の瀧SD3410 (Fig. 4,3-2），平城京左京八条三坊遺跡：Fig. 43→〉や和歌山県大日仏I I 水

遺跡（:Fig. 43-1） などから類例が出土している。

宝 珠 硯 宝珠脱（ 16） は， 円形に近く ， l 端に尖互震をもっ平面形を呈することによって，宝珠硯の名

でしたしまれているものである。円い花弁6偲に，尖った花弁l個をくわえた形状であって，

となりあう弁のなす凶みは7｛闘である。この硯の海と外提とは一部をとどめるにすぎないが，

企形をほぼ知ることができる。陸はよく磨滅しており周辺に皇室をとどめている。陸の周閤は海＊

でゐるが，海との境には，わずかに突出する低い内提がめぐる。内提の上端面は内側に低い傾

斜面をなす。下面の4脚のうち， l仰を欠〈。脚は基音I�を太く先を細く作り，すべて8角形に

面取りしている。前脚より後脚が5mm高いため，1必全体が前方に低く傾斜している，平斌官

額舗識錨趨露題態器調駒
3 

。 tocm 

ー（；’；声協扱鶴二ご二二二こここ＼

Fig. 43 鳥形li�I・亀形鋭の議 縮尺1/3
1和拶，Ill！泉大白山 l, 2平主主’g SD34!0, 3平城京左京八条三坊

32）奈良県・奈良｜明立文化財研究所『Sf'·城京在
京八条三坊発御調査紙報』 1976年，p. 33。
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では宝珠観が｛也に 2 点出土している。このうちの l 例（第22次 1旬訓輩出土〕は，本例と同抱であ

り，両者の比較によって，陸・海・外提内肩までが木製の箔型によったものであることがわか

る。硯副長保15. 4cm，般商短径 13. 7cm，中心部向 3.0cm。

ここで双脚門硯とよぶもの（17）は，須恵音寺杯B設と相似し． Fr直iにへら切り狼跡をとどめ， 双脚円競

歩また外！日に講を1：条めぐらしていることなどから，「r11,、平副j惨をもったものと想定される。上

而の 一端を小平ljJ診に傑〈くほめて海とし，内提はなb、。小片のためド而に捌！の狼
’

跡はないが，

陣を水平ないし前回に向って低〈傾斜主せるためには，以低2：，ドの脚が必要であったと考える。

脱間径約 16.5cm。:f!ll京高約 3Cmo

今回の制査では，須恵総の杯B避の内面を叫として朋b、た，杯謎1叫が多数Hi上したく PL. 58一杯 蓋 硯

事 10, PL. 60-57 〕。ここではそのl例（1めを，後に報告する SK820 山土の盤－世土滞〈杯A I -1,

ill JJよ彬37）と組み合わせて崎影した（COLOR !-'LATE 1-2, PL. 56-18）。杯部硯は，j岨常，

杯B韮と料Bとを組み合わせて使j目したと考えられているが，ここにしめす謎と杯Aとの口径

が合致し，両者の盤世が同筆と見られることから，組みで用いられたものと考えられる。

K 盛番・選幽
．

土器（PL. 57～62) 

＊ 品」｝のある土J器や塁で絵・記号を描いた土器が， SK.820 ・ SK870 ・ SE715 その他から 79

点出土した。 このうち SK820 からの出土数はとりわけ多＜. 40点をこえている。以下，SK

820 出土（ I ～42), G地区出土（43九 62), D地区出上（63～71), U地区出土（72～75), M地区

出上（76 ・ 77), Q地区出土（78），出土地点不明（79）の舶に記述する。
Ff々］ ［見カ〕

1 ｜：文選巻」・1-@F総J. r口白－言参口J .「口」・「LI I・飛語〈まにはて酎1111的・ ，Cb3羽，「土盤」

* (PL. 57ーl·l〕 SK820 出土の土師器血凶I aoの脳部内聞の全体を文字と絵でうめている。
喝ず。さ；

fl;,\trt点々ととぴちっており，「研盤」がしめずとおり，院をのせた皿であろう。｜ぷ�巻Jは梁「女選巻」

州市統治q貸した『文選』，あるいは庖初に特が完成したその注釈にl剥巡するものとみられる；

｜口ITii法OJ の終りの「口」の左｜係り直交方向に，「Jl」伽淡叫がめり，また，後述する1酬

なぬの下にも，｜兵Jに似た字がある。絵は飛雲（また は以�-LJ:iW文〉とぬとである。前者は「Ji:.

キ iW巻」の上方にあり，飛長とも宝相悲文ともいいきれなb、。S状の似の右よの巻き込みに続い

て大きな巴状のものを描き，左方には先のまるい花弁状のものを8つ碑ね，左下に先のとがっ

た捺形をiつ加えている。鳥は3羽おり，このうち2羽は， 「文選どき」の布下に，うす還の細 鳥 の 絵
35) 

話lで鍬かれ，左向きと右向きの各1羽が向きあっている。目を点であらわし，翼の1j:1にそえた

l線から，後)iiこヲ jf.. 、 た数本の潟II繰で羽をあらわすなど．淡説1まこまかく，かつ巧みである 0

． しかし，周凶の汚れでクチバシや布の鳥の足先は判然としなL、。鮮切！な'°11羽は雲か花の左方

を左に向かつて飛んでいる。前述の2羽とくらべて線も太〈表現もあらb、。タチバシを太い一

線で，日を，Qであらわし，自の後方に細線3本を加えて羽としている。現には忠良を3本ずつ加

級？有件5, 19721)!) DY�15図。

34) SK820から川上した木簡には「文選口口一」と
認すもの（PL. 39）が，第32次調査出土の木簡に
!;I:，「公；�Ti.十六＠」と記すものがある（『木筒続
事Ii阿』p. 16.I·.）。 SK820 からは，｛山の文選李f1i;
f主を沼山した木簡（p. 56, PL. 3めがある。

35〕この 2 羽と，よ）£の 1］�以〈または宅相互めの
P.現は．新i:i促f.Pfl.J·Cの対』�：｝文に似ている〈浜田
釧作 ・ 仰収束治｜｜’新t,(tl'.itl-・6の研究』京fill帝国大

学文学部考·rr学研究似傍� 131111, 1934 年，
PL. 51-637。I；孤島F総仔J向1,q.物館『博物館陳列

,1=1，図鍛J tn1s�t1t, 1911年。
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えて羽を示しているが，右翼のそれは墨の汚れで消えている。尾は尖っており，ζれにも繰を

付加している。底部外面には，「土盤Jの墨書がある（1 ’〉。内面の印？盤Jと肉筆であろう。

鳥 の 絵 2 鳥，「問J (PL. 57-2 ・ 2’ ） SK820 出土の土師器llllAiao底部内面の中央に，両翼をあげ，

脚を立ててはばたく左向きの烏l羽を描いている。灯火器に用いた結果のくすぶりと墨痕によ

って細部の表現は明らかではないが，頭には羽冠をいただき，鈎形にまがるタチパシには草花＊

をくわえている。 日は杏仁形で， 肢をいれる。目の後ノザには5本の線をひいて羽とし， 左右

の認にはそれぞれ少なくとも 2 ～ 4 枚の羽を描いている。右翼の上方には，飛雲ともみられる

拙写があり，下方には円い線がみえる。左右の脚はそれぞれi；本の縦線であらわすだけで，足

先は省略している。右脚上方にも羽様の線がある。底部外国中央に「悩｜の 1 字を替＜ (2
’〉。

「烏食入鰭」 3「 1ゐ食入総ニ口」・ 「烏原口」（PL. 58-3 ・ 3’ 〉 SK820出土の土自！日給杯Ciaoの底部内問中央本

に「胤入器二口」，口縁部外国に右から左へLI��口」を岱＜ 0 .�
）

17) 加入れの器であるζと

を記したものであろう。両者向笠である。

「鶴鵡烏綜」 4 「英採 ・ 鵬鵡鳥川上「懇J . r懇」， f杯J (PL. 58→・4') SK820 出土の土師器杯Alli

b，の底部外面に 2 程の墨書がある。第 1 は同筆で 2 行に都、た「採る英仏「鶴鵡烏坪」であ
38) 39) 

る。只製の酒器で鶴鵡杯とよばれるものがあるが，ζこではオウム用の餌入れと解しておく。 ＊ 

第 2 は第 1 と別筆で逆方向から「君 ・ 我・念J. r為・道・金Jの 3 文字をそれぞれ組み合せた

組合せ女学戯f1fである。「震我を念い ， 我君を念うJ, r道を為すは金なり， 金をなすは道なりJとでも

読むのか。なお，近世では前者を夫婦の酬にかかわる呪符として舟いた事実があり，興味深

b、。この土器・の底部内面中央には「杯」の議書があるく4')o

5 「観」（ 4 字）・「裳」（ 4 字〕・「場J ( 2 等：〉・「真J ( 2 字〕 ・ 「口｜・ I 口」・「口J (PL. 58-5 ） 本

SK820 出土の土師器血A[aoの内面。習書の破片である。うすれて判紛できないものは「真」

か「鍛」らしし、。木踊のl字を書き損じて消している。

6 f似」（ 3 字） ・「口」・「口」（PL. 58- 6 ) SK820 出土の土師総皿AIの底部内聞。「協」の

習�I�が3字縦にならぶ。右上にも「楊」があり，この下には出き釦じたためか「楊」を患で消

しているO 1[1央の「協」の左方から， 5JIJの字のハネがのびてきている。5と同筆であろう。 ＊ 

「人 司王」 7 「人都」（PL. 5ト 7) SK820 出土の土師器椀Cのほ部内面。「人Jの字から上を欠損し

ておりさらに上に字があったか否かは不明である。

8 市� (3 字〉・「口J (8 約（PL. 5ト8) SK820 出土の土師器杯Ciaoの底部内面。

36）正倉院交番正条.�3 の国池可解〈天平 17�4

月 1611 ）に，r$訪直丁労：，：�tf階事J以下，苦L
'iti烏の仮についての記載があり（『大日本古文
tlfJ � 2�. 1901年，pp. 399），禽訟は，宮内
宇ii潟池司が司っている。

37）英という名の食用の菜があり，これを採って
入れあ総とも解釈できる。しかし「鶴鵡c�杯」
と同銀であることからはこの解釈はできない。

38) I 飢餓銀状如桜杯、耳目如応頭向其腹視似鶴鵡紋
以為名 J c『術ji'I典物；is�』），「音威E提起居注臼－

irm怠泌策使段迩害事盟島鵡杯」（『大平御覧』巻759）。
なお ， 『御:!lt関「1ic』兇弘 7 年正月 15 日哀警に

10.J 

「.Yr長上置ffi硲衡l泊＂-d;iJの記織がある（『大日本
古記録』 P· 42)o 

39）『続 II 本紀』天平 4 年5R災中条に新経から
オウムがおくられたという記載 がある。『口本
道紀』には大化3 年 12月条，天武 14年5 月半禾
条におr，混オウム,M納の詑併がみえ，斉明2年9
月条には ， 百済からオウムをもち刈った記事が
ある。さらに『続日本後記』には，ft和14年9
月際民条に，人li!J（訟がオウムを献じたという記
;tj\：がある。

40) Ylf淑一夫「i1i代の｛見出とその造物」 (r;,f,塚山
考古学』銘Ii号， 1968年〉。



習蓄の破片である。「杓J に似た3文字と直交方向に書いた8文字は， いずれも書いた後に曇

で消している。 内面にも盈痕が 1箇所ある。

9 「桑」 SK.820出土の須沼部第I群土僻杯B I謎の内問。1此として用いたものか ， 中央に 「 桑 J 

訟が広〈イれ、ており， 多数の習書のうち「桑」のみがよ める。
en ヵ3

・ 10「者J・「可」・「也Jc 4 �f:) · r為J・「古l・r周J·r研」（2字〕·f苧J.「口J .「結J (PL. 58ー

10) SK820出土の須恵器卸 n作土器杯BID識の内面。硯として用いているため， 中央の径約7

cmの範聞は踏減し ， 墨がついている。習苫であるが，「為」のみを草容で， 他は街書でおく。

なお， 乙の土楼は蓋のつまみがとれた後も硯として舟いており， 割れ自にも墨がついている。

11 「信等J (PL. 59ー11) SK820出土の土師器鉢Bの口線部外聞に樹位置で書いていあ。 「億 等」

* 12「莫」（PL. 59ー12) SK820出土の須忠�第E群土株IJJL BI蓋の外聞に大きくfEれ、てある。

13「PfJ .「大J・「美J ( 2約（PL. 5ト13) SK820出土の土師器.llllAllb，の底部外面。中央に

rrJL」 ・「大Jがあり， その左と下方に「去りがある。灯火総として使用している。
〔五11,)

14 「口」（PL. 59-14) SK820出土 0 �取締錦I群土加のlrllBI蓋のmげ削勾而。字の上にはさ

らに 2～3函あるらしいが判読できなb、。

本 15「菓J(PL. 5ト15) SK820出土の須恵総杯AI-1の底部外面中央に哲いてある。

16 「口口」（PL. 59-16) SK820 出土の須恵保杯AIDの応部外商。 上の文字は「大Jあるい

は「丈Jであろうが， 左半を欠〈。 下の文字の左半ば「戸」に似たものの下に「去」・「ム」状

の表現を書き加えており， 京半ば「，� Jないし r 11 jである。内面全体に盈がついている。
f夫前［T»l

17 「口口J(PL. 59-17) SK.820出よの土師器杯craoの臨部外而o上の文字は右上を火き，

彬 「天Jとるよめる。
I化ヵ1

18 「口J，「lli:;J( 2約（PL. 5ト18) SK820出土の須忠器係B蓋の小破j十。 内面には人踊

に「ヒ」状の努を書〈。外面には「陀J 2字と別字の上端とがある。習部である。

19 「口」（PL. 5ト19) SK820出土の抑制詰杯1m「のj底部外而。「碧」に似るが下半を欠〈。

20 「日口J (PL. 5ト·20) SK820出土の額以総杯Aの底部i外面。 下の文字は「知Jに似てい

＊ るが下半a-火いている。

「 菓 J

21 「戒」（PL. 59-21) SK820出土の土l'liTi総lllli\TaoのJ.I綜部内面。この文字の下には離輸の「 戒 」

線と， それをかこむように小判型のものを拙b、ている。文字を消すためのものか。
i事カ1

22 「口j (PL. 5ト22) SK820出土の須忠器第I群杯邸主主の内面。中央部を硯として用いて

おり， その剤聞に文字を書いている。 「毛Jの下には列点5側「・・・・・」を拙〈。

蜘 23 「木口」（PL. 5与一23) SK820出土の土師協杯AiaoのLI縁部外商。 梢位置に「本」をf!

き， その下にも訟がつづいているが ， 不鮮明で判読できなむ、。

24 記号ふうの幽線（PL. 59-24) SK820出土の土師告書JillA lのロ綾部内而。 円・木鷲形－

s�惨をt'�lいている。
〔千均1

25 「口J (PL. 59-25) SK820出土の土師偲倒A{C3の脳部外而。
［太；，）

・ 26 f口J (PL. 59→6) SK820出土の土師然杯Ciaoの底部外面。字の上端と中央部を欠損し

てb、る。

27 f口J (PL. 59-27) SK820出土の須恕器第I群土端杯AIIl-2の底部外面。「ゥ」冠の下
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に， JマJ状のネをむくが判読できなb、。 この土俸は灯火器として用いている。

「 奈 」 28 「奈J・「口｜・「奈J (PL. 5ト28) SK.820 出土の土師法皿AIのロ縁部内商。制止？の小破片

である。 「奈」 3 !.J-ニであろうが， lやの字は盛で抹 Yi�しているため判読できなし、。

29 「口J・「析」（PL. 59ー29) SK.820 出土の土師器保か血のi底部外面。 「析」はド学・を欠く

が， 上半はf北」に似ている。

30 「成J SK820 出土の土師器杯Aiaoの口縁部外国。欠損のため前後の統きは不明である。

31 「弁J SK820 出土の土師器fill.Aiaoの口縁部外面。

32 「ー」 SK.820 出土の須恵器杯AlVのロ縁部外面に横位置で書いている。
［大1'1

33 「口J (PL. 5ト33) SK.820 出土の土師様附、皿のロ縁部外国。 「天Jあお、は「大j 状

の文字を繊位慨に割くがa 上端を欠く。

34 「口J SK820 出土の土師器杯か加．の底部外 rm。習l!tの一部のようであるが， 抹消してい

るよとと小破片のため判読できなb、。

35 r 乃」 SK820 出上の須恵務杯AI-1 のII縁部内面。底部内面を硯としてJfll, 、 ， n縁部下半

以下に盤が付着する。上半にf乃Jをはじめ創fll,、曲線を諮いている。
〔事事叫

ネ

36 「口J SK.820 附上の須恵務第E詳土探杯BIの底部外面。土厨であるが右半を火〈。 本

37 「O」（PL. 59-37) S [( 820 出土の須脱出lilLCLの底部外面。火だすきが 「XJ 状に交叉し

た内側にうす過で不整｜サを摘む、たものである。火だすきを芯；識的に利用したものか。

38 「O」 SK.820 出土の須恵器第E群土器器材；Ailの底部外商に直径 2. 5cm の不施円を鍛〈。

39 r r-」 SK820 出土の須恵器杯AilIの底部外国。 連結していないが円を描くつもりか。

40 r r-」・刻線 SK820 I士，土の土師器杯Ciaoの底部外面。径約6cm の円を揃b 、たらし b 、。 本

円弧に， 刻線による円弧の一部が重複したものであるが， 欠損のため原形はわからなb、。

41 「日J SK820 出土の須恵器折、AI-2 のほ古II外国中央。記号ふうのものである。

42 円状lUJil · Ji!il射状点線（PL. 62-42〕 SK820山土の須恵器第 I 群土採血I.BIの庇fJII外而。

全体の約 1/3 大の破片である。品点によって径約 16Cm の円と 3 直線を拙＇jlt、たものであろう。

直線は円の，，，心で炎文して， 刊をほぼ6等分するらしし、。なお， この放射状点線は後述する刻 ＊

録文と関連する可能性もある。

型車弁の絵 43 遊弁か（PL. 62→3) SK2113 出土の土師鵠槻All。底部外商の全体に遊弁 5 弁を揃b、た

もののようであるが， 欠損のため2弁分しか残らなb、。弁端には桜花状のきりこみがあり， き

りこみの内側には諜形の表現がある。弁の越端側にも同艦の表現を加えたらしし 文様を削り

出している。 この土械の内面は全体に品が付いている。 ネ

44 「口J (PL. 6ト44) SK2113 出土の須恵抑制；J3I謹の内面。左半は「舌」に似る。右半

は「11Jか「F」であろう。

45 墨lR SK2113出上の土師器杯か瓜の底部内面。 2 カ所に離れて量n�がある。

46 「OJ (PL. 6←46) SK2113 出土の土師櫛杯か1IIlの底部外面中央。記号か。

47 r口木J (PL. 6ト47) SK2101 出土の上師務杯Clb1の底部内面。あるいは｜架」 か。 字

「 東 J 48 「東J (PL. 60-48〕 SK.2101 出土の須取扱杯 At の口縁部外面に横位置でむく。「束」

のすぐよから欠損しており ， ミさらに上にも文字があったかもしれなb、。
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49 r古」（PL.件-49) SK2101出土の須恵器杯B益の内而。

50「口J・「口jげし印一回〉 SK2101 出土の多u.m傍杯BV訟の外回。 脱 として用いたも

のか， 内面全体に品がつく。先のへった範で数文字自いているが'fU，�できなb 、。

51 f口J SK2101出土の須忠告告杯BD-2 の底部外而。

• 52 r OJ SK2101出土の須聴器杯BNの低高砂ト価。
(1th) 

53 「口盤J (PL. 60-53) SK2102出土の須恵器杯Bn益の外凶i。

54 f口」 SD2110出土の須忠告普肌Cの底部外悩。

55 「沙附J (PL. 60ー55) SD2110 （またはSD2126) tlH:：の釘Jよ（協符A皿のほ部外面。
【実々】よ－ヵ】

56「口口」（PL. 60-56) SD2110 （またはSD2126) IJ� I：の%｛！よ｛雌杯Aのほ郊外耐。

* 57 「ず卜」他（PL. 60-57) G地区R28 地点n制品色土出土の創出�：gn I抑止町村不Bill挫の内

rfii。硯としてmぃ， 内面rj，失の径約7cmの範囲に品カ句、t ＜。その川聞に数文字を書いている。

ss r�」 ・ 「九」（PL. 6（ト58) G地区028地点包合目 Ill I：の須恵総務 I 昨土器肌引の底

部外刷。離れて 2文字を書くが 一連のものか。

s9 r歌J (PL.俗－59) G地区N28地点、灰褐色土出土の須.＇J!.加杯AIVの底部外面o

• 60 「口J (PL. 60→O) G地区i\31地点出土の須副総停BIの阪市i外面。

「姿 態J

61 「口口J G地区L31灰槌色土出土の須恵器杯Bπの底部外mi。 逃がうずく判読しにくb 、 「大81Jか

が， 上の文字は「大J 下の文字は「膳」か。
(f,Jρ1 

62 「口J. 「ロJ (PL. 6←62) G地区L32J也l,Oll守�色土山土の須｝［.（＞必杯BITIの底部目

損のため’ 「口jのは努は先。局部がない。 ζの字のお力にfbJJらしい文’ドがあるが， 盛が

・ うずくて判読できなb、。

63 「州出盛所」（PL. 6ト63〕 SK870MI土の須J:L(i:i\他人 の 口紋rm外l聞に樹立れで蓄し内兵「内裏盛所J

盛所とは， すなわち後論するように， 内蹄汀！と関述をもっ配郎室に所属する：＇.：｝であることを記

したものであろう。

64 「存」（PL. 6り 64〕 SK870出土の土自Iii加皿AD coの底部外1f1i。

* 65 「JjJ (PL. 60-65) SK870出土の土師器随Cの底部外商i。
I本拘3

66 I口J (l'L. 60→6) SK870出土の額忠告�杯BUの 底部外的！io

67 f凶」（PL. 60-67) SK870出上の須恵器杯Bilの 底部外山
・
。

68 r口J SK870出土の須恵器杯B E益の内面。脱として用い，1可能が多数ある。

69 「＠」（PL. 印→9) SK870 出土の土師器血Allboの底部外断。「OJと「＋Jを組み

e 合わせた記号ふうの表現である。

70 f ザJ (PL. 60-70) SK870間十．の須恵器杯BIVの底部外I必。 門ないし的内を計3つ

辿ねた記りである。

71 1白太郎j・ 欽女取不得 活取者答 Ji十J (PL. 61-71) jド戸SE715出土の土師器「極大邸j

杯別C1の外而。 Il縁部下端に「漉j， ひきつづいて底部に「大郎」を。 ！？〈。 ロ結部外国には，

傘 これと別に底部側から口縁部側に向って， f欽女取るをtu�れ， nし取らば嘗五卜とする」を

3行にわけて曾〈。

72 「官人」（PL. 61-72) U地区P37地点合炭岡山土の須，＇よ（日出杯BIIIの成部外国。

73 「凶」（PL. 61-73) 井戸SE715出土の土師紛争（；Alicaのほrm外面。
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14 rwJ (PL. s1-11〕 SB805 の北列東第 2 柱故取穴出土の 須恵、器杯 Bil の底部外面。

75 「上J (PL. 61ー75) U地区M56 地点士号昔話週間土の須恵城壁Zの底部外国。
1r,n1 

76 「大口口J. r調口J (PL. 61-76) M地区 SE2278 出土の須聴器杯AlVの底部外面。 前

3文字と後2文字を2行にわけて魯〈。最後の文字は門構えの下半を欠いている。
［商事方〕

77 「口」（PL. 61-77) SE2278 の土師様碗Ailaoのロ縁部外市下半に繊位置で番付 事

「斎 食J 78 「斎食J (PL. 61-78) Q地区 F77地点出土の須恵器杯Allの底部外面。

79 「万呂JほかげL. 61ー79) 出土地点不明の土師器皿副総の 内外国 に 多数の文中を習

書したものである。内面の「万目Jのみがかろうじて判読できる。

L 箆書・刻画上器（PL. 62)

箆替土器が5点ある。箆による記号をもっ土器3点， 焼成後に文字を刻んだ土器i点， 鋭成 本
後に針先で絵画を描いた土昔話が1点である。

80 「嶋ヵ」（PL. 62-80) D地区 019地点出土の須態器査の体部外面下半に， 探聞がまだ
やわらかい段階で， 箆書したものである。踊の右端がわずかにのこっているが， 欠損のため，
上の文字の穿および， 下の文字の掃はわからなb、。

81 「問J (81) G地区 R.27地点陥嗣色土出土の額恋穏杯BID 避の外面小央近くに， 充分に 本
乾燥した段階で容〈。つまみとの位置関係から， 下に別の文字が続〈可能性もある。

82 「十」（82〕 SK.2101 出土の須恵4緊密 Aの口縁部内面に， 総面がまだやわらかし 、段附で
描いたものである。

「 等 J 83 「寺J (83) SK2102 出土の須jよ.（：.；，鉢Aの底部外面。焼成後に， 針様のもので， 「寺J

を刻み， 墨の門でかこんでいる。この土躍は， 焼成以好竪敏であって， 硬い鼎而に字を刻むこ 事
とは容易ではなく， 何回も虫ねて線をひいており， この勢い余った線が， それぞれの字国から

はみだして延びている。

烏・人物函 81 人物画（ I.M,) SK.870 出土の土自Iii憾の杯かJ[ILのほ部内問。焼成後に針先で人物と，l.bを描

焼成後に施

した刻線交

〈。人物は頭部を欠くが， 上着・ズボンを着用し， 毛筆を履く。手iま三本指であらわしている。
人物の左方の，白絵は SK820 出土の母11f烏絵と同様に羽をひろげて�錯している構図である。 本

人物の下方にも一部刻線がみえるが原形はわからなむ、。

M 刻線文土器類（PL. 62-85 ・86, Tab. 9)

ニiニ師器の杯. lJ[・椀には， 焼成後， 続出刷lこ刻紋文をほどこしたものが31点ある。 このうち23

点は SK820 出土， 残る 8 点は SK870, SK2101 ほかの出土品である。刻線文の実例を器種別

に鍛えると， 杯A が11例， 杯C ・椀A ・椀Dがそれぞれ 3 例 ， JllLA と碗 C がそれぞれ 2 例， 本

杯Bとその蓋とがそれぞれ l 例となっており， 杯A の頻度が最も向b 、。刻総を描〈部位では，

底部の外面のみにほどこしたものが最も多<21例を占める。しかし内外両聞にほどこしたもの

(2 例〉， 内面のみのもの（ 5 例〉 もある。 刻線文の種類には， 2本の線を十文字に交叉させた

もの， 2線を十文字Iこ交叉させて生じたそれぞれの区画に， 短線を加えて※状をてb 、 ずるも
の， 2 線と l 線とを「キJ字状 に交叉主せたもの， 4 線を交叉させて「米J�状 を呈するも 本
の， 4 線・ 3 線を格子状に交叉させたものがある。また， 大きな円弧を拙iむ、たとみられるもの
c:um土器40）もある。これらのうち， 円弧を描いたとみられるものには鎧で円も描いている。
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品点で放射線と門とを描いた費剖〈墨書 ffi画土訟42)は，この剖線士と関連するのかも知れな

い，なお，剖鍍士をもっ土器の i剖は，灯火用にもJfl'、られている。

N 灯火器 (Tab.10) 

抽をいれ芯をさして火をともすのに胤いた土器，すなわち灯火器fは多散存荘する。その器曲

・別の個体置は苫示のとおりであって， 土師田町田や皿八111を佐m-nl場合が多<.とくに法量

の小さいものに県中している。罰恕器の湯什も，慨して，小型の何'11iをiJI:う師向があ否。

Z予 HI I飢 (~ {梓

l 判、̂ 1:10 氏 自l内面 守P

2 杯^1 1I~ ほ郊 外而 よ〈

3 杯A11 b， " 戸、

4 軒、AD '" " さ求ト

5 杯^n b， 陸部内而 +-
6 杯^g b， 版 都 外面 £者

? 杯A困0， " λ 

8 杯AMa， " 司、

9 
杯A"'" 

H X 

!o 杯C1 .. " 、「

11 相;c1匂 " 手企ご

12 j.1:C 1 a. " 「

" 皿^1 c. 1.1>>閣内山. 4係与 51¥:820 

1-1 H'̂ か皿A 底部 内面 ，< 

15 杯Aか血A ほ 郊 外而

16 杯A培、D1l̂ " -} 

17 悩^u C~ " 持

1s 純C 底部内面 〉く

19 l'<iic n H;'m内而

20 1古jD 庇 j~; I '~ 肋I ラK

底部外I師 帯z

2i 純J) 氏郊外而 "t 
22 拘D 。 .x、

23 Wls " 

'" 
押 11目 底部内而 入

S K2101 
25 杯11D混 lJi ~~í 内而i

" 杯AI'" 底 部内 面 民ト

27 腕^I C~ "郊外国 片 SK2113 

26 腕/¥1 c， 。 普

29 0'.1.0¥ 1 bo 肱 諸外 面 λ 

30 Ifか皿 民部内面 ?千L S K8iO 

民 間外 !ili 非

31 -l1:A [Ct 氏郊外而 l' SF.715 

Tab. 9 刻線文土器-fi
制〉 似の111:1他点ー覧 (p.101怠限)

!は6AAij区U地区 K49地白， 21:t6ABB区c
地区 189 地点， 31ま 6.0\ /\0区 G地区 H27 地，'.~.i.

4は6̂ n̂lKu地区N49地点， 5は6AABf玄

U地gP49池山， 6は 6AAO区 MI也区 P.::;2J血

札 7は6AAO区C地医 MIB地内， 10は6AAB

阪 UI色まp3s地J11でおのおの11¥ゴした。

追 1昨 土 器 器 !li 個体数 % 

土陥l器
料^" 

3 6.B 

杯AIII 4 9.1 

綜CI 8 18.2 

ml.A 1 1 2.3 

ITIlAn 1 2.3 

皿C 2.3 

腕c 4 9.1 

SK8加 須山訟 +f.A[ 2.3 

#All 2 4.5 

杯^" 11 24.9 

杯^" 4 9.1 

tfB 1 1.3 

判;s fJ 2.3 

何'c 2 4.5 

合計 H 11臥 O

土的器 相;A1 10.0 

杯AD 10.0 

何;c! 10.0 

lllLA s 10.0 

S K21DI 附A" 10.0 

不 明 10.0 

~Uι器 綜̂ ， 10.0 

何'A 3 30.0 

合 SI !o 100.0 

体AI 2.2 

立n^1 2 4.4 

mlA D !o 22.2 
SK21l3 土師iiI 倒AI 27 曲 o

悩c 5 11. I 

合 計 45 99.9 

土師船 綜AI 8.3 

阪IAD 8.3 

倒AI 4 33.3 

S K870 須恐慌 不明1 4 33.3 

将;B n 8.3 

杯C 8.3 

合計 12 99.8 

S E212s 凶l i ll:~ | 相;Al|
合 計 100 

Tab. 10 灯火探 E 
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0 埴 輪（Fig. 44) 

市縫古墳周接埋土から少量〈望整理箱2杯ていめの続輸が出土した。小破片が多b 、。

円筒犠輪 門前・楠輸の多くは切j褐色i欧質で，黒斑をもつものもある。全形を復原的に記述すると，高さ

約50cm，厚手〈厚さI. Scrn）で，口縁部がi訟も太〈（口径32cm） ， しだし、に＊°Illくなって隊部にいた

る（ほiゑ20～23cm）。タプ�－ 3 糸をめぐらす門何塙輸に通有のように，タガ第 1 ～第 2 糸問の円7診 察

透し孔と第2～第3条 1rnと透し孔とは，直交方向をなしている。外而のハケメは，縦〈底部側か

らt.li:#!部側へ） にほどこした後，横〈口O'ffll側から術綬して右回り〉方向につけている。 縦ハケメ

はせまい（頗4.4cm）が＆1ハケメは広＜ Cacm以上〉 ， タガとタ3ゲとの問を l 巨｜の操作でほどこし

ており，その上・下怖は，タブfをめぐらす｜崎にi)!jされている。内而には下半に縦， ヒ半に斜の

ハケメをつけ，部分的にそれをなでけしている。ほかに，焼きの思い須恵君去に似た抗感をもっ＊

万灰色硬質の円筒塙輪もある。乙れは縦ハケメのみであるなど調整はあらい。

朝顔形持直積 1：現顔形円筒埴i愉は，小片ながら技法の点では，ふつうの円筒埴輪と一致する。形型店1愉には

形象埴輪 欣j出I (Fig. 44-2），円柱形のl端聞をととのえた不明品（ I), y,1;f ・家と推定される綱nn－がある。

市断即こ南接する者11切J!J!守閣の制i�fi,，より大型（口径約 40cm） で器壁薄＜ ( I cm 

灰色硬rtの実例もまた調盤があら〈ないなど’やや異質の特徴をそなえている。比較町料とし ＊

糊野平 てより適当なのは，ゥワナベ古墳縁の問i・ 2 号墳の植ばであって，両者は同じ技法の系
壊との比較

列の中でとらえることができる。そして持法からみて，3 r1，墳のjj]'t輸の相対年代は，干nr-注古

墳，平塚l号墳・同2号般のII自になるものと組定できる。

一⑫

20酬

可申

Fig. 44 市隠古JJtのJ副市 紛尺 J/5

1) 『平島武官報告凹』p. 29, W1¥綴 1972』pp. 2G. 2) 『平城宮報告 W 』pp. 118, pp. 122, J’ L,107～109。
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4 木 製 品

木製品｛ま，土域SK820 ・ SK870 ・ SK2101 ・ SK2102，井戸SE2278 などから発見した。なか

でもSK.820 からは大惜の木製品を検出した。

これらの木製品の多くは破損しており ， 原形を保つものは少なし 、。製品の形態も多様で，種
事 頼および使途を的確に把握することは問難である。また，他の来材の地物と異なり，材の蒋活

用が�繁におこなわれていることから，材料 ・ 未成品・製品の選別もむつかしし、。ここではこ

れら多数の水質追物から，一定の目的で加工を施した木製�I日t をえらんで配述ずることにした。

まず氷製品の』II工法を概観し ， ついで＇SK820山土の一品遺物をのべたのち ， SK2101ほかの選

制から山土した木製品におよぶことにする。

場 A 木製品の加工（PL. 75) 

今回検出した木製品の多くはヒノキを材料としており， それ以外に少数の広葉樹材がくわわ

る。材の加工には各種の工具が使用されたであろうが，その楠期をはっきりと指摘できるもの

はそう多くない。いまは，材の表而9こ比較的明瞭な加工痕跡をとどめる若干の造物をえらぴ，

基礎的な加工工程をのべよう。

事 切 断（205 ・ 206) 材を木理に直交して 2分割する加工法である. 205は鋸を用いた例 鋸小刀に
よる切断で，丸俸〈直f�4.3cm）の両端iこ，銀びきの切断面をとどめる。切断面は平滑耐にならず， 鋸の

進行方向にそって多少の凹凸面を呈する。なお，同種の.fl
・に切りこんだ断あとをもっ他の例に

よると，�；の樋1制はO. 25cmであった。206は小万をもちいて切断した例であって，和｜板の四面

から断ti'.dV字状の亥IJみ日をいれて，材ーを筑llくしたのち，手で折・ったものである。この極の切断

機 例は比較的多〈 ， 小板片を加エする場合の一般的な r，法である。

割 り 裂 き (108・120 ・ 144) 材を木理方向で2分するには斧 ・ 蛇などをもらし、 ， 剣り裂 斧 ・ 鈍によ
くことが考えられるが， それらの工具を識別することは｜制縦である。120は丸太を割って放に る割り裂き

したもので，その表H買は木盟が山凸ずる粗面をなしている。おそらく拠をもちいて斧で割り裂

いたのであろう。なお，四角の穴は筏穴であろう。144も割り裂きの痕跡をとどめる好例で，

朱 板材に加工したもの（PL.72）。108は不用になった箱蓋から木札をつくる例であり，詑のような

もので割り裂いている。なお，割り裂きは，t反材をつくるための詰木的な｝JII工法であり，大は

弁戸枠などの大型のものから， 小は桧扇や削り掛けの部拒まで各種の造物にみとめられる。

開l 平（102 · 122 ・ 203) 材の表面を調整する工具には，手斧・錨 ・ 小刀が考えられる。

柱や井戸枠材など大型の材には，表面を粗〈整えた手斧の痕跡をみることができる。 203は手

＊ 斧で尖らした杭の先端である。錐と小刀のいずれによる加工かを区別することは困難である。

しかし，rth物の遊 ・ 庇肢のように削平面が広い場台には施を月Jし 、たことがわかる。 102 は幽物

の誌の例である。削平商の狭い場合には， 小刀をmいており，木rmには普通的にこの痕跡をみ

ることができる。122は切り火き商を小万でi'Jr\l盤している。

手斧・鋒・
小刀と�11平

研 底（PL. 71-74) 刃物で加工したのち， 材の表面iに牌研をほどこしたものがある。 トクサによ
る表函磨研

* 71はくりものの杓子で，その表而を木ft&で謄研している。
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重量・錐・小刀
による！HL

ロクロぴき (PL. 7·今一197 ・ 198・199・201,75-200) ロクロびきの木製品が若手ある。 製品のほ

か， ロ クロびきの木屑もあり， それらのうち200は同心円状のロク ロ 自をよくとどめている。

穿 孔（PL. 66-37, 71-4, 72』1 18 ・ 122, 75-42・118・122 ・ 202) 納穴のような大きい穴は

撃であける。118は角材に方形の柄穴をあけた例。 普通は錐で穿孔する。1111物の底板をとりつ

ける木釘穴など直径0.2cm 内外の比較的小さな穴は， 四ツ目錐をもちいるようである。122の ＊

ように直慌が0.9cm梶度の大きし、穴の場合には， '.'E1錐や刃先か三股にわかれる鼠刃錐の使用が

考えられる。42の糸巻枠氷の穿孔には， 鼠刃錐を使っている。 また小さな穴の場合， 202 のよ

うに小万の刃先で穿孔したり， 尚物の綴じ穴のように刃先で 切り目をいれる例もある。

撃をもちい そ の 他（PL. 75-42’ ・122) 柄や 切り火きをつくるには撃を使う 。122は切り火きの 例で，
た切り欠き

撃で切り火き小刀で表而€－制整している。42 ’ は小万で花弁形のえぐりをいれた ものである。 ＊ 

B S K820出土木製品（PL. 63～73) 

SK820で出土した木製品を用途別にわけ ， 服飾具・祭記具・工具・紡織具 ・ 食膳共・容器量 ・

部材・用途不明木器・その他に分けてのベる。 それらは， ヒノキ材の白木づくりであり， 塗り

物などの製品はきわめて少なb 、。

i 服 飾 具（PL. 63～65) ＊ 

ひおうぎ a 捨扇（ I～3）糸柾ヒノキの蒋較を#JI,、た白木の槍溺。 3個体分出土。 l の骨は11枚。骨は
か位。 ずえ

いずれも厚さ0. !Cm弱で ， 要部分の幅約2.0cm， 末部分の幅約3. Qcmo骨の長さは一定せず，

中央官’ 2放が 32. 3cmで もっとも長〈 ， 左布の骨は長さを次第に矩くし ， 左端・ti端ではそ

れぞれ22. 6cm, 25. 1 cm である。広げたと きの形はb、わゆる扇形になる。 中央2放の緑端を

直繰にし， 左右の最端は切先状につくる。 骨の下端｛ま半円形にそろえ， 下端から約 2.2cm上 牟

に要の孔をあける。要付近の両側縁にV字形と弧形の切り 込みを交互にいれて飾る。飾りの切

り込みは左右対称でなく ， 一例l縁の切り込みが一個所多b、。要から米に向って約16cmの位置

に0.5cm内外の間隔をおいて ， 縦の切り開21回をいれる。綴り日である。要の固定方法， 綴り

の方法については知るすべがないが， 扇縁の曲線、にあわせて広げた状態に配置すると ， 約55度

に聞きその最大幅は約 19Cmとなる。

2 も l と 同様の製品であるが ， やや小接りでみる。骨は7 枚残存。骨の厚さはO. lcm 内外 ，

要部分の幅約1. 5cm， 末の幅約2. 7cm。骨の長さは中央寄りで20. 6cm， 端の骨で 19cm。扇縁

の形状をとどめるものが 4枚あり， そのうち中央寄りの廿’ 3枚が山形 ， 端の骨1枚が切先状で

ある。什の下端から約O. Scm上に約0. 7Cmの問臨をおいて横列する2孔の要をうがつ。端の骨

では， この 2孔間に0.3cm幅の変色していない部分があり， 2孔を糸などで間定したことがう 傘

かがえる。Mから末に向かう約14.2cmの位置に約o. scmの間隔をとって切り自2伺を縦にい

I）故古の伝ttt楠扇は，JI!守千手観音菩誠i象のII台
内に納入していた繍扇で，元庭元年（877）の銘が
ある．その形状は末をi長線に放ち洛とした同大

のrW級20吹からなる〈丸尾彰三良IS他『日木彫刻
史以礎資料集成平安時代Y占像銘記筋l』1966
年〉。このような伝世の荷量悶は骨数が20放を定2
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すので，聞くと般長になる。それに対して，長さ
を具にする薄板をmぃ，骨数が少なくて開〈と
縦長になる平主主宮倫溺と同じ形式のものは伝世
,lものなかに見出すことはできない。形状では，
絵�物にみる平行四辺形の｜調扇（たとえば「信貨
山緑起絵巻町口水絵巻物全集』II）に似てb 、る。



れ ，綴り目とする。骨の下半の両側縁には内舟する浅い 弧 状の切り込みをいれるが，一側縁の

切り込み が少し長b、。この的扇は，残る7枚 で復原すると 最大幅12cmに広がる。ただ， 1

のように11枚が木米であるとするならば，最大1摘は約20Cmになるであろう。3は附耳iの謡端

部分のみをのこす 。現状では木ifで聞定した神板 が門形にひろがる。部板の現状の長さ7cm前

秒後，幅1. 5cm前後，店Eさ0.5～0.7mm。

b 槍扇形 木製品（ 4) 4 は前記の倫鼠とは用途を央．にするとお もわれるが，形態が約扇にひおうぎ
形木製品

類似しているので，いちおう槍扇に準じて説明したb、。4枚の板自の薄較を槍溺のように連綴

して用いるもの。いずれも長さ21.ocm，栢1 . 8Cm Ii肝炎， 厚さ0.3Cm昔話後の蒋棋を粗〈削って

仕上げ ，部分的には製材JJ与の割り面を とどめる。緋肢の下端は直裁にし，下端から上1.5～1. 8
* cmの位置に直径o.1cm程度の孔を錐であける。この孔の上部11. ocm程度の位同にも下部と

同形の孔をう がっ。上端i;i'.山形に削り，下端からk l. 5～2. Ocmの間隔を おい て ，

一側縁に長

主 5.1 ～8. 5cm ， 深さ0.5cm程度の内主きする弧形のえぐりをいれる。

薄：恒の表裏にはfil11fがある。下部のえぐりのある側縁を右向きになるようにして 各振を配列

すると，各板の上部の孔 から2Cm上方にID警の「＝Jが備にな らぷ。 また， 孔の下部におの

＊おの意味不明の文学を品自する。うち 一枚にはその乎にかさねて 一字を増し，下部の孔の周闘

を「OJ でかこむ。以刻・-OllJの茄には一枚のほかは品訟がなb、。墨書する一枚 は，上から「賛」

を馬，「吉Jを努としたとドを4字 ， 「佼」字を4：子：，「因J字を2字，合計10字を縦：おきにし，

下部の孔の周聞を 「O」でかこむ。このよ うな墨自の状況から判断すると， 下部の孔を「OJ

印でか乙む板I函が，数放の薄板を重ね たときの上 ・ 下面となり，一種の親骨的役割を燥してい

$るらしb 、。それに単じて令部叡を 広げると， 「＝Jお よび怠味不明の墨書が一面に揃う 。以上

のよとから， この具が純で連組し槍扇のように開閉する具であることが推される。文字 は意味

を なさず，主Ll製で出月jに耐えない ことからすれば， 一種のl況共であろうか。

酒民

2ド

c 櫛（5～11) 版関材・ 4こ鋸で細い歯を ひきだし，諜而を 平滑に研い だ仙糊である。7点目1 く し

土している0 し、ずれも破片であるが．平岡形によって ， 長力形のものA型式（5～8〕， 半刊形の

「:, 7 v ll 
‘・

Fig. 45 .fjl］のm；田形

型式｜資料桁 �：a 戸：i�

5 (10.3) 4.80

八l
6 ( 3.5)
7 ( 4.0) 5.25
8 ( 3.0) 4.90
9 ( 3.0) 3.43

JO ( 3.5) 1.55
JI ( 7.3)

含
\ /10

『""I

11

s ••

縮尺1/2

JI/.さ 働災 3cm当り
｛杭 数

l .02cm 3.60 26 
0.76 
0.90
0.94
0.4.6
0. 70
0.98

30 
<1.00 27
3.80 so
2.45 30
2.90 30

31 
1]',fi'r.cm ( ) LH�nf1(!

Toh. 11 l白�の法治

もの B型式（9～ l l ）に分けるこ

とができる。

A型式には，さらに間部を ま

るくするものく7）と， 角張ら

す もの（5〕とがある。 B 型式

は概して精製品であって ，むね

の断面形 が柳諜形を出し て い

る。また切り通し線は，むねの

上縁に平行して［lb 線を呈するも

のと，直線形になっているもの

との両者がある。1怖の個々の法

:)j\：は表示（Tnb.12） するとおり

である。

ll3 



とめ lまり d 留め針形木製品(12～25) 一端を尖らした細長い棒状の具。14点出土。それらは形状か
形木製品

ら， A ：頭部を鋲頭状にするもの， B ：頭部を細板状にするもの， C ：頭部を棒状のままに切

りおとすもの， D ：両端とも尖らすものにわけられる。

A型式は 2点ある。12は自然木の樹皮を除〈程度の加工で， 頭部と身の一部をとどめるが，

下半は切断されている。身が太いので， あるいは未成品の可能性もある。13は身部を扇平にす ＊

るが， 下端は欠失のため不明。 B型式は l点（14）ある。全長の約2/5を納板状の頭部とし ， 身部

は断面前円形の細稼につくる。細板状の頭部には， 3条の刻線をめぐらす。刻線の下部には，

両町ともに冠制］をつけ弓状のものを手にする棋・向き男子の立像を盛拍・きし ， 足下にあたる細棒

付根に品で 2 綿をめぐらす。一面には， 2 線の下に 1 2字を書いているが読めなし 、。 C 型式は10

点（15～24）あるが ， 身の形状によって， 身を廊平にするもの（Ci）と丸棒状にするもの（C 2 ）と ＊ 

に区分できる。 c a型式は5点あるa 15は身部のー聞に銅をとおし， 断面を三角形にする。身

の先制に向けて次第に滞くし， 先端の平田形は舌：比につくる。顕部は， 幾分厚くかっ I�高広〈削

り残している。16・17も15と同じ作りであるが， 17は頭部を欠〈。18・19は身部を万身形に，

その！析簡を三角形につくる。切先状の身の先端は薄b、。 Caは5点ある。 b 、ずれも材の一端を

鋭t先状に尖らす。身の横断面形は角形・半円形・円形につくる。おおむね頭部に特別の加工を 傘

ほどこさないが． なかには頭部を出柄鼠に突出させたもの （2めがある。 D型式は I点（25）あ

る。断面円形の細い丸稼で， 中央部分を太自に践し， 両端に向けて次第に細くする。なお， 両

先端は鋭〈尖がらさず， 木ロ面をのこす。

以上の木製品は， 一種の留め針的機能を果すのであろう。 このうちには， c ，型式のように

冠聞や揺をとめる木針と考えられるものもあるが ， すべてが服飾に｜却するものとはいいきれな 本

ぃ。個々の法i止は表示（Tab. 13） のとおりである。

迎式 鰐｜ 全長 身頼 身厚 身のl附図形

5.50 0.90 0.30 同 .IJZA 13 6.00 1.20 i百円0.80 
一

B 16.92 0.55 0.25 .m 円
一

15 19.40 1.10 0.80 三 角
16 17.10 0.92 0.50 三 角

Ci 17 (J4.30〕 0.95 0.50 桁 門
18 (12.70) 0. 70 0.30 三flt
19 15.10 1. 05 0.50 三 角ーー
20 15.20 1.50 o. 70 続 門
21 16.90 0.90 0.90 門

� 22 9.50 0.80 0.60 合 形
23 13.30 ‘，三 円
24 16.60 0.75 0.50 f11形

一

D 13.40 0.75 0.50 円 Fig. 46 

tf＼佼cm ( ) (tfi.m:111r 
Tab. 12 留め針形木製品の法扱 10cm 

刀形の復原

縮尺1/3

2) この積の憎め童｜・形木製品は主主飾りの可能性が
つよb、。 汁ドリカソザツといって盆踊りのとき
竹下専をカ γ ザシに用いる民俗例もある。 民俗学
研究所籾『綜合日本民俗語録J (1955年〉第l 巻

7{1/ 

p. 266。 北海道アイヌの民俗{7:Jでは， 仔1め針形
木製品c1l'1式矧似1f,'iに削りかけをほどこし家の
世JIを両日るための：rn災磁をとめている。 宮本響太
郎ftl!.W H木の応Jl.』trHY.EJ；・；JlllJLI!;肱1967年p.66。



、

11 祭記具 (PL.66-26~32) 

a 刀市(26..... 28) 3点ある。 26は鉄型刀子を忠実に擁したもの。全体のおよそ 2/3を刀身 かたながた

とし， nりを茎とする。刀背は茎の下端までまっすくとおす。刃の部分はゆ否やかな弧線を呈

し，闘の身酬がもっとも広L、。刃関は直角にせず，茎端に向けて次第に韮闘を狭〈する。ヒノ

ーキ桓日材。全長14.2cm，最大幅1.8巳m，最大の厚さQ.5cm。

27は26にくらべて粗いつ〈りである。制百材の上半期分を刀身形につ〈る。柄を着韮した状

理を酷したのであろうか。刃の部分は刀背よりやや薄い程度である。身と柄との切暗な区別が

なし柄瑚は両而と刀背方向から切りおとした状曹にとどめる。全長 15.4cm，最大幅LOcm， 

1'1さ O.8......0.2c!Uo28は鍔から先端にかけての部分を先失する木刀の柄。用i!liの部分を長方形

・に削りのこし，把の部分を弓形に する。宵内から出土してい石町i例によると把の接す石信も長

方形に削りのこし，栢の狭い刀身を削りだしてい。 (Fig.16)。ヒノキ軒周材。現存の長さ 13.8

om，幅2.9cm，厚さO.6cm。

b 描帰(2町 長岡臓を検したもので，身の中央部分を平滑にし。両側臨に刃をつける。身 やじりがた
帥->~. ."..<= 

の下辺に逝府lをつけ中央に盟伎と韮をつくる。ヒノキ柾伺材。現存.IH2.0cm，揮さO.4Cffio

• 0 刺熔鼎(30) 部も、木片から削って作り，一端を尖らし他端をまるくすd。捌か錨の身部 りき がた

をあらわした 6のであろコ。ヒノキ仮目材。長d9.9cm.型存の幅1.6cm，J7-さO.3cm。

d 人形(31-32) 2点山土した。 31は務板から左向きの輔劇をきり向いたもので，後国 ひと がた

部をまる〈し，前頭部に切りこみをいれて帽子をあらわす。板円上回には，墨で相子眉 目

耳などを姉〈が，翻以下町部分は現夜欠失。下回には「目指」の11¥轡があり，木簡を転用し

・たものである。ヒノキ紅白材。現存町長さ6.4cm，現存の相2.5cm，厚さO.3cm。

32は柱状の小木片を;11工したコケシ夙町人形。剖聞をいれて蹴部と』副都とを区分し，正而の

膨Iを少し出らせ鵬首都の下'fを制〈するo 前頭部から桂羽子部にかけ越を直って尭ふフの!JJil.Mをあ

らわし，顔聞には日 ・口'H田口を墨描きする。胴部には乎足を表現せず，花田に記号風のご

字を畳で縦書きする。 ヒノキ材。長さ6.3cm，由大幅1.lcm，世大のはさO.9cm。
..~t.. ... 

・ 形代として，人静武時工具などをつ〈り，政い招到などの摂Aに用いる ζとはいうま

でもなb、。 rl!1書式』神祇条でいう祈年 月次の摂に供する「便宜偲刀形 ・総纏刀形 ・布置刀

形」は。木担慌遣の刀形である可能性がつよ¥'0なお31・32と同額のひとがたは， J膝JJ;(宮仁お

" いてすでに存往し，また後代にもつくられ，元財極楽v;の*世地伽、ら出土してい20

iii 工 具 (PL骨 33.....37)

• a 刀子柄(33. 34) 刀身を欠〈刀子の柄である。 Z点出土している。 33は細長の木片を粗 とうすのえ

〈削って加工したものである。柄の中央部分で背の方向に腰を折り 1 柄聞は粗削りのままであ

る。柄元部分の断固は楠円形を呈する。茎孔は火損のため断而形は不明lだが，おそら〈三角形

にな"のであろう。ヒノキ材。長さ 14.5cm，綬大幅1.4cm，故小切1.2cm，原さ1.Qcm，韮

孔の揮さ2.Gcm，韮孔円相 O.3Cffio34は柄先制l分が大倒してし、る。断iitlを楕円形につ〈り，背

3) 梨良県教背語同会 n藤原官 国道 165号線パ

イパスに伴う宮城調査J(宗良県史跡名勝天ぺ

記念物;;1'/1貫徹伶節目冊)! 9G9~下 PL. 16-1，2 

円 5(}-]'2.

4) 元卯中将ヨ長幼 『元911寺極楽vi総合収放局， (第

ー収蔵川1)総般縦併俗J(l96j年)PL. 35-7.s。
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の方向に腰を折る， 茎孔の断面は三角形を皇する。（33）にくらべて加工は丁寧である。柄頭付

近に「四文」の針書きがあり， この万子の側J怖かもしれなし、。広葉樹材で作る。現存の長さ10.2 

crn, r�lll 1. 3cm， 厚さ1. lcm ， 茎孔長径0. 5cm， 茎孔短径0.2cm。

b 工具柄（35) 現在， 刃部を火失。 断面が長方形の角棒で， 縦に割れており， 茎孔の様子

がわかる。茎孔は一端の木口から穿ち ， M1rD'ii長方形， 茎を焼きいれたためか内聞は焦げてい ＊ 

る。 この木口付近に切込みをめぐらし， 柄の中央部分断聞はやや丸味をもっ。茎孔のJI安状およ

ぴ中央官官の断面形によって刃部が錐のようなものであることがうかがえる。柄元の切込みは，

木口に縦割れが生じたので針金や， 紐などで固定したためのものであろう。正倉院には柄元を

補強した工具がのこっている。 ヒノキ材。長さ 17. 7cm， 長径 1. Scm， 短径1. zcm， 柄元の茎

孔の長径Q. 5Cm， 短径0. 3cm， 深さ2. scm。

すみさし c 愚 刺（36) 粗割りの閣をのこす小木片を墨刺として利用したもの。 長方形の薄い木片

の一端を議付部分とし， 両国から削って刃をつけ， 烏口のように刀先から切り自をいれる。刃

先からの切り回は， 識のたまりを容易にするためのもの。 墨付部分には， 現在も墨痕が付着

する。なお， 柄部の先端は折損している。現存の長さ9.6cm， 胴1. Qcm， 厚さ0.4Cmo 

＊ 

d 木 針（37) 踊:,p:な木片を粗〈削って仕上げた木針。 先端を細〈尖らし， ー側縁は万身 ホ

のようにやや反りをもたす。頭頂は切りおとしのままで， 頭頂から1. Scm下方に針孔を穿つ。

針孔は， 鋭利な刃先で一辺約0.4cm程度の方形にくりぬいたもの。 ヒノキ材。長さ1 3.2Cm, 

頭部幅Q.9Cm, 厚さ0.4cm。現在， 延針・として用いているものと変わらなし、。

iY 紡 織 具（PL. 67-38～45) 

いとまき a 糸 巻（38～43) 回転させて糸をまく道具である。構造は数本の枠木とそれを固定 する キ

横木， 樹木の心にとおす軸i隊からなる。現在，取h離に該当するものは検出していないが， 枠木

糸巻A�式 と横木が6倒体分ある。すべてヒノキ材を用いている。糸巻は， A·B の2型式に大別できる。

A型式は， 枠木が4本からなっており， 各々の枠木の上下2個所に柄穴をありて横木を装着す

る。 上下の横木は各々2枚の板を十字形に組みあわせ， 中心に軸孔をあけ， 四校を棒状に削

る。 この種類の糸巻は， :Pi百木の長さ によって， 長さ28Cm前後のもの（ん型式〕と長さ24cm前後

のもの（A2型式〉とにわかれるo B型式は， 枠木6本からなり， 各々の枠木の上下2個所に切り

欠きをいれて横木を装着する。；横木は， 6角形の一枚板で， 中心に軸孔をあけ， 6角形の各稜

角に切り火ぎをいれる。つまり， 枠木と棋－木は粍｜欠きの仕口で結合するのである。

A t型式は2個体分〔38・39）ある。39 は2木の枠木と一組みの横木をとどめる。枠木は断簡を

半機構円形にっくり， 外商は丸！朱をもたせ内聞を平滑にし， 背の総は上下にまっすぐとおる。 ＊ 

上下端では， 内面から背に向けて外反りに削り， 両端の側面形は， 刀身形になる。枠木の内而

の上下2個所に鼠刃錐で栴孔をあける。 l；本の枠木は， 2つの柄穴の聞の内面を削りこんで内

轡させる。枠木の長さ 29. !Cm ・ 28.9cm, 最大幅l. ocm， 最大の厚さ 1.4cm, 2柄孔悶の心

心の長さ14.1cm， 柄孔の直径約0.6cm， 深さ 0.6cm。横木は2枚の長方形板からつくる。 ま

ず， t&:の中央に長方形板の短辺備の切り欠きをいれ， 相火き仕口で2枚の板を十字形に組む。 ＊ 

四端に向けて板の側面を削りこみ， 各先端を， 丸棒状にする。十字形の中央には軸棒をとおす

5) 術室博物館『正倉院御物�I録』第JSi降（1934年〉第36図。
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相

阿孔をあけ否。長さ 10.2・10.6cm，制 2.5cm，凪さ 1.OCl11o各先端の匹佳 O.6cm 1iil桂l 軸

孔直佳約0.6cl11。なお，枠本に横木を着装したときの糸巻町I立邑は約 11cmになる。

38は枠木ピ吋 l本ある。品本的なっくりは38と同じであるが，この剖では柄穴位置をやや厚

〈町己 l ， 両約孔問は内耐から向型合事騰に削る。前孔はし、ずれも刃物先で桂〈え〈る~Iitて勺

傘 まだ鼠刃昨で穿干しし亡おら.r，一端を刀身)形にととのえ ていなL、。未成品である。全品に比 し

て柄孔IUIの貝さが短いのは，39と位m方法がことな~からかもしれなし、。枠木町長さ 27. 8cm ，

a大幅1.Ocm，担大町厚さ1.4cm， 2軌孔聞の.(.. 叫2の長さ8.Ocm。

A.型式は 3個体分科ト42)ある。 40は l本の枠木と一組の繍木をとどめる。枠木は基本的

に39と同じっくりである。内面の幅がやや狭<.中央部分の断固は附円形に近b、。両端は内而

・ から背へ反りをもたせ倒的i躍を刀身形にする。この間では 2軌干山口に内問する削りこみをお

こなわ4誌も、。枠木町長さ23.8cm，紋大幅1.Ocm， l¥1大町厚さ1.5cm， 2抽穴間の心むの長さ 11

om，柚孔直在的 0.8ιm，揮さ 0.8cm。樹木も39と阿じっくりである。横木町長さ8.9・9.2cm，

制2.0'2. lcm，厚さ0.8cl11，先端の直怪0.6-0.7cm，軸孔直佳O.7cl11。横木と枠木を組みあ

わせたときの糸告の出佳はf.:JIOcmo

・ 41は枠木 2本をとどめ，対応する槌木はなL、。この枠木は他とみ込なり，両端を尖らさず，柏

孔位位の内面だけを平坦而としι そのほかは断面円形町丸俸状に削る。なお，柄孔のー孔には

曲木町端部が聾存してb、た。枠木町長さ 24cm，駐大幅1.lcm，品大町厚主1.5cm， 2柚孔聞

の心心の長さ 12.5cm，柚孔の直佳的。7αn 探さO.9cm。

42は3本町枠木に上下 2組の描木を装着した状臨でIU土 Lた。枠木町基本的っくりは上述の 婆紡怪に

富む糸巻
傘 踏倒と員、わらないが，製飾性に富む阻品。己主帥は枠木の内出にほどこす。すなわち 3本とも

上ド柚子L間1町内面から側面形.>1E弁形になるくりかたをいれ，内面と両側面が接する位向を面

取りする。柏孔上下の内聞には不蝋いの加工をほどこす。 l本には，柏孔から両端に向けて，

柚孔問の花弁形〈りかたと対応しておのおの 2r~の弧形くりかたをいれ!先端をそぎおとして

側副形を刀身Mにする。他の 2本は納孔から阿端に移行ずる部分告内fI百から斜めにそぎ!次第

・に幅を褐くする。枠木の長さ23.7-24CI11，世止制1.2cm，最大の厚さ1.8cm， 2柚孔聞の心心

の良さ7.5cm，刷孔の直径O.8cm， t訴さ的1.lcmo繍木は 2組とも39と基本的にかわらなb、。

全長10.3-10. 6cm，術 L8cm，厚さ0.8cm，先端の直在的 0.7cm，軸ぽL直佳O.8cm。枠木と

横木を謝lみあわせたときの糸世の直桂は的11.7cl110 

U型式は 1個体分ある(43)0現在 2本の作木とー欽の積木があるロ枠木はやや踊平な材を 糸巻B型式

・用い，外国に丸味をもたせて削り，背町線は上下にまっすぐとおる。内而からa 横木をかみあ

わせるlUi形の〈りかたを上下にいれる。 2似の〈りかた間は内問する弧形のえ〈りをいれ，

上下のくりかたから河端にかけて内岡から J-~ 'JJ向に向けて外E りに剛り j 側面形は刀kt惨を

呈する。内rmは平坦聞にならず同叫面から日1取りして!中央に胡をとおす。枠木の長さ 16.()・

16.2cm，相 O.(}cm，最大の厚さ1.4印】。横木は正 6角形の小車。各岨白から中心に向かう〈

. りかたをいれ，中心部分に軸穴を穿つ。征U匝材。晶大佳5.0cm，一辺町長さ乙 Ocm，i1ij桂，

厚さO.4cm， (りかたの胴 O.4cm，深さO.5Clll，軸穴直径O.4cm。粋木と横木を組みあわせた

ときの糸世の直荏は的 6cm。

今回倹出した糸巻が，長さ白 8cm-29.!Cm，自在 l1cmljij桂の大型のもの (A型式〉と長さ
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わ

16. 6Cm，直笹約 6 Cm の小型のもの（ B 型式〉にわかれ，それぞれ構造を異にすることはすでに

のぺたとおりである。ただ， 両者ともに 軸隊などの付属品をのこしていないので， 使用法に

ついてはあきらかにしがたし、。つまり，樹木のlli1h孔に�I俸をとうしこの劇h締を片手で回転する

く いわゆる援とLて使用するものか，それと(i Ui1h悼を館三の聯l受台に接合して阿仰すものか判

然としないのである。ただ，B型式の糸巻に類似するものは民俗例にある。繭から生糸をとる 本

「ぎくり・おったて ・ がらJなどとよばれる民共，f;t，軸俸を軸受台に接合しそれにハγドルを
η 

つけて回転させている。

b 紡錘率（44 ・ 45〕 門仮の中心に糸巻俸をとおす勧錘事。2点出土。44は柾Uの仮材から

つくる小円板で，中央に円孔を芸評つ。直径 6. Qcm前後， 厚さ 0.6cm，円孔の直径O. 8cm，重さ

（含水状態）17.60 g。45も紅白糠材からつくる小円板。中央の円孔には，糸巻俸の上半は欠失し 本

先端は紡錘取の下回に乳頭状に突自している。直径6. ocm前後，厚主 O.Bcm前後，現存の糸巻

稼の長さ約 3cm，直径1.0～0.6cm。重さ〈合水状態）21. 15 g。

V 食 膳 具（PL.印・69・71)

さ じ a 魁静木製品（46～56, Tab.13) 薄い細板からtrと柄を削りだした小型の木器。11点出土。
cτ 

匙形木製品とは仮りの命名で，身の上回が受皿状にならず平坦であることから，箆 ・ 艇のよう ＊ 

な機能も考えられる兵である。

匙形木製J"�，は身の形態から A · B ・ Cの 3 型式に分けることができる。すなわち， A型式は

身の先縁を直線にするもの，B型式は身の先縁を半円形にするもの，C型式は」訟の先縁を剣先

状にするものである。

A型式は ， 絢l板の一端を身とし，頭部から次第に耐を狭くして栴をつくるもので，仕上げは傘

粗い。6点（4-6～51）山土。身の先縁は片刃の盤先状にっくり， なかには切断が不十分で削りの

こすものがああ 。身の両側縁はとくに整形せず，側i削に剖り聞をのこすものが多し、。身の両面

はともに平坦で表裂の別がなし 、。柄は絢｜板の阿側を削りこんで1隔を狭くする程度で， 断両は長

方形。すべてヒノキ材・で，板目材のものがl点ゐるほかは柾目板をもちいる。この極の匙形木

製品には，身部に使用l時の顕著な磨滅痕跡がなく，また身の先綾に刃物で切り伺をいれたのち＊

手で折って切断した形跡をとどめるものがあり，一時的な使用に供Eぎれたものであろう。

B型式はヒノキ岐回材の細板からつくるが，A型式よりも精製品である。 2 点（52 ・ 53）出土

しており，両者はほぼ同形同大であるo身には表誕の別がある。表面は平i'IHこし，謀面はわず

かに甲高，先縁を部くする。先縁は半円形 ， 」きの側絃から頭部に移る折尚点は稜角をなしj護形

の頭部につ〈る。顕務flは次第に幅を狭めて柄に移行，柄は回取りし断面は梢刊形に近〈，柄頭水

は切りおとす。身の先縁十こは磨滋痕跡がある。

6）太田英蔵I紡紋ftと調締M!i布J （『n本の考古
学』W 歴史的代〈上） 19671f.) pp. 347。

7）宮本常ー他？日本の民兵』第 2 巻 127 ・ l28

· 129。

8〕 太凶英蔵の教示によると，;4i: f9]lま「紡錘の純
下」が兵杭・に短小であって，絵巻物や民俗例に
みられるテツリツム・タシロギ用というよりも，
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むしろ紬糸mの可能性があるとbづ。2詰山弘法
・大野力f沖縄の伝統織物j 〈制l:I）省店） 1971

年p.39。

9）和歌山県根来寺の泥緩や広島県明王院の塗郎
工兵はここでいう匙形木掠とよ〈似た形状を示
し ー亡し 、 る〈中村雄三『図説1:1...f,:;;fぐに�史』昭和
12年〉。



C型式も， ヒノキ車目材の細板からつくる。 3点臼ト56)山土。身は眉平に削り先韓を醐葉

形に尖らす。身と柄の撞は明暗でなく ， 園都の幅を次臨に狭めて柄とす答。柄は凪平である

が，両端に犯い而取りをおこない丸味をもたせる。柄顕は切りおとしの状態にとどまり，大き

さは一定せず，大型のもの54はつぎ6このベる杓子形木製品B型式にひとしむ、。身内先輯にはわ

.ずかに腔減由跡がある。

b 杓子市木器(57-73，τab.I4) 凪平な仮材からつ〈り多〈はヒノキの亜日材を月J~ 、る。 b 、 しゃく し

ずれも波高の別なし損して大型である。 17ぷl出土。それらは拾の形状によって A型式身の

緑を直線にするものと B型式 身の先蒔を寺門市にする 6のとに分間できる。さらに.A型

式は企長20cm川怯の小型 (A，型式)と企長30---7Qcm町大型 (A.型式〉に分つζとができ る0

・ A，型式は! 制匹材の一端を厄紘に切り おとして身の先総と し，同制にやや丸妹をもたず。

4i立(57...... 印〉山 h 身の両個綜から顕郊に移る折幽点は般向をなし! 制部を措形に削って柄に

移行。柄は町四而から削るにとどまり，側最を面取りしたり部(1'1;ことはなb、。身の周絃に

は若干直滅症跡がみとめられる。

A . 型式は， 越本的に A. 型式と変わらないが， 形北が大きく羽子匝状につくる。 5 点 (61~

・65)出土。転用材の加工が目立ち， 箱板を用いて側緑に釘孔をとどめるもの〈臼〉材から板を

割裂いたときの割り摘をとどめるもの(61). 盤由のある桓材を転用したもの(62)がある。

B型式は，身の先躍を半円買;lこっくり， いわゆる飯じゃもじにもっとも近い形題。 81.J.(届

-73)出土。身は中央部分を厚<.周縁を少し部〈する。'"と嗣の担は問瞭で伝<. 両個而か

ら内問先味に削って柄に砂行する。柄はおおむね凪平であるが， rjr央をやや以<.個躍を薄〈

・し，断面形が柳草野につくるものがある。柄原付近に門孔をとどめるものがあり(71)，転用材

である可能性もあるが，多くには転用材の痕跡はみられなむ、。先制には庖滅痕跡が崩事で，位

向朗庄の向いことを赤す。

C 制りもの杓子(PL，71-74)現在，身の過半をとどめるに すぎず1 制は折tQしてなb、。身の

平而JfTli長m円形を.Q:l" その韮端に柄の付似がわずかにのこる。この間は 般の刊杓子とこ

1\~)\: IlI'r1i I企長身長身似身砂川例厚

2、

B 

C 

46 22.2 4.0 1.9 0.3 0.7 0.5 

41 11.6 3.2 2.1 U.2 0.9 U.2 

48 (6.9) 1.9 1. 7 0.4 0.4 0.4 

49 (5.7) 2.3 1.4 0.4 Q.7 0‘5 

50 (ι3) 2.3 1.4 0.2 0.6 0.3 

51 13.9 4.5 1.4 0‘3 0.8 0.3 

52 15.7 4.7 3.6 0.3 0‘8 0.5 

53 15.7 4‘7 2.6 0.5 0.95 0.5 

54 31.5 13.0 3.8 0.6 2.0 0.7 

55 22.8 7.7 2咽 3 0.6 0.95 0.6 

56 14.4 5.6 2.1 0.2 1.3 0.3 

単位.cm ( )は銭存催i

Tab. 13 W塩形木製品の法盆

単位cm ( )は残存';1

Tab. 14 杓子形木製品の法公

型式 自需サ 全1ミ M 乏身刺身"柄恥iMl!;: 

" 22.4 -- 0.6 (1.3) 0.5 

58 2<3.5 3.6 (3.2) 0.4 1.9 0.5 
A. 

59 2<3.5 5.0 3.5 0.8 2‘o 1.0 

曲 18.3 6.0 3.8 0.3 1.9 0.25 

61 回 .2 31.714.9 1.2 5.2 1.0 

62 開 .7 27.0 8.3 0.7 5.1 0.8 

A， 63 (45.1) 20.1 9.1 1.2 4.4 1.4 .. 36.2 16.8 15.6 0.6 5.8 0.5 

65 33.8 19‘5 7.0 0.8 4.5 1.4 

同 〔倒的 15.0 4.2 0.6 2.4 0.65 

67 (33.0) 10.5 5.2 0‘5 2.4 0.7 .. 26.3 10.4 6.4 0.4 3.9 0.6 

69 (27.5) (6.3) 7.3 1.0 2.6 0.9 
B 

26.9 10.0 (3.6) 0.5 2.[ 0.4 70 

71 23.4 10.5 4.250.6 2.2 0.7 

72 (19.7) 6‘5 5.6 1.0 2.6 0.9 

" (13.5) 5.8 3.3 0.35 - 0.7 
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となり，柄に喜多行する類部付近を襟状に高くするほかは， 身の中央部分を厚くし周縁fこ向って

次第に部くし ， 外縁の鋭利な鋤先のようにつくる。製作は丁寧で ， 全体に滑らかであることか

ら，削りによる盤形後トクサのようなもので陪研した。ょうである。広業tlil材。身の長さ18.5

cm， 復原幅12.8Cm, J1�大の厚さ 1. lcm。

は しd 箸（75) ヒノキ材の木片を小割りにしたのち ， 棒状に整形したもの。制b 、丸僚に削るの＊

であるが，削りはきわめて粗雑で本と末の区｝JIJはなb、。出土例は多いが，いま完形のもの 302

本をえらび計測怖を附してみた。いずれも直径は0.5cm 内外で，最大の長さ 24cm から最小の

長さ14cm までのばらつきがある。そのうち長さ17 ～22cm の箸が全体の80%を占める。なかで

も，20 ～21cm の長さのものが最も多くこれが探情的な長さだったことがわかる。使用の痕跡は

明瞭でなく，製作の粗雑さを考慮すると，ー附・にも�用し，まとめて廃楽されたことが推される。ヰ

Yi 容 部（PL. 69 ・ 70)

ふ たa 蓋形木敏（76～81) 隅切方形もしくは門

形の木板で，その形状から一種の蓋もしくは台

としての用途がかんがえら れる。 6点出土。

(76 ・ 77 ）は山手の方形板材の四隅を切りおとし

たもの。両｜掴は絡で盤形し， 2方の木口は面取

りすQ。いずれもヒノキ収目材ー。76は長さ 18.2

cm，幅 14. scm, Ji;さ約 1.6Cm。 77 は長さ 19.

5cm，幅19.ocm, Ji｝.さ約1 .o cm。78 ・ 79は厚手

の円形の木振である。 78は周縁＋こ法をつけ，中

央に方孔を穿つ。ヒノキ征日材。直径15. Ocm, 

厚さO. 9cm ，カ孔の一辺約0.3Cm。円板中央に

穿孔する器は，他地区からも出土しており， まを

－台の用途のほか，容棋の底にはめζんで甑と

して用いた可能性もある。79も78と同じ作りの

若きであるが，多少栴円形にっくり，中炎のJら

iまなb 、。ヒノキ毎E目4オ。直径 14.3～13. Scru, 

j手さ0.8cm。80 ・ 81はさきの 2 例に比して薄手

の円形木板。－·Ji山物容器の底坂にみえるが，

戦｜鰐 直径 厚さ 木釘数
82 19.0 0.5 5 〔 6〕錨
83 18.5 1. 3 6 

A I 84 18.0 0.5 3 〔 5〕 場z

85 〔19.0〕 0.4 

86 17.3 0. 7 7 〔 8〕
87 17.2 0.4 1 〔？〕
88 17.2 0.6 
89 17.2 0. 7 5 
90 17. 0 o. 7 

B I 91 17.0 0.6 l 〔？〕
92 16.9 0.6 一〔？〕 ＊ 
93 16.8 0.5 4 
94 16.7 0.8 4〔 5〕
95 16.6 0.5 l 〔？〕
96 16. 6 o. 7 5 

97 〔14.2〕 0.3 1 （？〕

I 
98 〔14.0〕 0.6 I 〔？〕

C 99 〔13.5〕 0.3 2 〔？〕 本

100 12.1 0.5 4 〔 5)

直後・厚さ単位 cm ( ］は組系鐙
Tab. 15 曲物容器底ltzの法盆

いずれも蹴に法をつけたり周縁を蒋〈し ， 木 主主国到外径 内rn Jr;.� 綴火数 持

．， 

釘孔痕跡がない。80はヒノキ板目材，直径20.5

cm，厚さ0.5Cm, 81はヒノキ板目材，直径17.

4Cm，厚さ 0.7Cm。

まげもの b 幽物容器（82～107) 薄板を曲げて側板と

A 

B 

c 

し，円板形の底J艇ないしは葉板に木釘ないしは D 

JO）茨城県必萩di付近には，稲の底に子しをあけた
〆ラクオケとよぶもので�fi反などを蒸すという
『総合日本民俗間設』第2之さく前掲） p.9010 
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IOI I〔42.2〕〔40.0〕（0.8〕 2〔町

102 J 〔29.3）〔26.6〕 0.75 5 

103
1

〔21.6) (20.6〕 0.7 3〔6)
104 〔21.5〕〔20.8〕 0.8 3(6) 

105 20.5 18.6 0.6 3〔4〕
106 19.7 18.9 0.55 5 
107 18. 7 17.2 0.5 4 

外径 ・ ！亨さlji（：な cm 〔〕は:fUlilHlfi
Tab. 16 llll物容傑遊仮の法武
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陣皮で固定した円形の谷熔。今回の調査では完形品は少なし多〈は底 ・蓋 ・醐敏に分解して

いる。いずれもヒ ノキ材。

ほ板はE川にっ くり，紅白の較材を用いa。両面を絡で蛙え，周輯を鋭利な刃物で正門形に まげもの
底桓

削る。閥躍の整11Mニ際して，側面を垂直に削るものとb、〈ぷん法をつけるものとがある。周縁

・の倒面には醐恒を固定した木釘孔があり，木釘をとどめる倒もあ否。釘孔の置は 定せず!も

っとも多いもので 7手以後胤では8孔になる). もっ とも少ないものでは nしであ否。釘孔の間隔

は一定せず，むLろ制<!(の固定を弱くする木口町木理方向をさけて穿孔している。

底源の直径から.A・II・Cの3型式に区分できる。すなわち.A型式はI也佳18.0-19. Ocm， 

B型式は直僅16.6~ 1 7. 3cm， C型式は直桂12.0-14. 2cmでめる。このうち!1I'A'B型式は後

. i!sする議直のなかに対応するものを見出すことができ，謎つきの容械であるといえよう。 C型

式に対応する蓋板はなし蓋を必亘fとしない援で杓子などの棒になる可能性がつよL、。
.u，，，"，， 

蓋恒は亜日の板材を胤い省。両面は飽で蛙え，木炎を上而とし悶睦を制利刃物で正円形』こ まげもの
董 飯

町jる。なかには.1二而をやや中間にし， 周縁を蒔く 1るものがある。謎担の下回母拙から1cm 

ほど中央よりの円周上に側匝をおき，帽艇と蓋誼とをとじあわせる。側鹿町位置は，革担下面

・周躍にのこる個板の押圧甚と a それに添っての乙るとじ孔によってわか答。とじ孔は2fLをー

対とし。 円周上に4-6対を配するが，その間隔は一定しなu、。ただ，木理方向に 対穿孔す

6場合は，つねに木理に斜究する。下而のとじ孔に添って針描きの円弧がみとめられることか

ら，あらかじめコソパスt 醐甚位置を決めたことがわかる。 106は蓋のほ日完形に近い例で

ある。醐肢は輔1.5cm，I!j.さQ.4crnの薄も、妊目板でl 身の側板にみるよフな木理3こ直主す6剖

・線をその内日1にいれなし、。叫担の珂端をEねて伸皮でとじあわせるが，とじあわせは町柑部分

の2個所でおこなう。すなわち，個板の末端が内側にみえる制所では縦に 2干しをあけ樺庄をと

おLてとじ，末端が外倒にみえる個所では外個の末端を幅約Q.3cmせばめ艇に 2孔をあけ様庄

をとおしてとじる。韮桓と111&，".韮庇の川縁にあけた 5対の柑孔とそれに対応する側担の 5

孔とを伸広をとおして聞定す否。

・ 蓋板は陛艦にくらべてすくないが， 内任(とじ孔位置での自由)によってA ・U・c.1)の 4

型式に区分できる。 A型式は内径40cm，B型式は内桂26.Gcm， C型式は内在20.6.......20.8cm，

D型式は内陸 17.2.......18.9cmの盈植でわける。藍放のなかには庇置と対応するものがある。す

なわち，董j!iC・D型式は底桓のA'B型式に対応するロ蓋匝Bに見合う底桓は今回発見しな

かったが，宮内の他の遺構から直荏 23cm"t而挫の底剥が少なからず尭見されている。ただ蓋E

・ A型式に見合う底板が現在まで尭見されていなし、。

絢物の底I/i，董亜の個々の法畳は表示したとおりである (Tab.16.17)。

醐敏は断片となって聾存する。それらのヲち，身と蓋とに識別できるものをとりあげたb、。 玄げもの

倒額
身の側鹿はさきにのへたことがあるように!まづ幅広の樽恒 (~l仮.)の両端をとじ円筒形を

つくる。この門間に庇板をはめ!底桓に症すω部分に酬の棋い静寂(側仮b)をタガ状にまわし

・その上から木釘を打込んで底車と倒板を固定する。身側<!(，としては高さ 8.4cmと6.9cmの

2睡績を施認している。それらは厚d0.2.......0. 4cmの笹日の薄阪で，円両には木理に直吏ない

しは斜史1-'; 割目 (O . 2~O.4cm の間隔〕があり，一部には町制をとじあわせる組九底桓を回定

した木釘穴がのこる。身側仮bとしては，輔 3.1cmと2.5cmの2岨却を確認している。とも
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に厚さo.2～o.scmの腹自材の薄榎で， 木釘孔の有無は不明であるが綴孔は部分的にのこる。

l 例として直径18Cm前後に復原できるものがある。 輩の側板としては， 106 以外に1例確認

しているにすぎなし 、。帆3.Scm ・ 厚さ0.4cm の紅白神板である。

以上のように幽物容器の直径には， 一定の規絡を見出せる。 またa 多くのl出物容器のi直径が

20cm内外におさまることは， 底板に用いる柾目板の木取り限界にもとづくのであろう。 本
JIむき

お し き c 折 敷（108～113) 周平なほ板に部い側板をとじ つけた折敷。 いずれも断片で先形品は

ない。しかし， さきに報告した6ABO区SE311の出土例によって全形がわかる。

おしきの 底坂(108）は二次的に切断されている。直線の木口面にわずかに法をつけており， もとの仕
底 緩

ロをとどめている。ζのことから， 元来は方形の板であったことがうかがわれる。旧木口から

内寄りの位置に斜行する2孔をあける。またこの位置には， 旧木口面に平行する帯状の押圧棋 事

跡があり， 側坂の位置を示している。現存の長さ6. 7cm， 厚さ 0.8cm， 側坂押圧痕跡の縮0 .5

cm。なお， 同一個体の破片とおもわれる109には，！日水口面 から内よりのところに4簡の角孔

を刃先で穿つが， これは2次的な加工である。

110 は梢円形の板である。 現在2片のこるが， 板目材からつくる同一個体の破片である。周

縁を椅円形にかたどり， 縁端には内面から法をつける。2）十には， それぞれ側肢をとりつける ＊

とじ孔を一対あけ， とじ孔には樺皮をとどめる。現存の長さ13Cmと10 Cm， 現存の幅3.8cmと

2. 7cm, ）事さ0. Semo後述するように確実にこの径の底板にともなう側叡を検出していない現

状から， 比較的側仮の低い折敷ふうの滞であるか， 側較の高い桶状の器であるかただちに断定

することはできない。符内の他の遺構から検出した同載の氏板には， 側仮位置に断面がV状の

講をめぐらしているものがあり， 同じ作りのものか藤原符跡でも出土していることから， 側厳 場
12】

位置にV状の講をつけるものが形式的には1抗、ことが推定できる。

おしきの 折敷の側艇と考えられるものには， 高さ約5cm 以上の向いものと， 高さ3cm以下の低い6
-O!IJ 板

のとがある。いずれも108 のような方形ないしは長方形の庇板にとりつけるものである。

111 は側板の高いほうの例である。現ι 子代理方向で3）十に割lれ，それぞれは互に接着しない

が， 木理の状況などからして同一品とみられる。薄痕の両端内側に折り曲げるための刻目を縦 傘

・斜の方向にいれ， ほぽ側仮一辺の長さをとどめている。 ヒノキ腹自材。凱存の長さ51. 5Cm,

物 差 し 幅6 Clll以上， 厚主o.scm前後。この造物は二次的に物差・しとして転用され ，
一面には文字を，

他面には目盛りを墨書する。 日盛りは， 木理4こ直交する太�O. lcm前後の盤努である。罫と!Jlf

との間隔はおよそ4.4cm で， のこりのよい破片では10区間をとどめる。 一 日盛りの長さを厳密

に測ると， 4.65～4. 3cmまでのばらつきがあり， l寸5分日雌りのようである。 この租の側板 本

としては， 鉦日の薄板からつくる高さ5.4cm，厚主o.scm前後の側坂がある。112 ・ 113は側板

の低いほうの例である。いずれ志高さ3cm i背後，J!j.さo.scm 内外の蒋厳である。 2 例とも2

11)『平主主’.�：昨la�!:f IV,! p. 35, PL. 51

12）その初説的なものは，i＼手｜制限聞方若w韮山町111
木の弥生時代遺跡から出上している（後藤『与＇－

『伊立 山木遺跡一弥生時代木製品の研究ー』

築地斡館 J 962'.'i;; pp. 60）。木下J忠は， これを
弥生｜時代のti担げ物だけの！な仮とするが， 主主もし

くは折激ふうの器・であろう．小体行総は， 弥生
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時代の1JJ1げ物存在税に反対している（『統合代

の技術』J高選番44 JiS伯爵 1964年pp. 31）。

古墳時代の縮製会やお!Mtl:には， 衛門形刷物の

存在を予測させるものがある。 藤原宮跡例〈残

長59cm）も ， ｛誌；J，阪を失っており， 折敷ふうの

端であるか， 紙状の�でめるかいずれともVi.·め
がたb、．『藤原宮』p.67, PL. !6-27, PL.51 



次的な同断をうけv 短IIU隔を呈する。 112は側肢の河端を重ねる部分の破片である。耳ねあわ

せ部分は端部に向けて禅〈削り，端部部分の2桐所を樺皮でとじあわす。 一方の側副と一回と

の被線に由b、V字申のえぐりをいれ，その中央に底肢にとりつけるための孔をあける。乙町四

も2次的に木簡に転用され，ー面に「西宮宛揖ロJの習書がある。 113O loj樺の聞であるが r西宮宛抱
口!

・この間では南桓の中央に鍬で直桂 O.3cm内外の Hlを縦に配寸る。 3干Lは側板の而蛸を重ね

あわすための桓孔であろう。拍手しから少しはなれた一冊面からV宇形町枝いえぐり をいれ，そ

の中央に穿孔する。庇匝をとりつけるための綴孔である。

d 箱C1l4'115) 完静品はなb叫、，小簡の葺もしく は底匝と考えら札る破片がある。 は こ

114は桓闘の長方帯桜材。全面を削って盤形1" 4隅に釘孔をあける。木口に接する2個の

事釘孔にはt，お木iiTをとどめる。これに対応する 2個の釘孔は他端木11から少し内よりに位置す

る。 ζれらの釘孔はいずれも冊匝を固定するものであろ うが，この状況では側板を方躍にめぐ

らすことはできないので，少なくとも木口聞が2次的に切断されている可能性がつよも、なお，

この桓の上面には，木口に平行して 2本の血描き線をいれている。長さ 17.lcm，幅8.2cm，

厚さQ.7cm，木釘の在的 Q.3cm，2迫描き組のfm間14.5cmo115は舵聞の絞片 Cある。 一端の

掌 木ロ而と一冊面は欠卸している。曲の手の揖にそって木釘孔がある。木釘孔の状況からすると

重宝度の補修をうけてい否。いずれも側駐を問定するための孔であろう。現存の長さ7.2cm，品

存の相6.6cffio

巳 鍍(116) 恒日の広聾削材からつくる挫き物の円形盤。時蝕が進行L脳波する部分も多 ば ん

いが1 両国とも ログ ロぴきである。艇は鼠の内問からわずか外聞きにつくり，内問中央に低い

・門簡をつくる。乙の円闘の直在は盤町半起にひとしも、。庇町外聞には輯にそって低い両台をつ

〈るロ腕などの承盤である。直在比 '0立n，両さ 1.6cm。

f 漆 置(1I7) 離木取りの漆瞳の蓋，広!i!;樹材。撞き物の木心に麻布を貼り，その上に

議曜をかける。器の下町は平滑にす石が， 上而は幾分中尚に仕上げ否。現在企体の約 1/5をと

どめる。元米は宝珠形のつまみがつくかもしれなも、。祖原直在約8.8cm，厚さO.3"""'0. 4cm。

• t百部 材(l'L.72) 

木製品のなかには， 部材としては完結していながら!それによって棉成され各本来の器を推

測しえないものが数多く存在しても、否。こ ζでは!それらの部材を醇官lj'fJに区分する。

う，.しの
ふた

a 柚穴のある角材(118-120)

なもの 3冊をあげよう。

角材町一端あるいは両端に柏穴をあける材。期限lの代表的 ほぞあな

角材

• 1181ま角材の企而を丁寧に削り， 一万円側而中央から一端木口にかけて浅自に削って相を臨

くす品。両端木口から内によった位置で表謀に):(過する方形の刷穴 2 個を~で穿つ。長さ38.7

cm，最大幅4.7cm，j!jさ1.9cm，柏山怪2.6clO巾桂，2納氏問の心心の長さ26.7cffio119は踊

平な向材町一端に貫通する長方形の納穴をあ吋ている。 一端は折損のため不明である。現存町

長さ 19.7cm，幅3.2cm，厚d1. Qcm。嗣穴の長僅 L3cm，盟佳 1.1Clllo120は扇平な角材でー

$拙は醜失してい石。腐蝕がかなり進行してはし、るが，本来は主血が丁寧に削られていたことが

わかる。刷穴を残存する一端に方形にあけている。 現存の長d 25.2Cm，軒 6.1cm，ff1.さ2.4

Offi，柏穴珪3.4cm。
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きりかき b 切り火きのある部材（121～124) 材の一方の高に渡りあご艮の切り火きをいれるもの。
部 材

121は現主一端を折劃する｝￥手の榎材。 材の一方の商に切り欠きをいれ ， その『 I•失に長方形

の納穴をあける。いずれも盤による加工。復原長15Cm前後 ， l陥6.3cm, ）.亭さ 3.Qcm， 切り火

きの幅9.Scm前後， 深さ1.5cm， 抽穴長辺5.Qcm， 短辺3.8cm。122はl祈聞が台形の角材。全

面を丁寧に削って整形し， 両端木口の四稜にも面取りをおこなう。角材の 一雨に撃で切り火き 本

をいれ， 切り欠き面の両端にそれぞれH聞の円 孔を穿つ。I IJ孔は錐で表高に貨通主せるが， 2 

孔は直線に揃わず左右に少しずれる。現状では第2の材を切り欠きにかみあわせたり， 円孔に

挿入した誠跡を見出すことはできなも、。長さ 19. lcm， 幅4.1～4. Scm, J•j. 苫 2. 8～ 3.0cm， 切

り欠きの l陥 13.1cm， 深さ 1. 4～ 1. 2cm， 門孔の直径0. 9cm, 2 孔間の心心の長さ8.scm。123

は裏面に切り欠きをいれ， 安聞を舟底風に削り， 両端木余り部分に茨而から木釘を打込んで第 ＊

3の材に接合する部材。すなわち， 両端木口に向けて表頑と両側の三方から削って表面を苅－底

風にととのえる。裏面には長手の切り火ぎをいれ， 両端の木余り部分の表面を平坦にする。切

り欠きの内面には， 現布木1旦に直交する3本の釘描・き刻総をとどめるo�閣の両端から維で穿

孔し， ー孔には木釘をのこす。なお， 現状では埋没時の土圧でかなり変形している。長さ17.0 

cm， 最大幅 2.8CID， 最大の厚さ1.2cm。切り欠きの幅12.6CID， 深さ0.3～O.Bcm。釘 孔の心 本

心の長さ14.lCmo 

124は断面半円形の俸状材。表聞を丸〈仕上げ， 裏面はおおむね平担。 阿端木口に桜して裏

面から浅い卸り欠きを入札る。 一端は折劉し切り欠きの一部分しかとどめないが， 他端には完

全に切り欠きをとどめる。現存の長さ25. 6Cm， 幅2.Ocm ， ）.享 t3 l. scm。切り欠きのl幅2. lcm, 

深さo.2cm， 切り欠き問の心心の長さ約23cm。124に組み合うらしい部材として125・126があ ホ

る。この 2点は同形・同巧のっくりで柾自の小板片を立脚形 に 加工したもの， 上半と下半に

わかれる。上半分は第2の材へのとりつけ部分で， 上端を山形にそぎ両側をまっすぐとおす。

下半分は両側からえぐりをいれ勾形の支JVlf状につくる0 ・長さ5. 9Cm， 最大1l1M 2. rem ， 厚さ0. 8

Cillo この上半分の幅と(124〕の切り火きの1泌がよく合致するのである。

1271ま長方形の坂材4こ講を刻んだもので ， 上述の切り火きとはことなる。 板材のー而の上下 ＊

2個所に， ＊理を横断するV字形の滞をきりこんだものである。長さ 18.Ocm， 幅2. 9cm， 厚

さ0.5Cm。刻り踏の幅1. Qctn 1J1i後， 切り火き問の長さ9.6Cm。

128は値目の板材を加工したもの。上而の小央部分を高くのこし木口方向に次第に低〈目的，

下面は平滑に削り側商形は�（（J診になる。前＼む、部分のわずかに一端に片寄る位置に切り火きをい

れ， 両端によ聞から穿・孔する。孔に木釘がのこるので ， 錦3の材に固定したようである。長さ 彬

7.Scm， 高さ1. 2Cm， 相O.9cm。切り火きの幅1.Qcm， 深さ1.Ocm。

lま ぞ C 柏のある部材（129～132) 材の両端に納をつくりだすものと， 二個の部材とを結合する
部 材

f泣い納がある。

129は柾闘の周平角材の両端に柄をつくり， 中央部分のー側面から半円形のくりかたをいれ

るD 両端の栴は表裏とー側面の三方から盤で加工したもので， 柄の中央には表裏に貫通する円 ＊

孔を錐で苦手つ。 桶の把手のような部材か6しれなb、。 材は著しく腐蝕している。 長さ約 28.0

cm， 幅約3.4crn, �：さ約2.3cm。柚の－良さ約3. Qcm, 1f1J;,j約2.scm， 厚さl. Qcmo円孔の直径約

Q. 7cm。 130は柾自の扇平角材の南端に納胤の加工をほどこした材。 荷端を両側面から斜めに
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削って担分身幅を~くするにとどまり，身と柏との聞に明聞なml.tな L 、。長さ 27.9cm，幅3.3

cm.厚1.3cm。柏の長さ約4.5cm，最小の相2.5cm。

131・132は別の部閣に埋木して用いる匝い柄である。 131は長方静の木札の上半を削って酬

をつ〈り，埋木する下半には租い割り而をのこす。長さ 7.7Crn，相4.lcm， }~J. さ 2.4cmo 柏町

*長さ 1.5cm，鯛3.4cm，厚さ1.3cmo 132は木札の上下を 2分する位世に刻組をいれ，上半を柏

としド半を樫木ヲる。すなわち，刻線から上部は各被に而J&りをほどこし入企に削る。これに

対して下半の削りは岨L、。長さ 7.8cm，相4.9cmc，厚t:¥. 9cITl。服い刷は現在までの尭掘調査

では，井戸枠の自信吉材に用いていあ剖が多くしられてい否。上述の附例もそうした用途に供す

るものである。

事 d 丸悼(133.131) 角材を目]っ亡丸隊にしたもの。それらは， 小断片に切断されたり， まるぼう

縦割りの半検丸障としてのこ り，完形をとどめるものはないが!いずれも節をさけた良質のヒ

ノキ材。いまは，それらのなかでやや原形に近い 2例をえらぶ。

133は一端を 2次的に!'I:断した丸待。旧木口面は入品に削り，柑の盟国にはかなり長い削り

あとがのこ否。附面は楕円形に近も、。旧木口固から内よりにー孔の向孔が貫通しτいる。角孔

・は俸の長僅の中央から穿ち.ilが方形であること，上から下に向けて孔が次捕に嗣くなってい

ることから，本来は釘づけ喜れていたこ左がフかがわれるロ物干のようなιのだろうかo !地点

の長さ48.2cm，長在3.(}Cm，恒産2.4cm，向，[の般大幅O.5cm。

134 (， 133と向じ町り町長い丸障であるが，多少l'<なる。すなわち，丸俸の 端に層減した旧

木ロ耐をとどめるが，対応する他端は畳分幅をひろげ杓子状につ〈る。この部分は損障をうけ

・原形告しりえないが， 現状での形は「訴のfJを大型にしたようなものである。現存町長さ

77.8cm，丸修部分の怪乙 7αn.先端突起の帳3.6cm， J!Jさ乙 lcm。

e その他の部材(135-144) 135--140 はくさび形の部材。長方形の担lい割り而をとどめる 〈 さぴ

材のー端を両国から削って，斧D"Ji状に加工する。長知大小の韮はあるが，いずれも周自的な加

工にとどま答。刃にあた。部分や顕頂部分にはWl若なも，用叫跡はみとめられなむ、。法隆寺金堂

.の柱には， くさびを打込んだものがあ2ιとから。これらも木材を削る際に用いた可能位がつ

よも、。ヒノキ材。倒々のt去最は l'ab.17のとおりである。

141・142は杭の倒である。杭は広葉闘の自黙木の先端を尖らしたものが多〈。大小Eまざま 〈 い

のものが出土している。しかし， 多くは原形をとどめていなL、。 141は散少ない完形品の 1例

であって小型である。樹皮をとどめ各桂木を用いており， 先端を晶証状に削っている。長さ

・ 27.1cm，直佳的2.2cmo142も同じ円りのものであるが，先端の附り部分には切込みをめ〈ら

している。上部は折倒している。現直の長さ 16.8cm，直佳約 2.8crn。

資制得勾| 3を さ 畿大制 位大厚 1<3は細阪を木町でつないだ闘である。拒の いた ・〈ぎ

J35 11. 5 4.3 1.3 両側面に 4本と 3本の木町畳間同高不定で埋めこ

136 11. 7 1.9 1.5 んだものである。長さ20.4cm，制1.Ocm，厚さ
13' 10.6 3.0 2.3 

138 19.9 5.0 2.0 O.6cmo 

139 19.0 4.2 1.2 144は割り裂きをのこす甑日の桓2枚を横に
140 12.日 5.2 1.5 

単位 cm 13) U、内刑司g保存'1111会 『法附寺園'"保存工事

TaIJ. 17 (さぴ形木~ ，p"の法;町 制告国主法腕1令~tJJlI\ '[1f下報告，~ 1956年.
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連続するもの。－木口と側面に原形をとどめ ， 他は2次的な加工をおこなう。原形をのこす木

口部は外聾する弧形縁に削り，側面の縁も部分的に弧状に削る。周縁には3 孔を穿つが，それ

らはし、ずれも錐を用いず刃先て、苦手ったものである。側縁の2孔は －)t�J-となり，木口縁の nしも

ヌド来は一対となって機能するのである。おそらく，板に枠状の材をあて穿孔部分で，続などを

用いて回定するのであろう。最大の長さ47.5Cm，現存の幅16 .4Cm，厚さ0.5cm前後。 キ

府 用途不明木製品（PL. 73) 

木製品としては完全な形態をとるが，現段階では用途を推測しえないものがある。

ふ だ a 札形木製品(145～147) 板自の木片を札形に加工したもの。3点出土。145 ・146は両国を

平滑に削り，2側面に接する四稜を面取りして断聞を桁円形に近い形にする。両端木口は両側

面から斜にそぎ， 3角形にする。この場合一側聞からの削りが深〈，全幅の約3/4 I，こ達し， 他 水

側面からの削りは先端をそぐ程度で，平商形はむしろ台形に近し、。145 は長さ10. Qcm, I縞2.8

cm，厚さ1 . lCllo 14 . 6 は長さ 9 . 7cm, 1随2. 7cm，厚さ1. Qcmo 147は両端の形が少しことな

る。すなわち水口の両側面からの削りおこしと長さ がほぼ等しし荷端は剣先状になる。他の

部分は前の2例と同じである。長さ8 .9cm, ,1癌1.9Cm，厚さ0. 7Ctno 

せんこう板 b 穿孔板（14S～151) 小木片に表哀を貫通する数値の穿孔をおこなったもの。4点出土。

148は平面形が細長い精円形の小板に縦列の塁手孔をおこなうもの。 小；披片を両面から 両側縁

にかけて部〈削り，両端を半円形にする。また材の中央には，錐をもちいてたてに5 孔穿って

いる。長さ6. 7cm, 1fi席上6Cm，最大の｝1]さ0.4cm。孔の笹約O. lcm。

149・150も小木板に縦列の孔を穿つものであるが，148とはことなる。149 は断面が中高のカ

マボコ形で，両端木口は直�間。その中央で木理方向に4 孔をあける。穿孔は焼火警のような 喝

もので雨前からおこない，干しの内面は焦げている。現在，孔にそって縦に割れ半分を欠失。長

主4 . Icm，現存のi[i桔0. scm，厚主o .4cm の孔の直径 約Q .4Cillo 150も149 と同じっくりで，中央

に5 :JLを縦列にし，現在縦半分を欠失。長さ5 . 7cm， 現存の栴O .9cm，最大の厚さ0.3Cm。

穿孔木；／tiのうち，149・150 は；焼火箸のようなもので穿孔するので， 一見， 火鎖臼のような

形態をとる。しかし孔の位恒をあらかじめ刃物で窪ませていないこと，孔が側面にそって穿孔 仇

さ れていないことから火鍛臼とはいいがたし 、。

151 は楕円形に近い木板に，鼻緒孔のような配置で孔を穿つもの。板材の両昔話i木口を直線に

し，両側縁を外反りに削って平面形を小判形にととのえる。板は幾分一方に反り気味で，中央

部分を厚〈側縁を部くする。一方の木口縁の中央に 1 孔を穿ち，両側縁の中央，にそれぞれ縦方

向に揃えて2孔一刻を穿つ。穿孔は錐とおもわれるが，紐ずれの痕跡はなし、。ヒノキ舵目披。

下駄の形代であろうか。長さ12.9Cm，阪6 .3Cm，最大の厚さ 1.ocmo 

えんぽん c 小r'=J；仮（152～155）板材を円形に加工したもの。 周縁の一部に突起をつくるもの， 円板の

中央に孔を穿つもの， 孔を苦手たないものがある。4 点、出土。

152は柾自の小円板に，棒状の突起をつくり，円粧の中央に円孔を穿つ。直箆3 .5cm nrT後，

厚さ 0.4Cm。突起の長さ 0.9Cm，幅0.6cm。円孔直径五句O. Gem。153は柾目の板材からつくる 学

小円板。正門でなく ， 若干， 楕円形に近し、。長径4 . Qcm，短径3 .9Cm，厚さ0.4cm。

「口五斤」 154 も柾自の板材からつくる小円板。 転用材を用ハ 整形する一面には「口五斤」の盤書が
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あ6。他面には製材時の割り而0・のよる。円板町周離には法をつけ， 断面は周平な台形6こ近

い。直径5.4cm，厚さ 1.lcffio 

155は上述の諸倒と鍵なるが， 便宜的に乙の項をいれる。広聾掛町小木片をもちい否。平面

需を間円につ〈り，その倒周に珊線をいれ一同させ上田を浅く臨ませた大E状の加工品。長怪

• 1.8cm，矩佳1.3cm，最大の厚さO.8Cmo

d えぐりのある木製品。同-158) 156は嗣匝材を左右対弥形に1m工したもの。叡材の両

叫躍にそれぞれ 3儲のV字形〈 りかたをいれる。 上端は円問形につ〈り !以下のくりかたも向

をおとし，上部は小円肢を 3悩連結した形状になる。下部は耐側躍をそぎおとし， 剣先状に

す呂。ヒノキ征目躍材。長さ22.6cm，最大幅3.7c01，紋小相1.3cm，fJさO.5cmo古内の他地

. 13:から尭且した「削 り掛け」のなかにはj これと知似するものがあ答。 156も「削り掛け」の 削り梼け

一ifsに〈わわる可能性があるが，その形態は特異である。

157も極材を左右対称形に加工 LI二6の。両端木IJを木諜形にかたどり，両側躍におのおの

2酬の v~(~Jfj <りかたをいれ，中央部分を鋸筒形の対象形にする。上面中火に縦占向の摘をと

おし，上下旬〈りかた付近の鍋tから 2個の円孔をあける。門孔は離をもちいずa 両面から甜

・利な刃先でくり'"、たもの。現品では木l'I!に添って離方向に 21庁し，一半町一部を 2次的に削

りと否。ヒノキ般円材。長さ12.Ocm，最大幅3.1cm，最小幅1.2cm，最大町I亨さO.7cm。用途

は決めがたいが， ~.ieAにふ〈められi5かもしれなも、。

158は長方野の桓材を加工した もの。 下捕は両而から刃物をいれて直線に切りおとす。 上端

は斜めに切りおとし，その下部町一醐固からV字形の〈りかたをいれ騎1止を呈する。〈 りかた

・ をいれる側而は直線にするが，他側面は，哩分か内問気味に出〈削りこんでいる。ヒノキ紅白

の一種か

材。長さ 12.2c01， ~ 1. lcm，厚さ O.8cmo鳥か隠の形をあらわした嗣似品が他の追跡から尭 形代か

且されてお り ，食倒も鳥形ないしは馬形である可能性が大きし、。

e 柄状木製品(159) 角俸の小片を加工Lたもの。棉材のよ半は断削葺形にととのえ，下半

分は和1削りのままの北官。上端に嗣めの舌状の突出をつ〈 り1 この拠出部分に 2条の剖組をめ

・ ぐらす。下端の同断は粗(，ー而から切りこみをいれ 0)ζ りを手で軒り火(，舌状の突出部

分になにものかを装着したのであろうがj 現在装着の痕跡をとどめなb、。良さ 11.8cm，幅1.0

，m，瓜さO.7cm。舌状突出部分の長さO.5cm，幅Q.5cIll。

f 十字路木製g野山曲〉 板材から十子JfJの木世を.n工したもの。材は舵目の叡材で，材理に 十 字 形
木 製品

斜吏する木どりで，十三子三野に 4枚を剖りだす。各桂は断而 6-8辺の多而形にっくり，各校の

・先端は直椴面を2する。長さ9.2cm，幅9.1cm，厚さO.6cmo 技巧帽1.Ocm前後。

g 依子陪木製品(161) 租割り両をとどめる柱状町小角材を加工した 6の。断聞を正方磨と さいころ形

し，両端は角錐JfJにする。長方形の 4面には，木理を横断する割線をいれる。剖線は合計四本

あり本と 3本 2本と 6本とをそれぞれ相対する面に配る。 ー輔の世子であろうか。この

極の木出は他地区からも出土しているがj それらはし、ずれも 1:本と 3本 2本と 4本の剖線を

・相対する而に配ってお り， この間とはこと なっている。長さ5.3口町輔O.95cm，厚さO.85cm，

h 柱状木製品(162. 163) 162は角材を加工したもの。材は断耐1EJj陪に近い柱状角材で，丙

柑木口はi1I椴回。 側而の四後'1'央部には円笥す否浅い弧状のえぐ りをいれる。長さ14.3cm，

相 5.6cm，厚さ 4.7c01o163は踊平な角材加工品。断凶j見方形に近い角材で，側而と両面が接
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A

B 

164 
165 

長 さ

27.8 
28.2 

最大縞

1.6 
0.9 

166 I 24.4 1.4 

167 I 23.6 1.4 

する各稜を間取り する。上端木口は山形に削

り， 下端木口は鋸で切断して直訴面にする。一

面では下端から上端にかけて薄〈削って厚さを

減じている。山形の木口の各後に磨波痕跡があ

る0 ・良さ11.2cm, 幅4.7cm, 厚さ2. 3Cmo ーーーー， ：・ーーーーーーーーーー
き

く し 形 i 111形木製品（16ト 169〕 棒状割材の先端を

尖らしたもの ， 先端を崩平にして箆状につくも

の同音がある。ここでは身の断面形が， A長方

c
168 I 25.5 J .4 
t69 I (20.0) t.6 

判t（；な〈〕lt{lllii!ilt!7-飽
Tab. 18 $1診木製品の法務：

姐i ‘ B円形 ， 01土円形を呈するものに区分し代表例をあげよう。なおいずれの木恭にも先端に

悶耗担；L跡をとどめる。 ＊ 

八型式（164～166) 細仮材を加工したもの。 いずれも上端は切りおとしであるが， 164 ・ 165

は下端を針先状に鋭〈尖らし，166は嬬王子な剣先状につくる。 B型式（167）は丸；僚からつくる。

上怖をIむ故国とし， 下端は次第に，細〈尖らし， 円�，状を呈する。 CJ型式（168・169）は断面半円

形の線材からつくる。168は上端を切りおとしているが，169は上部焼失のため不明。下端はい

ずれも167と同じく円安街彰に尖らす。

C S K2101 他出土木製品 （PL. 74・77)

ここで， 中区東2幹部東端近（ (6AAO区D地1玄〉の土峨SK 870， 同区東2幹部小ほど （6AA0

区 G地区）のSK2101 ・ SK.2102 ・ SK.2104， 中区東半都（G地区）のJI··戸SE2128 , 同区西半部

京端近＜ ( 6八AOl天M地区）の8£2278から出土した木製，r,，を一掃してあっかうことにしよう。

場院

紫紺にもえらんだように， これらのうちSK2101の山ニlニ品が最も多b 、。なお，SK870においては ＊

s1λ披官Vの土禅， SK.2101においては平城7戸rmの土時 ， SK2102においては平・戚符Eの土器，

SK2128 においては平成宮Vの土擦を件出しており， それぞれの木製品の略年代を想定できる。

i 服 飾 具（PL. 74) 

げ た a 下駄（170） 平曲

周緑には而取をほどこす。樹は連歯で台を撃で〈りぬいてつ〈る。合上には 3孔の鼻緒孔を錐 氷

であけ ’ 前賢は右にかたよる。足裂の指やかかとのあたる部分が層減し， 鼻緒ずれが顕著で，

後mの指よりから台の下面後端が著しく 磨耗しているよとなど， よく使用されている。 長主

22. ICm， 制9.6Cm， 最大の高ぎ3.Qcm， 台の厚さ1. 3Cm。SE2278出土。

ii 祭 杷 共（PL. 74) 

かたながた a 刀 形（17 1) 細板材からつくる。 全長の約半分を万身とし， のこりを柄にする。刀身 字

には刃と錨と刃先をつくる。柄は四援を粗〈間取りする得度。 ヒノキ板目材。 長さ22.4αTI,

j員λ：＊／rll.9cm， 技大の厚さ0. 8Cillo SK.2101出土。

けずりかけ b 削り掛け（172～175) 172 ・ 173は短冊形滞娠の下端を尖らし， 上端を圭顕状にかたどり，

車町｛の両側縁に削り掛けをいれたもの。 172は板目材 ， 下半欠失。現存の長さ18.Ocm, 1隔2.5

cm， 厚さ0.zcm。 SE2278出土。 173は粗密11り聞を表現にとどめる紙日材。 長さ14.Ocrn, 幅 キ

2. lcm ， 厚さO.zcm。SK.870出土。
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174は， やはり表裏に割り商をとどめる網板材をもちいる。現状では顕部を折損するが， 下

端は両側から鋭〈削って尖らす。現長 16. 6Cm， 幅l. 5cm， 隠さ0.6cm前後。SK210llli土。

175は上述例とことなり， 割稼材からつくる。断面3角形の搾材で， 先端を尖らす。身倒の

一段には， V字形のえぐりをほぼ等間隔に4個配する。梓材 3面のうち 2面には割り面をのこ

＊ すので， 2次的』II工をうけている可能性もある。長さ15.zcm， 最大幅0.8cm。SK2101出土。

176は1切り掛けと形状をことにし， 用途もζとなるとおもわれるが， 一応この項にまとめて

おく。上部を刺仮の状態でのこし， 下部を留針のように細くする。上端は折拐のため不明。長

さ16.5cm, 1/11ill. 1cm, ／以さO. 4cm。 ヒノキ板日材。SK870州土。

1ii エ Jヨミ (PL. 74 ・ 77) 

* a 木針（177) 柾目の納；阪材からつくる。 頭部は諒線に切りおとし， 先端は両側面から は り

削って尖らす。頭部iに針孔をあけるが， それは刃物の先でくりぬU、たものである。 SK.820出

土の木針と謀本的には同じであるが， 本例のほうが幅広である。長さ 9.4cm, $T,l 1. 5cm, JV.さ

0.3cm， 剣孔長径約1.5cm， 短径約0. 7cmo SK2101出土。

b 火錨臼（178) 材の両端は折損。 細長の角稼をm む 、， ー側面は割り而をとどめるが他側 ひきりうす

’ 而では上国に接する稜を面取する。臼孔は面取りのある側綜に8個．｛也側縁にi個ある。臼孔

は摺鉢�を呈し， 内問は焦げ， 臼孔にそう側面には刻み目をいれる。.filJ材。現存の長さ19. 1 

cm， 相2. lCm, 厚さl.Ocm。 孔の京径約 1. }cm, 深さ0.7cm前後。SK2101出土。

c I窓口形木製品（179・1加〉 隊の端に尖頭の木片を鈎形に箆で結びつけたもの。 工具とす とぴぐち形

る杭極的安V.rbは令いが， 一応この項にまとめておら

* 179は表面に樹皮をとどめる長手の自然木を柄とする。身は白然木の 一端を杭状に削る。柄

は自然水の本のカを柄元とし， 末の方を柄尻とするが， 」訟は柄元で柄bi'.の方向に約15度傾けまE

で縛って臨｜定する。柄の長さ106. 2Cm ， 直径3. lcm前後。身の長さ20. 7cm，直径3.Qcm前後。

SK2104州‘ ｜ニ。 180も表面に樹皮をとどめる長手の自然水を柄とする。柄は氷のJiを柄元とし

末の方を柄Mとする。柄尻は折｛慢のため不明であるが， 柄元は斜めに大き〈そいで給先状に尖

場 らしさらに木，＿rから裂け目をいれる。 この裂け同に自然木を縦に4分割りした尖頭の木片を柄

に対して直角に狭みこみ， 蔓を巻きつけて同定する。柄部の現存の長さ92.Bcm， 直笹O.3cm 

前後。trの奈さ7.Zero， 長径2.3Cm， 短径1.scm。SK2104山土。

i＼＇ 食 際 器（PL. 74) 

a 匙形木製品（181) 身の先縁を直線にする八型式の匙形木僚である。仕上げは良好で，縁 さ じ

ホ を筆先状につくる。 ヒノキ板日材。長さ 19.ocm， 身の栴2. 2Cm， 原さo.1cm。柄の幅0.7cm

前後 ， 厚さ0.5cm。SK870出土。

b 約予形木製日r(l82〕 よきの先縁を半円形につ〈るB型式の約チである。 柄を折損し， 身 しゃくし

部のみ。 到背11から身の 一雨を削り先縁に向けて次第に部〈つくる。 ヒノキ杭日材。 :gel仔の長

さ16.Scm，身の，r暗4. 9cm， 厚さ0.Scm前後。柄の1隔2.Ocm前後 ， j耳さ0.Semo SK2101出土。

ホ c イ�（183〕 折射した箸がSK.2101から多数出土している。 原形をとどめるものは少ない は し

が， いずれもヒノキの淵り材を削るもので， SK.820の；場合と｜同じである。
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V 容 器（PL. 74) 

ふ た a 整形木仮（184・1邸〉 円形の木薮で2点ある。184は現複廊蝕が進行しており， 詳細不明

であるが， 板口材からっくり， 木裏面の周縁に法をつける。i直径II.Qcm前後， 厚吉0.?cm前

後。SK.2101出土。185 は全体の約1/3 を欠失。 板目材をもちい， 周縁の削りは粗〈正円にな

らなb、。直径21.Qcm ou｛乱厚さO. ?cm。SE2128出土。 ＊ 

まげもの b rth物容探（186・ 187) 側腹は細片をとどめるのみである。j底板とまま板が各 1 枚ある。

底板（186）はヒノキ�目材からつくるB型式の底板である。！舟倣のため木釘穴の有無はわか

らなし、。直符17. Ocrn ， 厚さ0. 6Cmo SE2128出土。 議板〔187）はヒノキ柾目板からつくってい

る。損傷と腐蝕たのめ著しく原形をそこなうが， 周縁の2個所にとじ孔と樺皮をとどめる。 下

而には側板の抑圧浜肋；と針描きの円弧とがのこっている。平筒形は正刊ではなく小判形になっ ＊

ており， SK.820 の幽物容器蓋板には類例をみないものである。時例のうちにないものである。

＆［原長径16.5cm， 復原短径11.5cm, 厚さ0.5cm。SK2101出土。

ふ ね c 桝（188) ヒノキの割り材をくりぬいた槽。 材は板自の角材で， 栃木にとり木表を上商

にする。 両端木口は手斧で粗〈削り， 両側面を平滑にととのえる。下而の四段はともに面取り

するが． 両端の木口の下部は内方にむけて斜めに削り， 下而は船底？診を呈する。平面形が平行 傘

四辺形のくりねぎを上面からいれてくぽます。内面の四壁は法をとるが， とくに木口面の法は

長〈畿の刃痕をとどめる。器壁の4隅には撃で4孔を穿つ。 3 孔は外側商から内而の3隅に貫

通， l；孔は上閣の一端から外側面に貫通する。孔の内面には組〈削臨する撃の刃泌をのこす。

総の内簡には磨耗痕跡があり， かなり使用さ れていることがわかる。 lt(;大の長さ 62. 8cm， 幅

21. 1cm， 日さ10.Ocm。SK2102 出土。

·'Yi昔IS 材（PL. 74) 

a 柏穴のある角材（189) 納穴をとどめる材は数点あるが， いずれも破損・腐蝕が著しし 、
0

189 は比般的よく旧状をとどめるもので， 心持ちの角材に袈裂にft過する納穴をあけている。

現必， 納穴の部分から2次的な切断をうけており， これに対応する木nも撃で削りとられてい

割弱

る。 現存の長さ約13. Ocm， 幅5. 4Cm， 厚さ3. Qcm。 拙穴の相2.5cm前後。SK2102出土。 ＊ 

｛まぞもち b 柄のある部材（190 ・ 191 · 193) 190 は踊平な角材の一端に柚をつくりだしたものである。
部 材

柄のあけ方はよくわかり材の 表裏からまず鋸で切り回をいれ， 木11から懇で打欠いている。 柄

をつくらない木口面は鋸で切断して平清にしている。 長さ 28.9Cm， 幅4. lcm, 厚さ2.3cm。

柄の長さ1.9Cm， 厚さ0.9cm。SK2101出土。

191 1ま納長の板材からつくる。 2次的な加工をうけているらしく両側面は割り面を呈してい ＊

る。 現状では納長の板材のようにみえるが， 両側面にのこる削りの状況から長方形の材の両端

に柄をつくっていたことがわかる。 それぞれの柄の中央には， ［iで方形の子Lをあける。 ヒノキ

拒関材。長さ29.9cm， 現存の幅3.3cm前後， 厚さ1. Qcm， 柄の良さ約4.0cm, 1陥3. 3cm前後。

方孔の一辺1.0む賞。SK.2101出土。

192 は般織には柄としがたし、。 両端を鋸で切断し ， 両側而を粗〈削った創lJ長の板材をもちい ＊

両端のー側｜貫の木11付近を浅く削りとって栴風につくる。 この部分のほlfr.十 r失には茨裏に員－通

する門孔を錐であけ， 孔には木釘をのこす。妊日材。長t: 28. Qcm， 帆3.9Cm UII後， 厚さ1. 4 
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cmo円孔E置O.6cm，円孔の心心の長さ23.0cmoSK2IOl出土。

c (りかたのある恒092. 194) 2点とも同陪 ・同大である。 192は完M.194は破片であ

否。 長方形の桓を杭木にと ってつ くって~ 'Q。両端を僻で~J断したのち，長辺の 2 陥に約 114

同町〈りかたをいれている。平副形は斗貯の側而形に似る。〈りかたをいれない側縁に錐で 3

・個の円孔をあけ <;0 1孔を中央にあけ.2孔をその左右に同一間隔をおb、て誹ってb唱。板間

材。長さ29，OCrn，相14.9cm， 厚さO.9cm。門干しff:O.8CITIo 2孔聞の心心の長主的 12.3cm。

192はSK2102出土。 194はSK2101出土。

d 切り欠きのある木片(19.β196) 柱覗の小木片の個面中央に切り欠きの冊をまわす。割 切 り欠き
あ~木片

り材からつ〈る九綜を2次的に加工したもので丸俸を揖で輔切り にし， 縦に 4分割した Ufo

.片は断面を扇形にする柱状の小片で，中央部分の各躍にV字形の切り欠きをいれ，櫛状に周

続さす。 195.196にはおのおの割り而が合軍する側面があり，上亜のように同一丸停から加工

したことがわかる。長さ7.4cm，幅と厚さ1.4cm目"後。 SK2101山土。

e ログロ扱き木村(197-201) ログロ加工の釆成品と材のー部に加工痕跡を とどめ るもの ロクロ ぴ

がある。いずれも広葉樹材。すへてSK87QからIH土した。

・ 197は円住形の一端木口にロタロの加工而をとどめる。木心をさ吋た材の価問を木理方向に

削って柱状形にする。 一端の木口は直哉而とし!地端木Hをログロでひ〈。同心円を呈するメJ

叫 ロク ロ日は，約lCm の軒で木口面の外縁にめ くり!外'")Jに向って幾分臨斜L 中央部

分にはログロ日がなく削って切断している。高さ4.2cm，直sH.Ocm-4. 5cmo SK87Q出土。

198は断而が円形に近い多面形柱状材にロタロ 目をのこすもの。木心をさけた材の醐周を木

・耳!方向に削って阿佐形にする。一樹木口は酎で切断Lたのち削って直敵国とし!側周に接す忍

木口の躍は而取りするo 他端の木口にはログロ 11をのこし，木口面上と水口側韓に同心円状の

ログロ目がある。倒縁のログロ目は木ロに対して斜めにひき，木口面の直笹を届める。木ロ耐

の中心にはログロ自治、な〈胴状の突起がのこり，その先端には折火きの叫跡がある。高さ9.0 

cm.直荏4.0cm前後。中心突起直在的i4cm，L7さO.2cmoSK87Q出土。

• 199は木口而を表裏にする門車状の材である。企体に腐蝕が進行l.原帝をとどめる部分は

少生b、。恒りにロクロ 目をのこす而を古面!のζ さない面を誕而と するならば，表面は外語と

中心部分を開くのこし，その中間はド}ナツ状の世」、 〈ぼみになる。裏而は腐倣しているが，

もとは平滑に削っていたようである。直佳 8.......9cm，最大の厚さ2.5cm。

200は木心をさける柱状材を加工 l.上下を木口而とすあ円柱形のもの。現状では担慣が著

・ し(，円周の的 115円をとどめ6にすぎなし、。上下の木ロ而は府蝕L 加工状況不明。側周に

は木涯にE吏するログロ阿がある。担原直需12.2αn現状の日さ4.5cm。

201は腐蝕のため外形を担す dが，上下面を木口とする円柱状の材であるロ 一端の木口は卒

じて原形をとどめ，平滑な面になっていたことがわかる。対応する他端本口からは，砲卵形の

くり向きを ロタロぴきl.門筒形に仕 Hずる。外国は腐蝕しているが! 平滑な木口仁接する側

・周を一位太〈する。最大直ff5.2cm，現状の尚さ1O.2cmo<り向きのE笹 2.8cm。

以上の諸問には製品としての完形品はなb、。しかし. 199は中じにつまみをつくる華町来''''

Aれともかんがえられ， 19E・197はロクロ でひきのこ した木屑である可能性がつよし、。 それらが

SK870に集中しており，その近辺にログロびきの工房の存布を想定する ζ とができる。
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5 繊維製品・木炭

i 繊 維 製 品（PL. 76 ・ 77〕

な わ a 縄(1～3) 2木撚りの麻の細縄である。いずれも， 右撚りであって， 瓦の縄叩きの撚り

と一致してし 、る。撚りがもどったものもあるけれども， 撚りはおおむねよくかかっている。織

の太さから3種類に分類することができる（Fig. 47）。 1は直径0. 9cm前後で， 現存の長さは ＊

約32cm あり， 一端を結節している。2 は直径Q. 6Cm 前後で， よく旧状をとどめており， 全長

約2. ?cmある。両端を蝶結びを崩したような恰好に結んでいる。第3種は直径0. 3Cm前後で，

長さlOcm 前後の残片が数本ある。これは一端を結節する例である。 いずれもSK.820出土。

冠の断片 b 網状漆製品（4) 断片であるし、。 麻編みに漆がけしたもので， 先に報告したものと同材

同巧であって， 正倉院蔵の冠断片と一致する。SK.820・SK870出土。

つるまき c 蔓巻き製品（5) 蔓をたばねた芯に藍をコイノレ状に（千段巻〕巻きつけた 棒巻の残片であ

る。芯の直は合せて7本あり， 4本と3本とを2重にかさねてつくっており， 芯の周囲に蔓を

巻 くので横断面は台形を呈している。棒巻の一部には， ほかより隆起する部分があり， 芯材を

キ

つぎたしていることがわかる。巻蔓のつぎたしは結ぶことなく， 端でいくらか余分をのこしな

がら2本の巻直をからませて， おのおのの先端を棒巻きでおさえて固定している。現存の長さ ホ

から判断すると， 桶か簡の把手であろう。 現存の長さ約34cm, rjr扇2. lcm， 厚さ1.3cm, � 1 

本の直径0.3Cm前後で・ある。SK820出土（Fig. 47）。

ほ う き d 第（6～8) 3個体分出土。2本は革帯でl：本は斑 l�"f;である。

6 は木製の柄をつける草簿。柄は割り材からつくる丸棒で， 一端を尖らしホウキグサの籍先

をまといつけ， 蔓でしばって固定する。務先は大方滅失しているが， 柄に特，先上端があたる部 本

分に木理に直交する刃痕がのこり， 待先の着装後上端を切り揃えたことがわかる。現存の長さ

約36Cm， 柄の直径1. scm， 待先柄着装部分直径約3. zcm。

7 も革帯であるが， 木柄は着装しなし 、。ホウキグサをたばね， 木の部分で2個所を藍巻きに

して固定し柄にする。現状では扇平に残るが， もとは円くたばねた可能性がつよし 、。待先の先

端は滅失。現存の長さ約39cm， 柄部のl幅約5.5cm， 厚さ約 1.5Cm。 ＊ 

8 は麓穏で持先を残存する。麓をたばね本の部分に紐をまいて固定しているようであるが保

存が悪〈詳細不明。現存の長さ約 28 cm， 本の直径約 6 cm。以上SK.820 出土。

たけ製品 e 竹製編物（9～12) 編み方がかろうじてわかる程度の残片である (Fig. 47）。

9 は表皮をとり去った竹条を用いる。l目を1. zcm×0. 6Cmの長方形にあける2本寄せ， 四

つB編み。単位竹条の幅Q. 4Cm前後。10も表皮をとり去った竹条を用いる。2本寄せ， 2本超 ＊

え， 2本潜り， l本送りの網代編み。単位竹条の幅0.3cm前後。11も表皮をとり去った竹条を

用いる。 l憾の広い竹条を約 0.5cmの間隔で配し経とする。 ζれに幅の狭い竹条を緯として密に

編むござ目編み。単位竹条の幅0.5cm弱と0.3cm弱。12は表皮をとどめる竹条をもちいる。心

心の間隔を 4 cm 前後におく。2本寄せ六つ目編み。縁の部分も残存するが編み方不明。単位

竹条の幅0. 6cm前後。 以上のうち 9 ・ 10はSK.2104, 11はSK870, 12はSK.820から出土した。 1・

I) 『平城官報告H』p. 75, PL. 56， 帝宝博物館『正倉院御物図録』（1934年〕第3巻第51図。
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Fig. 47 繊維製品 編物・需品

ii 木炭ともえさし

土;賊 SKS20からは，相当量の木炭が出土した。この機会に，同土城で出土した資料にあわ木 炭

せて宮内各所で出土した木炭について， 奈良教育大学教育学部平田普ー文助教授(林学専攻)に

調査を依頼した。以下にその成果の概要をかかげる ことにしよ う。

ネ 宮内各地区各遺構から出土した木炭がそれぞれ何の木で作られ，重量がどのくらいであるか

は表示したと おりである (Tab. 20)。総重量は 21，107gあり ， このう ちSK820出土の木炭は

10， 554gで， 全体の 5剖におよんでいる。

原木の種類は，木炭の木口面と樹皮との特徴によって，比較的容易に判定で-きた。クヌギが 木炭の原木

最も多く ，全体の 6割強を占めており ，コナ ラがこれにつぎ，以 下，針葉樹(多くはヒノキ，他

ネにマツ)，雑木の順である。なお針葉樹の炭の質はケシj突で、ある。それらのうち，高級燃料とも

し、えるカシ炭がSKS20に集中 しているこ とが注目される。

肉眼観察によって木炭の性質をみると ，色は漆黒色で，炭化がじゅうぶんであることをしめ

しており，木口面 ・破砕面の光沢は，と もに金属光を しめしてしる。また.比較的高い金属音

を発し， 硬度の高いことも明らかである。それらのうち，高級燃料ともいえるカシ炭がSKS20
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地 区 Jil ti',i 

6AAB 土峨S !(820 
6AAO 土城S !<870 

，， 土滅S !(869 
6ADH 土城S I<.1210 

，， 土城S I<.1407 
6A D F fi'li S D 1760 

// 土城S Kl623 
6AAO 土城S I<.2101 

// 土城S I<.2113 
6 A A F !i'/J S D 3297

，， 総 S D3155 
，， f件 S D3137 
，， 総 S D4951 
，， 抗野 S D4992 
，， 総 S D5825 

その他の全泌総

J口,._ 

全重量 クヌギ コナラ

11217 7739 1790 
480 147 
79 64 
17 

118 42 
302 170 
498 206 30 

2760 1420 390 
85 54 

359 83 30 
91 83 
83 75 

2053 1431 168 
391 
35 32 3 

24.41 1388 72 

21107 13032 2483 

Tab. 19平城宮出土の木炭

容積盆

クヌギ 0. 710
(0. 742〕

コナラ 0.483 
(0.557) 

カ シ 0. 773
(0.857〕

安｜
－
業績j

雑 木 0.323 
(0.357) 

雑 木 針葉樹 未炭化のもの
もえさし

494 205 430 559 
69 93 106 65 

15 
17 

12 64 
65 61 6 
25 203 34 

121 336 493 
25 6 
20 137 89 

8 
8 

53 88 313 
391 

146 332 503 

563 765 1789 2475 

単位g 1968年2月現在

政 度

9.0 
(11. 0) 

7.5 
(10.5) 

11. 5
(12.5)

l. 0
(1.0)

1.5 
(1. 5) 

単位〈 〕内は現代木炭の｛直
Tab. 22 平城宮木Y<の容積i止と硬度

tこ集中していることが注目される。

つぎに， 容積重をしらべ， 硬度を三浦伊八郎博士考案の木炭専用硬度計によって測り， これ

を現在の木炭について， 東京大学林産化学教室がwした， 各樹種ごとの平均値と比較した。

(Tab. 21〕。 平城宮木炭は， 容積重・硬度ともに，現在の木炭における平均値より， やや低い

値をしめしているものの， じゅうぶん良炭の範囲内に入るものである。 クヌギ ・ コナラ ・ カシ ＊

の類が良炭を作る樹種であることが， 当時すでにじゅうぶん認識されていたことも， また明ら

かである。 クヌギなどの広葉樹は良質木炭の比率が多いことから， 内裏に関係する暖房用・調

理用に使用したことが推定できる。

もえさし なお木炭以外に， 未炭化のものと， もえさしとがある。もえさしには， ヒ ノキの小割り（長

30さ～40cm， 太さ2～3cm角〉が多く， 木炭に火をつける際に， ツケ木としてもちいたものであ ヰ

ろう。
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第V章 考 察

1屋瓦

A 軒瓦の組み合せ

平城宮跡で出土した瓦のうち軒瓦の総個体数は， 1975年現在で24，000点をこえており，軒丸平城宮の代
表的な軒瓦

ネ瓦・軒平瓦のそれぞれに 100以上の型式がみとめられている。 これらの軒瓦諸型式は，すべて

が一様にみられるのではなし十数型式のみが集中的に多量に出土してい る。宮内の地域によ

って，瓦の出土量には多寡があり，また出土する判瓦型式に差異のあることも知られている。

さらに，特定のl肝丸瓦型式・軒平瓦型式が一組として製作 ・使用されたことも判明している。

主な組み合せ10組のうち宮内のほとんど全調査地域に広くみられ，かつ出土量も多いのは，

ネ 6311A • B -6664D • F， 6225-6663， 6282-6721であって，平域宮の造営・改修に際してこ

の 3組が最も多くもちいられた瓦ということができる。ところで宮内における軒瓦の組み合せ

のありかた(Tab.22)を比較するとき，今回報告する内裏北外事1¥地域において最も数多くみいだ

した6311A • B-6664D・Fが，内裏地域においても多数を占め，ともにあい近い比率を しめ 主要軒瓦は

ていることが注目される。つぎに多いのは， 6313・6314-6666・ 6685の組である。内裏内郭地

本域では 6314をみないが， 6313が 6666・6685の両者と組みあ ってお り，個体数・比率ともにや

はり 6311-6664の組についで第 2位をしめしている。 内裏北外郭地域出土瓦の 第 3位を占

めるのは，6225-6663の組みで、ある。この組みは，内裏地域においては出土瓦の l割未満で，

第 4位とな っているが，いっぽう 内裏地域で第3位を占め る6282-6721の組みが，内裏北外郭

地域では第 4位となっている。以上かかげた 4組の軒瓦のうち， 6311-6664， 6313・(6314)一

* 6666・6685の2組が，内裏北外郭・内裏の両地域に共通して軒瓦のなかでともに第 l・2位を

占め，かつそれぞれ全体の50%という多数を擁する事実は重要である。それは両地域の建物が

同ーの造営計画にもとづき，同u寺もしくは時を接して造営された可能性をしめすからであり，

かつまた，北外郭の性格が内裏と街接なものだったことを想定主せるからである。

ここで，内裏東外郭地域，および大l膳職地域におけ る軒瓦型式の比率と比較してみよう。

本 まず，内裏東外事1¥地域においては， 6311-6664が最も多く ，6225-6663の組みが2位を占め

る。 この両者にくらべるとずっとすくないが， 第 3・4位は， 6313・6314-6666・6685，6282 

-6721の2組であ る。 内裏北外郭・東外郭両地域の軒瓦とくらべると，第 2・3位の順がし、れ

かわってはし、るが，似た構成ということができ，造営期が同時であった可能性を考えさせる。

つぎに， 大膳職地域の軒瓦で第 1~ 3位を占めるのは，6282-6721， 6133-6732， 6284一

本 6664の組であ って，今回報告す る内裏北外郭の軒瓦の構成とは異っている。これは，両地域の

建物群が性格を異にし，かつ造営年代がちがっていたことによるものであろう。
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軒瓦の製作年代B 

のちに東寄りに（第2次〉いとなま内裏 ・ 朝堂院がまず中央に （第l次〕，平誠宮においては，

「第2次内裏」造営の時期としては， 聖武天皇が還都した天平末年れたことをさきに推定し，

6311A • B-6664D • F, 6313 ・ （6314)-6666 ・ 66 85に， 天平以降の可能性が大きいと考え，

末年の年代をあたえた。

軒瓦年代
観の修正 本SK2102におけるこの 2組の軒ー瓦は，しかし先述したように， 今回，

おそらく養老ころまでさかのぼることが明らかにな出土状況から， 確実には神亀末年にまで，

したがって， 第2次内裏の造営年代は下っても天平元年までであると考えるにいたった。り，

内裏造営関係の記載をもつものが多し 、。上記2組の軒瓦は，SK2102から出土した木簡には，

の造営とあい前後して， 内裏北外郭が最も整備された時期に使用されたものであろう。

キここで， 平城宮の軒瓦のうち， 主要なものについて， 現状における年代をかかげておこう。

6273 ・ 6281-6641 ・ 6643をはじめとする藤原宮式の軒瓦は， 平城宮においては， 藤原宮にお

ける組み合せそのままではなし対応関係もくずれて用いられている。しかし， 朱雀門 ・ 宮城
藤原宮式瓦

和銅年間， 平誠西南隅付近で出土した軒瓦のなかで， 藤原宮式の占める割合が大きい事実は，

宮の最初の造営にあたって使用したことをしめすものであろう。

＊ 興福寺創建（和銅初年）に際してもちいた組み合せである。しかし， 平城宮6301-6671 は，

で出土するのは6301B • Cであって興福寺で使用した6301Aそのものは出土していなし 、。型式

学的にみて， 6301B ・ Cは，6301Aと近接した時期を想定させ，造輿福寺仏殿司（養老4年設置〉

との関連で養老年聞にさかのぼるものと考える。

興福寺式瓦

また和銅の6284 c- 6664 C の組み合せも，

瓦と考えられる。6664の14種には， 中心飾りの花頭の形状にi～iiiのヴアラェティがあること

＊ かつを先にのべた （Fig.2的。6664Cの花頭はこのうちiにぞくし， 茎部上端は左右にひらき，

すなわち内区 ・ 上外区とを画する界線に接していなし、点で， 均整唐草文をもっ最古の軒平瓦，

九／1也良竜』E援焔設需品品川�包品店閥抗小院地成｜
和銅元
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＊はその組の軒瓦がその地域のw土軒
瓦のうち数量的にそう多くないもの

平城宮主要約瓦の編年Tab. 21 

郁夫「平城京における宮の瓦と寺の瓦」『古代森
『平城宮報告皿』 p. 67。
『平城宮報告W』p. 140。 この問題にかんしては，
研究』第8号1976年pp.3を参照。

2〕
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6262・F

6225・A

6304-C 

Fig. 48 普通のiltlJ:L瓦と大型車f丸瓦 縮尺 1/4

6661 (大官大寺式〉のそれに直結し iii， すなわち基部が平行 2直線からなり， 茎部上端が上

の界線に接しているもの (66640. F)に，型式学的に先行している。 6284C -6664 Cは 6A
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BE区SD3765下層で， 和銅の年紀木簡， および平城宮Iの土器と伴出している。 6311A • B 

-66640・F, 6313 ・ 6314-6666 ・ 6685の年代が，おそくも天平初年にさかのぼると考えるに

いたったことは先述のとおりである。6308に対応する軒平瓦は未解決であるが，6685と同文様

の6682が奈良山52号窯で63080と伴出したことから，上記2 組と近い年代を考えておきたし、。

朝堂院の瓦 6225-6663は，朝堂院の造営にもちいた組み合せであ って，やはり天平初年にまでさかのぼ 培

る可能性が大きくなった。6282 (A程をのぞく） -6721の組は，今回，6721 がSK820 から出土

したことによって，天平末年に存在していたことが明らかになった。

6012-6572は，唐招提寺講堂の解体修理にともなう地下遺構の調査（奈良県教育委員会1972年〕

によって， 講堂創立前の建物遺構 （新田部親王＜天平7年＝735年没＞の旧宅と推定される〉に伴う

ことがあきらかとなり，平城宮東朝集殿の移建（天平宝字3年＝759年〕に先だつことが判明した 請

が，ひきつづいてやはり唐招提寺講堂地下で，天平15年の紀年木簡と伴出したことによって，

重園女軒 年代はさらに天平年間にさかのぼることが 確実となった。 このようにして，6012-6572 を重
瓦の年代

圏文瓦の組みとして，最も古くにさかのぼるものと考える。なお，難波宮の軒瓦の研究では，

東大寺西塔
跡の軒平瓦

朝堂院跡の
大型軒丸瓦

6015-6572がこれに先行するものと考え，それに神亀3 ～天平 6 年の年代をあたえている。

6133-6732の製作年代については，西大寺 ・ 東大寺の類例によって推定できる。西大寺西塔 ＊

跡の発掘調査によって，6732Hがおそくとも宝亀にさかのぼることはわかっていた。しかし，

東大寺西塔跡の調査（奈良県教育委員会，1965年〉によって， 6732G • H をその建立年代，すな

わち，天平勝宝 5 年に使用したことが確実視できるようになった。平城宮出土6732A～ Dの年

代も天平勝宝年間におくことが可能である。

c 大型・小型軒丸瓦の用途

今回報告する軒丸瓦には，6225L. 6304 Lのように，径がふつうの軒丸瓦の倍に近い，ひじ

ように大きなものがある。平城宮には，このほかにも，6282L. 6308L, 6133Lのように同様

に大型の軒丸瓦がある。この種の大型軒並L瓦に共通する特徴は，出土量がすくないこと，これ

に対応する大型軒平瓦がないことである。6225Lについては，先述したように，丸瓦部がふつ

キ

うの大きさの丸瓦からなっていることを確認している。この大型軒丸瓦は，ふつうの軒先 ・ 結＊

羽にもちいたとは考えられなし 、。東朝集殿跡の調査では，多数の6225Aとともに6225Lが 8個

出土しており，東朝集般の模型製作の際には，大棟飾りが鴎尾ではなく鬼瓦と仮定して6225L

を大棟に 2 個，降り劇こ4 個，そして拝みの部分と軒陥とを含めて計12個の使用を想定した？

6313 ・ 6314 ・ 6666 ・ 6685のような小型軒瓦の用途については，さきに，檎皮葺き屋根の棟瓦

小型車干丸 か築地の屋根瓦の可能性をあげた。しかし，6311-6664など一般的な大きさの軒瓦には，これ 持
瓦は棟瓦

に対応するふつうの丸瓦 ・ 平瓦が多量に存在する反面，小型肝瓦に対応すべき小型丸 ・平瓦は，

ほとんど存在しなし、。したがって，棟瓦と考えるのが妥当であろう（別表4解説参照〉。

3) 奈良県教育委員会『国宝唐招提寺構堂他二棟
修理工事報告書』1972年，p.62。

4 )  中尾芳治「霊園文軒瓦の製作年代と系譜につ
いての覚書」『難波宮研究調査年報』1971年。

5〕 奈良県教育委員会『重要文化財東大寺中門廻
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廊修理工事報告書』1961年，p.47。奈良県教
育委員会『東大寺西塔院の緊急調査』奈良県
文化財調査報告書8, 1965年，p.2 0。

6〕 細見啓三「平城宮東靭集殿の復原模型」 『年
報1970』，p.47。



2 土器

A 平城宮 1'"'-' VITの大別

平城宮跡出土の土器は，現状では 7段階に大別でき る。 これを仮に平城宮 1~Vll と l呼ぶ。

平城宮 Iに属するものとしては， ωY・ωX区の溝SD1900下詰の土器と，回E区の滞 平城宮 I

斗 SD3765下層の土器とをあげる こと ができる。 この両者は，様式的に一致 する。 SD1900下層

の土器は，こ の溝が朱雀門の基礎地業で、こわ されていることに よっ て，また， 惜の中層から出

土 した 「過所」 木簡によ って， 大宝元(701)年から和銅 3(710)年ころの聞におく こと ができ

る。 また， SD3765下層では，和銅の紀年木簡を伴出している。 このようにして，平城宮 Iの

年代の一端を知る こと ができる。 いっぽう藤原宮においては，東大溝 SD105ほかで，平城宮

本 I に相当する土器告が豊富にみいださ れてお り， それに藤原宮の時期 (694~7 1O年〉 を あ て る こと

には問題がなし、。

平城宮Eに属する代表例としては，6AAC区前 SD3035，6AAG・6AAH区僻SD495jの土器 平城宮 E

があげられる。 また， 先に報告した 6AFB区街 SD485出土土総の大半もこ の段階に属する

ものである。 今回報告する SK2102の土器は この段階に属している。 SK2102では神亀 5(728) 

ネ 年から天平元(729)年にいた る紀年木簡が出土してお り，また， SD3035下層から は霊亀 2(716) 

年か ら神f~ 2 (725)年にいたる紀年木衡が出土してし、る。 これらによ って， 平城宮Eの年代の

一端を知る こと ができる。

平城宮田を代表するのは， 今回報告する SK820の土器である。 SK2101の土探は，これにく 平城宮皿

らべてやや新しい要素を持っ ているが，やは り，この段階に属するものと考えるo 王子披宮mの

* 年代は， SK820出土の多数の木匝1iと SK2101出土の木簡に よって， 天平末(749)年頃におく こ

とカfできる。

平城宮IVは， すでに報告した6ABO区土城SK219出土土探によ って代表される。その年代平城宮 W

は，天平宝字 6(762)年銘の木聞から ，天平宝字末(763)年頃と考え てし、る。

平城宮Vは ， 今回報告す る SK2 11 3 ・ SK870の土器を代表例とし， 宝亀年間 (770~780年〕を 平城宮 V

ネ 中心とした年代を想定している。 なお，SK870出土の「左衛士府」 木簡 の年代が天王|王宝字 2

(758)年以降に限定できる こと は， 先述したと お りである。 6ADC区井戸 SE6166出土土器

1) W平城宮跡昭和 39年度発掘調査概要JJ (以下

『一年度概要』と阿倍己)1964年。

『平城宮跡発抑制査:.1:¥土木il1j概報(二)JJ (以下

『木簡概報2J]等と略記)1964年。

『奈良国立文化財研究所年報1965J](以下 『年報

ω65JJ等と略記)pp.32。なお，S D1900出土土

擦については，次回に出版する学報で報告する

予定である。

2) W年報1966JJpp. 34， W平城宮跡第37.39.40・

41次発掘調査~鮮民JJ (以下『第一次概報』 と略

記)1967年，w年報1968JJ。

3) W平城宮木簡二』 解説(奈良国立文化財研究所

史料第8f11t1975年)pp.59，木簡19260

4) if藤原宮JJ(liij娼)pp.490 

5) W平城宮木簡二JJpp . 18 ， 木簡2234~25360

6) W第37・39・40・41次概報JJ1967年，w木簡概報

(五)JJ1968年，w年報1967JJpp.42。

7) W平城宮報告V1JJpp.38。

8) W平城宮木信jーJJpp.8， 木簡43~ 1232 0

9) W平城宮木簡二JJpp. 10 ， 木簡1943~2053。

10) W平城宮報告 IIJJ p. 63~68。

11) W年報 1969JJp. 34~37 0 
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は，「主馬」の墨書をもっ土師器杯を含んでおり，天応元（781〕～延暦3(784）年の年代をあたえ

ることができ，これを平城宮Vの終末に位置するものと考えている。

平城宮M 平城宮で出土する土器の中には，平城宮Vと，つぎにあげる平城宮刊の中間的様相をもつも
13) 

のがある。すでに報告した土器のうち，6ABO区SB1 1 6雨落構出土の土器がその1例である。

このSB116出土土器をもって仮に平城宮VIの代表例としておく。その年代は8世紀末～9世紀 本

初頭と考える。なお，長岡京（784～794年〕では，平城宮V1に相当する土器 （Fig. 49） が多量に

出土しており，上記の年代観の正しさをうらづけてしる。

平城宮W 平城宮刊は，既報告の6ABO区井戸SE311-Bの土擦を代表例とする。今回報告する SE

715の土器はこの段階に属するものである。その年代は天長元（824）年頃と考えている。

主

要遺構 略年代のl点

SDI900下回
平城宮I I ca. 7IOA .D. 

SD3765下問
SD3035下回

平城宮H I 
SD4951

(SD485) 
SK2102 

730 

平城宮町
SK820 
SK2101 750 

平城宮N SK219 765 

平城宮V
SK2113 
SK870 
SE6166 
SB116 
SE311-B 
SE715 825 

Tab. 22 平城宮土器の編£｜三 木中でしめした巡捕は ， 今illl報告のbの

天長元年 平城上皇没

780 

平城宮W

平成宮W

800 

年 代 推 定 狼 拠

「過所」木簡 大宝元～和銅3
701 710 藤原宮土器と一致

木簡 和銅

木簡 霊危2～事11危2

木簡 神色5 ～天平元年
728 729 

木1m 天平17 ・ 18年 ・ ・ ・ …42点
木簡 天平18 ・ 天平j勝宝 2年

木簡 天平苓－6 年

降
年

以
3

年
暦um

2
延7

｛
子
四
国

～

宝1
元

平
応削

天
天，

t」

lJ
府
馬

土

主

衛
「

左

器

「

土

筒
沓

木
弘

長岡京土器と一致

以下，上にかかげた代表例を材料として，平城宮IからVIIにいたる変造の大要を，土師器・ オ

須恵棒・施稿11陶禄・黒色土然の順に列挙する。

飛鳥I ～V なお，飛鳥・藤原地域における7世紀の土器は， 飛鳥I(11治7世紀のがI l四三｜土j�l) ・ 飛鳥II C略71止

紀の第2四半j羽〉 ・ 飛鳥班（日告7世紀の第3四半j例）・飛鳥IV (II俗7世紀の第4四半j切〉 ・ 飛，鳥V( 7世紀
16) 

末～ 8世紀初頭＝藤原'gj倒〕の 5 段階に大別することができるので， 本考察においても， この区

分法にしたがって，平城宮土穏との関連をのぺる。

12）

主

馬擦は，左 ・ 右馬寮を統合してできた官司
で天応元（781）年から大同元（806）年まで存続し
た。しかし，井戸SE6166は，長岡選都（784年〉
に際して廃絶したものと理解している。

13） 『平城宮報告H』p. 70 710 

14） 高橋美久二 ・ 百瀬正恒「長岡京左京三条－：！；｝j
発掘調査概要」（『京都府埋蔵文化財調査概報』
1976年），高橋美久二 ・ 百瀬正恒「京都府長岡

．2司

京跡」（『1:1本考古学年幸Ii 27 1974年版』1976年
pp.216〕。 長岡京の土器の調査にについて便宜
をはかられた京都府教育委員会ならびに百瀬正
恒の協力に感謝する。

15） 『平城官報告N』pp.24 。
16）飛鳥I ～Vについては，J]i］表5解説を参J！倍。

Fig. 49 長岡京の土務 縮尺1/4

須恵器（N l ～N9〕 Nl～N3杯B蓋，N4～N6杯B, N7llll.C, NB ・ N9杯A
土師器（NIO～N41) NIO～16杯A, Nl7～N23血A, N24 ・ N銘柄iA, N25登E, N26・N30杯B議，

N27 · N31～N34杯B, N29椀C, N35高杯A, N36量産B, N37～N41懇A 。
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1 土師器における器種の消長と法量の変化（別表 6)

杯の構成 1. 平城宮Iにおける杯は， 杯A3種類（杯A I ～Alli）， 杯BZ種類（杯 B I · B U， 杯C3

種類（杯C I ～ C III）から成っており， 藤原宮における杯の構成（飛鳥V〕と一致している。

2. 平城宮 I ～ 直にかけて， 杯・皿類の形態・法量には， 大きな変化はなし 、。しかし， 平城

宮I V ～ VIlの聞 には， 形態が変化し， それととも に， 明らかに法量縮小の傾向が認められる。 本

3. 平城宮I ～ Vを通じて， 杯Aの形態 には大きな変化はなし 、。 しかし平城宮V～ VIlの間で

口縁部の外傾度が大きくなり（外傾指数の増大〉， 形態は一変する。

4. 平城宮I にあった小型の杯類（折、A III.杯C III）は:i]2・波宮Eにはなし 、。

平城宮Iの杯AIは， 平城宮Hにおいては， 器高の異なる2種類（杯A I · A II）に分化し， そ

の結果， 平城宮 Iの杯Aiiは平城宮Eでは杯Allとなる。 杯AI· Aiiは， 平城宮I Vまで存続する ホ

が平城宮Vでは， 区別が不明瞭となり， 杯AIのみの単一採種となる。 平城宮VIには， 杯AIの

ほか に， それと径高指数を等しくする杯Aiiが新しく出現する。

皿の構成 5. lIIl.Alは， 平城宮H以降Jill.AI・lillAilにわかれて平城宮VIIにいたり， 以後， 10世紀初頭

にいたるまで， 杯AI· Aii， 皿AI· Allの計4種が， 杯. Jill.類の基本的な穏種を構成する。

6. 平城宮VIIでは， 杯AI· All, llllAI • Allのそれぞれが， かつてほどは明確な法量の規格 キ

性をもっておらず， 各様種聞の区別はそれまでほど明瞭ではなし 、。

杯 C 7. 杯Cは，飛鳥I以来の器種であって， 平城宮I まで杯CI～cm にわかれている。しかし，

平城宮E には杯CI・errの2種類となって杯cmはなく， 平城宮Eでは杯errも消えて杯C Iのみ

�弓 ＼ ぷ二三�

＼－」ノて＝�

。

宅三
Fig. 50 金属製容然とそれを模倣した土然

1 京間1府 長刀wz古JJ; 佐渡理総

2 群馬県 人脈観音塚7止法 佐波1m1酔

3 奈良県 正倉院 銀総

17）『平城宮報告H』p. 91。
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1’ 大阪府 陶邑 KM22号窯 須宮線杯F

2’ 小型3悶 SD050 土f目，H官杯C l （飛r, r ) 

3
’ 平成宮 SK820 土師�，克AH （平波宮fil)

18）『平城宮報告W』p. 66～720 

10cm 



* 

となる。 これに続〈平城宮IVでは，杯CIは，形態的に も法量のうえで も，杯Aillとほ とんど差

のない ものとなってお り， むしろ， かつて杯Aill・杯CIとして存在 した 2つの探種が合体し

て，あらたに皿lAITが成立したとみた方がよし、。 JI[].AIIには， 杯Aill・杯CIのそれぞれの口縁

部の形態をとどめているものがあって， その成立の過程を しめしている。

8. 平城宮直には，あら たに椀Aが登場する。椀Aは，正倉院宝物 ・興福寺鎮Jfj具にみられ 佐 波 理 鈎

模倣土器
る金属の銃， すなわち佐波型鈍の形態を j~~倣したものである (Fig. 50-3 ・ 3 ')。椀Aは ， 平城宮V

にかけて，しだいに小型化しており，かつ多量化している。 この多量化は，平城宮IV以降に須

恵器の杯Aが減少する ことと関連し，その欠をおざなった ものかも知れなし、。 ただし椀Aの胤

行は平城宮Vまでであっ て，平城宮VIには急減し，平城宮VlIにはな くなっている〉。

9. 椀 Cは，平城宮 Iから平城宮VIまで存続 し， その後はみら れなし、。なお椀 Cは，仕上げ

にへ ラ磨き ・|渚文を用いない点で他の杯・皿類 と性格を具にしている。また，平城宮 I以来平

城宮VIにし、た るま で， 法量に変化を生 じていない (1コ筏13cmiIIi後，探高4cm前後，f.呈日指数30前後〕。
21) 

10. 平域宮四には，緩和l・灰軸陶探の皿の形態を模倣した皿lP(Fig.51)が11:現 している。

* 

ii 土師器における製 作手法の変化 (Tab. 23) 

* 1. 平城宮 1• II以来，杯・皿類の調整には a• bの両手法がもちいられたが，平城宮皿で a~c手法

は b手法が減 じa手法が主似てとなった。 しかし平城宮IVでは再度 b手法が主体とな っている。

2. 平城宮町では，杯 ・皿類の調整に C手法が出現し， 平城宮IV以降では，こ の C手法によ

るものが主体をなすようになる。

3. 平城宮IVには e手法がLH現 した。 e手法による杯Aは，平城宮V以降しだし、にその数量 e手法出現

* を増 している。 10世紀初頭に属する平城京の土穏では e手法によるものが量的にも C手法に

よるものに接近してお り c手法が衰退し， それにかわって e手法が採用される方向をしめ

している。なお前項で， 平城宮vnの杯A 1 • A II， illl.A 1 • A IIの区別が，それまでほ どには

杯 A

a手法 b手法 c手法 E手法 t
A
 

手a
 

皿1 A 

b手法 c手法 e手法

械 宮 I…01 6〔m lぺ 7(f>0.0) 7(50.0) 

平城宮 II SD 485 I 10(37.0) 117(63.0) 30(6".2) 11(23.9) 5(10.9) 

平城宮皿 SK 820 I 1 67~山 30(30.0) 3( 3.0) 120(81.1) 27(18.2) 1( 0.7) 

平城宮lV SK 219 1 2( 5.3) 1 35(S2.1) 1( 2.6) 11 ( 7.5) 96(65.3) 40(27. 2) 

平城宮 V SK 2113 5(17.2) 6(20.7) 18(62.1) 25(20.0) 38(30.1) 62(49.6) 

平城宮VI SB 116 3(100.0) 1 (20. 0) 4(80.0) 

f城宮\~I SD311B 70(87.5) 1002.5) 3( 5.1) 

101止紀初頭SE650B 12(57.0) 27(日日)1: 23(16.0) : 8(13.0) 

Tab. 23 土師恭杯A ・皿Aにおける a・b・c・E各手法の消長

19) W正倉院の金工~ (日本経済新聞社 1976年〉
p.45， PL.92銀合子の身。帝室時物館『天平
地宝~ 1937年 PL.53-4。

20) W平城宮報告lV~ P.25で腕Aとしたものをこ
こでは杯A [Jとしてと らえている。

21)旧称1IIlB (W平城宮報告lV~ PL. 39-66)。
22) p. 74注19参照。かつて c手法の哀返とE

手法のÝt~行 と を しめす資料と し て 6ABO区井戸
SE 272-B 出土土器をもちいた (W平城宮報告
1V.! pp. 28， pp. 52)。 しかしその土訴には，

平成宮'111から101止紀初頭の時期のものまでふ く
み，単一の時期の資料としては厳密性を欠くた
め，比11l'(資料から除外した。

23) W平城宮報告Vl.!pp.147， PL.74。
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明瞭でなくなっていることを指摘した。しかし， 各器種の中では， a ～
C 手法によるものと，

e手法によるものとが， それぞれに法量のまとまりをもっており， a ～ c手法によるもの， e

手法によるものは法量の差を維持して10世紀初頭にまでたっしている。

暗交の消長 4. 杯・皿類に暗文が出現するのは飛鳥Iからである。飛鳥 E～平城宮Iの杯Aは， 底部内

面に螺旋文， 口縁部内聞に斜放射文 2段をほどこしている。平城宮Eの杯Aでは口縁部内面の ＊

暗文が， 斜放射文 1段と連弧文（内面上端〉との構成に変り， 平城宮田の杯Aでは， 連弧文が

はぶかれて斜放射文 l段のみとなり， 放射文の線の間隔はあらし 、。平城宮IVには暗文手法は急

激におとろえ， 杯類から消え， ill！. ・ 高杯の底部内面に螺旋文をもつものがのこる程度となる。

へラ磨き 5 .  暗文の衰退に対応して， 杯類の口縁部外面のへ ラ磨きもしだし 、に粗くなり， 平城宮E以

降は， へ ラ磨きの線と線との聞に磨研していない粗面を残すものが， 大多数を占めるようにな キ

る。また， 平城宮VIlでは， 杯Aの口縁部外面のへ ラ磨きが完全に省略されており， 口縁部外面

を へ ラ磨きする手法は， わずかに， 杯 B と高杯とに残るにすぎなし 、。

iii 須恵器における器種の消長と形態の変化

杯皿の構成 1. 平城宮I～Eにおける須r亙器の杯 ・ 皿類の形態は， 藤原宮のそれor色鳥V〕と一致する。

杯類の分化 2. 平城宮Eでは， 杯類が多様に分化している。すなわち， 椋高の高い杯AC径高指数33前後）ホ

土師器模
倣須恵器

金属器模
倣須恵器

が5 種類（A 1-1 ・ A Il-1 · A凹 ー l ・ A IV·AV）， 低い杯A C径高指数23前後） が3 種類（A I -2 ・

A Il-2・A Ill-2）あり，また， 高い杯B C径高指数35前後〕が4種類（B I -2 ・ B Il-l·BIV· BV），低

い杯BC径高指数26前後）が3種類（B 1-2 ・ B Il ·-2 · B Ill） ある。 杯A ・ 杯Bにお ける高低 2者

の分離は飛鳥IV C7世紀後半〉に始まり， 平城宮Eで完成したとみることができる。

3. 平城宮Eには， 土師器杯A ・ 杯Cを模した須恵器杯Cが出現し平城宮Vまで存続する。 ＊

4. 平城宮E には， 佐波理銃の形態を模した杯 E · F が出現している。

5. 平城宮Eでは， 杯A I -1の径高指数が27前後， A I -2では20前後， 杯B I -1では30前後

になり平城宮Eにくらべて全般に器高が低くなっている。また， これと同時に器高の低い方の

杯A ・ 杯Bの一部，すなわち，杯Aill-2， 杯B I -2, B II -2, B ill-2 がすべて姿を消している。

6. 平城宮町から平mt宮Vにかけての杯類の法量は縮小する。しかし探高にはほとんど変化 ＊

はなく， もっぱら口径が小さくなっている。つまり， 径高指数は増大している。

杯 ・ 皿の蓋 7. 平城宮Iにおける杯B ・ 皿Bの葦は， すべてB形態である。平城宮Eには， 須恵緑第I

群土器にA形態が出現し， B形態と共存する。平城宮皿以降， 第I群土様の杯B ・ lill.Bの葦は

すべてA形態になるが，第I群以外の土器群では，平城宮田以降もB形態、の蓋が一般的である。

鉄 鉢 8. 平城宮I～Eの鉢A C鉄鉢） は， 平底もしくは丸底ふうの 平底をもつことが一般的であ キ

る。平城宮直には尖底状のものが出現し， その後この形態が一般化する。
ていりょう

平 瓶 9. 提梁を持つ平瓶は平主＆.
＇

＠； Iのうちに出現するが， きわめて少しまだ提梁を持たない平

瓶が一般的である。平城宮IV以降では逆に提梁を持つものが一般化しており， これを持たない

ものはまれになる。高台のつく平瓶は平城宮IVに出現し， 平城宮Vに一般化する。

壷 G 10. 壷Gは， 平城宮Vに出現している。ただし同形態の査で口頭部を 2段構成とするものが 埼

平j波宮V Iにある。底部を欠失しているが， 査Gが平波宮IVにさかのぼる可能性もある。
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iV 須恵器の数量的変化および法量の変化

1. 平域宮 I~IIIにおいては ， 杯A と杯B との数量比がほぼ 2 の関係にある。しか し， 杯 の消長

平城宮IV以降には，杯Bが量的に杯Aをしのぐようになる。

2. 平城宮Eでは，杯類が多様に分化しており ，杯A8種類，杯B7種類の細別がみられる。

* しかし，平城宮Eでは，杯A6種類，杯B5種類になっており ，器種の数が減少し始めている。

3. 杯類の種類の減少と ともに注目されるのは，平城宮n~vにかけて杯類の法量がわずか

ずつ縮小すること，そし て，杯類のうち大型のもの(杯A 1.杯All・杯B 1 .杯Bn)の数が減

少することである。この傾向は特に平城宮III~Vの杯Aにおし、ていちじるしし、。

4. 平城宮III~Vにかけて杯類が小型化し， 法量が縮小化する現象は ， もっぱら口径の縮小

*によるものであって，器高には大きな変化はなし、。すなわち径高指数は大きくなる。

5. 平城宮田~VlIの変遷で，最大の変化は ， 杯 ・皿類のなかで土師器の量に対して須恵器の 須恵器激減

占める量が激減する ことであ る。 これは杯類で特にし、ちじる しく， 平城宮V I~VIIにぞく する須

恵探は，小型の杯類と萱 ・ 翠類と にほぼ限られるよう になる。平城宮町~Vの過程で土師器の

椀Aが多量化 し， そ して平城宮VI~VIIで土師探杯Aが新たに分化する方向をしめすのは，こ う

* した須恵器杯類の減少と相表裏する現象であろう。

V 施柚陶器・黒色土器

1. 緑勅 ・三彩糊陶探の出現は，現状では，平城宮田のうちにある (SK820)。これは平城宮 = ・三彩陶

跡における現状であって，平城京内では平城宮Eの説階で，二彩 ・三彩粕陶擦の存在を確認し

ており，さらに平城宮 Iあるいはそれ以前にさかのぼる可能性もある。 これらの形態は，いず

*れも同時期の須恵器のうちにその原形をみいだせる ものであって，こ の時期の緑豹11・三彩陶器

の生産が，須恵探生産もしくはその工人と密接な関連をj守った ことを示している。

¥ τ二→/

てご一 一一一一寸 一一ー回〆
卜一一一----，司「 土 i市総 SO650-B 

日 lOcm

Fig.51 士掠-陶慌の皿

24)長岡京の萱Gには 2段構成のものが存在す

る。高橋 ・百瀬「京都府長岡京跡J(前掲〕第

3図56参照。

年代の明らかなものと しては，1利1[1色六歳J(729

年〉銘の墓誌を とも なった小治田安万呂の墓か

ら1.1:¥土した三彩小査が最も古い実例である。

25) W平城宮調査報告VI~ p. 50， Fig. 13。なお， 26) W平城官報告 JI~ p.67， PL. 45-241。
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2. 磁器の形態を模した緑粕 ・ 灰軸陶器 （磁器形主主務） は， 晩唐越川｜系青磁の影響のもとに

縁 粕 陶 成立したものであって，現状では平城宮VIIに出現している。このうち緑和！陶器は，8世紀の緑

粕 ・ 三彩糊陶器と関係をもって成立したと考えられる。 しかし 両者は形態上つながらなし、。

「削り出し高台」の出現，シッタ等の製陶具利用の可能性など，技術革新をみることができる。

灰 粕 陶 3. 磁器形護課のうち，灰軸陶擦の出現はやはり平城宮VIIのうちにあるが，緑和1陶器にやや ＊

おくれて登場する。灰柑陶擦には須恵探に共通する「貼り付け高台」が 一般的であって，前IJり出

し高台をもっ例は確認していなし、。この事実は灰稿11陶器が緑和11陶器よりおくれて出現したこと

と関連し，かつ灰来b陶探の生産が従来の須恵探生産と密接に関連していたことの反映であろう。

黒色土器 4. 黒色土椋はおそくとも平城宮IVには出現している（S K219）。しかし黒色土擦の杯 ・ 皿類

が土師器 ・ 須恵器のそれと比肩できる存在となるのはようやく平城宮VIIの段階になってからで ネ

ある。この段階の黒色土器は杯 ・ 皿類の他に，査 ・ 他の器種にも出現している。またこの段階

の黒色土器に，主主器形の.Illl.が出現していることは，琵器の用途 ・ 普及とも関連して注目される。

B 土 器 群

須恵器の土器群

須恵器には，形態 ・ 製作手法 ・ 胎土・色調を異にするいくつかのグループがあり，それらの ＊

特徴から，須恵器杯 ・ 皿類を第I ～E群土椋，およびその他に分けてあつかった。杯 ・ 皿類以

外の器種 （憲 議類〉の大部分は，その胎土 ・ 色調から，第 n鮮に帰属するものと考えている。

しかし，鉢Aには第E群，盤 ・ 整のうちには第皿群に属すると考えられるものがある。将来，

資料の増加によって，各新＝はさらにその内容を充実するであろうし，また現状でその他として

残した土器のうちから，第四 ・ V……群を摘出することが可能となるであろう。 * 

須恵器第 須恵器の土器群のうち，器種のパラエティ ・ 数量ともに豊富なのは第I群土器であって，平
I群土器

城宮I～刊を通じて，平城宮須恵擦の主体をなしている。たとえば平城宮田のSK820では，

第I群土器が須恵探杯 ・ 皿類の70%以上を占めており，いっぽう第E群土器は16%，第E群土

器は1%未満にとどまってし唱。須恵器第I群土器の特徴は，陶邑古窯ttl:群の須恵器，特にそ
23) 

の陶器山（MT〕地区，高蔵（TK）地区の製品に最も多くの共通点を持っている。 ＊ 

須恵器第 須恵探第E群土球の存在は，平城宮E ・ ill ・ IVの各段階で確認している。正倉院宝物の須恵
E群土器

器で 「薬境甲号」 とよばれているものは，平城宮皿の杯B Iに相当し，その形態 ・ 製作手法の

特徴から，明らかにこの第E荷土器に属するものである。須恵器第H群土器に類似する土器は

陶邑古黒崎に属する光明池（KM〕地区に存在する数基の窯の製品中に見出している； しか

し両者が同一窯の製品であるか否かについては現在まだ確証を得ていなし、。 ホ

27）平城宮Eに属する平城京総S D485の場合に
は，須7ま器第I～冊'Ii干土探のほかに，新たに第
W 群土若告を摘出した（『平城宮報告W』 p.39 ・

46～48〕。
28）平安学園『陶邑古窯壮群1』1966年。悶辺昭三

の厚怠により，資料を実見できた。なお奈良県
生駒市俵口町北庄窯跡の須恵器もまた，第I 'I洋
土器と酷似し，陶邑のものとの識別jはむずかし
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し、。吉田恵二「生駒市須恵探窯出土の土探」
『玉砕引973』 p. 51。

29〕 大阪府教育委員会『和泉光明池地区窯跡群発
掘調査概報』（大阪府文化財調査概要1966)
1967年。KM60窯跡の須恵恭には，手法・胎土
の異なる 2者があり，それぞれ第I .第H群土
探に相当するらしし、。 中村浩の厚意によって

資料を実見することができた。
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各群10点の平均値 Hhl¥l1'/Z，.Kn.+SrKβ 

Tab. 24 須恵探の物理的性質 Fig.52 須恵探の後光X線分析(相対強度比〉

須恵器第E群土器は， 平城宮E ・IV・Vのほか，藤原宮跡〔飛鳥V)や飛鳥の雷丘東方遺訟

においても，存在を確認してしる。ただし第illf.i二土器に対応する窯跡の土器は未発見である。

須恵器各土器群の自然科学的研究は，現在進行中であって，岩石学的分析(顕微鏡写真)，比

須恵器第
E群土器

重 と有孔度の比較，結晶の種類の分析(X線分析)，微量元素の分析(蛍光X線分析)，示差熱分析 土器の自然
科学的研究

水を進めている。現在のところ，比重と有孔度の比較によ っ て I~聞の各群が区別できる 。

ユド

11 土師器の土器群

土師器においても，製作手法・胎土・色調の特徴から， 第 I ・ 第 H の 2 ~洋の土器を識別した。 土師器第 I
• II 群土器

土師器におけるこの 2群の存在は 7世紀初頭の飛鳥 I以来認めることができる。しかし平城

宮VIIにおいては，現在のところ土探訴の識別が困難である。

『延喜主計式』には，調として， 須恵器を貢進した国として，不1]泉 ・摂津 ・近江・美濃 ・播

磨 ・備前 ・讃岐 ・筑前の 8国をあげてし、る。また，土師器を貢納した工人群が，大和に 3~洋 ，

河内に 2';fffあったことをあげている。形態 ・製作手法 ・胎土・色調によ って識別しうる土器群

は，このような生産地なり ，生産単位の差にもとずくものと理解されよう。

C 器種分化と規格性(5J1j表6) 

平城宮の土株に最も顕著な特徴は，杯.lTI!など食掠類が法量によ って多様に分化し， 規格性 食器類の分
イヒと規格性

をもっていることである。 これは，古墳時代の土師器 ・須恵器の食器類が，ともに l器種= 1

法量を基本としていることと大きく異なる点であって，また平安H寺代土器の食罷類に器極数が

すくなく，土師器食穏に規格性が稀薄である点ともいちじるしく対照をな している。土師務食

器類にみとめられる法量による分化が飛鳥 Iの段階にまでさかのぼり，また須恵器食器類の分

持 化が飛鳥IVに始まることは，後諭するとおりである。

平城宮の土師探 ・須恵器各様種の法量は，し、ずれもほぼ正規分布に近い状態を しめしており

分布のばらつきの幅は，原水|の差，乾燥 ・焼成に際しての縮小率の差，製作精度の違いなどに

よって説明できる範囲内にある。

資器(平城宮V1!以降〉 にかん しては 『延喜主計式』に口径何寸何分と創nかく法量を規定してい 法量 規格
性の意義

30)奈良国立文化財研究所 『飛鳥 藤原宮跡発掘調査紙報 1~ 1971年。
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る。平城宮の土師器 ・ 須恵器における規格性は， この資器のそれにもまさるものといえよう。

この規格性が， 土師器 ・ 須恵穏ともに， 土穏群の差をこえて， みとめられる事実は， 法量の規

格性が， 生産の場で要求されていたことをしめしている。それは工人の熟練のみではなく， ト

ンボなど法量を一定にする製陶具の使用によって， はじめて実現したものであろう。

土師器の器種分化と規格性

平城宮I～VIlの土師器にみとめられる規格性および器種分化の現象は， その起慨を7世紀初

頭の飛鳥Iにさかのぼることができる。飛鳥Iには， 探面にへラ磨き ・ l情文をくわえる杯 ・ 皿

類が出現しており， このうち， 杯Cには， 法量による器種分化 （杯C I ～ c ill） を明瞭にみる

ことができる。飛鳥 E には共通した径高指数（32〕 をもっ杯 C I C口径16.2cm〕 ・ 杯 C II C口径

ネ

12.Scm〕 ・ 杯CIII C口径10.0cm）の3器種が成立している。またこの時期には， 次の飛鳥田以降 ネ

に感行する杯Aの祖形とみられるものが出現している。

いまあげた杯Cの3器種および杯Aの祖形が， 口径の拡大化と器高の縮小化（径高指数の減少）

としづ方向をとって変遷し（飛鳥I ～ V〕， 8世紀初頭の平城宮Iにみられる杯AI～A E， 杯

c I ～ C E ， 杯 B I • B E， 皿A ， 椀 C とし 、う探種構成が確立するのである。

佐波理銃 ここで， 杯Aおよび杯Cの初現｜時にかえって， これらの成立事情をみてみると， 飛鳥Iにお ネ

模倣土器 ける杯Cの形態や法量は， この時期前後に我が固に将来された法隆寺献納宝物ほかにみられる

佐波理銃のそれに一致し （Fig. 50-2）， 飛鳥Eにおける杯 Aの形態 ・ 法量もまた， その時期の

佐波理銃のそれと一致するのであって， 杯A ・ 綜 C の原型が佐波理銃にあることを考えさせる

（別表 5 ）。 杯A ・ 杯 C に盛行するへラ磨きも， 金属容器の器面の質感を， 土器の法で表現す

ることを志向したものであり， 杯A ・ 杯Cの器種分化 ・ 規格性もまた， 佐波理重銃などに端を ＊

発するものであろう。とすればこれら土師器杯 C ・ 杯A 類を， 「銃形土師器」とよぶこともで

きょう。そして， これら土師探杯A ・ 杯 C に始まった分化が， 次第に他の器種にもおよび， さ

らに須恵器食器類の分化をもたらすことになったのである。

ii 須恵器の器種分化と規格性

法量による器種分化が須恵器に実現したのは， 飛鳥IVの段階であった。飛鳥田においては， ＊ 

杯Bが存在するほか， 杯AIV ・ 皿A ・ 腕A ・ 椀Bなどの各器種がすでに出現している。しかし

等法量の土 なおこの段階では， l採種＝l法量とし 、う原則がまもられているのである。飛鳥IVに入って杯

師器須恵器 A5種類 （杯A I ・ All ・ Aill-I ・ A ill-2 ・ AN ）， 杯B 4種類（杯B I～ t\ .IlILA ・ 皿B， 椀A ・

椀 B の器種構成がはじめて成立した。そして， このうち杯A の分化が， 土師器杯A ・ 杯 C の分

化と密接な関連をもったことは， 形態 ・ 法量の近似から明らかである。土師器 ・ 須恵器の食器 ド

類は， 飛鳥IV以降たがし 、 に関連しあいながら禄種分化をとげており， 両者間に形態 ・ 法盆のほ

ぽ一致するものが出現している （Tab. 25）。

このようにみてくるとき， 平城宮I ～Vの土師探 ・ 須恵器類における， おびただしいまでの

31 〕ただし， このうち杯B Eについては， ここで
しづ分化と性格を異にするものと考える。 すな
わち杯B n c径高指数23前後）の祖型は， 飛鳥
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I · Ilの段階にみとめられる。 しかし，杯B ill 
を中心として杯 B I · B W は， いずれもf至高指
数が30前後であって，杯B Eとは異ってb 、る。



器種数は，そのまま実際上の食器の組合せに対応するものではなし、。土師採の，ある器種に代

って須恵器のある器種を使うなど，両者総体の多 くの採種から適当なものを選択し，組み合せ

| 土削雌須 脚| 法
i二L
l且

口径cm ~認さ cm

飛
杯AI=折、As 17.5 5.5 

鳥 杯All=杯Alli-I 15.0 4.5 

V 杯B1=杯B1 21. 0 8.0 

杯Cll=材A111-2 14.5 3.0 

平

波宮 杯Cll=杯AIII-2 14.5 3.0 

平
杯A I=杯A1-1 21.6 6.0 

杯All=杯A1-2 20.0 4.0 
城 杯All=杯C 20.0 4.0 

r凸~ 杯A皿=杯A111-2 15.0 3.5 

杯C1=杯A11-2 18.5 3.5 
E 

杯C1=杯C 18.5 3.5 

平城宮
杯A I=杯A1-2 19.5 5.5 

杯C1=杯CII-2 18.5 3.5 
皿
平 杯AI=柄、A1-2 19.0 5.0 
城宮

lIllAll=山 All-2 18.0 3.0 
W 

平城呂 杯A I=杯AI 18.5 4.5 

1I且All=lIllAll 17.0 3.5 
V 

Tab. 25 同じ法量の土師i'?告と須恵器

て用し、たのであろう。 これは当時， 土師探 ・須恵器の市場価格が等 しかった事実とも関連す 土師須恵器

の市場価格
る。さらに，平城宮E以降!Iこ土n日i器杯Aの形態を模した須恵器杯Cが存在することもまた この

ネ 聞の事情と無縁ではあるまし、。

D ま と め

以上，述べてきたように，平TA宮土総の食器類には，法量によ る多様な紫極分化と規格性と

がみられ，これは，土師探 ・須恵器の枠をこえ，さらに土総群の差を こえてみとめられる。 こ

のような特質は，言 うまでもなく，古代律令制国家の発展，それにかかわる大量の官人j習の存

*在と，その宮廷 ・官街における特殊な生活形態を背景と して生み出されたも のである。その怠

味で，平城宮 1~VIIの土探の在 り方は，ま さ し く「宮廷の土器」の性格をになっているといえ 宮廷の土器

ょう 。当時 の一般集落の土探の実態がじゅうぶん明らかになっていない現在，宮廷の土球と集

落の土器 とを厳密に対比することはできなし、。しか し， 若干の実例をみる とき，一般集落にお 集落の土器

いても ，分化した器種をそのまま用いており ，宮廷の土器に規制されたものだ ったら しし、。 し

キかし，宮廷の土器と一般集落の土器との詳訓11な対比は， なお今後の課題と して残されている。

32) 関狼真隆『奈良朝食生活史の研究~ (古川弘文

館1969年)pp.497， Tab. 5 1~53o 

33)平城宮朱雀門の造営に際して埋められた，下

ツ道西側綜 SDI900下居『から出土した土器は

杯、・血の食器類とと もに，多量の土師器釧・裂類

をふくむこ と， ["""五十戸家」の墨書土務がある

ことから，平滅宮造営市Iに，付近に居住してい

た某里(五十戸〉の人々 の残した ものと考えら

れる。従って，この土務'll'fは，宮廷の土器では

なく ，一般集落の土器である。
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跡遺3 

内装北外郭官街の変遷A 

その相対年代を整理した。本立においては，遺構をとりさきに各区ごとの遺構をとりあげ，

" 

あげるまえに，瓦・土擦の編年を概観して，およその絶対年代をかかげ，j立椛に年代をあたえ

る備の一則とした。

ここで内政北外郭の建物の造営期を第I ～m期に大別する。抑 J J山は， i= l=•I実がまだ築地によ第l湖～節
目11羽の大別

って聞まれていないH村田，第H期は中区が築地で閉まれており，

そして第百期はι1..1区が築地の囲みをうしなった時期である。第I・節目の各期には，るII年JV],
そさらに小さなII年j剖差が指摘できる。第I期は2小j切に，t:llUWJは3小JWにわけられるので，

＊ れぞれを第I-1 j組，第I-2期等とよぴわけておく。以下，科II寺湖毎に建物の配置・特徴の細別小綿
ここでは先に相対年代を整理した際にかかげた以外の建物変迫をたどるζとにしよう。なお，

をもあわせとりあげて時期を比定することにしたb 、。

期第

まず市庭古墳前方都を磁波間II平し，民t設を組めた後整地をおこなってい部IJ切においては，
傘東西携SA486の北側一帯はとくに細かく区間することはなかった。しる。しかし卸I j割には，

あるいはその前身となった内哀の東・西外郭線を画するSA705 ・ SA8171,東・西は，かし，

それぞれ画しており， 一 つの区間を形成していたと考えられる。この区画の東施設によって，一区画形成

�！.J査地域内には検出されてい西距雌は約285m (960尺〉である。この区画の北を限る施設は，

ない。しかし，鰐nWJの北商築地と問機調査地域の北Ot1Jにある羽克の来凶道路の下に存在した
本可他tt もあり，その場合，北限施設と東西JtSA486との距離は約83mとなる。

これは部nJtJJの市町築地築成に｜祭して埋めなおSA486の北9mには東西時SD2098があり，

将J行総長x後行総長
16.52X 3.54m 
6.5 x 2.95 

抗I!元�23.回x13.9 
15 x 5.4 
J3.45X 5.38 

ぬ問問教
盟丘三塁丘

7X I 
2xJ 

推定8X5
5X2 
5x2 

棟方向と建物の必：刻
綴立柱建物
鋸立柱建物
揺SJ_：柱建物
線立柱割方
鍛立柱建物

京商事l[
南北線
東西線
南北Ill!
東西棟

SB508 
SB509 
SBlOOO 
SBJC泡O

SB2131 

込4

亡コ
u 

叫別:I
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wp停
留抑
ua
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歓
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｜｜ 

出斗

’‘宮11・ー -$.A.ill 

日己コ
雪S!£i

.SU!lm 

trr I JDJのij：物rr仏r注Fig. 53 第l｝視の主要建物Tab. 26 
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られている。この際は， �：簡のm
・
限と関辿ずるかも知れなb、。

第I j切には ， この広い｜豆町のなかに建物が数械あったにすぎなし、O il112:凶半部に SB508・

SB509, 東 ＇I付11に， S.BlOOO·SB1080 ・ SB213l・井戸SE2128がある。 このうちSB1080とSB!OOO

とは重復することによって共了子しえないことは明確である。SE1080がSElOOOに先行すると考

ホ える。 また， SB 2131 は間もなくこわし， 並J也の後， ）j亡戸SE2128を設けている。こうして，

SB1080, SB2131を第［－1 j切， SBlOOO, S£2128を郎l-2期と区別できる。

第I j舗の建物のなかで， 中心的な役割をはたしたとみられるのはSBlOOOである。 この位物SB 1000は

は内裏の東・西外郭線の中央にたち， また，l玄商の北阪を制査地域に北接する東西道路位慨に 中心建物

想定すると， 南北方向についても ， 北限とJ.i！丙堺SA486とのほぼ中央にたつことになる。 な

場 お， 内装）；！｛・凶外邦線の而北 I I tilqh線は， 内兵の南北t:pil�h忠込とは一致せず， 前新は後者の悶6 lll 

にある。SBlOOOが東・西外斜線開の中軸総に�qhをあわせていることは注意すべきことである。

このほか出i 期あるいはそれに先だっ可能性をもっ迫』：，iとして京区に炉SX801がある。

第 E 期

第E期にいたって， 内東北外弱地域はIはも稔備される。いま． その中枢をなす中区からはじ

$ め， ひきつづいて西区・東l廷の変遷をたどろう。

中 区 ｜住｜周に築地（到!llli約18Qm, ft,J.lt約75m〕をめぐらし整然とした計画で建物を配し

ている。節目 ー 1却iでは ， 築地内部を 10 尺単位の方眼で地別し，これにしたがって建物を配し 10尺の方眼
士告書！と等間

ており，しかも主要建物は柱11.ll寸法を10｝＼！.等IHIとすることを特徴としている（Fig.54）。SB501 ・

Fig. 54 第ll ーI · 2則の十尺フ＇j］凶出羽j

SB585・SB960は， F有国築地から30尺へだたってたち， SB501は図面接地から20火へだたって

ホ いる。 さらにSI350IとAB586との間隔は80）心！？｛而築地にIJO < 2門（ SB489, SB575）防jの心心

距離は100尺， SB585とSB540との間隔は35）くとなっている。なお第Il-1期には1尺＝29.5凹

1尺
を基準尺にしたとみられる。 =29.5cm 

第HーI j聞においては， このようにして， S.13501 ・ SB585・SB540 が， 中央に空間地をとっ

I) 宮沢智土「τf,嫁宮の池袋4込ついて（2)J r太平11文化研究』第12:&tl-18場(1967ip) p.J l～130。
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て配列され，SB585の西側柱列の両端には訴がとりついており，」t塀：SA618はSB540に， 南堺

SA586！ま I旬耐築地にそれぞれ達して，中央の空間地をとさfしている。雨続とも大きな柱努形を
SB 501 は もち，また柱附寸法も10尺で方阪地割にのっている。これら挫物のうち，脳付建物SB501が中中心建物

心建物であって，SB585 ・ SB540 （内部に収納施設 SX541 をそなえる〉は倉Jillであろう。

ii－•区東a幹部には，倉庫とみられる長い建物SB960があり， その凶には目隠塀SJ\965がある。 本

また井戸SE2128の周回には，方形の溝 SD2126をめぐらしている。しかし中区東学部は大きな

g草地となっており， その南半には，ごみすて朋土脇（ SK2J02〕が作られ，すぐ埋められる。

いま列挙した述！�のうち， SB540を除〈建物は，市臨干1;"�1の周波そ捜めたてて造成した地盤

にたっており，条件聴く耐久性が短かったらしい。第ロ － 2J聞には，細立柱建物SB585を撤去

し，説0.lL柱建物SB2190をたて，ほかに 2 棟の礎和維物SB590 ・ SB600Aがたった。また西端近 ＊

くのSB510をとりこわして，SB523をたてている。これら抑 !1-2J聞に新しくたった建物は，

10）《β限j也割にほぼしたがってはいるものの，厳i緊伎をうしなっている。また館J-1期の建

長い基準尺ヰtとは追って，柱間寸法が10尺ではないものが多〈，またl jミ＝29.7～30.0cm等，長い基準尺

を使ったものがあらわれている。

SB585にともなう南 ・ 北の塀もはずし，その束約 20m(65尺）のところに新し〈南

を（＇pつた。この携によって中区は西半部と東半部とに明確可こ区別主れることになる。なお南北

掛から丙に塀SA631がのびてSB540にとりついている。 これら携SA630 ・ SA631は，第 Il-1

1自の1旬ti ・北堺とは巡って，柱揺形る小さく柱間寸法も短くなってb、る。

中区東半部においては， SB960 をとりこわした後，蹄（付建物SB1015がたち，様相は一変す
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立I H,, 棟方向と建物の磁頬 柱桁行llllJ1l並行� 府j行総長と訟行総長
SB489 2反凶棟 礎石建物 I （隙l"J) 3.0m 

SB501 東凶.t)R 搬立住建物 7X4 20.65XJJ.8 
SBSJO 1背，iじ＊＊. 制立柱建物 3X2 8.85x 4. 72 
SB540 3夜間際 t腹立枇建物 18x2 52.33X 5.88 
S.13575 東西↓来 礎石建物 J （練 l"J) 3.0 
S.13585 1お北 摺立柱建物 13×2 38.35x 5.9 
SB717 南北線 据立柱建物 3X3 9.0 x 7.8 
SB795 東西線 扱立柱建物 7X '? 20.65X? 
SB808 東西lli[ 施立主主建物 3X2 7.08x 4. 72 
SD960 南北事� 掘立柱建物 11 X2 32.45X 5.9 
8132225 南北線 援立柱建物 3X2 5.7× 4.2 

IL，宣n 鴎‘電・.
$S),Q 

..ョ・，，
，

r伊
Tab. 27 鍔 E ー 11拐の主要泌物 Fig. 55 初 日 ー l Jg]の泌物配!i:t



る。SE2128は存続するが， 周りの方形の鵡SD2126 はこの小JV]をもって程めている。

第日 一3期には， SB501をとりこわし， 改築によって束・西岡商に胤をつけたSB600Bがこれ

に代って中12{西学部の中心建物となる。SB2190も倣去し， SB2181をたてる。 中区東半部にお

いてはSB1015に代ってすぐ南にSB970がたち， また，rj I央北辺tこSB1 135が， 井戸の東方にSB

・ 875がたつ。なお， 鰐ll-3期に新しくたった建物は， 10火方｜恨の地割にしたがってはおらず， 西半部と東
半部の遣い

またi尺＝30.Ocm の基準尺を使ったものが多b、。そして柱の剣形が慨して小さくなっている。

卸U期における中区西半部と東学部とを比較すると． 西1三1市ではSB501・SB600 8など， 正

殿ともみられる胸付建物をあいついで作り， 広場をかこんで，f「仰とみられる長大な建物や礎

石建物を撚然と聞している。いっぽう東半部では広＜ �，日1地があき，五ll'!Jおはすくなし、。束三幹部

ホ のq�1心雄物に相当するものは， 第 u-2 WJには凶寄りにあるが， ti'HI-3 ;It.I］には中央北寄りに

移っており， 西半部における状況とは呉った状況をみるζとができる。空間地の｜旬寄りにごみ

すて穴が県•11して作られていることも特徴的である。四半剖iと対照して作業場1'1句な性絡を想定

することが山米ょう。 こうして第E却jの中区には 1 つの官街があり， 酉2詳剖I·来

街の中でそれぞれ爽．つた機能を1またしたものと考える。なお， l jl区に有：花したと＝与えられるこ

専 のr

rri盾は錦IT期をつうじて， 漸進的な変避をとげているとみられるのであって， 大きな獲備・ 漸進的変遷

改i
’Fを遺跡の上でうかがうことができなb、。 このことは， 内�北外郭地戚全体の性格・変遅を

考える上でも注意すべきことである。

“”” 

迫 ：防 擬方向と建物の儀JSi 柱桁行間
x

間
S暴

数行 おj行総長×繁行総長
l;U: 以上

58497 南北隊 擁立柱建物 5X I JJ.8 X4, 72m 
SB501 ).Ir同僚 摺立主T匙I勧 7X4 20.65X J 1.8 
SB523 南北島l[ 掘立柱建物 4X2 7.2 x 3.6 
5135,w ),1:£1!.!H東 掘立住建物 18x2 52.33x 5.88 
SB555 1む，｜ヒ似 礎記述物 9><2 26. 55 x 5. 32
SD590 T紅｜じ桃 礎石建物 :1x2 JJ. 79X 6.5 
SB600A 南北似｛ 礎石建物 6×2 20.64x G.5 
SB710 
SB7SO 
SB805 
SB815 
SB1015 
SB1085 
582190 

来的1来 抑立t:1：建物

南北事� 1!m立柱鐙物

尚二It！来 掘立柱建物
l釘jじ械 据衣料建物
東西糠 銀＼＿｛�柱建物
東西線 鍛立柱建物
I倒防長 主総立柱建物

日 .....羽

7X? J8.76X? 
以l 以ヒ
6X4· I 7. 82 x 11. 88

UI, 
5.以94

ヒ
x 5.3 2X2 

5X2 [4.85X 4.74 
8X3 24.0 x 9.0 
sx，� 10.5 x 6.0 
2Xl 5.9 x 2.95 

＝＝一一ア ,, 易..＿ t....‘ 

ロ

亡〕口 斗 仁コ

JiO,l凶 S明＂＇

Irr －ーセ炉問明町一一一官竺�明｜
1‘ab. 28 第ll-2J聞の主張建物 Fig. 56 ti'J IJ - 2 JU］のmwr1'il1首
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西 区 西lぎには，卸I期にぞくする雄物はなく，第Hー l j拐にも南北堺SA570をみと

めるのみである。そして，錦町 ー2～皿J削を通じて建物は6練しかみとめられず，他区にくらべ

て建物の分布密度が小さ b 、。また中区にみた10尺方限地割は，illi区ではみとめられなb 、。

西区に中心 第日一 21聞にはSB555 ・ SB497の 2ti!！がたち，第Eー 3J切にはSB497をとりこわし，位挫を北
建物｛まない

に移してSB498がたつ。SB555は，総柱をもち， 9 Hfjの脱模をもっ点で合俸と考える。西区に ＊

は，建物もすくないうえ，正雌tこ相当するような中心辿�羽もみいだせないことから考えると，

西区のみが独立してl官荷を形成することはありそうもなb 、。

東 区 西区；と対照的なのは東区であって，内真東外郭築地と南北築地 SA838とによっ

て，東・酉を画するせまい空間に多くの建物が轡集している。ただし第I期にぞくする建物は

確認できなb 、。中区にみた 10尺方眼のj也割を採用していないことは，西区と問機である。 本

館 Il-1 期には北寄りの中央にSB795がたち，南半に SB717 ・ SB808がたつ。館日 一 2 期に

入ると，上記の 3 械をこわし， 4 械の建物を盤然と配列する。すなわち，東北部分にS.8730が

たち，南35尺をへだてて，その東側柱列と東必柱列とをそろえてSB710 がたつ。丙側にならぶ

SB805・SB815fま，間側柱列をそろえており，SB815は，東のSB730と南東柱列を一線上にそろ

えている。これらの建物のうちSB730のみが桁行・梁行方向ともに柱間寸法を10尺にとり，他 ホ

はいずれかに8尺・9尺等削をまじえている。乙れは東区の面的がせまい乙とと関連するかも

しれな b 、。なお， S.8815をたてるに先だって，土域SK820を抑り，そしてすぐに埋めている。
京区の建物 第E ー 3 期4こは， 第日－ 2期の建物をすべてとりこわし， 新しく小説棋な建物SB765 ・ SB
密度は高い

708をたてている。京阪は，一部を部j査したにすぎないが， 建物の宅街肢はjl'./j ＜，小1時期係にす

沼 紛
SB498 

SB523 

SB540 

SB555 

SB590 

S.8600B

SB708

SB765

S.8875

SB930

SB1135

SB2181

g，、＂＂

s・翌易

nu
山

桜）ii品lと建物の径銀

東北山 j},jj五lH：建物
南北錫！ 挺立住建物
E夜間tit 掘立柱建物
街北側 礎イ1ili物
南北初日 礎石組物
南北側 礎イなlt1w
東R�釧！ 縮、＇（.相：�物
東西.J;l1 銀 ＂－住建物
南北側（ 礎石雄物
3花悩似l 掘五l:l'l:泌物
東磁隊 編立柱鐙物
南北制｛ 礎rim物

SA 
�＝国Z

柱
m

行間J悶梁数行 街行総長x 梁行総長
5×2 12.0 x 4.8m 

4X2 7.2 x 3.6 

!8X2 52.SSx 5.88

9x2 26.55x 5.32

3X2 Jl.79x 6.5

6X4 19.5 x J3.0

5x? 11. 9× ？
5x3 IJ.85X 7.35

3X2 5.85X 3.9

5X2 12.65× 5.06

7x3 !9.67x 8.43

5X3 ll.55X 6.3

... （よ6時刻明 日

Eコ
川地

SA£lJ 

u 
•• .，‘ 

•t21;:s I F、
」」， 1$(1110 

A 匡三三出

札
口

sιz珂

s・”も
suwo 

朝一一口一一一�市｜
Tab. 29 t信 0-3 郊の主要建物 Fig. 57 第 D-3 期の建物配管
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在したことをおもわせるのである。

第四期

勺かりたてなおしていること也特置的である，このように，京区仁は 'I~IKとは典った官衡が所東区 中区
lま別の官衡

中区を凶んでいた築地が出された。しかしこの時期に作った構が，築地に泊っていることか

・ら，築地の出跡が残っていた可能性はある。市北塀SA630(，撤去し ， その車20m~こ新しく íÝì北

~lSA950を設け， こ れによって中区は依然として東・ 剖にわかれている。また，京区の凹を眠

る築地SA838は，なお存続していたと考える。

第回目lにおける内裏北外郭地域の珪物は，西方 ・中央 ・草刈の3務に分けら札，各群とも中 西 中東
の3建物群

U 控物以下監槻から成り，またいずれも井戸をともなフ空間地をもつことを特徴としてい否。

・ まず酉方建物岬は，固区のS13520・Ss55Cと，中区西端の88502・Ss515から成っており，草地

をかこんで一群を会し亡も唱。このフちJ/!ntきのSs502が中心建物であろう。 Ss520は内部に

収納施設SX521をそなえ，倉庫とみられる。なお乙のllN刷ま， t主に耳l・市両面に聞をつけてお

り，また身舎の一部に礎布告抑入してL唱。井戸SEU78はこの時則まで世川したと考えたL、。

中央建物群は，中区西学部にあり ，Ss1055・SB2170・802140・S13845を，弁戸SE2128を中

. ，(..として広い空間地町周聞に配している。胤I付き SB1055が中心建物であろう。なお，'1'央建

物群にともな う碑SD890は斜行の後， 市析し，さらに方向を変えて凶に航れており ，問コ行出

物群の瀞SD536もこれに合している。

東方建物鮮は東区にあり ，酬をもっSB780の東 ・回同協に小建物SB750・Ss818を世〈 。

以上かかげたように措IllI聞の建物は，部u朋の官面的性絡を脱していることをおもわせる。 官衛的住絡
逸脱の傾向

i自 l持 悦)jlo.Jと雄物の曲ui 住利行間x間1s数行

58502 南北僚 掘立柱建物 5x4 

58515 南北棟 姻';L柱建物 2 '1 

Ss520 }/l凶倒{ 鋼玉乙柱 li!:!石ill物 6" 

58550 耳I凶楳 樹立住建物 3x3 

58750 耐~t棟 樹立住建物 1.1 

587.田 東西棟 拠立住建物 6.' 

5s818 樹立怜建物 1.1 

5s845 I河北棟 倒立住建物 5x2 

5sI055 市北棟 {程立住雄物 7x3 

5B2140 東西側 姻立住雄物 3'2 

5112170 東西棟 』担立柱建物 5.2 

E22ロ
U .-巨百H 叫

"糊

口
問 ι

口
叩 ヨー伺回

制J行総長x梁行総長

15.0 x 13.5m 

5.6 )( 3.9 

17.1 x 9.0 

7.2 x 6.3 

3.6 x 2.6 

15叫 .10目

2.65x 2.65 

10.5 x 5，1 

13.69x 7.43 

6.63x 4.72 

11.85x 4判

一一.. ・ー・ + 一一一一ー一一一一一一一一ー一一一一一一、

Tah. 30 t古田WJの主要雄物 Fig.58 t411J1lJの建物配殴
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B 内裏北外郭官街の絶対年代

内裏北外郭地域の変遷を概観したいま ， 第l～IJIJU]に年代をあたえるにあたって，本制査地

域と街接にかかわる第 2 次内裏地域の変遷・年代を瞥見しておこう。

第 1 → 2 次 さきに，，；：＿.；域ヰ1:9去に和銅自I］述の「第l i火内奥J・「錦i次i初R'.院」が存在し，これがのちに束
移獲の懇定

寄りのところに移札 「第 2 次内裏」・I tr, 2 次朝堂院Jが造営されたと想定し，天平来年以降本

に移建した可能性を考えた。

しかしその後，調査研究の進行にともなって，内東・靭j笠院の泣選にかんする解釈にも変化

「第 2 次内を生じてきた。まず先に指摘したように，軒瓦の年代観をあらためることによって，f第 2 次内
産」の造営
年代 袈Jの造営側は天平元if以降にはさがりえず，むしろ神間（724）年の邸戸即位を目傑

とした養老 5 (721）年ζろに始まる造営となる可能性を考えるにいたっている。また，築地回 ＊

胞でかこまれた「第 2 次内袈」に先行して，ほほl寸位置に掘v.柱堺によって方形にかこんだ施

設が存在したことが別らかtこなった：今回検出した刺槻486は，そのJじ凶部分tこ

ない。いつぽう，第 1 次内以地域には，奈良時代初めにさかのぼる内裏相当の建物配置はみと

められず，大槌般相当の鋭肢をもっ抱担建物が存（£することが判明した。この結果，�l 2 次内

袈地域における抑立柱桝の閉みの中に，和銅創建の内裂が存在した可能性も考えられるように本

伝ってきた。さらに，第i次内裏地域には ， 奈良nlr代末ないし平・安時代初めにぞくする，内裏

あるいは311·城上皇御在所相当規模の建物配置を確認した。乙のようにして，平成宮の内製・朝

1h院変遷の実的は，従米よりもかなり別自になってきている。しかし現花それを総合的に把握

するまでにはいたっておらず検討は進行中である。 したがって現状では，「第 1 次内真J.「第

地主主の仮称 1 次朝堂院J・｜釦 2 次内兵」・「第 2次ゆl堂防Jを，地域をあらわす仮称として使用し統りるこ ＊

とにしたし、。

内衷北外郭地域｛ま，大鵬臓の所在を想定した地域の東tこ接し，そして第2次内裏地域の北に

隣接するところに位躍する。そしてrl I 区にめぐらした築地と，rtr! 2次内説」築地問廊との位置

関係は，内災北外部地域が内裂とより後後々凶係をもった蓋然性を示唆する。中区の築地内に

10尺)j限地割にしたがって技然と建物を配した第日期が，築地阿廊にかこまれた「第 2 次内裏」＊

のll!j，却lに相当することはまず凝いがなし、。この時JV]の同地域の’必：接な凶辿を災証するのは阿地
域に共通するf.f瓦の組み合せである。6311 A • B 6304-666-! D • Fの組が，同地域と内誕京外郭

J也j成とにおける出土軒瓦を代表し，大限l敵地域において6133A ～ 0 -6732A • C の組み合せが

北外郭と 代表的な軒瓦をなしていることと対照的であることはすでに指摘したとおりである。内製北外
「第 2 次内

事（J 郭J也践が，第 2 次内築地域および内Z従来外邦地域とほぼ同じ頃に大観模に造営されたことは確本

I) 『＇￥減宮報告・ 11.! pp. Ill 

2) 店長原武13’麻呂が向年 9 月に造宮卿に任ぜられ
ているのは，この造蛍に係るものと考える er ，.�
!VJ資料°＂ J.胡J2 解説PP· l)o 

3〕 附都主主:rz . ff1基g忠彦「'f·J�＇�跡・1燦u？：宵跡の
発術調査」銚定都i i火内誕〈封m次剥n）『イド総
1972J pp. 26，吉田恵二・岡本来三「王子城宮跡
とその周辺の発擁誇査」般定第l �内議・大阪
倣区域の詩型！：（第75 ・77次調査〉 『王手話il973J
PP· 18 

4) 阿部・申梨「平減宮跡. 1藤原宮跡 の 発抑制
:tcJ くがI鈎） p.3十』350 阿部議平f平総,gの内

156 

'!)J・，，，，富. pq宮古5・J I研究論集H』（元号以11·1立文
化Mlvf究所得七級ti122fllh 1974年） pp. 690 古本
長二郎・JII越俊一 －高額五」「乎主主宮跡と玉F妹
京総の発掬！沼dii:J推定第 2 次内宴後宮（UPS次
北調査〉『1J!侮1975』 pp. )lo 阿部が区間の規模
を東西600尺（J77m），南北 661 尺（ 195m 〕と
考えたのに対して，宮本はl"l1菌に時Wit患をみと
め．まず印O尺4方の方形区画があり，後に南
にずれて東西600尺・南北630尺の区凶に変った
と考えている。

5) 吉田・附本「lp－主主宮跡とその周辺の海銀関査」
〈前路） p,24でCJ砲とよんでいる。



実現してよいであろフ。

平嫌官の主主13な軒瓦は，軒丸瓦 ー軒平瓦を 組としてデザインし製作したものであるロこれ

は随時ではなし大規侠な造営計画の 環として踊しく盟扮したものに違いなも、。第 21><内裂

地域 ・内耳北外郭地埴 ・向型車外郭地域に共通する6311八 B， 6304-6664 D • Fの剖み合せ

・は，神厄元(724)1F-の~武天皇即位を目標とした新世 ー 改造に惜して新たにデザイ γ製1'1 され

たものと考える。 ζの造営は，養老 5(万円年ころから開始されており.m武即位後もひきつ

づいておはわれたようである:巾闘1怖の:l:.!IJlSK2102 -(-11¥土した木材馳)1，，)1fiI文仰

木間 ・ 大];):の愉庄 ・ 木材H は，己う して繰拙的におこなわれた池宮工I!~に係るものであって ，

皿金Aill上文;!I木町の紀句である神地 6(729)作は，その造官年代の一点をしめ切ものといえ

ホょう。このようにして，話II)911ま，築地但廊にかこまれた 1-;存2次内泌」の時則に相当o.義 第E期の
絶対年 代

老 5(721)年ごろから後良時代末にいたる剖余午!日1を占めるであろう。前日l闘は 3小刻に分け

ている。 ζの60余11:-J日lをほぼ201手前世に叫りつけ，改作の機会を年出 iにもとめると ，出ll-

21明は天平17(745)年に型武天皇が恭仁 ・:f.マ写楽 ・短波を慌てl1.ititlした障に拍まる造営，揖11 第E期3小
期絶対隼代

-3捌は天平宝字 5(761)年の詔にみえる改nとそれぞれ係るものとも考えられよフ。

事 内耳Jヒタト弱地域とt(J21><内裏地域とのも管按'.関連をirrmし1 岡地域。、造営の悶H:をともにし

たとする与えにたち， I ~.記のように第 " J~Iの 1f. f~ を J七両することによって. fi11則盟国則!の

年代はおのずから決定する。

自，11JUIは. ~12 次内現地域に方形。こ掛立柱塀をめくらした施間(内裂か竹が存了仁した時期に 第 I 期の
絶対年代

相判し，平止占遺留を開始した和制元(珊〉年ころから習を老5開 1){Iころにいたる10余年間

掌を占めるであろう。

描IIJJ聞はj 部2次内爽地域が内裏の闘能をうしなった時期に対応し，いちおう ，平城上島町 第四 期の
絶対 年代

'1代， すなわち大川 4(加の 年ζろから王長元(t124)年ころまでに相当するであろう o ，こだ

し，この場作には節目1mと第四期との問に20)民年間の自由をみとめ否ことにな名。

以 kにかかげた年代艇を表示し， 克 ・土保の隔年と対比し，また大腕軸地域の編年にもちい

・た世世J闘名と対附しておく (Tab.31)。軒瓦編年の時期区分は， 浩世J聞に対応するものとして

設置したものであるのに対して，土縛の:'t::j ~tふその級車同T代の i 点ないしあ否即'11日lのみをし

めしているにすぎないことは先述したとおりである。しかし，それにもかかわらず瓦土禄の

副午には，およその対応をみとめることもできる。大臨職地紙の編'1との対闘によって明らか

なように，部u-}期士事，同ーの表記桂をとりながら，しめす年代には眠いちがいを生じてい

. る。したがって以下の記述においては，大臨戦地域その他の地繊の造営捌をしめす場合におい

てι，すへて内高北外潟地域の造営l例名におきなおすことにしておきたb、。

ζ こで内出北外報地域の互理を，土糠瓦の:'1代と対比し令がらいま一位ふりかえり ，若干 土盤友の

年代と対比
の補足も加えてお ζ ヲ。中~東学郊の井戸SE2128からは平Jlk';~V [] の土特畑、 11\土しており ， ょ

のJI戸の年代の下限が子安時代に下ることをしめしている。しかしこの井戸の則聞をめくる方

$加の昨502126には.n主計 I のオ ~~と数多くの藤即、別式軒瓦が才'F(Eす õ ことから，井戸白{小

は部 1J別にさかのぼる ものと盟解した。 502126のげ』の下聞はヤ掛町 IIJでああ。したがって第 I 期

6) rW~J資料川正樹 2 解絞〈前褐) pp. 1 
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平成宮瓦 － 土保 ・ 内実：lヒ外郭泌物編11'-の対照Tab. 31 

乙の蹄は鰐 n-21明をもって終ったものと想定できる。
』

、ーすぐに埋めている。urn- 1 J聞には， 中区東半部南半にごみすて穴（SK2102）を作り，第Il-1期

れは第H ー 1期の造営に採るごみをすてたものであって， 再主あげてきたように，事I•亀（729)

6年紀年の扉金具進上文書， 木材進上文努など造営にかんする木簡や， 大哉の檎皮・木材を庭

楽している。 そしてこの時期の造営に使用した軒瓦6311八· B-66640 • F, 6313 ・ 6314一師 事

66・6685， および7・波宮Eの土器を埋めている。

そのおi抜耳史r-11灰問主幹部のSB501のお：摘形埋土からは，.，y:城宮I Cあか、はヤ峨宮H也、〉の土器時，

この辿物がtil11-1Wlから始まり第 B ーり穴からは平城宮町の土棉がそれぞれ出土しており ，

2 ;l閉まで秘くとする解釈をさ主えている。
＊ 東区では天平末年ころSK.820， 中区:m主幹部ではSK2101をそれぞれ作り，tn11-2JUJには ，第Il-2｝切

すぐに填めている。 ともに平城宮湿の土器を包含する。

平城宮Vで中区西2幹部の井戸SE.2278のよ慌がある。抑圧ー 3 J聞に係る土鼎資料としては，第Il-3期

ある。中｜ズ3主主幹部の土騎SK870およびそれに街接する土峨SK869 （ともに土器禁は平域？ぎりが，

この建物の存在を定；よれをかこむような形をとっていることは，SB875の束と南とに接して，
＊ 4長良時代終SK.870出土の「内裏盛所」品百土器の存在は，なお，識したものかも知れなb、。

りころまでこの地域が官街の一画をなしていたことをしめず資料である。

錦町JUIについてみると， 中央・東方の丙建物若手にぞくする令井戸から子抜符vuの土2告が出土期第盟

している。井戸SE.2278の土器は王子城宮Vであるが， 弁戸さらいせずに使用しつづけたものと

考・え ， 問点越物事手に所属するものと理解した。西方 ・ 1j:t夫両組物群に係る部SD890 ・ SD536・
理完SD187の上昔話は， いずれも平以官Vである。 このように， 手キ井戸・令怖の土紛が平披7ヰVにぞ20数年間の

空白がある
そして平披宮Wの土号誌をもっ遺椛が本調子E地域にみとめられない..：］五突は ， 第くしている引央 ，

IlJJJ］の米 ， すなわちヲ奈良時：代末以降， 平城上患の年代までの20敬イ｜ミ｜討し内裏北外郭.It!』域が放楽

され， 使用されていなかった可能性を示唆するものといえよう。
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平安宮内裏北方の官街C 

平波宮内型北外郭地績の性総を考えるにあたって，平宜宮における内裏北方の性織を倹討す

るζとにしたb、。平城宵 ・平安宮の盟物配世十こ多くの相j量点がある ζとは，すでによく知られ

すべて 10世紀叫昨のものであるから，ている。その上.'r官官円建物についての文献問料は，、
ζれらの前料の検討成畢に多く を則持すること は出来なb、。しかし，平城7Jf内田北外郭地域に* 

この地械の性的をみえる 1，で一助となろヲ。その検討は，l到する文献が皆無である現拍 ，

平安官建物
配置の資料
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『和名!ti泌妙jは仙勢幼が都労紡の東と"記.2) 『平成官報告!ll.lPP鉛， PL. 20~23o 



坊の三坊がなら♂内喪の西には，中和院が， そして中和院の北，三坊の百には内膳司 ・ 采女

司がある。内耳および， 三坊・中和院・内臨司・采女司の全体は，方形の�問を占めており，

内裏を中心とする l 1，枢部分として周辺とは払った地域を形成している。ここで控目されるのは

中 質 文献にみる「中Ill Iの認である「束？？？，軽JJRに依りて桂芳坊に出ず云h 此れ， 1,:m也，事内裏

と向じ云 h J （『河�.ru &s）によって，桂芳坊が「中ifUであって，内奥と｜寸守，にみなされて ネ

いたことがわかる。また，勧修寺家旧政古凶の大内実図tこは， 蘭林坊の問所に，r I j rif{皇居J

という墨；r�がある。その他の文献からも，＝さi,}jが，， ti立とよぱねたことは切らかである。

ところで，内?M ・2訪・中和院・内膳司・采！；：河を包括する地域は，全体で方形をなし，そ

の周辺とは典った「，，相官I）分を形成している。その東半部（｜付裂と三坊〉と西土幹部〈小別院 ・ 内1許可

・釆女司〉との問に！::I: ， とくに隔はなb 、。 n合芥抄』によると，この全域を閤むffi.の，京商にひ ホ

らく建春門iま，「左衛門陣ム 西面にひらく立駄門が p 「右衛門陣」とそれぞれよばれるのに対

応しており，この区域全体が，ひとつのまとまった空間として理解されていたこたことをしめ

している。そこで， ここでは，「中電」の語を， 1J-191・三幼・中和院・内脱司・采£（·，；JIをとり

囲む範聞として使うことにしたb、。

ii 閥林紡・桂芳坊・諜芳坊 場g

商事�・按芳・2伝労の三訪が，このような雅名でよばれるようになったのは，おそらく弘仁9

年（818) 4 月民民の，「殿聞及び諸門之号を改」（：日本紀W.i』〉めて以後のことであろう。なお，
房 と 幼 『和名類褒抄Jは，三坊を居処部居宅類でかかげ，r11JJ宇をつかって説明しており，f坊JIま

別に教業幼以下陶化訪までの，京内のfまちJの意味にあてている。したがって云坊は，本来

正しくは房名でよばれたとおもわれる。事実，後掲の文f獄中にも「房Jをj山、ているものがあ ネ

る。しかし乙こでは，悦例にしたがって「坊Jを使用する。以下，三坊がb、かなる機能を果し

たかを，諸文献によって検討する。

蘭林坊 削｜本坊は，l勾�北門である玄湖II勺から抑jτ]7.門にむかう遣の， 西側の区回全体を

占めており，さ妨，1 ’M.も大きb、。東商の市・北fこーてl”jを附いている。陽明文庫本・九条家本両岡

ともに， 東西僚の小心強物を画き，後者ーには「或J本にて7間2面とあることを付記している。 傘

御 書 E野 『和名抄』は，蘭休坊を「式乾門内の東に在り，今分れて御占所と為す是也lとしており，蘭

林坊の一部分 が， いつの頃からか 御書所として使われるようになっていたことをしめしてい

る。『般謄』嘉承2 (1107）年間10月2onの記 ’I�に，放院の御害等を蘭林の御蔵に収めたとある

のは，J－.記の御：！Mrにかかわるものであろう。間林山にかんする記録を主らにXiうと，『長秋

記』天永 4 (l J 13）午 3 月 14 日糸には，f闘祢坊の御蔵を穿ちて御物をJlxる去 A 」とあり，『玉諜』ホ

鶴trの収納寿永2 (1183）年 8 月201::1条には，「御僑子多〈蘭祢wに在り，是れ大嘗会之時の御物也jと記

されている。このように平安時代中・末期には，削林!Jiの中に�庫があったり儀式j刊の御物を

おさめる裁があったことがわかる。いずれにせよ，I瑚林坊は，皇居に準ずるものとみなZきれ，

宅待感や符廷の調度額を収納する倉庫がおかれた一郭であった。

桂予言坊 1'長芳防は，さな絢l門からffffj平門に向う迫の，東側の区闘の西部を出めており，道をホ

へだてて悶林！Uに相対している。三�j中，羽�2のメ；きさである。西面の市・北に2門を聞き，
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このうち南の門は「平門」とよばれている。陽明文陣本 ・九条軍本『延n式』とも に東問機の

中心建物を画き，邑者には，七間二田の付記がある。これは三時の建物の中で世も大きし、。な

お，rj] 心建物の北には， これより坦棋の小さ ~，w函棟建物を怖いている。

持芳坊についての記載は，平安時代のF1Ji:!・記躍にしばしばみえる。初見史料は版原忠平

・の日記『点目公記』の，証民 4(926)年 4n 16n条である。この日，左大臣忠平町峠で，当時

rj''Mであった臨原組子は，JI[1守(1'i.fljJ稼主，後の分J出天単〕をつれて， 11¥障のために飛容伶から

持芳肪にうつったとい ヲロ組子は6月2n，ここで成切l親王，町ちの村i天日を生んでいる。 中宮の出産

村上が続芳坊で生れたことは，r口本世紀』のほか，r本朝阜胤紹運録』も特記している。皇后

とはも、え臣滞日i身の紹子治、，内田ではないにせよ 「中宜のI;U!Uといわれる担 労訪で11:¥躍した

・ ことは異倒のlJHAであったようである。止l平は，以佳太油大I11になってからも，しばしば純芳

Vi<<直雌〈宿所〕として使うことになる(同年5Jl13R以降)01(i所としたばかりでなし忠平は ζ 大臣の宿所

こで'IT奏をヲけた。また ， 本来， 宜蹴障の~所でおこなっていた担位 ・ 除 11 の瞳をここで行な

ってい否 (r)1町公記』天成元年12月13日， fi王制附紀j同同条)。

.'~t予が桂芳訪に制したことは， r貞信公記』に以桂しばしばみえる。しかし，主鹿 3(940)年

• 3月21nを最怯として，その世，ここを刷所として利用する記事はみられなも、。それだけでは

な(，挫が宇f内の他の場所を計i所とした記引も なも、。年老いて言宗内の機会もす くな〈 なり ，'pf

内に宿泊しな〈なったためと考えられる。 '点日公記』は忠平が死白 1年前〈天肘2年6}]2Hl)

に 「桂芳妨を斑所と為す司き事」を記している。忠平がほとんど桂芳坊を刺mしな〈なってい 楽 街

たこの時朋にいた勺て，こζ を揮所とする ζとになっにのである。 なお 『和名穎聖抄』の枚出

・訪の現にも 「今，来7庁と為ヲ北liU とある。しかし同時すへてが当防庁となったのではなb、。忠

平町死佳約 1::-，の王師4年 (9日，)7月1lr1，tl芳幼は11太下型明盟王の耐雌にも f~われている。

忠平町子師輔の円記『九時』阿口条には，この川町事的を次のよコ に説明している。

皇太子の居処は!本来，政官〈平安官の常総閣にみえる東前.tJj• jlG前幼がこれに内る)であo.しか

し託事の初め ， 阜太T官別刻王(~ょ術 村上の長兄，母も同じ田下〉が東吉正で死去した後!東'g，;t破線

・ にまかされ，幼少の息子を住まわせるよヌな状態ではな〈な勺ている.その後，延長 元居老には!内;1
後宮の凝当宿舎を皇太子の制峰にあてfこ.この場合の良太子は克明'Jl1!王(のちの朱衝天良〉と成明観王〈の

もの村上X，")で，2人li'、ずれもそのω凶子の也白後に牛れている. したがって今阿の場合のよフに，

村上天皇の-t，仰で"った安下(天徳2(958) 年目白)の腕から JUた l~J平級王の応処に通j討 するわけにはb 、
か仕い.そこで考えるに，J::;:下で中鳴に門司を紛わる ことは点伐の代， 京大臣勝目，j¥J.Hilにはじまってい

・ る.これ令らぱ女御の胞とはも、え立太子した級王の居処を巾lfI内にιとめる ζ とになんら問題tまない.

このー且も ってまわったよう仕公卿の立且のなかに，r中前J(この場合は。間体桂芳裕芳の

三妨を指す〉の性絡が示されている。すなわち，'jlmー引は内iilとは同:rtではなも、が，中:ITi付トに

対しτは内高に格ずる施設である とする考え方である。ただし，皇太子山平親王の居処が肱克

坊にもとめられたについては，太皇太后担子の意向が帥も、た ζとは確実で，~.t.k=r- の外骨組宜

・にあたる出平以米，同坊をこの臨氏一族が山ってきたことに深〈かかわるのであろヲ。

『西宮記』には，大臣以下の刷所として 「コ ー11納古川胤，以l由，.-j也，JL岡山也」とある。 時

官可は，大内耳田中に職御叩可として内国の東方に見えるものであって，中日闘の所在すると

ころであり，職院ともよばれていた げ主代虫録』点観16(074)年2fl27日糸). r三代型録Aによ

れば，元陛 ・仁和の頃 1 太政大臣藤原諸腕は，献院を杭闘にしている。すなわち，911):紀怯サ

・における大阪の制所は，rj"'百(外にあったのである。 したがって，10j止紀に入って，忠子が持フi

坊を宿所としたのは内漢および向辺監舎のJ恥、方が変ったことをしめしており t 世閲脱原氏の
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Fig. 60 !!7·2交官隊i林坊・経芳坊・3医万幼 〈〉内の廷は九条本肉，F耳は肉明文J1t本慌のヌE己

勢力の伸張を表わしている。そして道長の時代になると， 彼の直6i.lま内哀そのものの中に賜う

ようになる〈『御盆関向記』〉。

このほか， 佐労坊についての記載として住｜｜すべきものに， 内哀が焼けたとき， 天皇が桂芳

坊へ移ったというすF突である。『日本紀略』点元元（976）年5月11日条に内誕の仁ガ殿から11:\

火したので ， 問融天単は1j1宮・皇太子とともに， �jljl門から111て桂克ー坊に避難したが， 火気が ネ

餓んになったので， 天良はさらに職御曹司に， また， 中下f・皇太子は縫殿祭に移ったとある。

出火の際の 『御堂関内記』. if' ,J、右記』によると， 長和 4 (1015) ip.11月171::l， 内裏でfll火し， q条天皇はや
避難の場所 はり桂芳幼に避嬉している。

このようにみてくると． 桂芳.t}jは， 摂関勝郎氏の砲戚として使用された時期もあったが， そ

れはむしろ特例であって， 内裏内の殿舎が火災・造器等で使用不可能になった際などに天皇が ＊

移御する子。ili1'1tJな御殿のある一郭であったとみられる。

華芳坊 1i正JJ＇坊は玄陣門から朔平門に向うi自の， 東側区画の東端， すなわち桂�）＇j坊の東

隣りにあり， 三訪中最も小さb、。南北に良い区成を占めており，陽明文J市・A互民家本両国とも

に， 南北棟の中心組物を画き， 後者には，「或」本に5問4聞とあることを付記してb 、る。陽

明文庫本問には「稽芳tliJとは記入せず宜主白のままになっている。九条家本閃には，「筆芳坊J 宇

御 鑓 殿 の文字がみえ，「或いは御極殿Jとあり， 御樋搬という別称があったことをしめすが， これと

は別に， 陽明文町本・九条家本の而岡には， 市）'J坊の東南に接して， 小さく「御樋殿（廊〕」

を画いている。

女竪町 『西宮記』C（.；八所／djのには， 室長芳妨に！；.・�'tlf.mrあり，と記されており， ζこが内実に仕える女

堕のひかえる場所でもあったことがわかる。

いまかかげてきた二三幼に関する史料は年｛史的に相があり， 同 一時期における主訪の使われ方

はなお定かではなむ、。しかし蘭一体 坊以下の三幼は， 一時的な御在所あるいはW•ll・女揺l!IJとい

うように内哀の背後にあって予備的空間としての投書IJをはたしているといえよう。

中 和 院 中重の1j1には ， 二三坊のほかに， 中和院・内桝司・采女司がある。巾手ti院には， 利FJ＼＇.をおこな

＊ 

う場所をもふくみ ， 後2者は ， 食事・身のまわりなど， 天皇の日々の世話・をおこなう人々がつ キ

める場所である。内現に近接して， これらが存殺することは容易に理FYi'.することができる。
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iii 巾霊外の官筒

今回の路線調査地峻のl’I:絡を考える時， 平1c下f中.illの官司・施設をとりあげるのみでは， 充

分とはいえまb 、。 ここで中•I!外， すなわち中前向辺の官街・施設をー符しておこう。なお，

「1-j.J illタト」とし 、 う表混は ， 『日本来日日行』（後jf.'i G ）点元元（976）年 5 刀 11 n 条の内裏火災につい 中 重 外

水 ての記ii如こ，「中重外合比不純」とみえるものである。

中」五の東方には，」tから梨本， 職御曹司，タト記・釜所等のある侍従所一郭， 東・西rllJ.!;}jがあ 中重の東方

る。梨本は仁明天皇時の御所，i銭御曹司は’1··1；，；職の御曹司であり， 東・西前坊は東宮すなわち

皇太子の居処である。中illの北方には， ＊からむ創設寮・内蔵主c・j;t明11,fがならんでいる。縫殴

寮は， J�taほか女官の考品および統結をおこなう。内政寮は，fA経11mの諸物資を管帖する官街

＊ であり， 柿部寮は抑i徐・投世に IYJ 係する役所である。 このほか中恨の両方には， 北に陪｜』� ， 中霊の西方

南
・

に造酒司， その西に内匠寮が配されている。

iv 官街位置の比較

511·�官で， どの官街がどこに位置したかは， まだよくわかっていなu、。しかし現状で制定で

きる限りで， 平城. 'f-友二宮における内袋店j辺の
’
i'＼

＇

街位置を比べてみよう。まず両官で所庄の

本 位位が迎っていたとみるべきものとして，民・内行・大膳織がある。平械符の宮内省は， 内裏束 平域・平安

方に位位したことが健史却できる。内実京大塩の東方2om を市流する京大鰐 SD270.0 からは，

宮内省に凶適する記Iほのめる木簡・�占土紛が多数/-II土しており， その年代か女平l掛宝から奈

五l�におよんでいることから， 官内約はおそくも天王 ｜ι ！蹄'.37.ζろ以＊－·目して， 内裏束力にあっ
3〕

たと考えてよt、。 乙れに対して， 平交官の宮内省1:1:·，宮城南ー半東方にllliITしており， 王子城’出・の宮

本 内省の所在位置とはかなり違っている。

宮の宮内省

平城山大勝職は，'A
’

中火の北）5に存化したと，eえている。しかし， 平安宮大}I苦職は，’広J或l旬
．

平媛・平安
宮の大勝戦

半東方の， f守

が内L誌北方に所在したことが半ljりlしたが， 言｜λ；火7』Jの9島楽主寄は， 官l成l村
、
｜モ由

‘

方に位記2している。 藤原．平安
宮の典講量寮

このように，01長原宮〉・·'I'·城宮・平安宮には， l1ij ー官街でありながら，所（E位置を異にする6の

傘 がある。しかし， だからといって， 平安宮古閑によって平滅宮古何の配置を想定することの立

義を否J.i£することはできなu、。すなわち， 官l付・，1’務両者の被管である内袋の同常的なIJ宅プ両行

司はヤ·P�宮においても， τド公,g·古図の配位にみられるよう（ふ内出周辺にあったと考えるのが

妥当であって， その点では平ヨど宮古図はやはりm袈な資料といえるだろう。

さらに， 内裏北辺の性絡を考える上で参考になるのは， 内実北門である玄持門が， 九条家本 玄輝門lまさ
女奪用の門

＊ 凶の三t！｝に，「上古 宮 ！.cri 日玄陣門に同人し， 劫有り男チ此！”jを通るを許ささfる也jとある

ことであって， それが ！；.：官1/f.川の円だったことをしめしている。 このほか ， 朔平｜”jは中呪の北

門であって， 「縫殿陣」ともよばれm合制少，11), if;遇政繋がそi：設する店｜

3) SD2700出土の木簡で，tr内省に関連する記載
がir>るものは ， 2田4 ・ 209(i・2097・2162 ・ 2174 (W, 
v k1/H上 天平勝宝 7 王手木簡伴山）， 2099(W, Ill 

m出土 天平勝宝・天平宝字木簡作出〉があり，
illtlf土骨時には ， 「口内省」 ・ ｜常｜勾天長節J c第H

官jJ

Jけ 苫12披 ’＇:k;Vの土総伴凶）がめる（『-'17·城宮木j!!j
ニ』解説pp. 14）。 1928年に作fi旨吉は SD2700

の上流部分2均所の発犯で，「口内省」・「行J·
＂$’ 方

『内婦Jとまどの以川土：！：｛，をみいだしており， これ
らが室内省内j,i}司をさすことを指摘している．
｜平城宮遺作及遺物の調査報告J『奈良県見：蹟名
勝天然記念物捌査報告J第12附 193411=-）。 こ
のうち「内帰司」引き狩土絡は ， 岸の央 iJl!l凶から
平域富Vの須恐慌杯A mとみられる。
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4 結 一訪
問

A 内裏北外郭官街の性質

平城宮第2次内裏地域の北に｜燐りする内裏北外郭地域は， 平安宮中重の蘭林坊 ・ 桂芳坊 ・ 華

芳坊の位置に相当し， それらの前身的な性格をになっていた可能性も考えさせる。しかし遺構

キ の状況を検討し， 遺跡全体の変遷をたどると， この地域が最も整備された第E期， すなわち養

老5 (721）年ころから奈良末にし 、たる期間に中区に存在したのは， 正股 ・ 倉庫等主要部分と，

作業場等の付属部分とから成る官街と推定される。いっぽう文献によって考察すると， 平安宮

の三坊は， 臨時的に御在所になるなど内裏の予備的機能を果しており， 内裏北外事［I地域をただ

ちにこれら三坊の前身とみることはふさわしくないと思われる。それではどのような官街がこ

＊ の地域に存在したのか。

第I j胡の内裏北外事fl地域については， 遺跡からも遺物からも具体的に論ずることはできず，

いたずらな憶測はひかえることにしたし、。

第E期の当地域にかんしては， 遺跡および木簡・墨書土器 ・ 墨画土器その他による検討が可

能である。 とりわけ東区の土城SK820出土の木簡によって近傍に所在することが想定できる

本 官街名はすくなくなし 、。比較的せまい面積を占める東区の中で， これらすべての官衝の所在を

考えることは不自然であって， 中区をふくむ周辺にも係るものとみるべきであろう。以下， こ

第I 期建物

の性格不明

の立場にたって論をすすめることにしたし、。

第E期に内裏北外郭地域に存在した可能性をもっ官街名をすべて列挙すると， 左兵衛府の詰 第H期建物

の官街候補

所， 宮内省の内l墜司 ・ 大膳l綴 ・ 園池司 ・ 采女司 ・ 官奴司・主水司， 中務省の内蔵寮 ・ 内匠寮 ・

ネ 縫殿寮があげられる。これら数多くの候補の仁，コから， いくつにしぼることができるか。

左兵衛府の詰所 SK820出土木簡には， 「西宮」すなわち「第2次内裏」の諸門を守る兵衛

に係る木簡（PL. 36-91 ・ 92・100） が43点ある。 これから左兵衛府の詰所の所在を考えること

はすでに明らかにしたが， いま要点をくりかえしておく。 令の規定によると， 衛門府が外門

（宮城門〉を， 衛門府 ・ 街土府が中門（宮門）を， そして兵衛府が内門（関門〉をそれぞれ守衛

本 することになっている。いまとりあげている西宮兵衛木簡は， 西宮東半部の内門 ・ 施設を守る

べ〈配置された兵衛の朝夕料を請求した伝裂であるから， これら兵衛の所管は左兵衛府と考え 左 兵 衛 府

てよかろう。

左兵衛にさしだされたと予想される食料請求伝票が， SK.820にまとめてすてられている事実

は， 付近に左兵衛府が存在した可能性をいちおう考えさせる。しかし左兵衛府の守衛範囲は西

ネ 宮のみに限られたものではなし 、。したがって， この場所近くに所在したのは， 左兵衛府自体で

はなしむしろその関与する職務の一部をはたすところ， すなわち西宮兵衛の詰所であった可

能性がより大きし 、。この詰所の食料担当官が本府に対して食料を請求し， 本府は食料支給に際

して， それが誰に支給されるものかを明確にするため， 請求伝票を食料につけてもどしたと考

えれば， 詰所付近に請求伝票がすてられても不自然ではなし 、 。左兵衛府の詰所が， 天平末年こ 東区に左兵
衛府の詰所

＊ ろにSK.820付近， おそらく東区に所在したと解釈しておく。

I) 『平城宮木簡ー』解説（前掲〕pp. 27。
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内 膳 司 中区東半部の土概i SK 870 1上l土の須恵器の盤には，「内裏盛所」の墨書（ PL. 60 

-63）がある。『延喜式』内！！菩司 ・造酒司条によると， 内膳司には盛所・御世l殺・大炊殿などの

施設がある。「内哀感所」は， まさしくその蝶所に係るものであろう。この土保は平城宮Vに 「内裏盛所」

ぞくしており， 宝亀年間（770～780,,j::'.）ころ， SK.870からそう遠くないところに内膳司が存在し

＊ たことをしめすものといえよう。

東区の土城SK.820で出土した木的・には， 劃物貢進の荷札（PL・37〕が 46；えあり，付札総数 151 貸物荷札
集中出土

点中の30.5%を占めている。これは， 宮内の他の地点で・費物荷札の出土が稀である（Tab. 32) 

こととくらべて， きわだった数といわなければならず， やはり付近に内l陸司が所在した可能性

を強くしめしている。

* SK.820／±＼土木簡には，土nm様の製作に従事した女6人が， 1年間の椴米を請求した伝票（176〕

があり， また 「供御末醤一石五斗」の付札〔472〕がある。また鵜飼に関連するらしい文書〔19

44〕 もある（p. 59）。この 3点もまた内l膳司あるいは大l膳l隙との係りをもっている。

内 裏北外郭SK820

内（造�東外泊郭司
東

）
方 SD3035

SD1250 
宮J或東南l\'J\ SD3410 

SD3935
（式 部 省〉 SA4120 

付札のうちわけ

宮内文書 付中L fill) 1安 米
付

の泊 ・ 酢
キL

その他不明の
札 の付 の付札付中L

430 151 70 46 10 。 9 16 
74.0% 26.G銘 46. 4% 305% 6. 6JG 7% 10.6% 

200 103 5 7 33 31 16 11 
66% 3-1% 

（うち柄にかん
4.9% 6.SJ; 31. 7% 30.1% 15.5% 10. 7%

するもの23点〕

358 28 2 。 。 。 26 。
92. 7% 7.3% 7% 93% 

Tab. 32 平滅宮付札木11\'i出土数

中区東半部の土JJJliSK.2 10 7からは「大JI普」と記したらしい墨書土器（挽定平滅宮H～血〉が出土
2) 

した。この墨書と上記2木簡をもって， 本調査地域西隣りを大JI普l隙とした先の想定をくつがえ

ヰ し， 内裏北外事J＼地域に大JI菩i臨の所在を考えるべきかというと， それは否である。大膳職が第E

ー 2～ 3lVlにわたって第l次内築地域北方に存在したことは， 木簡 ・「議所」墨書土器と大規模

な井戸とによって動かしがたし 、。したがって第II-2JWにぞくする上記2木簡(176 ・ 472〕が

しめす近傍の官街は， 大JI訓訟ではなく， やはり内JI普司であろう。いっぽう「大JI普」墨書土探が

平城宮Eにぞくするとすれば， そのJ誌を重視し， また節l次内装地域北方の大JI訓訟が第II-2

4・ l切に始まるとする想定と結びつければ， 大JI普l臨が第II-1 j印には内裏北外郭地域中区にあり，

第II-2Wlにいたって， その西｜燐りに移建されたとしづ推定をみちびくこともできる。しかし

ながら先にもみたように， 第II-1～ 3期における中区は， 建物を一部を撤去し新築するてい

どの， 一辿の変遷をとげているようであって， 機椛改革や移建にともなうような大規模な改作 大謄職所
在を否定

を追跡の上でうかがうことはできなし 、。以上のような想定によって内裏北外郭地域に所在を予

ド 想、される官街の中から， 大II削減は除外して考えてよいであろう。

圏 池 司 SK 820出土の土器の中， オウム・烏の餌入れの墨書土得（PL.58-3 3 ’ ·4）・鳥

の墨画土探（PL. 57 I ・ 2）， 鳥と宮人の刻画土総（PL. 62-84〕等， 烏関係の表現をもつもの

が集中的にみとめられる。これは宮域の他の地点には例をみなし 、。鳥から類推される官街は園

池司である。園池司は， 供御の疏菜・果樹を植える園池を管轄した官司であって， 鳥を飼うこ

2) 『平城宮調査報告H』（前掲）pp. lll。 3) p. 10今一（30）。
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ともその職務の 1 つである。中区東半部の広い空間地をただちに疏莱 ・ 果樹と結びつけること

はできないが，付近に園池司が存在した可能性はじゅうぶんといえよう。

釆女司 ・ 官奴司 ・ 縫殿寮 SK820出土木簡には，嬬・官抑にかんする記録〔168～172, 636〕が

ふくまれており， 采女司・官奴司が 近くに所在したことを 考えさせる。 さらに糸 ・ 繊維製品

の付札（480～490, 494～522〕，糸巻 ・ 紡錘車をみることは采女司が縫殿寮との係りを思わせ 水

る。宮域東方官街地域（6AA E 6AA F第22次南調査〕で出土した 木簡には 「縫殿」と記すも

の 〔2598 ・ 2698 ・ 2722・2723〕があり，縫殿寮をさす可能性もある。しかし，縫殿寮は，平安

宮における配置からも類推されるように， 後宮近くに所在 すると考えるのが 自然であって，

「縫殿」木簡は，東院に所属した縫般をさすものであろう。なおほかに，付属官司としての縫

殿の実例をしめす木簡としては，阿弥陀浄土院跡出土の 「坤官官縫股……」がある。

主 水 司 本調査地域の南端，内裏北面築地回）郊のほぼ l二｜二！央を南流する構SD941は，南接

する第2次内裏地域の凝灰岩滞SD4740に注ぐものであって，上水を流した施設とみられる。

しかし，そのSD941は北に続かずに途絶えており，遺構の上で源をしめすことはできなし 、。水

源としては中区東半部の井戸SE2128以外にみあたらなし 、。 懸樋など遺存しにくい施設の存在

＊ 

を想像するほかはなし 、。このような想像がなりたつならば，水の供給に関与する主水司が付近 ＊

に存在した可能性も否定できない。

内 蔵 寮 中区東半部の土城SK2101から「蔵部」に関連する 木簡が 2点く1943 ・ 1946）出土

している。この木簡に限れば，l武部が大蔵省・内蔵寮のいずれに所属する伴部かは断定で、きな

し、。ここで注意、にのぼるのは「従常宮雑物」と記した木簡〔1947）である（PL. 40）。常宮は，万

葉集4301の詞書に「東常宮」とあることから東宮をさすと考えられ，東宮からの雑物請求先の官 水

街が中区東半部付近に存在した可能性をしめしている。その請求先としては大蔵省よりもむし

ろ内蔵寮の方がふさわしし 、。したがって先の「蔵部」もまた内蔵寮に関連するものと考えたい。

さらに土峨SK2102から出土した扉金具進上文書木簡〔2083〕がある（PL.40） 。その保管場

所としては内蔵寮か内匠寮が考えられ，これまた近傍に所在した可能性が考えられる。

以上概観してきたように，内裏北外郭地域には，宮内省・仁｜こl 務省の被官である内裏供奉官司 ネ

東区に左兵 の存在が考えられるのであって，数多くの官街名を候補としてあげることができる。このうち左
衛府の詰所

兵衛府の詰所は予想される規模から類推して東区に存在したものと考えたい。中区に所在した

可能性をもっ官街は多くにのぼるにかかわらず，遺跡自体からはlつの官街の存在を考えるの

が妥当であって，I織 ・ 寮規模の官街が複数存在したことは考えにくし、。そこで先にかかげた官
中区には内街のうち，最も充実した関連資料をもっ内膳司が存在した可能性を第lにかかげておきたし、。 本

膳司が所在
ここで注目されるのは， 内l膳司が園池司 ・ 采女司等と密接な係りをもっている事実である。

すなわち園池司は内膳司との関係が深〈，くだって寛平8 (896）年には内膳司に併合されてい

る。また，平安宮古図では，中重のなかで内l悟司と采女司が｜燐りあって共通する一画をしめて

いる。奈良時代においても内膳司と采女司は密接に結びついていたとも考えられる。天平年間

に采女朝臣比等が内l膳司と采女司との長官を兼任した事実もまた両者の深い関係をしめすもの ＊

4〕『平城宮木簡二』解説（前掲）p. 200 
5〕 坤宮官の下に光明皇太后の日常生活に係る下

級官司がおかれていた。縫殿もそのlっと考え
られる〈今泉隆雄「1972年度発見の平城宮木簡」
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『年報1973』PL. 5, p. 37）。
6) 正倉院文書天平17年内膳司解による『大日本

古文書』巻2 p. 4060 

7) 『年報1967』p. 380 



ともいえよう。このようにして内膳司と闘池司 ・ 采女可等は， 機構の上ではそれぞれ独立して

はいても， 機能的には互いに密接に関係していたのであろう。しかもこれら個々の司の占める

面積， 必要とする建物線数等の規模は， 寮・i般の場合とは遣って， それほど大きいとは考えら

れなし 、。したがって中区の築地の，－ ，，に内II善司およびそれと密接に関連する司が共存し， 西半部 内膳司と他

埼 の正殿・倉庫など主要部分と， 東半部の作業場など付属部分とをそれぞれ共有あるいは分有し の司が共存

た可能性はじゅうぶんに考えられる。

B 内裏北外郭官街の終駕

内装北外郭の官街は， 「第2次内裏」とともに， 奈良H与代末まで存続したと考えられる。平

城宮Vにぞくする「内装盛所」墨書土器はそれを証明するl資料である。内裏北外事llの官街が

本 内裏に密接に係る内膳司等であるとすれば， 延暦3 (784）年に天皇が長岡宮に移るとあい前後

して， その地に移ったと考えるのが自然であろう。内裏外郭地域の第E J切の遺構と係る土器が
平城宮Vにとどまっており， 平城宮Wをふくんでいないす1実は， この地域が長岡京のH寺代に空 内裏北外郭

自になっていたことの反映と読みとりたし、。

第凹j切に入ると木地域の様相は一変する。築地をうしない， 3つの建物群が散在するのみで

ヰ あって， そこにはかつての強然たる官街の面影はなし、。第IlllUJには， 第1次内裏地域・第2次

内裏地域にも， それぞれ建物群が存在しており， 平城上皇に係るものと考えている。とくに第

1 次内裏地域の建物配列は， 御在所にふさわしい状況を呈している。この11寺j切にあって内裏北

外郭地域の果した役割は何であったか。散在する建物群， これをしも官街とよぶとすれば， そ

れは本来の官衝としての性格を変じ， 宮廷的機能はもつが行政的機能はもたないといったてい

空白の時代

ド どのものだったのではあるまいか。もう一つ考えられるのは， これらの建物群が平城上皇の姻 散在する建
物は住居か

J;J見なり臣下なりの住いだった可能性である。

第ilIJ切における 内裏北外郭地域の建物には重複はみとめられなし 、。 わずかにS B520のみを
改築しているだけである。そして後続する建物の存在をみとめることはできなし 、。この事実は

第Illl聞の建物が， およそ2, 30年存続した後， 内装北外事I＼地域が放棄された結果であろう。第

* Illl聞をもって建物が終りとなる状況は， 第l次内裏地域にも共通することである。いっぽう第

2次内裏地域においては， 第E期およびそれ以降の建物が40おI！ほどみとめられ， しかも重複関

係から， これらが数次にわたっていとなまれたことが判明している。
内裏北外郭地域・第2次内裏地域の建物存続状況が兵なることと照応するのは， 土器の下限

にみとめられる違いである。すなわち， 内裏北外郭地域においては， 第頂期の追構と関連する
＊ 平城マg\l[[の土襟より下る土器はほとんどみられないのに対して， 第2次内裏地域では， 平城宮

刊に続〈新しい土器がかなり豊富にみいだされている。

平城上皇は天長元（824）年に死去する。この年の宣勅に， 「王r－城西宮は平城上皇の親王らす

べからく任意に左右せしむべし」（『類緊符宣抄』巻6）とあり， また承和2 (835）年には， 平

城旧宮処水産地40余町を平城天皇第3子高岳親王に賜ってし 、る。第2次内裏地域が平城上皇死
＊ 去の後もなお長らく宅地として存続したのに対して， 内装北外郭地域の建物群は， 上皇死去後

遠からず撤去され， 田畑と化したものと考えたし 、。近い将来， 第l次内裏地域 ・ 第2次内装地 内裏北外郭
域の変遷の実態がいっそう明らかにされたとき， 内装北外事ll地域の変遷終末についてもまた， 地域の放棄

より鮮明に把握されるものと期待したし 、。

7) 鬼頭清明「皇后宮l隊論」『研究論集IT 11 CTliT掲〉。
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要 約

奈良国立文化財研究所は，1959年以来毎年連続して，奈良市佐紀町にある特別 史跡「平城宮

跡」の発掘調査を実施しており，その成果を『平城宮発掘調査報告』I ～VIと して刊行してい

る。この報告書は， 1962～1964年におこ なった第10 ・ 11・ 13・ 20 次調査（Tab. 1, Fig. 3～6), 

および，史跡の現状変更にと もなう小規模な 2つの事前調査（Fig. 7・8) の結果をまとめたも

のである（第I章〉。

第10 ・ 11・13・20 次調査地域は，あい隣りあって東西 30 Qm，南北 90mの納長い区域をなし

ており，平城宮東半部北 端近く，すなわち宮城で最も高い部分 （標高73～74m）に位置する。本

調査地域は，「第 2次内裏」北面築地回廊の北に接 しており，「第 2次内実」と密接に係る部分

内裏北外郭 とみら れる。そ こで本調査地域をI内装北 外郭」と よび，築地図廊にかこまれた「内裏内郭」

＊ 

と対置する（第H掌1 ）。最初に，調査次数ごとに調査経過の概要をのべ（第H意2 ），調査日誌を ネ

かかげた（第E主主3 〕。

遺構各論に先だって， まず遺跡の種類と 数と をかかげ若干の用語を整理した。 主な遺構に

は，建物 59（掘立柱建物53，礎石建物6, ffil立柱建物を礎石建物に改造したもの l 〕 ・ 塀 18・ 築地 5 ・ 回

廊 1 ・ 講25・ 井戸2 ・ 土域22がある（第！日章l A）。 ついで 建物規模・柱間寸法の数値の求め方

（第四章I B），土層（向1 C）にかんして略述した。 ー ＊ 

西 ・ 中 ・ 東区 本調査地域は，南北築地SA50 5と 南北築地SA838とによって，西区（Fig. 13〕 ・ 中区 ・ 東区

(Fig.20）に大別 でき，中区は南北堺SA630によって西半部（Fig.15） と東半部（Fig.17〕 とに和l別
遺 様 できる。遺跡については，発掘調査次数別にではなし この各区各部ごとにまとめる方針をと

った。まず，SA50 5ほかの区分けする遺構をと りあげ，また調査地域南端にある内裏北面築地

回廊 S C0 60 および東西塀SA486をあつかった（第四章2 A）。以下，西区（同2 B ），中区西半部 ォ

（同2 C〕，中区東半部（同2D〕，東区（同2 E）の遺構を， 遺構番号JI僚にかかげ， 続いて，重複

関係その他から明かな，遺構の相対年代を整理した（第目撃の。

市庭古墳 平城宮造営前，木調査地域には，現在の「平城：天皇陵」を後円部と する全長25Qmの前方後

円墳 ，すなわち市庭古墳（ 5世紀〉の前方部と 周濠と が存在 した（PL.33）。宮造営にあたっては，

前方部の墳丘を破壊削平し，周濠を埋めて造成した上に建物をたてている（PL. 33, Fig. 9 10）。 埼

今回は墳丘・周濠部分を部分的に掘りさげ，前方部東南隅から 東縁にかけての基底，外庭の 一

部，および葺石の状況（PL. 34 ・ 35〕を調査した（第四章 4 ）。

木 簡 出土造物を，木簡，瓦埼，土器，木製品，繊維製品，木炭の順で記述した（第W章）。木簡の

うち，東区の土JJJ;lSK8201±＼土木簡は総数 180 0点（うち8割強はIHiJ十 削り！育〉 をこえ，兵衛の食料

請求伝票，費 ・ 調の付札，漢籍の習書，造営にかんする文書（PL. 36～40） その他豊富な内容を 氷

もっている。これらについては別に報告を果しているので，簡略にあっかうにとどめた。なお

その後の調査によって接合し，『文選』李善注の習書と判明したもの〔木簡番号696～764, 689～ 

1170〕を紹介した（第W章 1 ）。

軒 瓦 軒瓦は 3399個体出土した。軒丸瓦31型式70種，軒平瓦25型式50種から成っており（PL. 41～ 

1) 『平城宮木簡ー』（p. 55注I ）参照。
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43，別表2～4）， このうちll汗丸瓦63111\. ・ 8型式と軒平瓦6664D • F型式との組み合せ， 軒丸瓦6313

・ 6314型式と軒平瓦6666！－＼ ・ 6685八 ～D型式との組み合せが代表的であって， これらはそれぞ

れ， 出土軒丸瓦 ・ 肝平瓦総数の約50%を占めている。 この 2組が，「第 2次内裏」においても

また， 代表的な軒瓦であることは注目に値する（第N主主 2 A ）。 その他， 三彩鬼面鬼瓦 ・鬼身鬼

＊ 瓦 ・ 鳳圏文鬼瓦（PL. 4の があり（第W主主2B), さらに若干の文字瓦・緑和l瓦・ 文字均（Fig.34)

がある（第W掌2C〕。

土器は主として土師緑 ・ 須恵様から成ってしる。平城宮の土探は， 製作技術 ・ 形態・法量等 土 器

によって， 現状で平城宮I ～VIIの 7段階に大別できる。 そして， 共伴する木簡および藤原宮

・ 長岡宮の土器との対比によって， 各段階土器の絶対年代の 一点をおよそ知ることができる

ネ （Tab.23）。本報告書であっかう土器のうち， 東区の土城SK820出土土器（PL. 45～50） は， 平城

宮田の土探の代表例をなし， 中区東半部の土嬢SK2113・SK870出土土器（PL. 51～53） は平城

宮Vの土探， 東区の井戸SE715/:I-J土土器（PL. 54） は平城宮刊にぞくする（第N掌3A～H）。

施粕陶若告はすくなし 、。若干の三彩 陶 （PL. 56ーI）と緑和l陶（PL.56-4～7, Fig.41〕 がある （第W

掌 3 I）。 硯には， 円面硯（圏足liliと蹄脚！鼠〉・鳥形硯・宝珠硯（PL. 55・56） がある（第W章3 J）。

＊ 墨書土器では， 「内哀盛所」（PL. 60→3）， 「鴎鵡烏杯」（PL. 58ーの， 「鳥食入探二口」・「鳥：杯 墨書土 器

口」（PL. 58ーの，「酷大郎 炊女取不得 若取者竿五十」（PL. 61ー71）などを記したものがあり，

種類は豊富である（第W章3K〕。 そのほか， 烏の墨画（PL. 57ーl ·2）， 鳥の刻画（PL. 62-84〕 が

あり（第N章3K· L）， 焼成後の土探に刻線紋を加えたもの（PL. 62-85 ・ 86）， 灯火採がある （第

W意 3M·N ）。市庭古墳の埴輪についても概観した（第W 草0）。

本 木製品も， 槍扇 ・ 符p・糸巻など多種多様である（PL. 63～75）。 力 1-1工方法を分類整理した（第

W章4A） のち， SK820 出土品〈第W掌4B), SK2101 ほか出土品 （第N掌4C）に分けて記述

した。 縄等の繊維製品（PL. 76）についてものぺ， 平旧善文による木炭にかんする研究成果を

もあわせて紹介した（第W掌5 ）。

以上の事実 記載に続いて考察をのぺた（第V章〉。造物にかんしては， まず平城宮の主要軒瓦軒瓦の編年

＊ の編年を概観し， 本調査地域の出土軒瓦を代表する軒丸瓦6311A·B型式と軒平瓦6664D • F型

式等の年代が， 中区東半部の土境SK2102における木簡伴出の事実によって， 従来考えていた

よりも古くなり， 養老5 (721） 年ころにまでさかのぼる可能性も大きくなったことを指摘した

（第V章I ）。つづいて平城宮I ～ VII土器の絶対年代をどのように想定したかの根拠をかかげ， 土器の編年

土様変遷の大要をのぺた（第V fi'_l: 2 ）。

ホ 内裏北外郭官街の造営J聞は多彩I ～ lIIJUJに大別され，第E JV]はl ～ 3 小JWに細別できる。第I 官街の変遷

期には少数の建物が存在するにすぎない（Fig.53）。第II-1 1羽（Fig.55） ・ 第II-2期（Fig.56） ・

第IT-3 J剖（Fig.57） の中区は， 周囲に築地をめぐらし， 西半部は閥付の中心建物と倉庫をおく

主要部分， 東半部は作業場・ ごみすて場などをおく従属部分とする官街をなしている。一部の

建物をとりこわし， 新築しておざなうなど， 部分的な改作を加えてはいるが， 第E却lをつうじ

キ て官街の移動 ・ 編成替えを考慮すべきような大きな建てかえはみとめられなし 、。なお， 第E一

1 J叫には築地内を10尺方｜限に地割して， これに従って整然と建物をたてているくFig.54〕。西区

は建物がすくなし独立した官街を形成することはなかったとみられる。いっぽう東区は， せ
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まい空間に密に建物がたち， また， つぎつぎに建てかえをくりかえしている。中区とは異なる

官街の存在が想定できる。

第国期に入ると状況は一変する（Fig・58）。中区の築地は撤去され， 内裏北外事II地域には， 閥

付建物を中心とした2' 3棟から成る， 西方・中央・東方建物群が存在し， それぞれ井戸と空

間地とをそなえている（第V章3 A）。 「第2次内裏」の時期は， かつて天平来年（749） 以降と考 ネ

えた。しかし今回， それが聖武天皇即位を目標とする， 養老5 (721）年ころに始まる造嘗と考

えるようになった。こうして， 第I期は和銅元（708）年ころ， 第II-11胡は養老5 (721）年こ

ろ， 第II-2却jは天平17 (745）年ころ， 第II-3則は天平宝字5 (761）年ころに， それぞれ始

まったものと推定し， また第E期は平城上皇の年代 （大同4 ～天長元，809～824） ころと 考えて

内裏北タト郭 おきたし 、。なお， 第E期と第rn J切との聞のおよそ十数年間， 木地域は使用されていなかったと ド

の空白期間
みられる （第V掌3 B ）。

平安宮内裏 平安宮においては， 平安宮内裏北外報に相当する部分に蘭林坊・桂芳坊・華芳坊とよばれる
北辺と対比

三坊がならんでいる。それらの性質を知るための文献資料（10世紀以降〉を検討した。三坊は内

裏の予備的役割を果たす施設であって， 今回報告する平城宮内裏北外郭の性質と直接には関連

しそうになして第V意 3 C）。 ぷ

官街の性格 本調査地域に存在した可能性があると考えられる官街としては， 左兵衛府の詰所， 宮内省の

内j屠司・圏池司・采女司， 中務省
、

の内蔵寮・縫殿寮その他があげられる。

東区はせまく大規模な官街が存在したとは考えられなし 、。東区の土境SK820tl:I土の兵衛闘係

木簡の存在から， 左兵衛府の詰所の存在を想定したし 、。SK820出土木簡は， 中区に所在した官

街にも係るものと考える。そして賛の荷札がひじように多い（46点〉事実は， 中区東半部の土境 ＊

SK870で出土した「内裏盛所」の墨書土器の存在とともに， 付近に内膳司が存在した可能性を

考えさせる。SK820出土木簡にも内l膳司にかんするものがあり， また機能的にそれと関わりの

深い園池司・采女司等の名もみえる。こうして， 中区に所在した可能性をもっ官衝としては，

内膳司を第一にかかげ， 密接な関連をもっ他の司とともに， 共存したものと推定しておきた

い （第 V章4A）。

官衝の終駕 第皿期の建物群は官衝ではなく， 平城上皇の姻戚・臣下の住し、かも知れなし 、。「第2次内裏」

地域では， 第E期以降の建物が40椋あり， 重複関係からも平安時代にさらに何回かの建てかえ

がくりかえされたことが分り， 新しい土器も豊富であるのに対して， 本調査地域には第E期に

後続する時期の建物はみられず， また平城宮vuより下る土器もみられなし 、。これは， 平城上皇

の没後， 遠からずこの地域が放棄され， 田畑と化したことの反映であろう （第V掌4 B）。
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別表 4 Ill土地Jp,,jl］事m:1t－覧友

I. 本 ·wま，！勾!It.ft外ょlliの；：�:tt地織�， ブ＇j 3 rnの

方限に削った際に． その各正ブ1]彩l茨111刊1何から何

点の軒瓦が出土しているかをみきこみ， 全体の

分布状況をしめした6のである．

2. 各正方形区画を． 本学l誌ではJrt的．とよんでい

る。地点の名称は，その，u ，釘隅のfi(j.�！（別問中出を

アルファヘγト ， Fむ.ft4�1を 2桁の止文字で表示〉

でよんでいる． なお I ＼綻・西南.ft各ブ＇ii匂に． 線

上をたどる際には， Aヲイγ上， 89ライソ上な

どと妥現する．

3. まず粁Jiの分布とのi喝泌が考えられる述物配

置をかかげ． 軒瓦総訟の分布状況をしめし， re

1～盟各加，11aの分布状況をしめした。

4. �数および第E WIの瓦は築地沿いに申告集して

おり， 灘区の37～39ライン上 〈内褒京外認を画

する築地SA705と関述）， 89～91ライソ上〈東区

の西を回する策地と関連）， 76 ・77ヲイγ上（北

外線i'.Ji:銀地SA505とi渇述）， D～ Gライン上（北

外報荷築地SA錫8と関連〉の分布があげられoo

5. これらはI mu. 湖にそれぞれの築地が同時存

在して1>-J出l北方1すれj也減を区倒していたことを

しめすといえよう。m U JIDのふつうの大きさの

府瓦と小型車T瓦がともに築地沿いに信銀するこ

とは， 築地の粁にふつうの軒瓦，械に小型肝瓦

を[tjj..，た7可能性を考えさせる。

6. 仔Jf;I)•特定建物付，！［に集中する災例としては

見1区SB815・商区SB520f.t.近をあげることがで

きる。術者は北外羽iのw仰の変＇Jl.lt ISえた際に

第0-21!11に比定した．後者・は第WJUJの主I!物と考

えている．なお，建物Hi！！の肝瓦の分布に関し

ては， 近刊の『飛J二·必i原宮跡発t弘司遊詩1告l』

でとりげる予定である．

7. 粁］｛.がll!4ちのない'1JJ世に2詩集する・）！例として

l.t I IIJ阪•k
・

t'告側戸SE2128蔚鎚の:1:J也，西区

.ill物SB520Jff側の空j也に投也いちじるしい。 監

J也をおζなった際に拘束したものであろう＠

8. � I WI・第E .1!11の粁瓦はともに散がすくない

ため， とくに解釈を〈人すことはでさなも、．た

だし，ゐ＇$1 IVJのffJCが中広東学問il!J i SE2128 

付近’z .J: O'-tの商にかけて集中する傾向がある

ことはtl：.立される．
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別表4 出土地点別軒瓦敏一覧表
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別表1 主要建物一覧表

造営期 構 規 模

中 SB508 7 × 1 

西半
き日 SB509 2 × 1 

繊？と

I 中 581000 8 × 5 
区

東 SB1080 5 × 2 

昔日 SB2131 5 × 2 

SB501 7 × 4 
中

区
SB510 3 × 2 

西 SB臼O 18× 2 

半 SB585 13× 2 

II- 1 SB2225 3 × 2 

． 中
東

半
3 区昔日

SB960 11× 2 

東 SB717 3 × 3 

SB795 7 ×？

区 SB808 3 × 2 

以上

西 SB497 5 × 1 

区 SB555 9 × 2 

中 SB523 4 × 2 

区 SB590滋 3 × 2 
西

半
SB600Aポ

6 × 2 

昔日 SB2190 2 × l 
JI- 2 
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区東

半
古E SB1085 5 × 4 
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以上
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以上

SB805 2 × 2 

区 SB815 5 ×3 

※をつけたものは礎石建物
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軒丸瓦分類表別表 2
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別表5 \jlJ,成宮上＼＞，問主役，N.

I. 本報告書における土総のま持者Fの呼称は ， 喜E本

的には『平城宮報告H』で用いたものをうけつ

b、でL 、る。 しかしJ平波宮報告W』，十p.�宮報

告W』 ， それに今回の『:.p.城宮報告W』において

は． それぞれ官官態名を一宮市改変しており． 各報

告i.!J問。〉記述に若干の不一致をまね〈ことにな

ってb、る。

2. ,t.:1<1ま， 今回使用ずる苦言級名をしめし． あわ

せて， 従来l'lifiした鰍告需で附いた｜付称と対照

するよとを目的としだものである。

3. .：.の..l<fこ，:r ， ノ；－f':!I称i告する然・的のみをしめし

た． ただし由主J「Lit反j成して｜活示し， jfj例のない

ものに限って他の調ftの出土品で代用した。

4. 本事II.告書でもちいる2
骨盤名を ， 各突i)[lj民I （者ii

尺1/8）の上段に示した． 報告設によって器磁の

呼称が奥なるものは， 突m111刈の下段に示した。

5. 従米， 一貫して同ーの呼称でよんでいるもの

および今回始めてとりあげる続的の場合は ， 災

iJlll図下段を宅trのま1とした a

6. J士鮒総婆X(58）.�員悲恋杯、（467 ・ 470） ， 萱（320)

・5邸（335）のそれぞれは ， 現状ではl似体ずつ

にすぎず ， 調11g1J名を決定していとEい。将来資料

の桝』JIをまちたい。
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別表5土密法盤変翠妥

飛島 l 犠良県高m~明 B 寄付+JlW宮擢定雄

で倹出しだ玉石組大積SDO拍土周および南北情

5 01 2・ 111土土111>暢司~fi斜とする【『飛鳥様僚宮

路網調在鰍告 IJ 197~). 他に ， 同時期の資料と

して 健波宮下周辺跡中の土旗5K31i1土土"や!

板蓋?貫徹定地第28次縄査地区ft下階で 飛鳥、今創

建疋と伴111した土雪量。他があo<ro.波宮枇の僻兜

一研究予~..告第五第二都J 1965年。 『飛鳥京跡昭

和 ..句J!f発鋼臨調査破線J1972年).

飛島 11，明日寄付の度図寺跡で削除出した池SG

I回出土二UH際司~fi斜とする. 小型図宮娘定婚

の袖5G070Hよぴ 5G070に篠侵す6玉石組小梅

50使ゅの幽土土"ιまた飛鳥Eに属する 6のであ

る.I院図<';111の抱SGI曲では.温度悶守卵j盛時の単

弁護漕文e千九疋 手彫忍冬111草文・円4疋を伴111し

だ CIIIII.. i長原官発機調査犠鰍ヨJ1973). 

飛鳥111，現在のところ傍観資料と伝るべe良好

生ー括償斜を得ていなL、.明日寄付大官大寺下帰

遺跡中の井戸5EII6および土.5K121附土土I H

ft袈例としてあげておきだい (1飛鳥藤原官発鋼臨

調査概鰍6J1976年).

飛鳥 IV，藤原宮東大溝50105IU土土俸をftJ1

備とし!篠原宮の路漬憾に作って出土した多敏の

括"料が.，.C奈良県松JB昏n会繍 『雌際宮』

196911!). 

飛鳥V 初日寄付託;丘厳方;n跡で検111した櫛

50110.および上井予;n跡のpt50015111土土俸を

俸調怖賀利とする.。、ずれι本線告).この他にも

乙の時期のri斜はJt般的多も・cr1111¥ . i康際?雷発錨
調子E・貫徹 rJ 1971年).
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NARA (HE可。） IMPERIAL PALACE SITE 

EXCAVATION REPORT VII 

Nara, located 40 kilometers south of Kyoto, was Japan ’s capital from 710 to 780 

A.D. 日d was generally called Heが－kyδ（平城京）. The exact pronunciation given at that 
time to the characters designating the capital is, as in the case of all words m出is period, 
皿known.

Somewhat earlier, the ruling class, centering around a male or female sovereign, had 
made efforts to establish a legally regulated, centralized government and had, during the 
second half of the 7th century, constructed capital cities at the site of present-day Osaka 

（吋z. Naniwa・kyδ） and at a site 20 kilometers south of Nara (viz. Fujiwara-kyδ）. How­
ever, in order to establish a still stronger political system, the ruling class decided to build 
a new capital city at the northern edge of the Nara Plain. This new capital was Heijδ－kyδ． 

Hei｝δ－kyδmeasured 4 kilometers from east to west and 4.5 kilometers from north to 
south. It was a city according to the Chinese pattern, its east-west “avenues" and north­
south "streets" forming a grid. The part of the city to the west of the 84-meter-wide 

central street, or Suzaku－δiji （：朱雀大路）, was called the “right city” （ukyδ，右京） while 

the pa氏。f the city lying to the east was called the “left ci句 ” （sakyδ，左京）. Attached 
to part of the eastern side of the “right city" was an area known as the "outer" or 
“peripheral city” <.gekyδ．外京）. The presentday city of Nara has developed in such a 
way that its central part lies within the site of the ancient “peripheral city." 

At the southern end of出e Suzaku・δii was the p白1cipal gate to the ci句，the

Rajδmon （維城門）, and at the northern end was the Heijo Imperial Palace (Heijδ－kyu,

平城宮）. The palace precincts measured 1000 meters from east to west and 1000 meters 

from north to so叫， plus an adjoining rectangu 
meters from east to west 叩d 750 meters from north to south. The total area of the 

palace grounds thus measured approximately 1.19 square kilometers. The palace grounds 
consisted of the imperial Domicile (dairi，内裏）； the Halls of State (chδdδin，朝堂院）；
and the various government offices and bureaus (kanga ，官街）. It formed the political 
nucleus of the Japanese nation-state and provided direct employment for about ten 
thou鈍nd officials 姐d public employees. 

The Nara National Cultural Propeはies Research Institute has since 1959 c釘ried out 
a continuing series of excavation studies at the site of the HeijδImperial Palace, which is 
designated a “special historical site." Results of these studies have been pulished in 
Heijδ－kyu hakkutsu chδsa hδkoku, Nos. I-VI. The present report brings together the 
results of Surveys 10, 11, 13, and 20 (see Table 1 剖d Figs. 3-6), carried out between 

1962 and 1964, as well as the results of two small-scale surveys (Figs. 7-8) carried out in 
co吋unction with later alterations at the sites in question. (See Chapter I). 

The combined area covered in Surveys 10, 11, 13，担d 20 is a rectangle measuring 
300 meters from east to west and 90 meters from north to south. It lies near the 
northern edge of the eastern half of the palace grounds, within that part of the grounds 
having the highest elevation (7 3 to 74 meters). The area of the present study is bordered 
on the south by the walled corridor forming the north side of the so-called “second dairi” 

and is thought to be a part of the palace closely connected in some way with this 
"second dairi.” Thus, the 釘ea of the present s凶dy is called the “dairi north exterior 
precinct," in contradistinction to the “dairi interior precinct" surrounded by walled cor­
ridors. (See Ch. I; Ch. II, Sect. 1.) 

The full report in Japanese is prefaced by a brief outline of the progress of the work 
carried out each individual survey (Ch. II/2-3）・

Before discussing individual remains, the report states the various types 姐d total 

208 



number of the remains, and a few technical terms are discussed. The principal types of 
remains arc: buildings of hottate-bashira type, i.e., with posts deeply set in holes in the 
ground (52); buildings with foundation stones (6); buildings originally of hottate-bashira

construction but later remodeled with the use of foundation stones (1); outside par­
titions (20); corridors (l); ditches (25); wells (3); and disposal pits (22）・ （See Ch. IIl/lA） ・

Brief outlines are given of the scale of the buildings and the methods of ascertaining the
distances between posts (Ch. 111/lB），四d of stratification characte出tics (Ch.田／lC).

The area of the present study can, by means of the north-south earth walls SA 505 
and SA 838, be roughly divided into a Western Sector (Fig. 13), a Central Sector, and an 
Eastern Sector (Fig. 20） ・ The Central Sector can, by means of the north-south partition 
SA 630, be, further divided into an eastern (Fig. 17) and a western half (Fig. 15). The 
policy is adopted of describing the remains in each sector and sub-sector in such a way 
as to combine the results of the various surveys, rather than to describe the results of each 
survey separately. First of all, there is a discussion of SA 505 and the other walls and 
partitions subdividing the surveyed area, together with a discussion of the earth-walled 
corridor SC 060 ac the southern edge of the surveyed area ( forming the northern edge of 

the dairi) and of the 伺st-west partition SA 486 (Ch. IU/2A). This is followed by a 
discussion of remains in the Western Sector (Ch. IIl/2B), the western half of the Central 
Sector (Ch. lll/2C), the eastern half of the Central Sector (Ch. [ll/2D), and the Eastern 
Sector (Ch. IIl/2E), followed in turn by the attempt to set forth a relative chronology for 

the various remains, as elucidated for example, through the relationships among overlap­
ping elements. (Ch. III/2F.) 

Before the construction of the HeijδImperial Palace, there existed on the site of the 
present survey a陀a the anterior part of a 250・meter-long keyhole-shaped tumulus with 
surrounding moat (viz. the “Ichiniwa Kofan 市庭古漬J’ dating from the 5th cen阻ry).

The posterior part of白is tumulus remains today as the so-called “Heizei Tennふryδ平滅
天皇陵．”（See PL. 33). At th巴 time of the construction of the palace, the anterior part 
of the tumulus was leveled the corresponding portion of the surrounding moat was創led

in and various palace struqures were built in their place (See PL. 33; Figs. 9-10). 
During the present surveys, the area in question was partially excavated, and studies were 
made of the base of the tumulus along its eastern edge and southeastern corner, of a 
portion of what appears to have been an outer embankment, and of sites once covered 

with paving stones. (See Ch. III/2G; and PL. 34-35.) 
Unearthed remains are discussed in the following order: wooden tablets (mokkan 

木簡 ） ; tiles and bricks; earthenware; wooden manufactures; fibers; and charcoal remains 
(Ch. IV） ・ Among the wooden tablets, more th皿 1800 were unearthed from pit SK 820 
alone in the Eastern Sector. Although more、than 80% of these are fragments or shavings, 
they provide a wealth of notations in the form of food orders for the meals of guards and 
militia, shipping labels attached to produce offerings and taxes in kind, aids for learning 
Chinese classical writings, and various notations concerned with construction work, etc. 
(PL. 36-40). Since 品目e mokkan have been described 抑制tely, they are discussed in 
出e present report only summarily. It wぉpointed out that certain of the wooden tablets 
(viz. Nos. 696-764 and 689-1170) have, with the additional light shed by subsequent 
surveys, been determined to be commentaries by L{ Shan （窄普 ） on the collection of 
Chinese classics known as the Wen xuaη ｛文選； Sino-Jap. pron.: Monzen). (See Ch. IV, 
Sect. 1.) 

There were unearthed 3399 pieces of roof-edge tile. These consist of 31 types and 
70 sub-types of round roofedge tiles and 25 types and 50 sub-types of curved roof-edge 
tiles (See PL. 41-43; Supplementary Tables 2-4.). 'fhe most typical finds indicate 
pairings of round Type 6311A/B with curved Type 66640/F and similar pairings of 
round Types 6313 and 6314 with curved Types 6666A and 6685A・D. These types ac­
count for 50% of the total number of round and curved roof-edge tiles unearthed. It is 
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worthy of note that the above-mentioned pat臼r回 of tile p心ring are also typical for the 
SCトcalled“second dairi＇’ （Ch . IV /2A). In addition, there are examples of three-color 

"demon-faced demon tiles" (kimen onigawara 鬼面鬼瓦）， "demon-body demon tiles" 
(k凶tin oniga1vara 鬼身鬼瓦）， and “phoenix pattern demon tiles" {/1δδmo河 on包·awara

凪l瓜文鬼瓦） (PL. 44 ), as well as a few examples of green glazed tiles and bricks bearing 

Chinese characters. (See Ch. IV /2C; Fig. 34.) 
The earthenware is for the most part red pottery (l,ajiki 土師鵠） and grey pottery 

(sueki 頒忠綿）． At the present time, seven HeijδPalace pottery “stages" can be 
distinguished on the basis of manufacturing technique, form, size , etc. And, wi出the
help of accompanying wooden tablets and comparisons with earthenware from the 
Fujiwara (694-710 A.D.) and Nagao！叫784ー794 A.D.) Palac民it is possible to 白timate
an absolute date at least one point in each stage. (Tab. 23）・ Among .the earthenware 
discussed in this report, chose unearthed from pit SK 320凶 the Eastern Sector (PL. 
45-50) are representative of Stage III; those from pits SK 2113 and SK 870 in the 
eastern half of the Central Sector (PL. 51-53) belong to Stage V; and those from well SE 
715 in the Eastern Sector belong to Stage VU (See Ch. IV/3A.）・

Glazed pottery wares are few in number, but some examples of three-color ware (PL. 

56/1) and green glazed ware {PL. 5614-7) do exist (See Ch. IV /3B.). There are various 

types of inkstones: some are round and Oat-surfaced {res出1g on a cricular stand a ring of 
many flat supports or projecting supports of triangular section); some bird-shaped，日d
some are of the foliate type (PL. 55-56), (See Ch. IV/3C.). There is a rich variety of 
earthenware bearing inked Chinese characters. While the me 回ing of some of the 

notations is obscure , a few examples are given as follows：内義盛所 “dairi pantry(?)" 

伊L. 60/63）；駒碕鳥杯 “dish for feeding parrots” (PL. 58/4）；烏食入器二口｛PL. 58/3) 
dish for feeding birds; （鳥邦口）(PL. 58/3).A必sh for feeding birds; and.（薗太郎 飲女

収不得 若取者特五十 ） , whose humorous泊tent might perhaps be translatable as 
"R仰ro, Our Most Prodigious Master Sake - Not to be Taken by Kitchen Maid - 50 
Cane Swats if She Dare” （PL. 61/71), (See Ch. fV/3K.). 

Among wooden manufactures, there are a large variety of cypress fans, combs, and 
spools (PL. 63ー75） ・ After classifying and arranging these various manufactures according
to type of processing (Ch. IV/4A), those items unearthed from pit SK 820 (Ch. fV/4B) 
and those unearthed from pit SK 2101 and elsewhere (Ch. IV/4C) are discussed 

sepむately. Various fiber manufactures such as rope (PL. 76) are mentioned (Ch. IV/4D), 

and the results of research by Yoshibumi Hirata on charcoal remains are' introduced (Ch. 
IV/5E.). 

After recording the above factual information, the report attempts some interpre­
tations (Ch. V). It is pointed out that, judging from the fact that certain wooden tablets 
unearthed from pit SK 2102 in the eastern half of the Central Sector we.re in close as-­
sociation with round roof-edge tiles of Type 6311A/B and curved roof-edge tiles of Type 

6664D/F (both representative of those roof.-edge tiles unearthed in the area of the present 
study), the possib出ry becomes rather great that these tiles are older than previously 
thought，間d may date back as far as出e year 721. (See Ch. V, Sect. 1.) 

The foundations 紅e出en given for su臨む出1g a J1ypothetical absolute chronology for 
Stages 1-VTI ofH吋δImperial Palace earthenware, and outlines of the changes between 
stages are discussed. (See Ch. V/Sect. 2.) 

Periods -of construction of official buildings in the "da ，
・ri north exterior precinct ＇’ 

are divided into three. The second of these periods may be further divided into three 
sub-periods. During Period l there were only a small number of buildings (Fig. 53). 
During Period II earth walls were erected to surround che Central Sector.. 'fhe western 

half of this sector became occupied by a central building with aisles and by warehouse­
like buildings, while the eastern half came to play a subordinate role as the site of struc­
tures for various types of manual work, of a garbage dump, etc. (Figs. 55, 56, and 57 
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refer co subperiods ll・1, ll-2, and U-3, respectively.) In the course of Period II, part of 

the buildings were taken down and rebuilt, and some buildings were partially remodeled, 

but there is no evidence of any large-scale rebuilding in Period II that would cause us to 

think that there was within the period any physical transfer of government offices or 

major changes in their composition. In the first sub-period, areas marked for construe­

tion were divided into square sections 10 sf1aku （尺） on a side, and the buildings were 

then erected in a very orderly way in accordance with such a scheme (Fig. 54）・

ln the Western Sector, buildings remained few, and it would appear char this sector 

did not form any independently constituted office compound. On the other hand, in the 

Eastern Sector, a large number of buildings stood close together泊a small area, and 
there is evidence that buildings were on repeated occasions rebuilt or remodeled. One 

may hypothesize the existence there of an office compound distinct from that existing 

in the Central Sector. 

The situation changes on entering Period ra. The earth walls which flanked the 

Central Sector are removed, and there exist within the area of the "dairl north exterior 

precinct" three groups of buildings, consisting of two or three buildings each. The 

principal structure in each group is a large building with aisles. The three groups are 

located, respectively, in the western. central, and eastern parts of the precinct, and each 

group was provided with a well and a liberal amount of open space (Ch. V/3A). The so・

called “second da，・ri" was formerly thought to date from after the end of the Tempyδ 

天平Period (794 A.D.); however, recently it has come to be thought that its construe­

tion began around 721 A.D. prep紅ation for the ascension to the throne of Emperor 

Shomu, 聖武大古l Accordingly, one may hypothesize that Period I for the area of the 

present survey begins around 708; that Period 11・1 begins around 7 21; th at Period H・2

begins around 745; and that Period 11-3 begins around 761. Period TII may well coト

respond to the years of retired Emperor Heizei， 村z. 809-824. (See Ch. V/3B.) 

Ac the Heian lmperial Palace in Kyoto, there existed within the area corresponding 

to the “dairi north exterior precinct" of the HeijδImperial Palace three adjacent sectors 

(bδ，坊） known as the Ranrin-bδ（繭林幼） , Keiho-bδ（佳芳坊）， and Kahふbo （務芳坊） ．

From a study of 10th century and later written materials which mention these three bδ， 
it is evident that they served as reserve or supplementary facilities of the dairl itself. It 

does not appear, however, that the nature of the ''da.iri north exterior precinct" of the 

H吋δImperial Palace, as described in the present report, bears any direct relation to the 

above mentioned bδof the later palace in Kyoto. 

Possible candidates for government offices which may have been located in the are.a 

of the present study arc: a station of the Left Palace Guards (sa-hyδefu ， 左兵衛府 ）；
those bureaus of the Department of the Palace Interior仲間aisho，宮内省） that were in 

charge of food preparation (naizens11i， 内膳司）， landscaping (enchishi ，国池司） or female 

servants (uneme no tsukasa ，采女司）; those bureaus within the Department of Central 

Administration （ηakatsukasashδ
，

中務省 ） that were concerned with the warehousing of 

precious articles (kuraryδ，内蔵策 ） or with superintending the production of imperial 

wardrobes (nuidorioryδ，縫殿寮） ．

The Eastern Sector being quite small, it is difficult to suppose the existence there of 

government offices on a very large scale. In view of the excavation from pit SK 820 (in 

the Eastern Sector) of wooden tablets which relate to guard or militia affairs, we may 

hypothesize that in this sector there was posted a contingent of Left Palace Guards. Most 

probably, some of the wooden tablets from pit SK 820 relate to government offices 

which stood in the Central Sector. 

The fact that these include numerous (viz. 46) labels which had been attached to 

produce (nie, 'ft) brought as offerings to the court, and also the fact that a piece of earth­

enware from pit SK 870 in the eastern half of the Central Sector bears the inked inscrip­

tion （内裏様所・） suggest the possibility that che naizenshi ，泊charge 'ot imperial repasts, 
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may have been located nearby. Some of the discarded tablets refer explicitly to the 
naizenshi （内謄司），姐d on others there appear the names of offices such as the enc11ishi 

and uneme no tsukasa, the latter being functionally in close association with it. Thus, we 

may su鵠est the naizenshi as the most probable establishment to have occupied the 
Central Sector, further hypothesizing that it existed there together with one or more 
other bureaus which had related functions (Ch. V/4A). 

[n Period III it is possible that the three groups of buildings within the area of this 
study were not gove叩ment offices but rather residences for in-laws and/or retainers of 
the retired Emperiod Heizei. 

The area of the so-called “second dairi” had during Period I II and afterward as many 
as 40 buildings, and as is evident from ovedapping clements among their remains, these 
buildings were moved or rebuilt several times during the Heian Period. In contrast to the 
fact that this area has produced abundant remains of relatively new earthenware, there 
has not been found in the area of the present study any earthenware later than "Stage 
VU, and neither are there to be seen remains of any buildings postdating Period III. 

This suggests that the area in question was abandoned not long after the death of the 
retired Emperor Heizei, reverting to farmland (Ch. V/4B). 

(translated by William R. Carter) 

Chronological Table 

Era Name Year Emperor or Em press’s Name 

Wado 相 銅 1 708 Gemmei ,c 191 

Reiki 箪 亀 1 715 Gensei 花 正

Yorδ 養 老 1 717 ,., 

Sinki 神 亀 1 724 Shomu 虫 武

Tempyδ フ4 3下 1 729 。

Tempyo-Kampδ ;R平感宝 1 749 Ko ken 乎 。ll店

Tempyo-Shoho 天平JI控室 1 749 ，， 

Tempyδ・Hc3ji 天平宝字 1 757 ,, 

。 2 758 Junnin 湾 仁
,., 8 764 Shotoku 狗： 総

Tempyo-Jingo 天平�議 1 765 .. 

Jingo-Keiun 神議宗：雲： l 767 ,, 

Hoki ，互ιl. 亀 1 770 Kon in 光iて
Ten’δ 天 応 1 781 Kammu 阿 武

Enryaku 延 l否 1 782 d’ 
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図面・図版

l. .i監榊には－.i辺�号をつけ ， その前に

SA：築地·JJif., SB：建物， SC：廊，

SD:i�. SK: I二；蛾， sx ：その他など

の分紙記号を付紀する。

2. 過附の寸法数学（;tm単位である。

3. 1車問の凶さの�議LOIま ， 原則として

海 1�74. OOmとした。ただし ，

Plan 2 ・ 4 ・ 12 ・ 14 は73. 90m, 

PlanlOは74. 30m, Planl7 ・ 18は ，

73. 印mをそれぞれ基準としている。

4. 辿柿実測凶をしめす各頁の右下隅に．

その実illll凶と隣接する実測図のPlan

番号をしめした。

5. 遺紡写真．のPlate iii=号Ii，対向ページ

の実illfJ凶にもおよぶことにする。 た

だし， 写nをかかげず実測図のみを

しめすもの， まと写真に対応する実

ifW凶が，イ也のページに入っているこ

ともある。
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，干，；桜国I 1 ＜γ44. j干戸をともな主�uni色155. 11'fi!字額� '. 

o,t5 目 125. PL. 24 ， 弁，q仰やりK テ 19 t， ・ 45, I・縫合

)t-1 fと向唱lr-171:i・
0 井戸をかζl!i，都（ S 02126) 44 

糸巻イト. 守 ( 唱，＇｝＇l，
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内匠京ウφ”’！ I I ！＞ 伶｛言語tのt’；1 16'3・161. Fiit.:;9 
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字波細々．，・k筒1.:.icされたf.!1！＇，の ・Mii 56 

.!!}ff予今マグタ｛形（t n，シaのー笹川'O

主g,jミ·�，ぞ｛本製品の刷l」；技法 穴に11,1の本をうめてふさぐl 125 
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IS石令·1•H：，（建物Lぴ宜q予司F,., ..，外袋，， 1ゾ今の部分名）27

(rJli令トウ｛圭干－＇￥:JU S刊ヲ-/1'1，のiC！警の締分名）66～68. 136 
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当書t2 1'ゲオλff! 59. tす（ 59. J.J, ,59 
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JIIカマシリJ Jキ 均ン（，！，簡にJ己努iLたーに絡の名） 56 

l帳台，h旬シ，eの皮121

機I定による諸口会hせ121-123 ・ 130

卯比命ヒ｛本穏に記された軍事置の名）56
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亀形使令Mr， λ�·，のまEフタ 102. Fig. 43 
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続合r,耳耳カモリ〆ツのザ l ’f- ・li:'1iJの官f町の.Y,)JG3. l'i ぷ. 59 

K;\11 ガヨウ ・ 吻勺，Ifマ；m血瓦織の鬼瓦72-12耐． が良 11J52 号潔138
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ilU普段9ラ 1 .. ’ ( 婦の槍受け望書遣をもっ�H>25

唐r;r.文今，，吟，：，－ （瓦のZll名｝ 鬼瓦の／J(l，�k13. 均望書店情文

。ンt I t浴・67. 偏liJ冴草文へシコ令 66

烏口。ヲスグFの,I:.うな切＞HJ （木製品のJ,n W,)116 

ガラス小玉、グマitべ
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台 ISi ’ >If(役所）

一揮所 ·r γ毛 I I＇勺ロ ・ 内j靖司ヴp，今やl Jツ命令 ・ 内破事小P ）� 
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り . .kat'fi·,rマタラ忌 今－�·骨e，ν・. l量綿密詩ヵモリ， -, 

。.，. . Jff-YjjJj今永守Zぎ今・や骨惣守ドヲ0・tr銀河カンヌy・ffl

,(r （シ• . I有内省？ナfショウ ・ ｜長�JtJヤ《令今ポ内 ＋ 御�i腎ゴb

’シド J11』常1ぽヨノグゥヵン・句、信仰 1:llfザマスジヲ ・ をiJl士1111
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d今世／＇， J’， . ' .内医務ナ4，章。 ・h 、『ウ.，タタミJγカ＂＇＂.

内E曹司少fゼシ， ・ 内婦司会f，今シー。，，命そ ・I /'l合ザ・内面E

策＋•・r今リ，V『今ム，？ラ，J’件・中t軍省＋をツ，，.. ，..＇. 女

宅E町・I{！胃町二軍仏三マチ・縫時t・·�，.川・ノ ‘J省、．｝宣i爵司岬

Jγh •1－·け J .，がト ・ I却／，／J-(-1背I fシド.，a ・ 民部省ミシブグ”
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内�」t外nn ・門タガイヵ，t�（M Lえ可能性がゐる官衡IS.I
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．，奴百） I/シ味；， 166， 在兵術 1f.f,1.�fllr 伶ヒョウ玄フノツバシd 164. 

｝＜；））津側ダ f ゼンシ午 165. 内桝司ナ f ゼノシ 165. 縫総務

演 f ド， ，，3、 166. ＿！：水・司令イトリノアドY 166 

比IJ!lfシγ3今（9枇紀の年号 )161
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カンザシ. ff （本製品のiu高）114 ·<2入 Pl.. 65 
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'f.申書�I今•IC'/�.，’58， 文i聾をシゼシ 56. z；童i主モ，ゼグ争急ゆ

56 ・ 58

u縛令，ヒ 166

市［•jlヵyぜ・’ 19 世紀の年号 )166
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本長 \ t 1・，（本製品の木取り） 121 ・ 128 ・ 130

紀伊 4 川本肝6 i：員t'.された�￥，）』U,llt.liif付L56
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官J与’｛；且舟 l:i自の ,tT-)107. Pl .. 60-5R 

本釘，，， t本号S品を結合するためのn 112・121 ・ 124 ・ 125

4込書1穴,t?,1'7ナ 112 ・ 120 ・ 12) ・ 123 



記号キゴヴ（Ill»土Calの＇！＼（渦)106～108. l"L. 59 ・ 60

u草4量へ夕方今土認の�鈎】108

伴 持；＇｛キシ’マキチ｛研究.r,包）163-13)

；！；；！唱キシλ
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106. PL.57-1 
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i�k量eュワ4毛活力Yi街セ4ホ今宵，ずの瓦TBb,21
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－京t
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�Ill!地，。カシ本 152・153・155
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・l'nli,.

ll 

悔の節分t.tt; rrm:かたみ ・ 切通し総，q，寸，-tン・II'.’い

むね113

ψR予？ンガタホ税J白l28, PL. 73-164～166. Tnb. 18 

九:'l判官本タジ 勾’Fシ，－，垂�式』訴�bit凶・ 九�すド159・JOO ・ 162
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仏軍リlrRグダリム；， l:i8 

岱7 108. PL.62-8-1 

山内r. タナfシ ヲ11\1宅のひとつ）56・163

府内省1明述の'IT街
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可モfl，・J ’ Y今妙16'1

，：：，；内省側i'.l!のF且＆土景品 ・ .ft簡163, 16:l-13) 



山内天長節タずイテンず君ウ-I:.，（！持？？士；協のX: . , 16,\ -(3) 

悶タニ 『凶名コタメイ

l，告f :iJi:タニキョヴ157
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殺御前司シキノ1ノウシ（Hilir名）161 ・ rn:,. rig.59 

式総1・＇I，乍γシき＞ ( ,ft;:·，，当の1'1)160

k・1阜シキ1·，）診のtWtヰ（,i<製，＇，I，の干革新!124. PL.72-125 ・ 126

直成ジ午ロ（l訂，iJr)lGJ

仁匁総tジch.·.〆ン｛守てを；与の主主物）162

1-!i従所ンジュヴドJO（平安定の浪稀i) 163 

CN！.：シ ー ンふ川（土i:Jjir,liの 。制緩予i;!.:)75・14:l

史官ンン3ウ yセ｛（’＇tJl,'oi名）59. l'L. 40-1943 

史跡ン七年

t自主総｜還の拡大2 ・ 3. 自主帰りJ品 ι ；：＇$分の追加l指定：！， HiN'.l! 

�，｝l 

自然紬ンぜシユフ85・86・＼)8

じ.1'!111 yチ；· a ·7•，・マ｛奈良,lillll I：のI：総100

漆巡シヲカν39

仕丁ンチョワ＇.，カイノヨポロ59

陥溺在晶Eシトヴγyコ〉｛上；器tfdにのこる痕.fM,)75

総f.i; Iシマ（愛知県のね｝ tt エt i市、主1荷札56, PL.:l7-364. 

u齢，；／＜・ ニ三ノザル荷-iLPL.:�7－：桁7 c.f.折烏サg γ�· 

シ；jiリメ・綬り臼（土r,;lltll）診でも’Eじたjf{湖：J9:I

嶋〆マ｛民！ JJ：ニt：出の文宇）108. PL.62-80 

芯1輩シマ（本側に記された悶品｝ .i.�1117ワゼ.(,ij札56・57

担j,IIJIJF , , I ，！：；）盛( ＇［＇城宮主I\設で1波殺された古筑）54, PL.:l'.！のI'.

神IU]:l'f古墳の埴絡uo

ド総ν －＞：•
＇，ザ｛木no に.le:された｜五｜お1 2明�i甚必符中L56. PL. 37-

4()iJ 

昌パ＠ ，'J.：！：訟の文字）105, PL.58-IO 

jlsJ ｛－シャケンJ彩本事ll,' ,百119 ・ 129, l'L.68・69. Tab.14 

汁杓千シルシ守フシ・飯杓チメy yャクン119

杓イーの絡分名称 芸員訓iγ｛プ・flil!lll！.ヒ， ，与， 1, ;, · '.,\:htヒン

ぶ〆 ・ 4守ミlll 119 ・ l2！＼・l29

尺佼〆ヤタド →3毒録＼）て今ジユシン令ク. ,,i l国尺ヶI•今タシ守タ ・ ill物

の総長ソウチョウ 天平尺ナ〆ピョνh・ 7・伐Iiiト1·；：／；ハシタマス

〆オミヴ

戸、炊兵ンャ.I. fプ ニタキプ 76. Tah.5 

内シ... 7 （！詰」； l: l-'lの文下)105‘ Pl... 5.島－8

約lh持ン，�ウζ•／ 『i諒SD503 ・ 50536・S 1)2084 S 02093 

-9 ー

沙f曲れソウ（銀三？土*1の文学)107, Pl...60-55 

斜放射l治宝γ弓·－ドウシ守ずン吾ン（1清文の舷頬）75 ・ 144 ef.正放射崎文

総：／.， （弱お土目：；の文字)104, PL. 57-2 ’ 

J渇シ1ウ（鍛治l：協の文字）105. PL.58 ー 10

r，基：， i ワ（瓦のJ却!Jf:Pの文字）74， 修め：�毛寝74ベ29), cf. 耳目

｛噂f]P.百lリヴリシー ・ンエリシ（官1Si名）74-12普

f霊悶 ;c制J,i :1 ...ウゲンモンノキプfワヲ 重鴎文事十瓦の年IU38

�I刻文章F JlJi:60・62, PJ..41ー1・2. rii,:.24 

式I笥文章干平瓦66, PL.43ー 1, Fig.27 

J渇泌，，ウゴウ｛古墳の朗li!lにめぐらした泌）54

JfiJ滋脳削工事用のJ井本務（SOSOヨ） 29・54

:fli!fシ..ゥシ.1（木n有にみられる文字の手溜い）58・l(お， PL.39

｜本j醇ジ� －，ジγィ木製品127, Pl..73-160 

収ffi6量殺シュノワシセツ rn·む1£内総の付設将軍造物）155

SX521(SB520に付設）30, PL.5-2. 8-3, 

SX541( SB540に付設）34, PL.12 · 13 

主＊餅シム会へイ｛官i再lg,)56

i必総シヲヤl04

ヌF永ジ之·イ(12世紀の年特）160

l児具シュダ｛木雪量！，！，のIIH主）113

宿所シェγJ a 161 

主Jj（司ンA A ’ y モイト ’t ’ Yカ吋（1,[ilij名
＇

1]6!5

·tll介j宇シュウガインヨ ・〉（平安ll与代のえ：品lt, )160 

。苦耳盟百lン蕊 .，〆<'i1if苛名｝74-(29)

修.(!j\nj長官・ 次官7,1-(29)

10尺手1111トウマ151・Fig.54

lOJミ等／Illのプ＇Jillむ血河IJぷ·） If〆ジワ.， 151 ・ 152 ・ 156. F』g.5'1

iO尺�illffhWiJ1!!測にしとが杓ない15:l ・ 154

円lf.f > .,_ 7｝砕l

」，.1号νυ＠�ft<.Jの文字1140

巨.IT｝百害シiメリJウ（Y.i'i五iのず，）140-flZJ

f主主総ン＿， ε；，.r., （事1tiの�にJ:t:xをめぞらした総）67

:r,{f叱除自のi控ンJイジ奇タノぞ161

-Itシ2ウ＠佐，土r.lの文字）107, PL.60-57 

丈ジrシ（遁S l：絡の文字ll05. PL.59-16 

小問1＆ショ内＇，，，， （木製品の1量級）126, PL.73-152～154 

貞元ジョウゲン(10世紀の年号・ ）162

上水y Jウえf売流した施設166

iE£tl流γヨヴソ

とim智、Ji：！との史員｛以146’ 別表s. 宝物143, .iE令統文持166ー（6)

正tr院にある須恵i.第!I鮮士．僻146

行l喚�R ＂ ヨウカンジョウ（木簡の内容）56, PL.36-55 

小凝ショウギ Jギス（木簡にJi.'.されたi持活長の名）

中�作物荷札GG. 考書河淵N札57

!st成νa·H：イ in怒,!;'iの杯ツキの身と葺tとを損ねて土産成83

縦総ンヨウトウ（中間の人名)103

7争蕗｛ジョウへ； （，買恵告書のお縫杭；）例， PL.51-395 

望書米う..，マイ（本日目にSEされた永の検鋭）59

当日 』武夫Ji)_ショウム（8股中［＇.,7）天皇)156・157

小·1,,li! ン ，内斗ヴキ（平安時代の文品川162

1y,:ltlジョウ勺（9 ttJ；紀の年対）167

寺，：1日本紅：Y ＞タニ口ノ毎56

食品ショ q ヒy・食mg ，ショタヨウヒン（本能に？cされたお物｝

→見 目古tu ガイ・鈎γリピ

-i住総 小1援イギλ. ＇梅松ミル ・ 2苦；軍総ワ均メ ・ 禦楽ムラサキ

ノリ

－，誌t物 米コメ・春米y，ゥマイ・ 白米ハクマ4 ・ '.!tムギ

→m 赤控t Y今ウオ・宇：波hUゥ，、ヵ 宣E魚カツ8 ・ 2耳，，，， ・ 1主＊＇



ψJ・須須自主ミズキ・ 事比H ・ 鮒71- . 111須マス

→銅�斜 鍛クキ ・ 埼i�-1・酢ス・3ド鈎マ J シ刊

ーーその｛也 磁If（砿つ弓 ・ ！｜持発タイ・水母タラグ. ii自サ今·i
；

庄奈

佐久，、ナサ’・ 蛾マムシ

短絡ショタプヲ

研証書材？シ？”＂ 本餓，タサ111・120

広葉桜:J?iJ。ジバ木製品の持事事）125・127

針葉樹シン9勺ジふ｛木炭の原水）1お

録音手土�に記されと縞物包関巡のi草学 術学タ107・副長クリ

106. �タヲ105

木簡に記された幅書物包 容亘ヒサゴ56・57, COLOR PL.I­

木俊の原本 信H·fflタ三本・小控室コす守133 ・ 131. Itヒ，

今. tまマ7133

木製品の材料 情ヒ，キll2・115-120・12.i ， 内命パ・カン パ

121～123・1：�o

編物その｛也の材糾 竹132・寺且ヒ仲ゴ56・57・,flウキグサー藁

ワラ132

倉庫Y ,,,160·162 

食認シ宅叶｛こ1:13のうちJll.係主ど供喜善Ifめitいお）76・81・�

Tab.5 

新総シラギの瓦のJiと比·�103-tl>l

l晃容シリヴタギ（木ffttl二記されと辰金具の名）59, Pし. 40-2083 

1十杓子γルシ守タシl木製品の朗途）119

真シン｛占昌子ヰk音量の文字)104, PL. 58-5 

11!介ジン移行ごみ｝処理Eの穴→ごみすて穴43・152・1S3

神亀ジシキ（8此紀のIJ' f})43・136・156・157 ・ 158

神亀木簡13・56・57・59 ・ 139, PL. 40-2083, Tab. 2 

紳護景望書ジンプケ4ウシ（Bill:紀の年号）74→2由

人事ジンジ｛お弁｜：紛の文字）79 ・ 104, PL. 58-7 

身会シンシ守ーモヤ｛・・母1:i\)155

心4；・足量産シシシシキ， ・I （畿などの郎訪中屯・同士の距厳． 建物

の中心fl,1-f；のZ駐鐙)151

信君事シントサ｛昂苦手土俸の文字）79, 105, PL.5トll

人物画ジンプツプf .i'U市土憾のu通108, PL.62-84. 留め針の�

画114, PL.65-14 

心待Mシンモチザイ35-(12)

心1!iシンズミ35-0!l. Fl11. l6 

針葉桜シシヨ今ジパ木俊の原木)133

ス II書ス｛木簡に記されと淵味”の名)108, Tab. 32 

（�＼＇.書土昔話にlli:!されたftl:jl味料の名）PL.Gl-77

水瓶スイピョワmt思ii)のi'jf唱名） 86・94・95, PL.53-404, 別

表6

｛本衡に認されたti鑓名）56

＊スエ（高の均分名徐)112

求ぇエ｛銭彼底cmにt己さILたf革委）35-02)

5買怠喜善ス兵キ（ニ1:i惜の紛矧名）

SE715のlJ(!it ＇必96・97

SE2128の須忠告598

SK位。の5揖忽lt!Sl -86. PL 47～SO. Fig.35 

SK2101の1*!.'!tZ:.87・90

SK2102の須！！.楊96

SK2113の須怒？.�90

802110のm�i:l9s

SD2126の須忠協98

SB501の須忠�98

SB96。の須恵怨99

Q地区聖書地層の須』t<S90

-10-

m�i'Jの�右常的分折147

3頁忠紛の伐法・F法75

吋板γヂ｛ 9の同心円文84， 術事判命令’83. 絞り目ン

ボ11 /.93. 1111 El 1'186 ・ 96・99. 火陣ヒグス年81 ・ 83, l艶

1' 1--¥76. 二段偶成9�事 ・ 144. ロ7口患で76

,Jl.ili..Sのお個 別-u6

告書今’ !.!A 86・96. PL.50-334. �要886・�・96・

99, PL.49-331. PL臼－447. �c 86 ・ 90

・94, � E 90. Fig.38-376 

mt •r' JlllA 8:i・87・148, Pl •. 47-221. JIJLB 83～ 

85・87・94・95 • 98, · Pl.. 48-293， 皿BJ歪83

～85 ・ 87 ・ 94 ・ 144, PL.48-291. Ull.C 83 ・

87・94・95 ・ 98, PL.47－鈴6. lllD 90・9-1・

95， 列車.38-375

i争事ill，ゅへ194. ドL.51-:l95

，）（崎氏A fピけ86・94・95, PL. 53-40.1 

双河沼ソヴジヨ ・ ソウF ., ff-94, PL.52-399 

高W、，今， ,94. PL.53-414 

F事川 作A 81・83 ・ 85 ・ 87 • 94・95 ・ 98・105・107

• LC蹄 ・ 14•1・148・163-lJ>, PL.47-201・

204, f,不B 81・83・85・87・94-96・98 · 105 

・107・108. PL.48-279 

lfH%{82・8.'l・85・87・94・95・105・144,

PL.48-268 

liC 83・� ・ 95, PL.47－鐙7. lfE 84 

94. PL.47-231 

仰の激減145. 杯の小型化145. 停のm長145

Mの身と'il.との対応、82, fig.35 

よ制li2a’ザ与の停を綴｛控しと事事（・・杯C)l44

道yォe ;J.l平逮ソウジコ94. PL.52-399. 費削08. 釜A

90 ・ 94, Fig.38-370, iiA�86・90 ・ St ・ 95

・98. PL.51-389 

主1iE 86 ・ 90 ・ 94 · 108. Pl・.4!1－沼9, 霊長G

90 ・ 94 ・ 95, PL.53－司08, ·,(f.l. 86 ・ 94・95,

Pし.49-318， 表N 86, Pl •. 4与－321

その｛也の登86, PL.49-320・328 ・ a30

鉄鉢令μ何 一鉢A

主主ハp $j.A（＝鉄鉢）90・�・96. PL.4チー316

f,l:£90. rig.38-378 

ョ.i ，＜，・ゆ今87・88 ・ 90, PLι：9-361・：i62

if！瓶ヒワ均ーへfへ｛ 94. 野IJ;/;6

Jまヲタ 『』Jl3縫. f不B益・蛮A必

f寵ヲシ 倒A 84・87 ・ 96 ・ 148, PL.47-23札 機B

l48 

m.怠Gの2.l備の1$1.依然148 ・ 149, ，＇.＇；障の彩e変化144

?,'tHの消長144, �種の分ft\48・149. 別表5

m.＼且慌の訴えX線ケfコウエ与えセン分析147, r,'ig.52 

l'lr.1.fcl'＂�II守研究147, :tJ,t(l',J変化145

>J'I恐怖首11 1掃よ協81～83 ー訴l 隙l:?.:t

ロ7口の組松方向81ー祖母

須忠i!iwlll n土iS81 ・ 83～84 『者ilm上お

ロ， or”！転Ji(,.，司84-11唖

須）.！.（？，1節目1除1・ 2器81・84・85 品目可 ru 1111::::1 

ロクロliil似方向83→181

灯火紛ト句。キ109

1・司法ほのUI! i慢と土凶器 Tab.25 

上r.JZJとの出向比率'i6・90. Tab.5 

土併設を筏徴したf!l恵器83, PL.47－包7・2'l8



比重と有引」萱147

法 I量の安 ftl45 ， 別表5

ロタロの箇営方向81-{I剖・83--0!l ・ 84－－（！骨

陶邑古家スエムラヨヨウKM22奇話相須l(犯との煩似146, TK217号

:lliの土M｛飛鳥町） 野1J袋5

J週Ji}j；えすウ（木簡に認されな国名） ,l'.IJ;J;U符札56・ 57

＊＊門スザタモン（-g域内の名 J 2 . 朱·i1tr•1地域のn：疋60, Tab.21 

朱雀門下層の土i!.'1139 ・ 149-031

図目撃事ヅシ哩ザヨヴ err衡の名）56 ・ 163, Fig・59

tV;：，，スの付着79・80・93 · 94 

ltl，令貴支えズキ｛木簡に認された魚の�）貨の符札56

Eil 'U ・2 101～103, PL. SS, 56 

�の受皿｛＝跨後 続をのせる凪)l閃. PL.57-1 

硯の償要書

四包�硯カメガタケンの� 10'2, F・i再 43， 間足伺ケシソタ

ケノ 101, PL.55-1-7 ・ 10. 双脚f'11if! ソヅキキクエンケ

ン103, PL.56ー 17 ， 台fltl.iJ1而伺グイγ4>.;r,：，，ンケン101,

PL.55-1-7 ・ 10～13. 派遣E車i;lft1iJlツ有プタ少ンヨウケン

·1平護疲ヲキプタケン 103・ 105, PL.58-10, 6(ト 57, l事

釘1iliチ f � ...タケシIOI, PL.おー11-13. Fig . 42, 鳥

形硬 b リガタケシ102, PL.おー15. A形俊併リガタケン

の.\lil0'2, Fig.43， 玄孫般市ウシ.，，，.シl(吃 ， PL おー16

E見町出土地.＃.109-(41)

艇の台（杯叢磁の会に須if.骨量係Bを使う） t03, Pし%ー 18

硯の益103 ・ 10号， Fig.43 

w、を杯兼Allの台とする 103. PL.56-18 

杯�硯ツ毎プタケシ（＊午、軍E転！II申l . 事事B.ltを4混に転J1l)l03・1()5,

PL.56-18, 58-10， 斜ト57

続 A ズ・1 （；轟lJ土器の�宇） ICお， PL.58-lO

m盟事 えズリ持ラ｛墨書士aの文字 慢をのせた�－で為ることをt

めす 1103. PL忌7-1 ・ 1’

管制スワヤ IJ・,tワト ソワリ武蔵書I’f57 『脅！綱＇）

ズボン l ニl:i'Jの人物画のIJ[l淡 llll8, PL.62-84 

隅切応スミ争リグワラ（ 66851M式）68, PJ .. 43-8， ドig.31

3州λミザシ（木製品のl!tllill16, PL.66-36 

セ 符セ（刀形 · nf-の却分包）115

弁企 f(瓦の�j印） 66. （鏡！§土z;の主字)l（崎

’•：'itセ 10昌 ！§土径の文学1106

flltJ：セイ＋1'23

正1・ e f十i 56 

製F崎
i

共 トνポ148

ほ搬セイヂン 153 ・ 167

i£Ji射11告文ピ fm ウンャアシ島ン（ii庁文のfaD�r[) 75-161 el.斜放射

11:\'i( 

1!li111'.rl荷七イホウカノガ地域のn瓦 Tob.21 

l!!i方t針相欝155

t雪崩築地七 f dンフ f ジ（ SA誕)5114左右・ Z4 ・ 151. PLAN3・9 ・

10. Fし5-2 ・ 6. 7-1 ・ 2 m篠宮需14左宥

活必号匹t世ft.r.!暗号H SX517-519) m・ 51

6現盆セキセ S ゴヴ〔古漬時代の6製品 )122-1)2)

関lfH'tl盗セキ争シシリュウ（研究者名） 14与吋32>

関野 良セキノタダシ（研究者名）62-(3). 68-(23) 

偏i1t 七，γ｛須恵、器質逃囚4!,)147 

M!if郎却総セコウトウキ145 ・146, PL.56 

mぬE皆様£ンユヴ99・ 145 ・ 146, I高 袖陶：！：！の f ユウ146.

二三事長陶怒ザン守 I 145. 二lt陶a ..ゆ f 145 

A革主方向七モ，守，..，っ.，，主総をほどこす)11勾）87

-11ー

。ぜロ手法｛土自事務の凋懐手法） 75

千七； (1,!J吐露の文字)1侃 PL. 59-25 

噂七シ 74 ， 噂債基JJ!: 唱ピシズ l ’グシt皇物 3. 華子疋 Tab.21

繊維ヒンf 出土しと峨織関係遺物 網状漆裂品｛芯） 39・132

,!l巻きy , •• , t .側rヮ 132

本側に�己されと縦割fl·繊総聖書品

総ア ν ￥叉 ・ 繊γャ. 11,lケ今56

系56 ・ 166 . 制l 守匁 56, ＊車ワタ（謀総・短錦｝57

泉 i昌寺セン等書ウジ t 京個3府｝の事千九Jl:64-'1'1

君事孔ぞンヲ勺（本製品の加工1

3量キqによる穿孔1.26, t鹿火符>;it孔126

穿孔緩センコライタ｛木製品の陣絹 )126. PL. 73-148-151 

尖�セン＂＇f( lニ濃のぼの形186

ソ 録ソ（本nuι.己された札制 ，＇，，＇，，のl',）ル：t，出札56

IS依ソウイ 虚構の府i立的ほ単IJ23

)il'i,主·rウエr 43 逃：を｜瑚係のイ志向59 ・ 136・ 157 ， 泣常関係のごみ

（慶介）処現59

双関門elソ今キマ，1./tシ（Ii担ス耳・Jの鑓tltH03. Pしおー17

ft感川＂ 153・］�・ 167

SB包0 30 ・ 1ss. sas-10 34・152. SBお5 31 ・15'官

SB潟5 35 152, SB鰍l 40 ・ 152

収納施ぷをそ�える �J,1($8520 155, $8540 152 

1樹林務9〆吋シボウのft'Jol(l似1

j章典福寺仏殿再J 川コウ？1νfツザシシ 1:i6

j主 i面司 ・／ウンミシ ・ サケr , IJやUf!J.t.tlf.fl:157. I筒！地域の事f:l(Tnb.

21 

,j!安富の澄清司163 ・165

J＇）.耳愛ソウジコ・，ゥジツ噌i (il{.\1l1Jの蕊積ち）94

Ji. L�γ令シバ身体)105

縮対強度lt .,.., ＂＋，今ドヒOri』lt5の物理［q佐賀 )147

相対年代ソウタイネングイ i！織の相対年代23・50-52

Wl�·rウチ 730

総生主月パyラ(t主筋のすべて伎がたつ二と）31

織形 ・／ヲガタ -I'll ’J ft', （本製品のHWllllS, PL. 66-29 

悠1彰の，W分名付： 迎制令f.'j・』／；.-t吻ゴ. ii.被Jカツ字115,

土毛主翼鎌!JS

ほソ：，（ l:iS ・本協のi精分 l

高台コ今川（ft�'l 111 L 必ず'.1 • \I; I) Iサ It ，苦台川崎．尖正正4ヒJ争

186， 手証Eヒ’／－， n ・ l.U. 九ほマル.，，， n・80・144

折教 t シキの緩慢122. 世話物？ゲを’容？：！のl怠緩121

�6，ヒキ25 27 

�石偲えつけ痕島事:a. 際石w. えつけ繍形ボ ・J＆タ 22・：u

配E朽の婦人 ＇
I ウニ岬 15円. I泡干；4駐在取り痕跡22 ， 建石鍬きl]X

り穴22. �石のm.fj 1・I ;.22 ・ 31 ・ 36

隠G建物（!ll!{Jの t にとっill絢） 21 ・153

SB� 31. PLAN?. PL.10-3, lト1. SB575 25, 

PLAN4. Pl •. 3-1. 15-1 ・ 2 ・ 4, $85!抑 36 · 152. 

PLi\Nll. 刊..14-3. Sll600A ・ 8 36・ 152, PLA 

N9 ・ 11, PL.14-2. SBl!75 ：�. PLAXl6. PL. 26 

-2. SB218\ :17, f'I.AN4 

御立桟l!!t白布川予パシ” F ドをE置£�物 iニ改造（58520)21

· 30. Fig.14 

縫鰭・障壁板ソパノ（繍'11.位伺下｛ニ釘＜ m，材）35-112), 47 

索文線ソモンエン｛肝；尽の外1;ij1二点：l晶の生いことをしめず）68

4霊織りγヴトスワヤリ 背測りセマリ 必必倒錯普ヲナfユム 57

? mt＜箆;!Jへ，ずキ土illiの主＇Y.l108. PL.臼－81



k.タ（議持1：泌の虫：下HOS, PL.59-26 

ttパ3品店土�の文芋)105, PL.59-18 

事比ヲイ（木簡t二認された魚の名｝ 若篠宮をイ�i,FLPL.37-399

'* 1苦手1・ 1総グf iチグンI＇今 cm怠怒 ・ 仁飾告書それぞれのi洋哲IJ)

m・5；答�I際i：滋81 ・ 87 ・ 94 ・ 甘5 ・ q色 ・ 98・146, COLOR 

PLATE 2-2.-/i: 

IIllA 83・87. Pl • .47-221. llllB 83 ・ 87 ・ 95, PL. 

48-2.93, HILB if;r83・87, PL.48-291, JlllC 83・

87, PL.47-226, fM 81・87 ・ 95, PL.47-201. 

t不B 81・87 ・ 95, PL.48-279. t:不B 品182 ・84 ・ 87

・95. pし48-268 ， 杯C 83, PL .47-227. 機A

87, Fig.37-351 

，京日醇t混との差 杯884

�I-Wl芹以外の須泌総食絡 組B 85. 皿i白獲85. f干A

85, ff自 85 ・ 87, f不BJ童85 ・ 87, 1%、C 87 

L向昔 j滋ハジ干潟l i洋l：？，詩90～92， 宮4・147

2高U,l勾袋ダi fヂゾグイリ156

;;jj l次内定J生成のffl(Tah.21 

;fl l次’悶Tot.ド完グイイィPジ ，. .ウドゥfシ3 ・ 156

日目1 1鳴グイf y帯（.IH届if.則l i丸 内必」t外qjS遺·1:m1名）

W.Il悶の瓦i'ab.21

第I！切のr,giιlt���匹J50 ・ 164 ， 内�-It外祁ii!i'i:Jの絶l:t{f.f\:

157, Tab.31， 窃1-11明·，iH 『 2 J!lllSl 

l·t�車文タf tウモンl J主憾のjG )103 ー師事

k•1広大寺ダiカμダ1ジよの事f'¥瓦ノキヒラゲワラ137

待望者r守タfヤンモ〆（平安富の刊の告）163

k.'i!太后タ｛ヨヴタf ,., 161 

大係殿グイゴクヂン156

·:ii問問ダイザンキ（fl編ff.J倒1', ， 内：誕.Jt外�）室·1芸・朗話｝

第Ul )!IIの�Tab.21

<ii Ul J羽の仏n基.tt外邦155 ・ 167 ， 結問 J!IIの絶i-t年代157,

Tab.31 

�urn宇土日3ダイザングンドキ<,JH息滋の！符別）

i耳J草；岱沼田際七:i.,84・95・98・ 146, COLOR PLATE 

2-2一信

瓜895, PL. 53-413， 雌白書i84, f不883, PL.48-

314, f{-81184・87. PL. 48-312， 鎧A90, Fig. 38 

-380 

)d首会グf ;, 3ヲ• 160 

大院の1111骨｛直J段ジキ回）161

ll!iヨ草ダ｛セノの斡:i9

大＊苦グfゼン（E§ c�士 ：告の主主)1()7

大既存線ダイピンン寺（ ＇，訂正I l", )56 ・ 163～165

犬E苦戦地滅的事f瓦10 ・ 135 ・ 136 ・ 156, Tab.21 ， 軒3む出土数60

大泌総lti!.域の償年157, Tab. 31 

大内凝図ダイダ4リア161

台付向両者見ダイツキエンメンケン（慌の厳重1{)101, PL.55-1～7. 

10～13 

摘足寄見ケンソタケン ・ E者側五見テイ々々タケン10』

大l司ダイドゥ（9世紀の王手元号）157

第n期（ JiL編!f.・期名， 内裏北外車E進’卓期名）

第H期的瓦，Tab.21 

第H期的内装ヰt外郭151. 第日則的絶対年代157

第口 一 I J哲ll51 ， 第百 一 2期152

第nt宇土器（須�著書・土師音量それぞれの鮮側｝

須恵雪量祭JI群±.R量83. COLOR PLATEl-2-J: 

血IB 84, PL.48-308, lITlB義84, PL.48-305 ， 杯

A 83. PL.47-229. 杯B 83, PL.48-299. 杯B

-12-

務84・87, PL. 48-305. 綜E 81, PL. 47-231， 鉢

A 86・90, PL. 49-316 

続A 84, PL.47-234 

ij'j悲；号寺第Tlll宇土昔告の第I t宇土器との途い84

土師ll,l;:.j’ H際土器147, 147一目。

ヲヤ2次肉&IIダ4 ・＇156 ・ 164 r ;r 2次内J1Jを池島幸名とLて使!11156

地’2次内裂の造営時期136 ， 苛’ 2次内裂の存続Jt1Hlll167

地’2次f勾.と内裳北外郭150・157

,i, 2次内Z基地域の野瓦10 , Tab.21 

1’2»；籾1;院チヨヴドヲイン3.'156 ， 芳2次剥1.t�完治成の事千瓦Tab.21

大::ifタイホウ（ 81世紀の年号)139

平「’lタfラ-1'ン ・ ヘイモ， （平安貨の！”lの:g)J61, Fig.60 

内.ダイリ

平安宮内議159～163 ， 内裂の11\火162. 中重ナaウジaウ159.

F ig.59 

平安宮内事ゴtガの官衡159～163 ， 平安宮内111北方の官衡

と平城宮内灘北外郭との比申立163

平城宮内l!

介l次内�・1’1次内裏｝也戚156 ， 方l次内Jilt!!波の瓦

Tab.21， ザ2次内�· ;t,2次内裏I色成156. ;t 2次内3基

地減の瓦Tab.21

内議外郭グ4 ・3ガイカヲ8 ・ 9 . cf.内袋内郭ダイリナイカタ

内裏�t外郭ダイリキタガイカク8

内裏蕊外絡を閉する築地（SA 8171) 150 ， 西外邦出土の鬼瓦

72, Fi g.33 

内�'JR外郭を飽する築地（SA 705) 150 ・ 154 ， 東外郭の事l従

7Q-t25', 135・156

内議京極i·磁崩外郭築地の中央にある建物（SB 1000)41 

内裏オt外郭ダ4リキタガ《カタB

内重量北�H1il官衡カンガの終鴻158 ・ 16に 内��t外事事官lifの佐

賀164～167 ， 内泉北外務官衡の絶対年代156～158 ， 内袋北外

事事官f留とす2次内裂の関係156 内巣北外務宵 mと平安宮内泉

北方自衛との比較16 3 ， 内－北外郭a衡のla:，霊52 ・ 150～155

内裏�t外郭出土の粁Ji:60～71

内5基�t外郭草子J{各1盟主主の比率70, 内�ヰt外郎事干瓦／.h土数

60， 内製；It外郊の内裂の鮮瓦の比申立70

内Nit外郊のzl!物24 ～49， 内litヰt外郭建物の事nuso～155

内装：It外調1の建物の道官期150, J童営J草lの絶対if.1巳157,

逃営矧埼’ I JUll50, Fig・ 53, Tab. 26 ， 造1!.l'I羽::tu 鰯151,

Fig. 55～57, Ta』. 27-29, 造主主l邸赤1Jljg1155, fig 

58. Tab. 30 

内巣f怜事官言lグプカンシ｛ヲ（＇；！.の日，車生活をささえる官街)16.1· 166 

内渡相当総物ソ今bマタテモノ156

内Ji築地図/!l7.f；.＇カイロヮ27 ， 内装築地図廊に先行する施設28

内袋ill街築地閉館（SCJ56) 28 

内占剃ti遜築地図廊ホクメンツイジカイロワ（SC 060)15右 ・ 16芋1

18右 ・ 19右 ・ 27, PL. 2-4 ， 内裏北窃築J也＠節目�tii]li詰�；蒔キタ

γマオチミゾ27, Fi g.12 ， 内議北面築地図耳目ヰt雨延滞出土の

三彩鬼瓦72

内�昨i簡築地問廊ナノ〆ンYイν刀イロ句（SC 640)28 

内�内総ナイカクg ・ 9 cf.内疎外邦ガイ合タ

内�rmm高純，＠Hお.，.，メJ ., d円’〈ロベSC 64ol 28 

内�西外郭ニゾガイカクを前lする築地（SA 8171) 150， 凶外部出土

鬼！1.72, F'ig.33 

内Illにノkを望書くぬ27 ・ 166

内装束外郭ヒカシガイカタを!!lii寸る築t也（SA 705)150 154, JI!外郭

の章子瓦70ー担E

内蕗ゴt雨築地図廊ホタメンアイジ今イロウ＜SC060Jl5友有 16右· lR 



布· 19主1 ・ 27. PL. 2-4, f大J�オti面築地1,,1駒lオt雨洛係キダア

マオチミゾ10 ・ 27, Fi 件 12, ヰt間務fNi出土の：.!ft）祉瓦妙，lt,H·

エグ勺ラ 72. COLOR Rl,ATf:2-J 

内�儀所グ4リ令 。 j ドヨロ（書r�土（.dの文字）39 ・ 95・107 ・ 158・165 ・

167. PL.60-63

;9;占許税五タカサ今シ〆ノウ｛平b/1.天王！す3息子）l(,'7

i的在地｜えタカクラナタ｛大阪府拘色 λエムラ古書院）の；：.（（，l.!J:i..'}146

βi瀬嬰ータカセヲワイチ（jjJi究者名)156ー（ 4 i 

前向tタカアキ（本鰐に�！＇.された守事務の名）56

·*ii平（士昔誌の様隆名） 別表6

須�おの高好、94. PL 53-41'1， 土的』総のお杯80 ・ 9：� 96. 

PL.51』103. Fig.49. J：商Ii総高杯の成形話、94

i忠総菜久＝夕方，、シミクニ（研究者名） 140-(11) 

。有床 ：fl'!il(夕方ユ方ソワヲ31

tU,: q キメ ・ 今シ考〆（＊符土終にteされた文字）107 , Pl..61-71 

竹J;i:f政治タケず珍セイジ（附究者名） 7 

竹悦S， タケ セイヒン 竹宮�織物132. Fi胃47

大'ff仔グザ 4フ56. 大事!ffでおいた水防56

ff!�｝タジ？（木簡にill:された1有名｝ 鈴荷札56. 符海E転貸許可札57

米政－�·ダジヨウカン（ ＇fl衡の名） 3 

太政大阪グジョウグイジノ161

”p向タタキ， Cit. ,JU�、＊＇の成形・，itr:i手訟の名j

五；の叩日62 ・ 73， 年t:\t\cJの平行叩同86 ・ 96, :?.:I ifllfl IJ 96 

叫I Ffを押iす99

f7ljf宗務ダFムネ令ス（併究者名）42-(13)

t書物タチをノ ・ 建物j宣締（長示記号lまSB)

SB116 （中2次斜J!t）伺湾総アマオチ.， ·／出土の：t i器｛τr,111u·；νI)

自lj表5

SB489 （市街築j也付民！勺）14古 ・ 25 ・ 51, PLAN3. PL.7- 2  

・3. ·1 ab.27 

58497 14在 29 ・ 50 ・ 52 ・ 154, PLAN 2, PL . 9-3, 

PL.35-3 

SB498 14-6: ./:i・15右。29 ・ 50 ・ 52 ・ 154, PLAN 2, PL. 

lO-'.t Tab 白 29

S 8501 141£ · 32 36 ・ 50～52 151 152 · l58. Pl AN 3. 

PL.6, Tab.27 ・ 28, SB50H主穴i�. t：の土器98

58502 14tf.右 ・ 32 ・ 50 51 ・ 52・155, PLA:S :1, PL. 6. 

Tab.30 

SB508 33・50 ・ 52 ・ 151. Pf.AN9 ， ド1..14-2. Tat..26 

$8509 33・151. PLAN 9 

SBき10 33・51 52 ・ 152. PLAN 9. PL. 8 時2

SB515 34 ・ 155, PLAN 9 

SB520 14右· 15布・30 ・ 155, PLAN 8. Pし5-2. Tab 

30 

SB523 14./:i・34 ・ 50・152, PLAN 9. PL. 8-2, Tab. 

28・29

58525 34. PLAN 9 

SB540 1st主 ・ 34 ・ 36 ・ SJ ・ 52· 151 · 152, PLAi\10 ・ 12.

Pl..12・1:1. Tab.主7～w

58545 30, PLAN 2. PL. 9-2 

SB550 15訂・31・155, Pl AN7, Pl..10-3, Tab.30 

SB555 15l王右・31 154, PLAN 7, PL.10-3, Tab 

28 ・ 29

S8575 （雨前築地付編！”｝） 15'/i・25・26 ・ 51 ・ 152.ド1.A 

N4, PL.3-1. J日－1. Tab. 27 

$858� 151-r. ・ 181-i: /:i · 35 ・ 5-0～52 ・ 151 ・ 152. PLAJ\ IJ · 

12PL.14-l, L6-l. ’rah.27, 

$8590 151r. ・ 36 ・ 51 ・ 52. PLAN 11. PL. 14 ーに 1・ab .

-13-

28・29

$8600 l5� · 36・37 50～52, 151～153. PL,\ Nリ・11.

PL.14-2. Tab. 28・29

513633 39, PLAN 12. PL.l:3-1 

SB708 16t王布・46・154. PLAN 18, Pl...29-3, 'I ab.Zfl 

SB710 161-五右 ・ 46・51 ・ 154, Pl.AN 18, PL. 29-3, 

58717 16右 ・ 46 ・ 51 ・ 154. PLAN 18. PL. 28-3, 

Tab27 

S87:lO 161i'.f； ・ 47 50～52 154, PLAN 18, PL.27-2 ・ 3,

Tab.28 

SB750 47・ 155. PLAN 18, Tab.30 

58760 47. PLAN18, PL.32-1 

S自765 16た· 47・51 ・ 52 · 154, PLAN 18. PL. 29-2. 

Tab.29 

58780 16左右 ・ 47 ・ 50～52 155. PLAN 18, PL.27-

2, rab.30 

S 13795 l61i＇古 47・50～52・154, 158. PLAN18, PL. 

27-2. 

SBSOS 16＇午・48 51 ・ 52 154. PLAN 18. PL. 32-1, 

Tab. 28 

SB808 We ・ 48 ・ 51 ・ 52 ・ 151, PLAN 18. PL. 32-1. 

Tab.28 

$8809 48, PLAN 18. PL.:i2-2 

日目815 16左 48 ・51 ・ 52 ・ 154, PLA:"-118, PL. 32-3, 

Tob.28 

SB818 49 ・ 51 ・ 155 , PT.AN 18, PL.29-1. Tab.30 

SB84目 161r. 39 155. PLAN 17. PL. 26-1, Ta h.30 

SB875 16右 39 ・ 50 ・ 15'.l 158. PLAN 16. PL. 26-2, 

Tab.29 

SB930 191'王 ・ 39 ・ 51. PLAN 15, Tab.29 

SH935 40, Pl.AN 5. Pl .. 20-1 

S B960 17.li'. ；（：ゴ ・ 40 ・ 50～52 · 151・152. PLAN 13. PL 

18-2 • 1由一 l, Tab.27 

$8970 17左右 ・ 40・50 ・ 52 ・ 153, PLANS・l3, PL.18 

SB977 40. Pl.AN 13. PL 18 

SB宮80 17h:t;・40, PLAN 13, PL. 18-2 

SB！（削］71r，右・41 ・ 50・52 · 151, PLAN 13. PL.18 ・

19, Tab.26 

S日［015 l71i' ・ 18tE ・ 41 ・ 50 ・52 ・ 152 · 15:i, PLAN 13, 

PL. 18. Taむ. 28 

SB1055 17右 ・ 18花 ・ 41 50 ・ 52 ・ 155, PLAN H. Pi. .. 

18-1, Tab :JO 

SB1080 l 7左右 ・ 41 ・ 50 ・ 52, PLAN 13, PL.18, 

150 · liil 

$81085 17/j： ・ 18皮・42 ・ 50・52. PLAN 14. PL.18-1. 

1 ab. 28 

SB1135 17お 19&: 42 切· 15'.l, PLAN 14, PL. 17-3. 

Tab.29 

SBl140 17-f.， ・ 42 ・ 50. PLA:-1 J,J, Pl..21-2 

$13116� l7イョ ・ 42, Pl.AN 14. PL.19-1 

Sfl1182 42, PLAN 14 

582131 19-'i ＇ゃ右 ・ 45 ・ 50 52 · I日］ 15.l. PLAN 

16, PL. 2:i-2. Tab.26 

582140 19�・45 ・ 50 ・ 52 ・ 155, PLAN l6. PL.23-2, 

Tab.30 

582148 45. PLAN 16 

5132170 19·.：布 ・ 45 ・ 50 ・ 155. PLAN 14. PL.17-3. 

T事b.30



$82181 18左右 ・ 37 ・ 153, PLAN1. Tab.29 

$82190 18右 ・ 37・50 ・ 52 ・ 153, PLAN 11. Pしu;-1.

Tab. 28 

582225 18をfi · 37, PLAN 12. Pl .. 16-3 , Tob.27 

$82245 45, PLAN 12, PL.16- 2  

建物の改築36 ， 建物のIll］陥36 ・ ：i7 ・ 151

濯物の燦燦の算出方法22

l!守羽の種類

鎌倉4タタラ31. →4青島匝γ今：， 163 ・ 1剖 ・ 167

『磁石E書物ソ宅金」，，-tc’ 58489 ・ S 8 520 ・ $8555 ・ $85お ・

SBS90 ・ $8600 · 58875 ・ 582181

中心・建物チユ今；，，－タ�-tc J 151-153 

-rfllft墜鈎ヒ今シツキタデモJ $0501 · $8502 ・ 58520 ・
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上越の器績の縦長と形態変化112-14'1

I: r,の総領名変更7富田［9）・79ー日lト創l OZ>·R!-0曲 ・ 86-(21ト121).

別殺6

±i出l停ド今グ， ii1思i爆者n～m百静.:t：俗146・147. 土餅怒,ii

I .目録土器147

J:おの形皇室につい τのfflj書

A形態 須草Uiaの彩 82・83・144
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l;t場器11'、のロ録舗の駁 n・79. s; 

？凶1・＜ ( 少 f 口録翁磁の1U 11→81 

高台1車諸婚の形81

内側一吋ヶィ WJiH輩llliのM77-ISI

百五台脚立富蔚のJ修77-1同

U形態 Jrl忠告詩jのj伝82 ・ 9且

上防総杯の口縁般の形77

土舗のt揖blt76. Tab. 5, 92 ・ Tab.7. 別公6

土おの持！U S五色土2l,146, -.;mtt』，....ふ・ー土問f.'jhジキ

土磁の賞作技訟のl目縁

·-<1'-i去75 ・ 87・143. T油.6 ・ 23. -d手法

el・法78 · 7百→凶 ・ 79· 143・ 14-1. Tab. 23 -r手法

。～3手法75. 当占臣7亭4タEtti連のPl心，，， :x：創. －；＼につ

〈るお

liriきU企キメ83. ;t:；台コワグf内1J rJII\ l. · tr.ti貼りつけ

146. ：ドJ民庄司H・木ノ誠二子以75-(4-).

1111き日!19, fi百ib門真84, _:ti.比例悦95・95--12日. l41. 制

二f:fj’咋’77 ・ 80・93， 火IIJI い，λキ81・83. 箆fj1Jりへラ

今；（•175. 箆おきヘヲ，.，，.有75・75ーベ31, Illで晶子76. u 

7目白隠転方向81

l:El.n製作手訟の変ft 須｝！.笛143 ・ 144. I：併鐙143 ・ 144

上設の1111分名弥75～109

喝を：l. .lJ長官S U縁結綿・I Ii韓併地ali /Jl:·ほ$·氏邸

ド地位f. 17,台 ・ 高台Z国地. !!l)j唱曲 ．

吉正 ・ 古車：；器｛本・1本書G • W封ltlll·H ・ 4巴F

i証： mm;· h\n目1s ～ 109

上悦のt制ド必盟， g1J,&5 

4域主f上誌の編年的大別 →五］＇.域汽I -\I 

本械’タ，. <wm，名｝による本製品のIIT偶Ul・120

1・4昌rコ守 ’.A！帽の種議 1(・ど，ト F.:示it幻U:SK)

SK2Jil翁5：）：鎚査）�逗:L 95 

SIW91�5次調査｝のよおかF減点l\) 139, lJWS. m色土a

146 

SK234(:fi5J）.；制定）の量巨95

SK6（附 l5/.,: !Sb: 

SK820 12 ・ 16ti: · 17布 ・ 18左右・49 ・ 51 ・ 52・1s,1・158,

PLAN18, PL 30. l'i鰐. 22, SK820のXη ． 土器

（�J:li.忘却ln～86・139. 1)4 J,5. 本側55 ～58

SK鉛9 158 

SK870 161,己ちー17右 ・ 39・50, PI.AN16. PL. '26-3 ・

SK820の土il,（平城壬I \'1息1 ・ 139 ・ 158・165 ， ゆl

J,5 ， 木間58

SK925 171£. PLAl\15 

SK989 l7ゐ’ · 51. PLAN 15 

SK2100 19左右 ・ 43, PLAN6, rL. 25-1 

SK2101 13・19'�右20左・23 ・ 43・51・52・158. PLAN 

5. PL. 25-1・2, Fig.IS 

SK2!01の瓦 n. J:?J87－釦ーl刻. ＂＇鱒59·

1“

SK2102 13 ・ 却を・23 ・ 0・51・52・152 ・ 157・β8,

PLANS, PL.25-1・3. Fil(. I$ 

SK2102の瓦71・136.一L ?,196. 水制59

SK2l05 l!lli. PLAN15 

S K2!07 2泊釘· 43, PJ.AN15, PL. 25-1. 木町ti59

SKil08 lY在 ． Pしん可15

SK2lll l昔右， PLAN15 

SK2113 44. PLAN15， 土2刻字.Ill<将＼＇）90・139, ゆJft5



SK2119 191也 ・ Pl ANl5 

SK2130 191..·： ・ 50

SK2!59 19tt: 

SK8221 20お

慢の焼けた土割高（SX801) 48 ・ 51 ・ 52 151. PI..AXJ8, 

PL. 31- 4 ・5, Fig.21 

図公正でトシヨザョゥー·／＇，ヨリョゥ56

l：縦F Vヴ23・24, Fig. 9・lO

トチ｛；常道具カマドヴグのf'Jar1名）99 100 

把手I·＇宇 土G:lのf巴手80・87・98,

，￥，訟へイへイのiM�テ4・，.今94

本法！.＇，！，のre手124

治ロトピグチ!ft木製品129, PL. 77-179 !80, f出分名称 Milt 

約元129

民金具トピラカナグ（本舗に認された主主築材） 59 

議主主Tゲカスグイ ・ 綴カシー尻型住シリソク本 ・ fi'tu Fョヮ1ア5世，

PL. 40-2083 

'&ill弘MトミヤマヒU宅I (pjf•q.:'lf f,) 118-(8) 

留め宮1· ＇〆パリ形木製品114 ・ 114-(2） ・ 129, PL. 65. T,.t,, 12 

鳥トリ 鵠ウ5宮 ・ 165. l!l！紛オウム104

鳥の革主10:i ・ 104 108 ・ 165, PL. 57- I ・ 2.鳥の官II入れぷ4レ104

· 165 

丸形iリガタ｛木製品のjfJ代カタシロの械類名J 127 

鳥形rJ!.『リグ付与｛ Ji見えズリの限努Iの名）102 ， ドL. 56-1.5 

鳥t い，..，スマ（j盟具瓦の鶴Ji'iの名） 62 

トンボ rn陶具セイトゥグのも,fiJ.有名J 148 

ナ 若宮 ·I （！；.�，；1/jニi告の文字） 106, PL. 59-28 

内区ナ4川事F平瓦 ・ 告i丸J［の文総（！（）

l勾u， ナ4ヶf（土紛口車事総在立の形態）77φ77-l8) 78 

（ニt紛i\l;台籾滋1(1iの形態）81

内{ir:',fiサインョゥ・2 2ウ ウ手ノタタミノツηサ（’向指名） 163 liYI, 

Fig. 59 

内H持苅ナ、ゼンン（・·cn�iの名）56 ・ 59 164・165 ・ Hi7, PL. 36-47 

｛平安自の1ヲWiJ 159 · 160 ・ 162. ドig59

内総司r＜ソヴシ ・ .，やJカセリノ ＇I /J •r （宵（Iiiの名）163-(3)

内量産潟ナ$ゾウリヨ勾ーワナノクラノフカ今（·.；：·1むの名）59・164 166 

('f, K山Jl63・166. Fig. 59 

内！”iナイモン｛＝悶r'J －＇ ・〉ぞ人 干減むのi”jの純JJi)WI, cf.外i’＇J

•I ’r•i

長，ヨ1..；，：ナカ寸カキ自作・民側H

i器総167 ， 土i器（乎城出町） 14（） ， 日，j苦言5. Fig. 49. £zG （§露双

総）95一也事会145→抑

制丸fl:60・60ー｛2)· 64-(1器

中｜走ナ0タ（1村m北外斜地1),1,l を3区にわけたlt,() cf. 泌氏 ・ 米l正

中I孟出lj主部の，.Mi持32 ～37 · 151～1日

中IK＊半部の�t,'/138～45・151-153

長原f� ·I h＇

�
・ シキ（ニcillt\Pの事r-，ドJ主6S→24)

長銀ナガγソピi木簡にii:された良の名）57, c£. ！＇泡

中総省オカYカサショヮ（八iiの］つ）56 ・ 163

ιI·•務省の1主w

1AJ縦ヲ寄っPノタラノツカ寸59・16:l· 164 · 166. Fig. 59 

1勾ぽ聖書ワチ’タアミノノnサ163・164, F'ig.59 

縫ぬ海ヌ4打 ・，. ・·，164

。 I•山修 寸，ヲヤマν孟ヴイ4・ （ f,Jf究名・ f， ）航）－（2)

'I·ト！ Wi，ナカムラヒロン（研究.fi芋i j 146-(29) 

’i’付長t iナカムヲ本 向 ゾマ（研究者名）118-l9) 

長｜“｝ナがト（木flij l二3とされた凶名，）tH,,rキl56. 相手M泌守均メ57, PL. 
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37-401 

t? JJ縦，！i必ず午ナタザカ（点的府）のfir.I佐Jlll総ドi g. 50 

主主ナタ｛本製 ，tt,mu:mの.U!,) 111 

�手干すゴ J の首r•ぷジキロ161

A'！ 本ナパ自（平安）；•；<1)'1白(ftj)163, Fig. 5甘

l暫で ・ 告で(Jj'i恵、r,:, ・ 寸ー鮒昔話のおl皇室手法の名）76

総i位向ナニワキ丞ウの王i：のif.Im.との制lj;iil38

f品ナヘ（了l：例l<,)Q);l,1縫名）A 94, PL.52ー115

1て媛ずマウムシ｛ぺ、iii!に;iEされた食 a日， ￥，）56

鉛給＋マ ＇＇＂＇午叫ンュ．、．ムンス今、内毎鈎

浪貝 主主十：ずイタケH自牙3ヒ ュ布t,)60ー（2)

公良LllのF亡事4, 5l勾�（奈良市） 138 

成1りI思4ニ正

割E日T'7〆（Jtのfil毒z告 1；もらいた日IJ.j説の純口）68 · 73 

1申iU草地十〆ガタパγ

ー第J住． 後定見til百築地 ・ 出i稲築i血（SA505） ・ 内裏目当外Ill＞走uiJi

寸る築地（SA8171) ·内装1在外$11を1ilf1する築地（SA705） ・ 東

区の耐を幽する築地（SA838)

昨j北司Hサ〆ドクベ 4

『 tJ,1 $A544 SA570・SA586 ・ SA618・SA6:l0 · SA 726 · 

SA751 SA799・SA950・S,\965 SA2216・SA2264 ・

SA226$・SA6905・

t判，It減少シrタミ／

一i持 Sυ568 ・ SD569 ・ sυG72 ・ sυ822 ·SD 831 ・ SD890 ・ 5

01900・

502084 （部分的に斜if) SD2UO ・ SD2700(Jl!*i湾j

S 03035 ( 22；；.：.�t)・SD3765 (27次）

件rnii築地ナ J ノ， 'Jイジ（r,人j磁：It外車11陶樹祭J也（S.-\488) 14右：ti· 15 

4王布 ・ 17す7 ・ 18:r,・19在'ti・ ・ 20右 ・ 25 ・ 51, PLAX3-6, 

PL. :1 ・ 7 · 15・21～23

二 世奇ニムグ〉｛。j札γケフグ ・ 荷札56～59. 165. Tab. 32 

阿波の行Ma長56, PL. 37-40:,. ,'. I＇，主主56. f.日！.！！jのilr.'il�t；事57,

長l"U！正，躍泌ワ会メ56・57, PL. 37-401， 縦断［56 · 57. 時i'I:ゃ ー

主主，uJの品；.＼k56. ill:：必57， 軒以56

U I洋l::l:i －主主日1浮上M

二彩陶正予ニサイトワキ99 ・ 14事

問i1,交劫銚エシイチコヴエ考.ヒ；..（水flliの記載） 56 

vJ恒；ニシク｛内�－1仁.MIU也J占を3[K分した！iii)

l掛lメの.ib'lt高29-31. 154. fig.13 

i\lfi部｜ぬi 力的ヰシゴリペノオカ可ロ｛ヰトー官官に:leされた人名）56

二•l閲級文総ユグエウ？〆七J -t；，」L:, （瓦の文綴の名J E渇

2手主主｛土I司1(.[tの出l］＇終予f去の名）i5

i綬炊！－（.ニタキグ（i:g：，のJIH圭J、別） 76. Tab. 5 

臼本紀日告ニ本， .＼·・1 t’ タ｛平安！時代の文献名）160 

2本i替りユホ，タグリ（編み方の傾Ui) 132 

日本後半己こか〉コワ毛｛平安時代のj(献） 132 

2 イ＇1.i：せユホJヨセ（絡みβの.fJH』ll 161 

女5苦闘J. 女1'11!町二ヨ；..，，マ 1 （平安 。心。の店街J 162 

.f.立t,Y/1＆：ニグ〉コゥセイ（ l ：
・ 官Ji＆形の手法） 95 ・ 95－坦9）・98

人形ニシぶヨゥーヒトがケ

.｛！.冬文二シトヴモ〉｛鮮半］，［の文綴名）66

f :-fllニシサ（9世紀のまFー た） 161 

仁！柱j天日1ニンミョゥ（91立高じの7z>',!,) 16:l 

ヌ 総齢社ョィγノt木簡にScされた官wr, i 166. 166-(5) 

縫級事専Hドノ，，ウ（ ーι；j�j l!,J 161～164 

鎚btJ士関S之’VノジンJo:,



前’ ](!!;ff争ウ表面の（til玉t"{64, ;I;倒的のlli1U9:i

串 似11，ゎll耳石ソ化エを悶定するため1・ そのドrすえるfj) ),I 

f，・15/i..f-i · 22 ・ 27 ・ 31 ・ 36{JH，のトから終timを験出30

IJU＜存トゴuヂラ｛抑歌山県｝のi厄銭Yu:r1' l L8-(9) 

以幻S臨t・ 1ミ，•.rリ（木製品のIJIU.J'.Ji) 112・ll7

.2:い ・ 令をの（［！＼符土滋の文字 � ・ 」控と車llみ合せ文学） L04, 

f'L. 58-4 

町ザf；.：仲

ー延長エ4争け ・ 延暦ェ，1τ’ ・ jlJ酔？ν. .., .えQlf； 令ご 華 内

• -0:'I'.，；ヒ... ・ 'l!.にコ吟ユ》 ・ 1仔,j(�.. q. \'lri:＞＇ョのーシ

．神高l＇；，守 ・ 大同,riド今・Jピ茸 ’f:1•令 ・ 鈴紛’s .... , .部；

l必予け円・天l聾ー，キ刊 ・ 7記長亭与令lげ＇＂：総争 . 7.天

守ミマシヒ， ...天平ffll'.,iU－·ピけJ・内ル今 ・ ；／（ ＇Jt仲必→〉ピョ

.• ，，，ゴ ・ J;.耳王手，・1奇1 ・ セru 吋·句ゃ・；＇H;"I ・＇Hlウ－�Filシ4

有 ・ 制銅ワド今

川t:in t，ドヒ毛の合せll （上級rtH手法）77 ・ 80

/ ,., (!!1，ヰ土?iの文字）106

。fli: /H／？ラt華F乎瓦t事f九瓦

事rn：の綴み合せ70.η， 135・15i

6012-6572聖書式138. 6015-657'l'W,;i.: I鎗i鹿山川38

6133-6732�式138・156. 6225-6663,Wパ7J ・ 135

136 

6311 ·6ぬ4-6661!1Y式70 7H-12Sl・1お· 136 · 156-158 

6.113 ・ 63H-6666・6685'1l,l:70 ・ 135 ・ 136・l38

if.f.Kの絶対年I℃.製n，年代71 ・ 日5 ・ 136・156

事F.iU:C宇佐，本航71・136～l測

tr瓦のlli主策60

’rn：拘’iト-iii. 別表 4

ーit’ltJ[ 々¢＝ザ句う

ーtfh瓦，zマ九万円号

nlllll，キAミ（,t�の$分￥，） 138 

1ド1・・1りLI ..じ＇J-Jf付帯66-69

小'Wn>f!J王 66661i!！式ijilJ.13. 6685112.R 61!. PL. 43. fig . 

30, pし43, Fig. 27 

m’Z正の盟主主6ト邸. PL.43. 1NJl3 

65n雪型式.66 ・ 66-(1乱 Pl • .43- I, F'ig.2; 

係U ・ 飴42·邸�3・係16!\t.A'. （（事ICi.,:.;,A:I llf炎3

U記i5�式66. Fig. 27 

“63�式 66 ・ 66-U9J • I!叫イ35. PL.43-2 . Fig.27 

俗63雪君式と本間作Mm

時鎚4M式 67・135 ・ 凶6. PL. 43－耳－6. l'i g. 213 ・ 29

•I『心銭円66-(1曲・Gi-1211. Fi 似.28, 4民間件 ，＇l\・ 年代7J-lcl6

6“51'!式 jJIJ表3

6“6�式と,t;l!ijf半出 ・ lf.(1.11 • 135 · 136，可'l},3

6筋7 ・ “68 ・ “事1 ・ “82!'.!.i\: )l•(/13 

自踊呈1式66-0't ・ 68 ・ 腿-1231・135 ・ 138, PL.43-7, Fig鈎

僚議5�主主の限切1(' 容．， 守ち68. F'，目. :n 

成制笠A 哩MJ

6邸g型式66一白s ・ 68 ・ 68-12,. l'L. 43-9・10. F'ig ..羽

6691硬式66-091. 1，附f宇治 ・ 11'-1町71. 伊l/i3

6694 ・ 6702・6710＇＼�式 別世13

671録制：68 68ベ24), PL. ·13 11 

6721飽式71 ・ 135 · l36. ゆl /13 

6'i3'2 ・ 6763�.式ijlj必3

6791塑式（l日除1 131.6710A笠A

Jf'f-瓦.，.，刻印＝ャィ， 持66, -lt66 

-18ー

•M!Jiの線分

瓦当川内66. •!'Ji$ヒ＋�·· t'7,;II ・ 1�

事f'l'Jiの文係

一吃E貢2ト。. 届智J�主文令”々，（， .均1.t貯や：主A セf ・ 鴎

綴文ケシセシ •· · Lt.Z "", · ,IU：.，毛シ（押草丈ト中心

飾、チ'1 ·＇νシ命。川・中心情’ 吻シ，ョゥ 安jft忍冬文，、〉今

4ーシトワモμ ・ （b,lttj,IJ i,l: i( h，コ均カツ？ゆぞ〆66

事F’I＇瓦の文様Ii.

外l正H’ ・ 上限ν，今トl勾（，（ 1 '' 

計九瓦’..マ＇－I!ヲラ60-66

k開fJtli 臼25L ・ 倒).IL. 628"lL ・ 臼OSL. ・ 6133Ll37 ・

138. PL. 41. F'i厳.48

小郁事Fえ瓦 6313裂メ 1ぬPL.42, 6314盟式 138 . l'I,. 

42 . 小明粁丸1王のllli主138. 別iH附必

制kKのE型式ω～Go. ）＞）・.41・42. 1)11必2

60L2型式60 ・ 60-(2）， 削..41-l, l・1胃.2,J 

6015型式（ijli,,J;•i;_r) L38 

6018製武60. PL.41-2. ドi R, 24 

61311竪式 別t,2

6131繋式η. )IIJ},2 

6133・613-1窃式 別J,2

6135l':,i式 ・ 62 ・ 62→3,. Pl •• 』I司 3 ・ 4. ドif!.24 

自忽5��62・62→引 ・ IS） ・ 135, Pl.. 4J-5 ・ 6, Fig. 24 ・48

6227別式 別-I，ま

6233・6235・6273 ・ 6275 ・ 6278・6279 ・ 6281 !\!!.ti'.（脱原

五f式） )JIJ表2

6 280勤I: e尚 一6308X 1!I式

6282史式 62 ・ 62-<61・71 ・ 135 ・ 136. PL.42-8. 

Fig.25 ・ 48

位96�.t主t従来A· 132純1・ hl1てロたもの糾吟iiiと判明

L之と狗． う例からA t唱の；. ＞：.改める1 別表2

6.10］鐙式 62 64→7 ・ 181 ・ 71. l'L. 42-9. Fig. 25 

6303lt!式 別表2

臼04�式 6-1-(9） ・ 64 ・ 71， ドL.41 -10, rig.48 

6307-'I�式 64 臼ベl仇Pし，42-11. ドi伝・25

6308�1式 64 6司－＜IU吋141・138, PL.」2-13. F,g.26 

631 1担式 64 ・ 64→l:il ・ 71 ・ 136 ・ 138, PL. 42-14. 

fig.26 

臼13.必式64 ・ 66→I＆ ・ 71・135 ・ 136. PL. 42-15, 

F'ig. 26 

6314型式 64 ・66-llil · 13.5 ・ 136. Pl.. 』2-16 ・ 17.

Fiit.26 

6:主2[)�式 ）j1),Ji2

品f )(.J7l:Q）外IX:文級今r 7栓，lゆ60 ・ ti2 ・ 64
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の心 ’＇,ll3S-'1 l. ittll'1 PU物陰i！えt盟S高148. 別表5.事fjι瓦62,

62吋21

’Lll'lt11フェ，t ’II 1トl：ね刀心：；、JC1革. l'J,. 59-37 

時＼J1lij ¥1 H :Ill凶よaaio3-1013, 1ss. 木製品に級の4弘樹115

L\l,lft＇クシ河 Jl'F'f!li抵の；品、＇!19台． 住恨l広凶iの袋持35ー(12)

本事1 ，日，のlli.'f 113 ・ 119 ・ 126

1品 。ヰ｜：日＋ポタ玖·ド与lU3～lUS.. Pl_ 57-61 

’！I ir 1:a:1 u, ..t·;,: - en ，骨7·，毛I rJロ｝・為4 ・ ／H ·ーイヂ
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:JO 

513845 Hio!i・39 ・ 155. PLAN17. PL26-l. 27-1, 
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Sl3108陪 17-fi: ・ 42 ・ω・52・150・151. PLAN14, PL. 

18-1, 20-3. Tub.26 

5131135 17r.・19/i' ・ 42・50・1日. PLAN14, Pl_17ー
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JUit －叫／ヲtサ：骨量の底のJ[1)86
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'M•r A’ソ勺・1 PL. :\7-:J67 ・ ：m • t;fl .21r1a従！ユンFるマ�赤
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SD487=SD890 12 ・ 14／，：・16右 l7」r. 29・30・38 ・ Co()・

15:i. PLAK5・13・15・16 ・ 20. PL 18-1, 2リーI, 21-:;, 

22 

SD487出土のニ1::；窃158

SD日m 1-1&:1； ・ 29 50・5,1. PLAN2. PL.35-3 

SD,,3'1 25・34 PLANlO・12, Pl..14-l 

SD百：lo 30 ・ 155, PLAN2 ・ 3 · 8-·IO, PL.$ 6 

SU:\68 31・50, PLAN7, f'L. t:i 

SDG69 31, PLAN7, PL. t:i 

SO:i72 10 ・ 31 ， ドLAN7

SD8'22 26. PLANl7 
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S 1)8:JI 2ι PLAN6 17 

S D890= S D187 12・16布 ］7友布・19友・20左，38

一SD唱87

SD910 l7l三 25 ・ ：渇， PLAN 5 ・ G, Pl..22 

SD922 17左 ・ 39 ・ 40 50, PLAN5 

SD9』1 27 ・ 16（九PLAN5, PL.,1-l 

SD990 17布・SO. PLANI5 

S IJIOlU 17右：. PL.18-2 

SJ)J900 （ 節16 ・ 17次活資） 139. SUJ900のl， 総｛平峨
’
·，，＼I)

日lj是正5

S 1)2084 19tf.右 ， 42・50. PLAN6. PL.2-1 

SD2090 18布， PL, 22 

502093 l!lt五· 26・42・50, PLAN6 

SD2098 42・51・52 ・ 150, PLAN5・6

502110 13・191民街・44 50, PLAN(;; 15, Pl..22 
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16, PL.22 

Sl)2!2.6W, !:U）止r.s98・l!i2 ・ 15：， ・ 157 ， ドl. . .!4-1 

$02246 45. PLANl2, PL.13- l 

5υ2700 （ 品｛大；持J 163 
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築地凶�にとむ主マI：問手審議27

t毒の節分名劫： 1明ffワ 組IJ正［庁内イ；， .底。ノコ27

尚11／草j;Jミ／ウシ｛箔jnj,¥.,) 163 

i草ミザ｛治省土紛の文字） 105. PL. 59-14 

J註ミナ u出.＇｝ニtr.誌の文字＇ ｛，� .為と組み合せ文·y:j 104, PL.58-
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